
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　さて、天と地とを分け、世界を作り終えたワウリとネクルの二神は、満足しながら世界をグルグルと歩き回りました。

　そうして、世界の真ん中までくるとそこに並んで座り、砂遊びをはじめました。

　ワウリは土を練って自分たちに似たものを作りました。これが人間です。

　ネクルは土を練って動物たちを作りました。それからワウリの作っているものを横目で見て、自分たちに似たものを作りましたが、それらは角があったり、翼つばさがあったり、尻しつ尾ぽがあったりしました。これが亜あ人間です。

　こうして人々が作られました。

「私が作った方が、私たちに似ているね」

　ワウリが言いました。

「似ていればいいというものでもないさ」

　ネクルが言いました。

「それなら比べてみるか」

「ああ、やってみよう」

　二人は残った土で世界を二つに割る神別れの山脈を作りました。

　ワウリは人間たちを連れて東に行きました。

　ネクルは亜あ人間たちを連れて西に行きました。

　これ以来、人間と亜あ人間たちとは二手に分かれて戦い続けることになりました。


（創世神話──人々創造）　　　





















　竜りゆう騎き兵へいバラドは第二次聖戦において、その功績によって星座に上げられた最初の英えい雄ゆうである。よって第二次聖戦列伝の最初にバラドの事じ跡せきを記す。




　バラドの話ならいくらでもある。

　バラドの勲いさおについて語る歌は数限りなく、『バラドによる黒い塔とうの破は壊かい』は画題として最もポピュラーなものの一つであるし、山脈の東の生まれであればどこの国の子どもであっても、夏祭りの夜にバラドと相棒の竜りゆうの人形劇を見て育つ。

　バラドは将ではなかった。一騎き兵へいに過ぎない。軍に限らず、一度として集団を率いたことはないという。竜りゆうと心を通わせた戦士たちはみな孤こ独どくを好む傾けい向こうがあったが、バラドはその中でも格別だった。だれとも群れず、家族もなかった。ただ戦って死んだ。

　鯱しやち級きゆう飛ひ空くう挺ていの開発による空戦革命が起こるまで、竜りゆう騎き兵へいは空の戦場の圧あつ倒とう的支配者であった。竜りゆう騎き兵へいはその単たん騎きのみで、巨きよ大だいな鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺ていの気き囊のうを縦横に引き裂さき、『ゴブリンの火』を満まん載さいした輸送ゴンドラに吐はきかける火球で空を赤く染め、無む謀ぼうにも挑いどんでくる戦せん闘とう凧たこをその鋭するどい翼つばさと尾おとで百も二百も叩たたき落とした。

　偉い大だいな戦果を上げた竜りゆう騎き兵へいは多くあるが、その中でも最も優すぐれた乗り手、竜りゆうを駆かるものの理想としてたたえられるのが竜りゆう騎き兵へいバラドである。




　バラドは山脈の東──ワウリ界の中でも東方に位置するドウア山さん岳がく地方の出身である。ドウア国の山さん岳がくは古くから竜りゆうの多く棲すむ地域で、バラドは幼少期から竜りゆうの乗り手の訓練を積んだようだ。家族のことはよくわからない。少なくとも、相棒の竜りゆうと共に国を出る時には、すでにバラドにとって後うしろ髪がみひかれるような存在はなかったようである。

　厳しい冬と瘦やせた土地のドウア国は昔から屈くつ強きような傭よう兵へいの産地であった。その中でも竜りゆう騎き兵へいは最高級品だ。

　ある年の九月の終わり、早くも降り始めた雪に貧しい山小屋の中へ閉じ込められてしまう前に、バラドは国の多くの若者と同じく、出で稼かせぎに向かう傭よう兵へい団の一つに加わった。そうして西方の豊かな土地や複雑怪かい奇きな王おう侯こう貴族たちの相続権を巡めぐる戦争の中へと進んでいった。初うい陣じんは十五歳、ちょっとした町に対する包囲戦だったことは覚えているが、どういった経けい緯いの戦いくさだったかはわからないという。ただ入っていた傭よう兵へい団で言われるままに戦った。

　その戦いくさで、バラドは自分がこの稼か業ぎように向いていることを知った。




　バラドがその名を大きく記した最初の戦いくさは、自由都市エタラカ包囲戦である。

　教皇による聖戦の呼びかけに十分に応じなかったとして不信心宣告を受けた自由都市エタラカを、亜あ人間の王国を統すべる魔ま王おう討とう伐ばつの名目で結成された聖せい鍵けん軍が包囲した。海運交易で財を築いたエタラカは海を背に高い城じよう壁へきを備えた難なん攻こう不ふ落らくの城じよう塞さい都市であった。

　包囲は三ヶ月に及および、不信心宣告という強い措そ置ちに出ていた教会と実際の戦いくさを有利に進めているエタラカとの間で和平交こう渉しようは難航。山脈の西──ネクル界に攻せめ込むために、教会が音おん頭どをとって各国の出資で結成された聖せい鍵けん軍は、魔ま王おう討とう伐ばつどころか、ワウリ界を発たつ前に解散する危機に瀕ひんしていた。

　その士気下がる包囲軍へ、新たに聖せい鍵けんを与あたえられた傭よう兵へいたちの援えん軍ぐんが送られた。

　その中にバラドと竜りゆうの姿もあった。




　エタラカの包囲網もうから少し離はなれた森に、隠かくれるように十騎きの竜りゆう騎き兵へいたちは待機した。

　一いつ緒しよにやってきた他の兵たちはすでに包囲軍に合流し、今いま頃ごろは都市の城門を攻せめていることだろう。

　バラドは鼓こ動どうの音だけを聞いていた。

　一定のリズムで、ド、ド、ド。

　自分のものよりも、大きく、重く、ゆっくりだ。

　この音を聞いていると、バラドはやすらぎを覚える。

　自分の鼓こ動どうもそれに合わせてゆっくりになっていくような気がする。

　肌はだ寒さむく湿しめり気けを帯びた森の空気の中で、鱗うろこと肌はだの接せつ触しよく面だけが温かい。

　深緑色のマントを頭から被かぶり、バラドと竜りゆうの一人と一匹ぴき、同じリズムで呼吸をしていた。

「竜りゆうを寝ねかせるな！　命令は近いぞ！」

　野戦用天幕から顔を覗のぞかせた団長が、低くよく通る声でまた同じことを言った。騎き兵へい隊たいが森に待機を始めたばかりの時、まったくこれと同じ台詞せりふを聞いたのはどれくらい前だろう。団長に言わせれば、いつだって命令は近いのだ。

　雨が降り続けている。鼓こ動どうの音から気を逸そらすと、頭から被かぶったマントの上に降り注ぐ雨音が意識された。

　待機命令を受けてすぐに、マントを頭から引っかぶって最初にそれを聞いた時と同じように、バラドは相棒の長く太い首の付け根を撫なでた。その時と同じように、相棒は寝ねていないことを示すために小さく身体からだをゆすって返した。竜りゆうは身体からだが大きいために、一度寝ねると心臓が完全に目を覚ますのに時間がかかる。いつ命令が飛ぶかわからない以上、ぐっすり眠ねむらせてやるわけにはいかないのだ。

　代わりに自分も眠ねむらない。こういう行こう為いを他の兵たちは感傷的で無意味だと思っているようだが、竜りゆう騎き兵へいはみんな知っている、竜りゆうにはこういう心こころ遣づかいがちゃんと伝わるのだと。

　少し動いたことで尻しりの下の地面のぬかるみがバラドに意識され、不快さが増した。

　寒い。

　雨に濡ぬれた衣服が冷え切っている。

　尻しりに張り付いたズボンの布地が気持ち悪い。

　大きな鼓こ動どうの音を求めて、またぴったりと顔と身体からだを竜りゆうのわき腹に張り付けた。

　ド、ド、ド。

　竜りゆうの巨きよ大だいな心臓が、温かな血を巡めぐらしている。この鱗うろこの下には温かな血が流れている。実際、竜りゆうの身体からだは鱗うろこ越ごしでも温かかった。

　竜りゆうが身み震ぶるいするようにして翼つばさを振ふり、雨のしずくを落とした。

　ふいに、雨音に紛まぎれて、馬のひづめの音が森に響ひびいた。

　バラドは少しだけマントを上げた。

　馬から転げるように下りた伝令が天幕に飛び込むのと入れ替かわるように、天幕から飛び出してきた団長が絶ぜつ叫きようする。

「全隊騎き乗じよう！」

　マントを頭上から撥はね除のける。

　森の方々から竜りゆうの唸うなりや小こ姓しようを怒ど鳴なりつける兵の声が上がり、周囲は一気に慌あわただしくなる。

　バラドが素す早ばやく竜りゆうの背に跨またがるとほぼ同時に、バラド付きの小こ姓しようが馬上槍やりを恭うやうやしくささげるように差し出す。

「ご武運を！」

　槍やりを受け取り、小こ姓しようの少年の言葉に手を上げるだけで答えた。

　すでに数すう騎きほどの竜りゆうが先行して上じよう昇しようを始めている。

　いら立たしげにその長い首を振ふった相棒を、舌と歯の隙すき間まで作る蛇へびの威い嚇かく音に似た竜りゆう騎き兵へい独特の発声で、バラドはいさめた。

　焦あせる必要はない。空でおれたちより速く飛ぶやつはいないのだから。

　バラドが手た綱づなを引くと竜りゆうは巨きよ大だいな翼つばさを広げて羽ばたき、上じよう昇しようを始めた。激しい風が地面を打って葉が舞まい散る。空を見上げるバラドの顔を雨あま粒つぶが強したたかに打つ。

　無数の木の葉の舞まう中を竜りゆうは昇のぼっていき、木の高さを越こえて森の上空まで上がると、竜りゆうは不意に羽ばたきを止める。急に開けた視界の先に、町を囲む兵の群れと、それを拒こばむ高い城じよう壁へきとが小さく見えた。

　上じよう昇しようと重力の一いつ瞬しゆんの均きん衡こうの無重力の間に、バラドは姿勢を低くする。

　次の瞬しゆん間かんに、竜りゆうの翼つばさは風をとらえ、攻こう撃げき目標の都市の城じよう壁へき目がけ、弾だん丸がんのように飛び出した。

　空に現れた竜りゆう騎き兵へいの姿に、地上の攻せめ手から歓かん声せいが湧わき、守り手からは呪じゆ詛そが飛んだ。

　いつの間にか騎き兵へい隊たいの先頭に出ていたバラドのにらむ先に、城じよう壁へきに並べられたカタパルトが発射準備を整えて、身をしならせているのが見える。

　高速で飛ぶ上空で声の指示は機能しない。竜りゆうとの意思の疎そ通つうは脚あしの感覚と手た綱づなとがすべてだ。

　バラドが太ももを締しめ姿勢を低くすると、竜りゆうが羽をたたみ身を細くして、高度を下げつつ加速する。城じよう壁へきとの激げき突とつすれすれの高度、彼方かなたにあったはずのカタパルトの脇わきを一いつ瞬しゆんですり抜ぬけた。竜りゆうの残した風がカタパルトを操作していた衛兵を木の葉のように舞まい上げて、城じよう壁へきから墜つい落らくさせる。

　その様を横目で見て、バラドが小さく笑いを発すと、竜りゆうも小さく身み震ぶるいした。自分も愉ゆ快かいだという風に。

　上空から見下ろす町の内部には味方の兵は見えない。城門はいまだ破られていないらしい。

　町内部に残っていた数少ない守備隊が、不意に頭上に現れた竜りゆう目がけて泡あわを食って弓を射い掛かける。

　守備隊の指揮官が必死に叫さけぶ。

「乗り手を狙ねらえ！」

　人の腕うでで引く弓で空を駆かける竜りゆうに有効な攻こう撃げきを加えることは難しい。よって地上からの攻こう撃げきは竜りゆうの騎き手しゆに向けられることになる。

　竜りゆうがバラドを隠かくすように腹を地上に向ける。町の辻つじ々つじから上がってきた弓矢は、竜りゆうの鱗うろこに空むなしく弾はじかれた。

　バラドに続いて城じよう壁へきを越こえてきた竜りゆうたちが次々と町へ火球を吐はきだしていく。

　町のあちこちに火の手が上がって、内部の混乱がいや増す。

　同時に竜りゆう騎き兵へいたちはすぐに引き返し始める。

　一度、火を吐はきかけてから焦あせらずに数えて百。それでようやく竜りゆうの身中に火球を作るに十分な精気が再び戻もどる。一度火球を吐はきかけて素す早ばやく戻もどるのが、攻こう城じよう戦や包囲戦における竜りゆう騎き兵へいのセオリーだった。

　しかし、バラドはそうしなかった。初めて町内部に及およんだ戦災と竜りゆう騎き兵へいの威い容ように、敵方が大いに混乱しているのを見て取ると、バラドは竜りゆうを頭から地面に向けて真っ逆さまに落としていった。

　その降下の間に巧たくみな手た綱づなさばきで竜りゆうの身を翻ひるがえし、降下で得た速度のまま、今さっき越こえてきたばかりの城門へと向き直る。そして、その勢いを落とさぬままに火球を城門に吐はきかける。火球は城門の内側に激げき突とつすると同時に炸さく裂れつする。門を内側から支えていた補強材が燃え上がり、火達磨ひだるまになった敵兵たちがのた打ち回る。

　再び上空へと舞まい上がったバラドと竜りゆうの面前に巨きよ大だいな影かげが立ちふさがった。

　竜りゆうの身体からだの十倍はある巨きよ大だいな気き囊のう、その下にぶら下がる海の船とそう変わらないゴンドラ、鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺てい。

　下からの射しや撃げきではどうにもならないと考えて慌あわてて離り陸りくして来たのだろう。ゴンドラに並べられた固定弓がこちらを狙ねらっているのが見える。戦せん闘とう凧たこが飛ひ空くう挺ていを守る陣じん形けいに展開するまでの時間を稼かせぐ腹づもりか。

　竜りゆうに襲おそわれてから飛ひ空くう挺ていを出すとは、なんと愚おろかな。

　バラドは歯をむいて笑い、竜りゆうは首を振ふり回して吼ほえた。

　ゴンドラの射手がまさに矢を射ようとした瞬しゆん間かん、竜りゆうは錐きりもみ打って降下し、射手たちの視界から消えた。

　いくつかの矢が空むなしく飛ぶ。射手たちが慌あわてて次の矢を引こうと弦つるに取り付くのと同時に、真下からゴンドラ激げき突とつスレスレを竜りゆうが垂直に駆かけ上のぼっていった。

　思わず身をかばった敵兵たちがゴンドラの床ゆかを転げている間に、竜りゆうは気き囊のうのわき腹まで上じよう昇しようする。バラドは竜りゆうを止めずに空まで駆かけ上がる間に、脇わきに構えた槍やりを突つき刺さすよりは置き去りにするようにして手放す。ここで力が入ってしまうと槍やりと目標の激げき突とつの衝しよう撃げきを受けて肩かたが外れてしまうのだ。

　竜りゆうの勢いのまま、槍やりは気き囊のうを縦に引き裂さき、低い悲鳴のような軋きしみを上げながら飛ひ空くう挺ていは町へと墜つい落らくしていった。その巨きよ体たいが尖せん塔とうを押しつぶし、気き囊のうが火を噴ふいて町を焼いた。

　燃える町の上空、バラドはまた竜りゆうの身を翻ひるがえす。見れば、城門はいまだ破られていない。

　竜りゆうが吼ほえる。

　おお、行こう。

　バラドが竜りゆうに張り付くように姿勢を低くする。

　竜りゆうがこれまでで最高の速度で空を駆かける。

　内側から門を支えていた補強材と敵兵が一いつ緒しよくたに焼け落ちたところに、バラドと竜りゆうが凄すさまじい勢いで飛び込んだ。

　竜りゆうの体当たりで、城門は内から派手に破られた。

　開いた門に攻せめ手の地上部隊がなだれ込み、戦いくさは劇的に展開した。

　自由都市エタラカは、バラドによって一日で落ちた。

　不信心宣告のなされていたエタラカには聖せい鍵けん軍による容よう赦しやのない略りやく奪だつがなされ、戦後には教会による財産没ぼつ収しゆうが徹てつ底てい的に行われ、商業都市エタラカはこの後百年、元の栄えい華がを取り戻もどすことはなかった。

　これ以来、溜ため込んだ財やじっくりと練った計画があっという間に瓦が解かいするさまを、『バラドに襲おそわれたエタラカ』と言い慣ならわすのである。




　この劇的戦勝が後の歴史に与あたえた影えい響きようは大きい。

　誕生してすぐに崩ほう壊かい寸前だった聖せい鍵けん軍を生きながらえさせたことはもとより、この勝利が教会と協力者たちにもたらした莫ばく大だいな富の意味は計りしえない。

　これより一年の間に、教会は不信心宣告を連発することになる。

　理由は聖戦への協力不十分がすべてであったが、その手法は難なん癖くせと言って言いすぎでないようなものであった。戦費の出し渋しぶり、教会についてのちょっとした軽口、不ふ倫りんや不人情の噂うわさまでもが告発の根こん拠きよとされた。不信心宣告を巡めぐる陰いん謀ぼうと駆かけ引きが各国宮きゆう廷ていと教会で吹ふき荒あれる中で、聖せい鍵けん軍は不信心宣告を受けた領地や都市を襲おそっては、連戦連勝を重ねていった。その勝利の尽ことごとくに、バラドの働きが記録されている。

　そうして数年の荒あら稼かせぎの後に、聖せい鍵けん軍はとうとう本来の使命であるところの魔ま王おう討とう伐ばつに向けて、神別れの山脈越ごえに挑いどむこととなったのである。




　聖せい鍵けん軍壮そう行こうの宴えん席せきでのバラドの振ふる舞まいはよく知られている。

　パーティーは華はなやかなものだった。

　聖せい鍵けん軍は出資者たちにとって大した思い付きだった。彼らに富と刺し激げきと興奮とをもたらした。そのクライマックスが山脈の西への出しゆつ立たつだった。聖せい鍵けんの戦士たちはこうも自分たちを楽しませてくれた挙句に、仕事が済んだら自分たちの下に留とどまらず、山の向こうに行ってくれるというのだ。別れの宴うたげの費用などいくらだしても惜おしくはなかった。

　聖都の王宮の非の打ち所のない調度品、ここぞとばかりに着き飾かざった人々、贅ぜいの限りを尽つくしたご馳ち走そう、目ま映ばゆいような諸もろ々もろの中を、団長がスポンサーたちにバラドを見せに連れ回る。彼らは一様に名高い戦士の生身の姿に感激し、熱心に彼の手て柄がらを賞賛し、伝説じみた栄光の真しん偽ぎを確かめたがり、戦いくさでの武勇伝を求めたが、じきにバラドの田舎いなか臭くさい語り口に飽あき飽あきしてしまうのだった。

　そして、バラドが別の客へと挨あい拶さつするためにいなくなると一息ついて、「いや、真の戦士とは、ああでなくてはいけないよ。実に朴ぼく訥とつでいい男だ！」と安心して言い合うのだった。

　ようやく解放されたバラドが人の輪から離はなれ、会食の席の隅すみに引っ込んだところに、同どう僚りようの竜りゆう騎き兵へいがやって来た。彼とは故郷を出た時からの付き合いだ。

　竜りゆうの乗り手たちはみな細く、それでいて鍛きたえ上げられた身体からだをしている。竜りゆうへの負担を小さくするために体重を落とし、なおかつ運動能力を維い持じするために、そういう体型に行き着く。豪ごう勢せいな食事には手をつけずに、酒の杯さかずきだけを手にした二人の針金のような男が並ぶと、そこにはすぐに他人には近づき難にくい雰ふん囲い気きが漂ただよう。

　同どう僚りようが言う。

「もっと愛あい想そ良くしたらどうだ？　お前の評判なら、いまや貴族の仲間入りだって夢じゃないんだぜ」

「貴族の娘むすめをひっかけてか？　おれ向きの寝ね床どこじゃなさそうだ」

「おれたちがなんて言われてるか知ってるだろ？」

　口の端はしを持ち上げてバラドは答えた。

「『竜りゆうに乗るから女に乗らない』」

「変態だと思われて平気か？」

「そういうことを言うやつは竜りゆうのことを知らないんだ」

　竜りゆうの乗り手ならだれでも知っている。誇ほこり高い竜りゆうがそんな真ま似ねを人間に許すはずがないのだ。そんなことを仄ほのめかすような冗じよう談だん一つで、竜りゆうとの関係は二度と元には戻もどらないほどに破は綻たんすることだろう。

「たまには竜りゆうのことを知らないやつらとも付き合わないと。人の言葉を忘れちまう」

「お前には野心があるからな、竜りゆう以外とも付き合わないとな」

　バラドが軽く発した言葉に、同どう僚りようは気分を害したのが傍はた目めにもわかるほど顔をしかめ身を硬かたくした。

　思わぬ反応の大きさにバラドは一いつ瞬しゆん絶句し、それから慌あわてて言葉を足した。

「悪かったよ、お前のおかげで他よ所その連中からの風当たりがマシになってるのはわかってるんだ」

　気難しく思われがちな竜りゆう騎き兵へいと他の兵たちとの仲を、この陽気な同どう僚りようが度たび々たびうまく取り成してきたことをバラドは言ったが、それが同どう僚りようの神経を逆さか撫なでした。

「お前はおれのそういう気き遣づかい自体、余計なものだと腹の底では軽けい蔑べつしているんだろう」

「いや、おれはただ…」

「おれはただ？　ただなんだ、説明してみろ」

「おれは、ただ…お前を……友だと…その」

「友を前に人の言葉が出てこないか！」

　言い捨てて彼は去った。

　バラドは頭をかくと、一人、宴うたげの場から暗い夜の庭に出た。

　それからブラブラと月夜の下を歩いて竜りゆうの厩きゆう舎しやへと向かった。

　そして寝ねている相棒の懐ふところにもぐりこんで目を閉じた。

　早く竜りゆうに乗って空を飛びたかった。

　この故事から人が相応ふさわしい場所や地位に収まることを、『バラドにはバラドの寝ね床どこ』と言い慣ならわすのである。




　聖せい鍵けん軍が山脈を越こえることの最大の障害は『黒い塔とう』であった。

『黒い塔とう』は第一次聖戦の末期に亜あ人じん側の偉い大だいな魔ま術じゆつ師しが神別れの山脈に建設した砦とりでの中に建つ、その名通りの漆しつ黒こくの見張り塔とうだ。

　魔ま力りよく溢あふれる山脈の土や岩石で作られたこの塔とうには、ネクル神の強い加護と呪のろいが込こめられている。人間はこれを遠目に見るだけで頭痛を起こし、近づくほどにそれは悪化して、めまいや吐はき気けを引き起こす。塔とうにたどり着く頃ころにはいかな精強な軍団といえども半病人と化し、十分な力を発揮できなくなってしまうのだ。

　山脈を越こえるための唯ゆい一いつの登山道を塞ふさぐように建てられた要よう塞さいはただでさえ堅けん固ごだったが、この塔とうの放つ呪じゆ力りよくが合わさればまさに鉄てつ壁ぺきといえた。

　この登山道以外の神別れの山脈の山路はあまりに険しく、要よう塞さいを避さけて通ることは不可能だった。黒い塔とうが建てられて以降、人側は亜あ人じん側に攻せめられるばかりで、一度として山脈の西に入れたためしはないのだ。

　当然、聖せい鍵けん軍魔ま王おう討とう伐ばつへ向けての最初の目標は、黒い塔とうの攻こう略りやくとなった。




　聖せい鍵けん軍による黒い塔とう攻こう略りやくは過か酷こくなものになった。

　不信心者に対する連戦で鍛きたえられた精せい鋭えいたちも、黒い塔とうが近づくにつれ体調を崩くずすものが増えはじめ、砦とりでを前にすると二割近くがほぼ戦せん闘とう不能となった。残ったものたちの体調も士気も万ばん全ぜんとは言い難がたかったが、彼らに帰る道はなかった。

　聖せい鍵けん軍は砦とりで城門へと殺さつ到とうした。

　すでに斥せつ候こうの報告から近年ない大軍の接近を知っていた亜あ人じん側は準備万ばん端たん、数こそ人間側に劣おとるものの、最前線の攻こう守しゆの要、黒い塔とうの砦とりでの守りにおさおさ怠おこたりはなく、高い山に挟はさまれた隘あい路ろを塞ふさぐように建った砦とりでの地の利を存分に生かす。

　城じよう壁へきの上を素す早ばやく駆かけ回る猫ねこ人たちの弓が、半病人の騎き士したちを次々に打ち抜ぬく。

　城じよう壁へきにかけたはしごを必死に登る頭上に見事な体たい軀くの猪いのしし人が岩を打ちつけ、這はい登ってきた息も絶え絶えの戦士を犬人の刀とう剣けんが襲おそう。

　地上の兵士たちは、祈いのるように空を見る。その視線の先を竜りゆう騎き兵へいたちが飛んでいく。

　砦とりで上空にはすでに戦せん闘とう凧たこを展開した飛ひ空くう挺ていが待ち構えていた。

　亜あ人じん軍には『ゴブリンの火』がある。

　人間にとって未知の成分で出来た発火性の液体を利用し、広こう範はん囲いに火か炎えんをばら撒まく焼しよう夷い兵器『ゴブリンの火』を載のせた飛ひ空くう挺ていに地上部隊の上をとられれば、戦せん況きようはさらに厳しくなるどころか決すると言って過言ではない。

　飛ひ空くう挺ていへと肉にく薄はくしようとする竜りゆう騎き兵へいたちに、戦せん闘とう凧たこが群れとなって襲おそいかかる。母船である飛ひ空くう挺ていに縄で繫つながれ、帆ほの不自由な稼か動どう部をひくつかせるようなことしか出来ない戦せん闘とう凧たこに、乗っているというよりはくくりつけられるようにして飛んでくる小こ柄がらなゴブリン兵が、激しい風に煽あおられながら放つ弩いしゆみの命中率は恐おそろしく低いが、それでも数百本が出で鱈たら目めに空を飛び交かうとなれば注意が要いる。黒い塔とうの影えい響きようで戦闘への集中が難しい竜りゆう騎き兵へいたちにとって、これは脅きよう威いだった。

　竜りゆうの尾おや馬上槍やりをふるって戦せん闘とう凧たこを落としていくが、それに気をとられていると塔とうや飛ひ空くう挺ていから強力な固定弓が飛んでくる。業ごうを煮にやして不用意に飛ひ空くう挺ていの前へ飛び出せば、待ち構えていたサイフォン式火か炎えん放射器に『ゴブリンの火』を浴びせかけられる。

　結果、竜りゆう騎き兵へいたちはせめて地上部隊の上をとられないよう飛ひ空くう挺ていの巨きよ体たいの周りを飛び交かいながら、戦せん闘とう凧たこと小こ競ぜり合いを続けるだけの釘くぎ付づけ状態となってしまった。

　その乱戦の中から、一頭の竜りゆうが飛び出した。

　一度、深く沈しずみこむように高度を落とし、それから高く高く舞まい上がる。

　飛ひ空くう挺ていを狙ねらうでもなく、ただ空へと高く。

　突とつ出しゆつした竜りゆうを狙ねらおうと固定弓の射手たちが一いつ斉せいにその影かげを追う。

　その目が強い光に眩くらんだ。

「太陽に隠かくれた！」

　この塔とうの射手が叫さけんだ言葉が、後に何万枚もの絵画のタイトルとされた『太陽に隠かくれる竜りゆうと乗り手バラド』の元となる。

　バラドと竜りゆうは身を翻ひるがえした。

　全速力で真っ逆さまに降下しながら、竜りゆうは火を吐はき続け、音よりも速く飛ぶ身体からだは自ら吐はき出した火を追い抜ぬきながら身にまとい、尾おに炎ほのおをたなびかせながら、さらに加速を続ける。

　それらはただ一いつ瞬しゆんの内に起きた。地上の人々の目には、太陽に潜もぐった竜りゆうが、その炎ほのおをまとって降りてきたかのように見えた。

　音速の竜りゆうは天より下る火の柱となって、真まっ直すぐ塔とうに突つき刺ささった。

　それは稲いな妻ずまに似ていた。

　その身に竜りゆうを飲み込んだ塔とうは、轟ごう音おんと共に内から光と熱とを吐はき出しながら、破は裂れつするかのごとく崩くずれ落ちた。

「見ろ！　黒い塔とうが落ちる！」

　いまだに城門を破れずにいた騎き士したちが口々に叫さけび、坂の上を指さす。城じよう壁へきの上の亜あ人じんたちが驚きよう愕がくと恐きよう怖ふに凍こおりつく。攻せめ手の指揮官すべてが歓かん喜きを叫さけび、守り手の指揮官ことごとくが言葉を失い、戦場は一いつ瞬しゆん、バラドと竜りゆうの壮そう挙きよに見み惚とれて停止した。
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　盛せい大だいに崩くずれた塔とうの残ざん骸がいの中央、精根尽つきてもはや身動きの取れないバラドと竜りゆうが寝ね転ころがっていた。

　バラドの視線の先の上空で、宴うたげの夜に喧けん嘩か別わかれした同どう僚りようの竜りゆうが、羽ばたきながら留とどまっているのが見えた。自分を救う隙すきを探しているのだろう。手を大きく振ふって、早く去れと告げた。敵軍の面前で空中の一所に留とどまるなど、竜りゆう騎き兵へいにとっては危険極きわまりない。バラドはすでに囲まれていた。歩兵の群れの中に竜りゆうを下ろして、そこから怪け我が人にんを担かつぎ出すなど不可能だ。なにより、バラドには竜りゆうを捨てて自分だけ逃にげる気など毛頭なかった。

「悪かったなあ。あれは、お前に甘えたくなっただけだったんだ」

　空を飛んでいる友人に向けたそれが、バラドの発した最後の人間の言葉だった。

　それから歯の隙すき間まからの音で、竜りゆうになにか言った。なにを言ったか。それは一人と一匹ぴきにしかわからない。




　夜半まで続いた激げき闘とうを制し、とうとう砦とりでを占せん領りようした聖せい鍵けん軍は、もはや魔ま力りよくを失った黒い塔とうの残ざん骸がいの傍そばに、バラドと竜りゆうの死体を発見した。

　鱗うろこのそこかしこを無残に剝はがれ、血にまみれた竜りゆうに抱だかれるようにして、原形がないほど頭部を割られたバラドがいたという。

　バラドと竜りゆうは共にその地に埋まい葬そうされ、黒い塔とうの残ざん骸がいはそのまま彼らの記き念ねん碑ひとなった。

　黒い塔とうを落としたバラドと竜りゆうはこの比類なき勝利の最大の功労者と讃たたえられ、天空の一座を与あたえられて、世界中の占せん星せい術じゆつ師したちが竜りゆう騎き兵へい座を観測した。




　かくして黒い塔とうは陥かん落らくし、聖戦は大きな局面の変化を迎むかえた。

　これまで攻せめられる一方であった人側が、山脈を越こえて亜あ人じん側に攻せめ入ることも可能になったのだ。

　山脈の西は人間にとって危険に満ちていたが、まったくの新天地でもある。

　魔ま王おう討とう伐ばつブームの到とう来らいであった。
















　さて、ワウリ神に連れられて東に向かった人間たちはどんどん数を増やしました。

　しかし、いつまでたっても、その中でだれが亜あ人じんと戦う大将となるかで互たがいに争ってばかりいました。

　ワガママな人間たちに業ごうを煮にやしたワウリは、一人の羊飼いの少年に目を留められました。

　ある日、羊の群れを追って草原へ出た少年の前に、ワウリは天から光をまとって下りました。

「人の子よ、恐おそれずに来い。私はお前に大きな戦いくさの使命を伝えに来た」

　燃える炎ほのおのような目ま映ばゆさの中より聞こえるその声を恐おそれて、少年は地に伏ふして言いました。

「私はただの貧しい羊飼いに過ぎません。どうか、そのお役目にはもっと相応ふさわしい戦士を選ばれますように」

　ワウリは言いました。

「だれが相応ふさわしいかは私が決める。さあ、私の光の中に手を差し入れて、鍵かぎを持って行け。私はこの鍵かぎに私の力を分け与あたえる。あなたはただこの鍵かぎを取ってなすべきことを成せ」

「何な故ぜ、私なのですか？」

「お前の側には理由はない。この私がお前に目を留めたからだ。さあ鍵かぎを受け取るように」

「それならばもう逆らいません」

　少年が目ま映ばゆい光の中に恐おそる恐おそる手を差し入れると、その手が燃えるように熱くなりました。少年が思わず光から手を引き抜ぬくと、その手には輝かがやくような鍵かぎが握にぎられておりました。目を上げると光はどこかに去っていて、ただ草原が広がっているばかりです。

　少年は草原から自分の住む村に帰ると、村一番の金持ちの屋や敷しきに入っていき、その屋や敷しきにある戸と棚だなや金庫を漁あさりまわりました。不思議なことに少年が手を触ふれるとどんな頑がん丈じような錠じようも自然に外れ、厚い扉とびらもまるで布の幕のようにあっさりと開かれてしまうのでした。そして、少年は目につく金目のものを持てるだけ持ってそこを出たのです。

　屋や敷しきの主人や僕しもべらはその振ふる舞まいに驚おどろきましたが、それを止めることが出来ませんでした。それというのも少年が聖なる鍵かぎを持っていたためです。

　路銀を得た少年はその足で都へと旅立ちました。

　山脈の東を初めて統一した始聖王の旅はこうして始まったのです。


（創世神話──聖せい鍵けん受領）　　　





















　猫ねこ人の暗殺者ニャメは第二次聖戦において、星座に上げられた亜あ人じんの最初の英えい雄ゆうである。ニャメは初動の遅おくれた亜あ人じん側にあってたった一人で人間を迎むかえ討うった。よって列伝の二番目にニャメの事じ跡せきを記す。




　山脈の西の生まれであろうと東の生まれであろうと、ニャメを知らずに子ども時代をすごす者はいない。

　亜あ人じんの親は子に言う、「さあ、ニャメが窓から見守っているよ。安心してお休み」

　人間の親は子に言う、「さあ、ニャメが窓から覗のぞいているぞ。子どもは早くお休み！」

　ニャメは、山脈の西においては眠ねむる子どもの守護者として愛され、東においては眠ねむらない子どもをさらう怪かい人じんとして恐おそれられている。

　ニャメはたしかに殺さつ戮りく者しやだったが、決して子どもを殺あやめなかったことで知られている。




　ニャメは山脈の西側──ネクル界の北方に広がる大森林地帯生まれの猫ねこ人だ。

　猫ねこ人──しなやかな肉体、全身を覆おおう多た彩さいで艶つややかな毛並み、宝石のように輝かがやく大きな瞳ひとみ、小こ柄がらな頭部の上の愛らしい耳。

　猫ねこ人の美しさは一部の人間をひきつけて止やまない。

『闇やみ夜よに燃える金色の瞳ひとみが、その優美な曲線の肢し体たいを従えて森の中の深い闇やみから現れた時、私はネクル神の猫ねこ人創造の御み業わざが、所しよ詮せん、神の無様な模も倣ほうに過ぎない我々のような出で来き損そこないを作ったワウリ神のそれよりも、ずっと上だったのだと認めざるを得なかった』

　こう友人への手紙に書き付けて、不信心者として告発され、最後には処しよ刑けいされた始聖王時代の詩人の伝説はよく知られている。

　大森林に住まう多くの猫ねこ人がそうであるように、ニャメもまた狩人かりゆうどの家に生まれた。猫ねこ人の手の平にある柔やわらかな肉球は射程の長い強い弓を引くには向かなかったが、それを補って余りある能力を備えている。彼らは俊しゆん敏びんで、夜目が利きき、足音がなかった。

　猫ねこ人はあまり群れることを好まない。帝てい都とマゴニアのような都会にあっては気ままな個人商やら詩人やらのフーテンまがいが多い。大森林地帯のような田舎いなかにおいては村などは作らずに家族単位でそれぞれに暮らしている。森の中に互たがいに近すぎず遠すぎない距きよ離りにポツポツと家を建てて、獲え物ものの豊富な森で狩かりをして暮らし、たまにその毛皮などを町の市に出して生計を立てる素そ朴ぼくな生活を送っている。それぞれの家こそ離はなれているものの、その成員間の交流や入れ替かわりは活発で、気安く他人の家に出入りし、しばらく寝ね泊とまりすることも多い。自由な気風の種族といえよう。




　ニャメが家族の最初の子として生まれた時、その見事に真っ黒な毛並みを見て、彼の祖父はことのほか喜んだ。真っ黒な毛並みは陰かげに潜ひそむのに適し、それはすなわち狩人かりゆうどの適性を意味する。

　大森林の猫ねこ人の中でも特別の狩かりの名人だったという祖父は、まだ自力で立つこともできない幼い孫を背に負っては、夜の狩かりに連れ出し、子こ守もり歌代わりにささやき声でこう教え込んだ。

「いいか、お前の黒い毛並みはネクル神様からの贈おくり物だ。森の影かげに紛まぎれ、夜に溶とけ込むことが出来る最高の衣ころもだ。夜と呼吸を合わせるようにするんだ。それがぴったりと合っていれば、だれもお前と夜とを見分けられない。お前は夜と一つになる。夜から逃にげられるやつはいない。夜はどんな獲え物ものもしとめられる。夜と呼吸を合わせるんだ」

　ある日の夜、森の闇やみに身を潜ひそめて祖父が獲え物ものの鹿の様子をうかがっていると、背中に負ったニャメが突とつ然ぜん笑いを発した。祖父が驚おどろいて振ふり向くと、ニャメがウサギの耳をわし摑づかみにして捕とらえていた。

「なんと、わしの孫は便所を覚える前に狩かりを覚えよったんじゃ！」

　ニャメの祖父は死ぬまでこの孫自じ慢まんをしつづけたという。

　両親は次々に生まれた弟てい妹まいたちの世話に追われ、ニャメはもっぱら祖父に世話されて育った。祖父は望むところで狩かりを教え込み、両親もそれで良かろうと思っていたし、ニャメにもなんの不満もなかった。

　こうして物心がつく頃ころにはニャメは一いつ端ぱしの狩人かりゆうどになっていた。

　ニャメはそれからも祖父の指導を受けながら熱心に腕うでを磨みがき、二は十た歳ちを迎むかえる頃ころには近きん隣りんでは知られた名人になっていた。

　ニャメ自身も自分は森の狩人かりゆうどでこれから死ぬまでそのまま森の狩人かりゆうどなのだろうと思い、周囲もそう思って疑うこともなかった。綺き麗れいなルビー色の目をした三み毛け猫ねこ人の幼おさな馴な染じみとの関係をいつどのようにして恋こい人びとへと進めていくかが、ニャメにとって人生最大の悩なやみだった。

　黒い塔とう陥かん落らくの知らせを聞くまでは。




　黒い塔とうが陥かん落らくしたのと同じ頃ころ、ニャメの祖父が卒中で死んだ。

　長く自分の保護者であり指導者だった存在を失ったのと同時期に大きく時代が動いたことは、ニャメにとって象しよう徴ちよう的な出来事だったのかもしれない。

　普ふ段だんは品がよく物静かな性格だったというニャメが、後に大だい胆たんな行動に走ったことはそのことが影えい響きようしたのだろう。




　黒い塔とうを失った亜あ人じん国の反応は聖せい鍵けん軍や教会の予想に反して鈍にぶかった。

　それというのも、当時の『魔ま王おう』──亜あ人じん側の呼び名で言えば『亜あ人じん皇こう帝てい』はすでに高こう齢れいで、ネクル界は後こう継けい者しや問題を抱かかえていたのである。

　皇こう帝ていには七人の子があって、まだ幼い末子を除いたそれぞれが領地を与あたえられて地方を治めていた。各おの々おのの領地で黒い塔とう陥かん落らくの知らせに接した後こう継けい者しや候補たちは、即そく座ざにこの問題にどう対処するかで次の皇こう帝ていが決まることを直感した。

　聖戦に貢こう献けんしなければ株が落ちるが、逆に注力し過ぎて勢力が弱まっても食い物にされる。ネクル界の権力者たちはまずは慎しん重ちように己おのが領地の防備を調ととのえることから始めた。皇こう帝てい自身もすぐになにかの指令は発さなかった。彼も自身が若くないことをよく自覚していた。事前の利害調整もせずに軍を動員することは、すでに彼にとって危険な行こう為いとなっていた。

　その間に人間たちは素す早ばやく行動した。

　聖せい鍵けん軍は亜あ人じん側の反応が鈍にぶいと見るや、すぐさま神別れの山脈の裾すそ野のに広がる豊かな草原を確保し、砦とりでを次々に築く。その砦とりでを中心として、各地で植民が開始された。

　聖戦の名の下もとに山脈の西への移民が奨しよう励れいされた。教会が山脈の西において開かい拓たくした地域はほぼ無条件で開かい拓たく者しや本人のものと認め、当分は税を取らない方針を発表すると、使命感と野心にあふれた人々が西へと殺さつ到とうした。先からの不信心者戦争で発生していた難民たちが次々に山を越こえた。貴族たちは自分たちの親類縁えん者じやから相続にあぶれたものを西に送り込むことを名めい誉よとした。腕うでに覚えのあるものたちが冒ぼう険けんと荒あら事ごとを求めて旅立った。

　教会のスローガンはシンプルに人々を鼓こ舞ぶした。

『西へ！　魔ま王おうを討とう伐ばつに！

　　西へ！　聖戦を戦おう！』

　人間の身で山脈の西に生きることは、すなわち聖戦を戦っていることだった。

　黒い塔とうに守られてきた裾すそ野のの草原に侵しん略りやくに対する備えはまるでなく、人間の植民は聖せい鍵けん軍の庇ひ護ごの下もと、驚おどろくほど迅じん速そくかつスムーズに広がった。

　その開かい拓たくの先せん端たんがニャメの住む北方の大森林地帯に達するのに二年もかからなかった。




　人間たちの植民が山脈の裾すそ野のではじまった当初、大森林の猫ねこ人たちはただ戸と惑まどっていた。

　山脈の西への侵しん略りやくが人間たちにとって未知なら、侵しん略りやくを受ける亜あ人じんたちにもそれは未知だった。

　亜あ人じんの中には山脈の東へ攻せめ込んだ経験のあるものや黒い塔とうの砦とりでの防衛戦に従事した経験のあるものもいたが、それは自分たちの生活圏けんが脅きよう威いにさらされるかもしれない国内への侵しん入にゆうとは全く別の出来事だった。

　大森林を早々に捨て西の帝てい都と方面へ逃のがれるものたちもあったが、ほとんどの猫ねこ人は戸と惑まどいながらも森に留とどまった。現在の生活を捨てることはだれにとっても簡単なことではない。その人が後に星に上げられるような英えい雄ゆうであってもそれは変わらない。ニャメもまた、住んでいる森から動かず、ただ成り行きを見守った。彼もこの事態にどう対処すればいいのかわからなかった。狩かりの合間に、地形を偵てい察さつしているらしい巨きよ大だいな飛ひ空くう挺ていが遥はるか上空を行き過ぎるのを、森の木々の隙すき間まから不安と共に仰あおぎ見ることが多くなっていった。

　そして、その日はやってきた。




　その日の朝から、ニャメには嫌いやな違い和わ感があった。昨日の宵よいの口に狩かりに出て、それから一晩、獲え物ものの動物にまるで出会えていなかった。

　腕うでの悪い狩人かりゆうどや新顔が猟りよう場ばを荒あらした後にはこういうことが起こるが、少年たちの狩かり初めの季節はまだ当分先だし、だれか他よ所そからやってくるような話も猟りよう師し仲間からは聞いていない。猫ねこ人の狩人かりゆうどたちは縄張りを尊重しあう。

　ルールを知らない何者かが来たのだ。森の作法を知らない野や蛮ばん人が。

　朝あさ露つゆの湿しめり気けを帯びた森の中を自らの家へ急ぎながら、ニャメは鼻をひくつかせた。水気たっぷりの重たい植物の臭においに、嗅かぎ慣れない生き物の臭においが混じっている。

　帰り着いた家でニャメを待っていたのは頭の割れた父母と腹を刺された弟だった。

　ニャメのいない間に、何の予告もなく武装した人間たちが押し入ってきて、子どもたちを連れて行こうとしたのだ。止めに入った父母はこん棒で殴なぐりつけられ、激げき昂こうして襲おそいかかった一番上の弟は腹を刺さされ、残りの幼い妹と弟たちはさらわれた。

　ニャメは両親の頭の傷を手当てしながら、床ゆかに横たわるピクリとも動かない弟を横目で見た。弟からはすでに狩人かりゆうどであるニャメには嗅かぎ慣れた死の臭においがしていた。手て遅おくれであることは明白だった。

「人狩がりだ…」

　苦しげな息の下から父親が呻うめくように言った。

　黒い砦とりでの陥かん落らく以降、開かい拓たくと侵しん略りやくの過程で大量に生まれた亜あ人種捕ほ虜りよの行き先として、奴ど隷れい交易は急速に規模を拡大していた。

　亜あ人種奴ど隷れいの使用人を持つことが人間の貴族たちの間で爆ばく発はつ的に流行し、その中でも猫ねこ人の、特に子どもたちは抜ばつ群ぐんの人気であった。猫ねこ人は労働力としてだけではなく、愛あい玩がん用としても価値が高かった。豪ごう華かな衣い装しようで着き飾かざらせた猫ねこ人の子どもを見せ合うパーティーが流は行やり、よく躾しつけられた猫ねこ人をサロンに連れ歩くのが優ゆう雅がだとされた。美しい猫ねこ人の子どもの中には、その体重の倍の金きん塊かいで売買されたものもあったという。

　こうした需じゆ要ように応える形で亜あ人種狩がりは山脈の西に進出した人間たちの重要な産業となった。冒ぼう険けん者しやを名乗るならず者たちは即そつ金きんになるこの仕事を好み、チームを組んでは聖戦と開かい拓たくに先立つ偵てい察さつの名の下もとに未知の地域に侵しん入にゆうし、『魔ま王おうの手下たち』に対する冒ぼう険けんと腕うで試だめしにいそしんだ。

　その尖せん兵ぺいがとうとう大森林にもやってきたのだ。

　襲おそわれたのはニャメの家だけではなかった。それぞれの家から生き残りたちが助けを求めて飛び出してきていた。それぞれに被ひ害がいを伝え合いながら、次々に同類の家々に知らせを届けてまわる。

　何軒けん目かの家で、自分の幼おさな馴な染じみもまたさらわれたことを聞いた時、ニャメは走る目的を変えた。

　暮れがたになって猫ねこ人たちがようやく集まって子どもたちをどうにか取り返す相談を始めた頃ころ、ニャメは一人、不快な臭においを追って暗い森を駆かけていた。




　臭においをたどるのはさほど難しいことではなかった。

　標的は自分たちの進路を隠かくす気がないらしい。集団の足あし跡あと、切り開かれた草木、小便の痕こん跡せき、森に慣れたニャメに追つい跡せきは容易だった。

　そして森の木々の合間に、二本足で立つ生き物の影かげを見つけて、ニャメは素す早ばやく手近の木へ駆かけ上った。

　日はすっかり暮れている。闇やみの中にその生き物が持つ松たい明まつが煌こう々こうと光っている。

　人間。

　未知の獲え物ものだ。

　ニャメの耳元に祖父の教えの記き憶おくがささやく。

「見慣れない獣けものを狩かる時は用心せぇよ」

　ニャメは木の上からじっくりと相手の肢し体たいを観察する。

　全体のフォルムとしては自分たち猫ねこ人や他の亜あ人種とそう変わらない。猫ねこ人よりはがっしりした印象だろうか。頭部以外には毛が生えていない。柔やわらかそうな肌はだがむき出しな点はゴブリンや角人たちに近い。ニャメは昔聞いた創世神話を思い出して、これに似ているなら神々の外観はさほど美しくはないのかもしれないとチラリ考える。

　布の服の上に心臓を守るためだろう胸当て、背中に負った楯たて、手足の半分ほどを覆おおうすね当てに手てつ甲こう、それから額を守る鉢はちがね。それ以外の部位なら強い毛や鱗うろこに覆おおわれているわけではないから、いかに筋肉を鍛きたえていようと、刃はを通さないとはいえまい。剣けんを腰こしに下げているが、完全に納刀している。

　こちらに気付いた様子はない。目立つのも構わず松たい明まつを持っているところを見ると夜目は利きかない。鼻をひく付かせる様子もない。あまり敏びん感かんな種ではないようだ。少なくとも森においては。

　周囲に他の人ひと影かげはない。なにかで『群れ』から遅おくれて取り残されたのだろう。仲間の灯ひを探して周囲をうかがいながらウロウロし、男は小さく舌打ちをした。

「気配を隠かくす気のない獣けものは、恐おそろしく強いか恐おそろしくマヌケかのどちらか」

　そうささやいた祖父の口の端はしが残ざん酷こくに歪ゆがんで小さく笑うのが見える。

「やつがどっちかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだわな」

　ニャメは小さく肯うなずく。こいつはカモだ。

　ニャメは腰こしから短たん剣けんを抜ぬいた。

　木の上から静かに飛び降りる。ニャメの柔やわらかな足は着地の音を完全に殺す。それから相手の背にそっと忍しのび寄る。鼻の頭が相手の背につきそうなほどにニャメが迫せまっても、相手は振ふり向く素そ振ぶりも見せない。

「殺す時は躊躇ためらうな！」

　祖父の言葉を思い出すのと、相手の喉のどに背後から短たん剣けんを突つき立てたのと、はたしてどちらが早かったか。

　ニャメが素す早ばやく身を離はなすと、男がゆっくりと振ふり向いた。

　男が驚おどろきに目を瞠みはり、なにかを言おうとした口から血があふれた。

　それから突とつ然ぜんにどうと倒たおれて、少し引きつるような痙けい攣れんを見せた後、そのまま動かなくなった。

　これがニャメの最初の殺人になった。

　ニャメはそれが獣けものを殺すのと手順としては変わらないことを知った。

　夜と呼吸を合わせ身を隠かくし、最初の一いち撃げきで急所を傷つけること。

　それがすべてだ。

「悪くなかったが、最後に獲え物ものが倒たおれるのを受け止めていれば、より無音に近かったことだろうな」

　祖父ならそう言ったろうと思いながら、死体の喉のどから短たん剣けんを引き抜ぬいた。

[image: ]




　群れと接せつ触しよくする前に個体を狩かれたことはニャメにとってありがたいことだった。人間をやたらに恐おそれる必要も無む謀ぼうになる必要もなくなった。丁てい寧ねいに仕事をしていくだけだ。そう思えた。

　はぐれていた男を殺した後、ニャメはさらに痕こん跡せきを追い、ほどなくして森の少し開けた場所に野営している集団を見つけたのだった。

　木々の隙すき間まから見上げる空の月は細く、森は闇やみに沈しずんでいる。闇やみの中から見る野営地はかがり火で明るい。野営地を囲む夜の中に潜ひそんで、ニャメは全体を偵てい察さつして回る。

　その間、野営地からは途と切ぎれ途と切ぎれにか細く高い鳴き声が響ひびいてくる。それが聞こえるたびニャメは歯ぎしりする。猫ねこ人の子どもの泣き声だ。

　野営用の天幕が二つ、それらの目の前に、捕とらえられた人々が引き据すえられていた。そのほとんどが子どもたちだ。二十人ほどが鉄の鎖くさりと手て錠じようとで繫つながれて、一まとめに座らされているのが松たい明まつの火に照らされて見える。鎖くさりで窮きゆう屈くつに密集させられ、横になることすら出来そうにない。どの顔も憔しよう悴すいしきっている。疲つかれきった子どもたちがぐずり泣いている声が響ひびいている。

　見張りはいないが、天幕は近い。異変があればすぐに人が出てくるだろう。

　どうするかニャメが考えている間に、天幕から人間が一人出てくる。

　人間は無雑作に、近くにいた泣いている子どもの腹を蹴けり上げた。

　鎖くさりに繫つながれている人々に緊きん張ちようが走り、泣き声がぴたりと止やむ。

　激しく咳せき込む子どもの背に向けて再び足を上げた男に、囚とらわれている猫ねこ人の中から必死の声が上がる。

「止やめてください！　静かにさせますから！」

　ああ、あの子の声だ。おれの愛いとしい人の声だ。

　ニャメは飛び出していきそうな自分を抑おさえた。

「そうしろ」

　そう言い捨てると、男は天幕に戻もどっていった。

　自分の胸の中に湧わき上がった感情を、言葉ではなんというのか、ニャメは知らなかった。ただ怒いかりというだけでは足りない。ニャメは言葉を扱あつかう詩人ではない。狩人かりゆうどだった。

　彼はその感情を狩かりで示すことにした。




　ニャメは音を立てずにそっと、捕とらえられている人々に闇やみの中から近づいていった。

　松たい明まつの光のふちで、早くもこちらに気付いて目を見開いている子どもたちに手て振ぶりで静かにするように知らせると、子どもたちは真しん剣けんな顔で口を覆おおった。そのさまが子どもらしくてニャメの心臓がまた締しめ付けられる。

　ニャメが幼おさな馴な染じみの元に忍しのび寄ると、彼女はそっとささやいた。

「来てくれたのね」

　その震ふるえる小さな声に喜びがにじんでいるのを感じて、状じよう況きようも忘れてニャメの頰ほおが火ほ照てる。

　ニャメは気の利きいた返事をしたかったがなにも思いつかなかったので、今言うべきことを小声で口早に言った。

「鎖くさりをすぐに外すのは難しそうだ。それに、子どもたちを一いつ斉せいに逃にがすのは危険だと思う。だれかを人ひと質じちに取られたりしても大変だ」

「どうするの？」

「周りを安全にしてくるよ。すぐに戻もどる」

　それだけ言って離はなれていこうとしたニャメの袖そでを、幼おさな馴な染じみがそっと摑つかんだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ、絶対に戻もどるから」

「本当に戻もどる？」

「ああ、当たり前だよ。心配いらない」

　ニャメはまた静かに闇やみの中に這はっていった。




　人間たちは天幕の中で祝しゆく杯はいをあげていた。

　遠えん征せいは大成果を上げた。危険を冒おかして未知の地域に挑いどんだかいがあったというものだ。

「こりゃあボロい商売だぜ。猫ねこどもはバラバラに住んでやがるから捕とらえるのも簡単だ」

「その上、犬や猪いのししどもとは売り値が一ひと桁けたは違ちがうと来てるからな。まったくいい獲え物ものだよ」

「ガキどもを売りサバいたら人を増やしてすぐに戻もどってこよう！　他のやつらに荒あらされる前にガンガン狩かろうや！」

「明日、はぐれたマヌケが追いついてきたら、すぐ出発だ！　あんまり遅おくれるようなら置いていっちまおう！」

　一応、酒は一杯ぱいだけに留とどめていたが、浮うかれた気分は抑おさえようがなかった。山脈を越こえた冒ぼう険けんの果てに手付かずの金鉱を掘ほり当てたのだ。これから忙いそがしくなる。一財産作るのだ。

　人間たちは活力に満ちていた。

　一人の男が席を立つ。

「どこへ？」

「ションベンだよ」

「アタシにフラれたからって猫ねこを口説く気じゃないでしょうね？」

「冗じよう談だんじゃねえ！　あんな毛深いのはゴメンだね！」

　下げ卑びた笑いの響ひびく天幕の中から男が一人出ていく。

　天幕から離はなれた暗がりで立ち止まりズボンを下ろす。

　それとほぼ同時に、暗くら闇やみから男の首目がけて投げ縄が飛んでくる。

　突とつ然ぜんのことに声を上げようとした男の喉のどを縄が締しめ上げ、ズボンを下ろした脚あしがもつれて地面に倒たおれる。縄が引かれてさらに男の首に食い込み、男はそのまま闇やみの中に引きずり込まれていった。




「…長いションベンだな」

「クソしてるんじゃない？」

「まさか本当に猫ねこと？」

「ちょっと見てくるよ」

　天幕を出た男は仲間を探してウロウロと周囲を見て回る。

　チラリと捕とらえた猫ねこ人たちの方も見てみたが仲間の姿はなかった。猫ねこ人たちは大人しくしている。疲つかれているのだろう。

　もう一つの天幕を覗のぞいてみたがだれもいなかったので、少し警けい戒かい的な気持ちになってもう一度周囲を見回してみると、少し森に入った明かりが届くギリギリの辺りに立っている仲間が見えた。

　フンと不満と安あん堵どがない交ぜになった息を吐はいてそちらに近づいていく。

「おーい、どうした？」

　相手はなにか頭上に興味深いものでもあるのか、熱心に上を見たまま動かない。

「おいっ、お…」

　相手の肩かたに手を置くと、それがブラリと前方に揺ゆれる。それが木にぶら下がった首くび吊つり死体であることはすぐにわかった。が、その直後に男の首には短たん剣けんが突つきたてられていた。




　さすがに二人目が帰ってこなかったことが人間たちに警けい戒かいを呼んだらしい。

　天幕からぞろぞろと人間たちが武器を持って表に出てきた。

　口々に仲間の名前を呼びながら、天幕の周りをうろついている。

　ニャメはその様子を闇やみの中の樹上から、小弓に矢をつがえてじっと見ている。

　そのうちに、ニャメがちょうど見下ろせるかがり火近くの少し開けた場所に、男の一人がやってくる。

　ニャメの引く弓でも十分に届く。理想的な位置だ。

　ニャメは静かに弓を絞しぼって、相手の脚あしを正確に射る。

「うがっ！」

　狙ねらい違たがわず、矢は相手の太ももに深々と突つき刺ささった。

　相手がバランスを取るために無傷の脚あしを大きく踏ふみ出す。その間にニャメは次の矢を素す早ばやくつがえている。素す早ばやくもう片方の脚あしも射い抜ぬく。再び高く叫さけび声が上がって、両りよう脚あしの自由を失った男が投げ出されるように倒たおれる。

「うがが…助け、助けてくれ！」

　のたうつ男が喚わめいている間に、ニャメは夜の中の木の上を飛び移って位置を変える。

　仲間の叫さけびに、周囲から人間たちが一いつ斉せいに駆かけてくる。ニャメは獲え物ものの数を確かく認にんする。地面でのたうっているのを含ふくめて、人間が六匹ぴき。

　血まみれの仲間を助け起こそうと真っ先に近づいてきた女が照明の灯あかりの中に入ってきたところを、ニャメは正確に射る。

　腹に矢を受けた女が叫さけびを上げながら地面に転がる。その他の連中が慌あわてて身を伏ふせたり天幕の陰かげに隠かくれたりし、口々に喚わめく。

「どこからだ！」

「森だ！　森の中から！」

「何人っ！」

「わからねえ！」

　地に伏ふせただけの相手は木の上にいるニャメからはいい的だった。一人の男の頭を射い抜ぬく。そしてまた位置を変える。

「いるぞ！　いる！」

「どこに！」

「知らねえよ！」

　物もの陰かげに潜ひそんだ人間全員が息を吞のむ。突とつ然ぜんに場は静かになり、ただ怪け我が人にんたちの小さな呻うめきと火のはぜる音だけが響ひびいた。両りよう脚あしを射られた男が荒あらい息を吐はきながら痛みを堪こらえ、恐おそる恐おそる匍ほ匐ふく前進を試みると、また矢が飛んできて今度は深々と尻しりに突つき刺ささった。

「ギャアアッ！」

　男の叫さけびが響ひびく中、人間たちは矢の飛んできた方角を凝ぎよう視しするが、そこには森の闇やみがあるばかりで、なんの影かげも見えない。

「野や郎ろう、おれたちが助けに飛び出てくるのを待ってやがる…」

　そう人間たちのリーダーが呟つぶやく。

　ニャメは獲え物ものの様子を観察する。腹を射た女は動かなくなった。周囲に流れた血の量を見るに、まだ息があったとしてももう助かるまい。脚あしと尻しりを射うってやった男はまだ蠢うごめいている。もう一いつ矢し、肩かたの辺りを射うってやる。また高く悲鳴が上がる。

「クッソ、我が慢まんならねえ！」

「行くぞ！」

　物もの陰かげから頭を丸楯たてで守りながら人間が二人飛び出してくる。全身を守るには小さすぎる楯たてだ。一人の太ももの辺りを射る。射られた相手は一いつ瞬しゆん、バランスを崩くずしたが地面には倒たおれず、傷ついた脚あしを引きずるようにして血まみれの仲間の元にたどり着いた。無傷な方が楯たてを放り出して仲間のわきの下に腕うでを差さし込こみ物もの陰かげへ引きずり込もうとするのを、もう一人が楯たてを構えてかばう。

　それをニャメは容よう赦しやなく射る。

　楯たてを構えている人間の無傷の方の脚あしを射ると、男が呻うめきながらくずおれる。

　怪け我が人にんを引きずっていた人間の頭がむき出しになったのを素す早ばやく射い抜ぬく。

　両りよう脚あしを射い抜ぬかれた人間二人が並んで呻うめいているのをまた観察する。

　最初に射た方はもう血を失いすぎている。もう動いていない。じきに死ぬだろう。

　もう一人の方はまだ元気だが、傷は十分に深い。しばらくは放っておいていい。

　ニャメはまた素す早ばやく木の上を動く。

　残った人間は子どもたちを人ひと質じちにするだろう。猫ねこ人たちが囚とらわれている場所を見下ろせる位置に動く。狙そ撃げきにはうってつけだ。人間の数が減った今、人ひと質じち作戦はもう上策ではなかった。

　案の定、残された人間のリーダーは天幕の陰かげから捕ほ虜りよたちの元に這はっていくと、刃は物ものを子どもに突つきつけて大声で喚わめきだす。

「見ろ！　てめえらっ、見ろ！」

　薄うす汚ぎたない要求を喚わめきだす前に頭を射い抜ぬく。

　リーダーの後ろを這はってきていた男──残された唯ゆい一いつ無傷の人間が叫さけび声を上げて、また天幕の陰かげに引っ込む。

　ニャメはもう隠かくれる必要はないと判断した。木から飛び降りると、堂々と大またに天幕へと近づいていく。

　両りよう脚あしを射られて地面を必死に這はっていた男が荒あらい息を吐はきながらこちらを見上げるのを見返して、無言のまま弓で喉のどを射い抜ぬき止とどめを刺さした。

　その間に天幕の中へと逃にげ込んだ無傷の男を追って、ニャメも天幕に入る。

「待て！　待ってくれ！」

　狭せまい天幕の中、男が身をかばうように手を突つき出すのに、ニャメは吠ほえ立てる。

「怯おびえろ！」

　怒ど鳴なりながらニャメは短たん剣けんを振ふるう。相手の突つき出していた手から指が二本飛んだ。

　男は叫さけびながら手足をかばって地べたへ身を丸めた。相手の震ふるえる背中を見下ろして、ニャメは告げた。

「帰って貴様の薄うす汚ぎたない同族に伝えろ。この森で狩かられるのは貴様らの方だ。怯おびえるのも貴様らの方だ。この森に近づくな！」

　それからニャメはきびすを返し天幕を出ると、子どもたちと幼おさな馴な染じみの鎖くさりを解き、全員で森へと帰っていった。

　猫ねこ人たちは帰ってきた子どもたちの興奮した口からニャメの戦いぶりを聞き目を丸くした。

　ニャメの殺さつ戮りくの伝説の始まりだった。




　この一件以降も、人間の大森林への侵しん入にゆうは後を絶たなかった。猫ねこ人の多くが森を捨てて西へと逃のがれていった。ニャメの家族も西へと移動することを決めた。

　ニャメは残った。

　あの襲しゆう撃げきのあった日に両親を失っていた幼おさな馴な染じみも残った。

　周囲は一いつ緒しよに暮らすことをそれとなく勧すすめたが、ニャメはそうしなかった。

　ニャメはひどく忙いそがしく、また危険な日々を送っていたからだ。

　獲え物ものは次々に押し寄せてきていた。

　この時期にニャメが殺した冒ぼう険けん者しやの数は少なくとも二百を超こえると言われている。戦う場所が深い森でなければ、こうはいかなかっただろう。樹上への素す早ばやい上り下りによる三次元的戦せん闘とうが容易な森において、猫ねこ人ニャメはまさに無敵だった。森に来る人間の目的が何であろうと、ニャメは容よう赦しやなく狩かった。たとえただの探たん索さくが目的でも、その探たん索さくの成果は奴ど隷れい狩がりや開かい拓たくに利用されるのだ。ニャメが躊躇ためらう理由はなかった。

　木々の上の死角から弓で射殺し、夜や影えいに紛まぎれて首をかききる。足元に潜ひそむ罠わなにハメて、首縄で木に吊つるす。老いも若きも男も女も区別せず、ニャメは大森林中を音もなく駆かけ回って人間への襲しゆう撃げきを続けた。

　その間も亜あ人じん側の権力者たちが侵しん略りやく者しやに対して、なにか手を打つ気配はなかった。ネクル界における僻へき地ちだった大森林は、ほぼ見捨てられていたといっても過言ではなかったのだ。大森林において亜あ人じん側の組織的な抵てい抗こうはほぼ皆かい無むだったといっていい。

　それでも大森林への人間の進しん攻こうは遅ち々ちとして進まなかった。幸運にもニャメの目を逃のがれて小規模な奴ど隷れい狩がりに成功するものはあっても、それはそれだけのことだった。驚おどろくべきことに、ニャメはほぼ単身で大森林への人間の本格的な進出を阻はばんでいたのだった。ニャメの名声は、手を打たない皇こう帝ていや諸しよ侯こうたちへの不満と比例して高まっていった。

　ニャメの名は捕とらえられた猫ねこ人や亜あ人じんたちによって人間側にも知られていった。

　次し第だいに森の夜に潜ひそむニャメは、人間にとって山脈の西の恐きよう怖ふと脅きよう威いの象しよう徴ちようになっていった。

　教会にニャメへの対応を求められた当時の聖せい鍵けん軍の団長が書き送った『ニャメに鈴すずでもつけろとおっしゃるのか？』という一節から、実行困難なことを示す言い回し『ニャメに鈴すずをつける』が生まれた。




　草原からの更さらなる進出が進まないことに業ごうを煮にやした教会は思い切った手を打った。

　潤じゆん沢たくな装備を与あたえたまとまった数の開かい拓たく民を森の近くに送り込み、それなりの規模の集落を作って、そこを大森林攻こう略りやくの拠きよ点てんとしようという策だった。

　なにかあればすぐにも正規の聖せい鍵けん軍が駆かけつける約束の下もと、貴族たちから投資が募つのられ、野心と意欲に燃える開かい拓たく民が、この頃ころから草原の中心都市になっていた植民都市ダルフンカから送り出された。

　十分な物資を用意していた開かい拓たく民たちは手早く村を築き上げ、一週間とかからずに集落は形を成した。

　早くも森を切り開き耕地を増やす作業に取りかかりだした開かい拓たく民たちは、ある朝、家の戸に貼はり付けられている短い警告の手紙を見て震ふるえ上がった。

『三日のうちに森から去るように

　そうしなければ夜、私が行くことになる

　　　　　　　　　　　　　　　ニャメ』

　同じ文面の手紙が、開かい拓たく村のすべての戸口に貼はり付けられていた。

　それらは一晩のうちに村のだれにも気け取どられることなく届けられたのだった。

　すぐさま聖せい鍵けん軍に知らせが走り、翌日の夜には武装した聖せい鍵けんの戦士たち百名が村にやってきた。

　最初の夜に見張りに立った八名がナイフで首をかききられて音もなく殺された。

　翌朝、日が昇のぼってから周辺の斥せつ候こうに出た二十名が戻もどらなかった。その捜そう索さくのため、三十名の集団が森に入りいくつかの味方の死体を見つけるも、ニャメについてはなんの手がかりもなく空むなしく戻もどった。

　その夜、二名以上での行動が見張りに厳命されたが、見張り六名が殺害され、弓により四名が負傷。

　翌朝、もう一度、集団で周辺の森を索さく敵てきするも空むなしく帰き還かん。

　その夜、兵舎代わりにしていた納な屋やで火災が発生、三名焼しよう死し、二名負傷。その消火活動の混乱の中で五名がいつの間にか殺される。

　翌朝、村長が村の放ほう棄きを提案するも聖せい鍵けん軍指揮官はこれを拒きよ否ひし、再度、森の索さく敵てきに出る。この際、指揮官の指示でそれぞれ四名ほどのチームに散開したらしいことが、後にニャメが語ったことから推察されている。人側で森の中の出来事を証言できたものはいなかった。

　森に入った聖せい鍵けん軍は全ぜん滅めつした。一人も帰らなかった。

　開かい拓たく民たちは村を放ほう棄きし残った負傷者たちと退去した。




　ニャメに山脈越ごえを依い頼らいしたのが何者なのかという点についてはいまだ論争が絶えない。

　亜あ人じん皇こう帝ていの後こう継けい者しや候補たちのだれかだったというのは比ひ較かく的てき穏おん当とうな説だが、これは依い頼らい者しやのメリットがよくわからない。仮に後こう継けい者しや候補の内のだれかが山脈を越こえた暗殺を指示してニャメがそれに見事成功し、人間のネクル界進しん攻こうが止まったとしても、『暗殺を指示した』ということが名声を高めるかというのは甚はなはだ疑問である。

　人間側の何者かだったという説はより刺し激げき的で想像力を楽しませる。なにしろ聖せい鍵けん軍の成功によって権勢の絶頂にあった当時の教皇に死んでほしかったろうと考えうる人間は数限りない。教会内の派は閥ばつ争い、不信心宣告乱発により複雑化した貴族勢力図、もっと直ちよく截せつな怨えん恨こん関係…陰いん謀ぼう論の種には事欠かないが、いささか突とつ飛ぴ過ぎる嫌きらいもある。

　皇こう帝てい自身による秘密の勅ちよく令れい説は劇的かつ説得力があり、一いつ般ぱん的にはこれが妥だ当とうな真実だとされている。

　ある夜、突とつ然ぜん、狩人かりゆうどニャメの質素な小屋の戸をだれかが叩たたく。フードを目ま深ぶかに被かぶった男が、訝いぶかしげに見つめるニャメに、マントをめくって胸に飾かざられた皇こう帝ていの紋もん章しようを黙だまって示す。驚おどろきに目を瞠みはったニャメがその場にひざまずき、勅ちよく令れいの記された手紙を恭うやうやしく受け取る。そういった情景を人々は好んで思い浮うかべる。聖戦を指揮する教皇の暗殺は、後こう継けい者しや候補たちのだれにも肩かた入いれせずに済み、それでいて人間の進しん攻こうを止める、あるいは鈍にぶらせる、皇こう帝ていにとって意味ある一手と言えそうだ。

　だれが頼たのんだにしろ、ニャメはその依い頼らいを受けた。

　使者の訪おとずれた夜が明けたばかりの早朝に、ニャメは幼おさな馴な染じみの家を訪ね、しばらく旅に出ることを告げた。

「ひょっとしたら長くなるかもしれないんだ」

「それはとても長いの？」

「ひょっとしたら、だよ」

　沈ちん黙もくを恐おそれてニャメは言い足す。

「君のために行くんだ」

「それはウソね」

　即そく座ざにそう言って、彼女はニャメに口を挟はさむ間を与あたえず続けた。

「あなたが私を人狩がりから助けてくれた時、私、あなたに『本当に戻もどる？』って聞いたわね。自分でもわかっていなかったけど、あの時、私が『戻もどる』か聞いたのは、場所のことじゃなかったんだわ。あなたが変わってしまって、もう元に戻もどらないんじゃないかと思ったのよ。あなたはなにか、とても大きな獲え物ものに憑とりつかれてしまった。そういう狩人かりゆうどは森の奥に行ってしまって帰らない」

「…待たなくてもいいんだ。それを言いに来た。長くなったら、待たなくてもいい。私が森の奥に行ってしまったと感じたら、もう待たなくていい」

「あなたはどっちがいいの？」

「え？」

「あなたは私に待っていてほしいの、待たないでほしいの？」

　彼女の大きなルビー色の瞳ひとみが朝日を受けて輝かがやいていた。森の木々は息を吞のんで静まり返っている。風はそよとも吹ふかず、鳥たちも二人に遠えん慮りよしてさえずり一つ上げはしない。瞳ひとみの端はしから大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちても、彼女は瞬まばたき一つしなかった。

　ニャメは彼女に屈くつ服ぷくした。

「待っていてくれ、絶対に帰る」

「そう、じゃあ待つわ、ずっと」

　ニャメは玄げん関かんにも入らずに足早に去った。

　恋こい人びとはその背が森の中に見えなくなるまで見送った。

　短い別れだった。




　この頃ころ、山脈唯ゆい一いつの出入り口である黒い塔とうの砦とりで跡あとは、そのまま聖せい鍵けん軍が拠きよ点てんとして利用していた。

　その砦とりでをある奴ど隷れい商しようが通過した。檻おりを載のせた馬車には、大森林で捕つかまったという夜のように黒い見事な毛並みの美しい猫ねこ人が乗っていた。

「ほお、こりゃ高く売れそうだな」

　そう呟つぶやいたものもいたが、この頃ころ、猫ねこ人を連れた奴ど隷れい商しようは珍めずらしくもない。さして注意も払はらわれずに砦とりでを越こえていった。




　山脈の東にニャメの殺さつ戮りくが広がった。

　ワウリ界に暗殺の嵐あらしが吹ふき荒あれた。

　その標的は、教会関係者、各国要人、富ふ豪ごうに貴族と手当たり次し第だいにも思われたが、一応は聖せい鍵けん軍に関係していたことは間ま違ちがいないようだった。

　この時期、ニャメは山脈越ごえを手引きした奴ど隷れい商しようの男を通してもたらされる指令に従って暗殺を続けていたという。普ふ段だんはどこかで使われている猫ねこ人奴ど隷れいのような顔をして町に潜せん伏ぷくし、仕事の指示が来れば夜に紛まぎれて狩かりに出る。狙ねらう相手の素す性じようはよくわからなかった。ただ、それが森を守ることに繫つながると信じて殺しを続けた。

　孤こ独どくの中で恋こい人びとのことを思わない日はなかった。ニャメのいなくなった山脈の西では脅きよう威いの殺さつ戮りくは止まっていたが、森とは逆の方角の南の砂さ漠ばく地帯への展望がこの頃ころに開けたこともあって、大森林への人間の大規模な進しん攻こうはほぼ放ほう棄きされていた。それでも奴ど隷れい狩がりはいまだに続いていると聞く。

　山の西で殺さつ戮りくが止まったのと時を同じくして山の東で暗殺が始まったことから、人間はニャメが山脈を越こえたと噂うわさしあっていた。夜に紛まぎれて幼い子ども以外の人間ならだれでも殺すニャメは、いまや山の向こうの妖よう怪かいではなく現実の恐きよう怖ふだった。

　こうして死をばら撒まきながら数年を山の東で過ごしたニャメに、とうとう最後の指令が来た。

　教皇暗殺。

　ニャメにもようやくわかる指令だった。聖せい鍵けん軍の親玉を討うてというのだ。これこそ待ち望んでいた獲え物ものだ。

　ニャメは何度か聖都にある教皇庁への夜間侵しん入にゆうを試みたが上う手まくいかなかった。

　教皇庁の警備は厳重で、その内部に入っての暗殺は難しい。

　ニャメは機会を待つことにし、それに向けて淡たん々たんと準備を進めた。




　その年も暮れた。

　教皇は新年には一日町に出て一いつ般ぱんの人々に祝福を授さずけて回るのが通例だった。

　各地で頻ひん発ぱつした暗殺を恐おそれて聖せい鍵けん軍の警備は厳重だったが、教皇は慣習を守って新年の祝福を授さずけに町に出た。

　黒い塔とうの砦とりでの陥かん落らくという輝かがやかしい業績を成し、西方への進出で好景気までもたらした現教皇の人気は凄すさまじく、新年気分も手伝って教皇の顔を一目見ようと都の大通りは大変な人出となった。

　警備は難しくなる側面もあったが、逆に人の目はいたるところにあった。今は日中だ。夜に紛まぎれて現れるはずのニャメならば、ずいぶんと目立つはずだった。

「お慈じ悲ひを！　お慈じ悲ひを！」

　祝福を受けようと貧ひん民みんの群れが教皇の元へと群がる。その汚よごれた姿を避さけるように人々が道を開けた。教皇が寛かん大だいさを見せるために順々に病人たちの手を取って祝福を祈いのってやり始める。

　その群れの中に、ニャメはいた。しかし、だれにも気付かれなかった。

　特とく徴ちよう的な耳だけはボロきれをターバンのように巻いて隠かくしていたが、顔はむき出しなのにもかかわらず、彼がニャメだとは、いや、それどころか猫ねこ人だとすら人々は気付かなかった。

　美しかった黒い毛並みははげ、ところどころ醜みにくい疥かい癬せんに蝕むしばまれている。右目は腫はれあがり頭の大きさの均等を崩くずすほどだ。膠にかわで顔の肌はだをはぎ、病人たちの群れに交じり皮ひ膚ふ病を受けて、汚よごれた針で目を傷つけた。ニャメは都市に呼吸を合わせた。貧ひん民みんたちこそ都市の風景の一部、視界に入ってもだれの気も引かない存在だった。

「お慈じ悲ひを！　お慈じ悲ひを！」

　そう叫さけびながら人ごみをかき分けて、ニャメは進んだ。懐ふところには毒を仕込んだ短たん剣けんが仕込まれている。教皇が手を取った瞬しゆん間かん、ついと引き寄せて一ひと突つきにしてやる。

　教皇まであと数歩。ニャメは群衆の中から必死で手を伸のばす。教皇と目が合う。教皇は特別に哀あわれな様子の病人に釘くぎ付づけになる。そして、ニャメに向かって手をかざそうと向き直った。

　懐ふところの中で短たん剣けんを握にぎり締しめ、一いち躍やく獲え物ものに向けて進もうとしたニャメは、しかし、なにかに引っ張られてつんのめった。

　ニャメは鋭するどく振ふり向く。

　そこで彼の汚よごれたボロの下から尻しつ尾ぽを引っ張り出し、驚おどろきに目を見張っているのが薄うす汚よごれた少女でなかったら──男でも女でも老人でもなんでもいい、とにかく幼い生き物でなかったなら、ニャメは容よう赦しやなくその指を短たん剣けんで切り飛ばして駆かけ出していたことだろう。

「猫ねこ！」

　少女が甲かん高だかい声で叫さけぶ。

　ニャメは子どもを殺さない。この事実がニャメの伝説の中で特別な象しよう徴ちようになったのは、この多くの人に目もく撃げきされた暗殺失敗による。

　ニャメの一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいの間に、護衛たちが貧ひん民みんを撥はね除のけ刺し客かく目がけて殺さつ到とうする。体当たりでニャメを地面に引き倒たおした護衛兵たちは、そのままニャメを圧殺しようとするかのように次々に折り重なってのしかかった。

　重くなっていく絶望の中のニャメに、祖父のささやきが蘇よみがえる。

「狩かりと殺しは別だ。どんな大物も家に持って帰れなけりゃダメだ」

　この祖父の教えを忘れていた。

　自分は彼女の傍そばを離はなれるべきではなかったのだ。

　なにが「君のため」だ。

　思えば人間と戦い始めてからずっと、自分は獲え物ものを殺すばかりで、その成果を何一つ家に持ち帰っていないではないか。いつの間にかうまく殺すことだけに夢中になって、その結果、ああ、おれはもう狩人かりゆうどではなくなった、ただの使いっぱしりの殺し屋に成り下がった。彼女が待つと言ってくれたのは、おれをこの間ま違ちがいから助けるためだったんだ。おれを狩人かりゆうどに戻もどそうとしてくれていたのだ。帰ることを思い出させようとしてくれたんだ。この汚よごれた肌はだ、醜みにくい顔、おれはなんて姿に成り果てたのだ。もう森にも夜にも溶とけ込むことは出来ないだろう。

　今、心底、おれは彼女の元へ帰りたい。

　嘆なげいても遅おそい。

　捕とらえられたニャメには厳しい詮せん議ぎが待っていた。彼の犯おかした暗殺の詳しよう細さいを教会は知りたがった。そして、ある日、唐とう突とつにニャメが処しよ刑けいされたことが発表された。教会が知りたいことを十分に知ったためとも、知られてはまずいと思っただれかによる毒殺だったとも言われる。

　ニャメに天空の一座が与あたえられ、狩人かりゆうど座が観測された。

　ニャメの処しよ刑けいの知らせは人間を安あん堵どさせ、亜あ人じんの心を燃え立たせた。

　権力者たちが利害関係で汲きゆう々きゆうとしている間に、子どもを守るために戦った森の狩人かりゆうどが、最後にはたった一人で敵てき陣じんに乗り込んで死んだ。これが戦士の誉ほまれでなくてなんなのか。

　この感情の波は紋もんこそが、後の亜あ人じん義勇軍の結成とそれに続く歴史の波は涛とうの最初のさざなみだったのだ。

「おれがニャメならそんな真ま似ねは許さないだろうよ！」

　それは亜あ人種の少年たちが勇気を出すための合言葉だった。

「ニャメならどうする？」

　大きくなった亜あ人じんの戦士たちは迷うたびに考えた。

　ニャメの内心がどうだったにしろ、ニャメは亜あ人じんの英えい雄ゆうだった。



















　イデルが少年時代の思い出を手た繰ぐる時、大たい抵てい最初に思い出すのは、子どもたちだけで集まってした怪かい談だん話のことだ。

　教会の鐘かねが鳴って学校の授業が終わると、イデルは友達の何人かと目配せして教室を出た。

　山脈の裾すそ野のの草原の村に、ようやく出来た小さな学校の裏庭、校舎の陰かげに隠かくれて輪になって、だれからともなく話は始まる。夏の強い日は少し傾かたむいて、影かげは濃こく、だれの顔も真しん剣けんだ。遠くに見える山脈の上に広がる青空に大きな雲がかぶさって、裾すそ野のの緑は鮮あざやかだ。みんなしゃべりたい話で口の中をいっぱいにしてくるのに、だれかが話し始めると夢中で聞いた。ベッドの下に潜ひそんでいるニャメ、クローゼットからこちらを見ているニャメ、物もの乞ごいのフリをして家の戸を叩たたくニャメ…しゃべりたいのと同じくらい聞きたかった。とにかく子どもたちは、森から夜に紛まぎれてやってくる恐おそろしく黒いニャメのことで頭が一いつ杯ぱいだった。

「窓の外に金色の光が二つ浮うかんで見えた。それがスッーと窓のそばまで近づいてきて、風に押されたようにそっと窓が開く。そこから音もなくニャメが入ってきたのさ。真っ黒な毛並みで闇やみの中に溶とけ込んで、夜のニャメは目玉だけ宙に残してまるで透とう明めいみたいに見えるんだ。男の子は怖こわくて怖こわくて、声も出せずにベッドの中で震ふるえてた。そしたら突とつ然ぜん、その金色の目がギョロッと動いて目が合った！」

　ここで話し手が言葉を切って周囲の目を見回す。

　唾つばを飲み込んだ子どもの一人が不安に耐たえかねて言う。

「ニャメは子どもは殺さないんだぜ」

「そうだよ。だから、その子は翌朝無事に目を覚ました。それでホッとして、あれは夢だったのかなんて思いながらベッドから出たら、自分以外の家族みんなの生首が、キレイに床ゆかに並んでたのさ！」

　そこで大人の怒ど鳴なり声が響ひびいたのでみんな飛び上がった。

「やめなさい！」

　子どもたちはクモの子を散らすみたいに逃にげ出した。

　その背中を追って教師の声が響ひびいた。

「本当にニャメに家族を殺された人だっているのよ！」

　学校ではニャメの話は禁止されている。怖こわがって家から出られなくなる子がいるからだとか。でも本当は、あそこの村ではニャメの話が盛さかんにされていると噂うわさが立つと、そこに本物のニャメが来るからではないかとイデルは考えていた。それでイデルはその考えをみんなに話した。友達の一人がそういえば自分はそんなようなことを親が話し合っているのを聞いたことがあると言いだした。それ以来、子どもたちは大人がニャメの話を禁じるのは、ニャメを呼び寄せないためなのだと心のどこかで思っている。

「驚おどろいたな！」

「ああ怖こわかった」

　学校から駆かけ出すと、自然に帰り道が同じ幼おさな馴な染じみの女の子と二人になる。

「ニャメは子どもは殺さないって知ってるのに、臆おく病びようだなあ」

　イデルが笑うと、幼おさな馴な染じみは不満げに言う。

「ニャメに家族が襲おそわれたら、ある朝、いきなり孤こ児じになっちゃうのよ。イデルは怖こわくないの？」

「あんな話はウソだよ。男の子がいつの間にか寝ねてたなんて変さ、あんなに怖こわがってたのに」

「…そういえばそうね」

「それにわざわざ首を床ゆかに並べるなんておかしいよ。意味がなさ過ぎる」

「それは、男の子を怖こわがらせるためじゃないの？」

「怖こわがらせてどうするのさ」

「わかんないけど…」

「なにより、ニャメは捕つかまったんだから」

「でも逃にげ出したって噂うわさもあるわ。ニャメに話されたくないことがある人が牢ろう屋やから逃にがして、それで恋こい人びとの魔ま女じよが待ってる森の奥へ帰ったって。それで今でもたまに深い森の中から人を殺しにやってくるのよ」

「話されたくない人が殺したって言うならまだしも、なんで牢ろうからわざわざ逃にがすのさ。得がないよ」

「イデルは夢がないわ」

「なんだよ、怖こわがってたくせに！」

「…あたしが怖こわがってたからウソだって言ってくれたの？」

　イデルは照れ隠かくしに肩かたをすくめてみせる。

　少し強い風が吹ふいて二人の歩く道を囲む草原を揺ゆらした。

「ねえ、明日の夏祭り、行く？」

　幼おさな馴な染じみの問いかけに、先ほどの照れを引きずっているイデルは少しぶっきらぼうに返す。

「そりゃね」

「今年の人形劇はなにかな？」

「どうせまたバラドの黒い塔とうだよ」

「毎年じゃ飽あきるよね。今年は別のとこを覗のぞこうか？」

「いや、おれは観みに行くよ」

「どうして？　だれかと約束？」

「そうじゃないけど、行かないと父さんがガッカリするんだ」

「なにそれ？」

「ま、家にはそれぞれ色々あるんだよ。それに妹たちも連れて行かなきゃいけないし」

「ふーん、変なの」

「一いつ緒しよに行こうよ」

　突とつ然ぜんに真まっ直すぐ誘さそわれて幼おさな馴な染じみは少し焦あせる。

「うん、行く」

　その返事にイデルはにっこり笑う。

　イデルはこういうところがずるいな、と彼女は思う。不意に真まっ直すぐ好意をぶつけてくる。うまくかわすことも、受け流すことも出来ない。真に受けてしまう。

　幼おさな馴な染じみの家に着くと、表には彼女の母親が待っている。

　明日、一いつ緒しよに夏祭りに行く旨むねをイデルが伝えると、幼おさな馴な染じみの母親はうれしそうに礼を言ってくる。

　彼女の家は自分の家より貧しい。そんなことがチラリと頭をよぎるのを、イデルは苦々しく思う。こんなことを考えるなんて恥はずべきことだ。

　イデルは明日の昼過ぎに迎むかえに来ることを早口で伝えると、駆かけるようにその場を去った。

　村のはずれの小さな丘おかの上にある家に向かって、イデルは坂道を駆かけ上がった。

　呼吸が速くなる。

　自分はいつまで彼女といられるだろう？　急にそういう疑問が湧わいてくる。『いられる』だって？　何な故ぜそんな風に思うのだろう。まるで離はなれていくのが自然なことのように。

　丘おかの上の家では、イデルの思っていた通り、農場を見み渡わたせる庭先に父と兄がテーブルとイスを持ち出して腰こし掛かけていた。父の両りよう膝ひざにはそれぞれ幼い妹が座って、並んで夕方の東の空をじっと見つめている。

　その横に並ぶように自分のイスを並べてイデルは腰こし掛かける。

「おかえり」

「ただいま。もう来る？」

「さあどうだろうな。まだだろうが」

　父は返事する間にちょっとだけイデルを見て、すぐに視線を上に戻もどす。兄と妹たちはイデルに一いち瞥べつもくれない。じっと山脈の見える東の空を見続けている。

　母とばあやが外のテーブルに食事を並べると、みんなようやく空から視線を外して一いつ旦たん食事に向き合った。

「ちゃんと夏祭りに誘さそえた？」

　食事の席での母親の問いにイデルは素っ気なく答える。

「うん」

「今年も人形劇はバラドかしらね。流石さすがに飽あきた？」

「そんなことないよ、バラドの話は好き」

　父の顔が少しうれしそうにほころぶ。イデルはそれを意識していないフリをする。

　食事が終わると、母とばあやが片づけをしている間に、父と子どもたちはじゃれ合って遊んだ。父が山脈を一ひと跨またぎで越こえる巨きよ人じんになって、その脚あしを子どもたちが力を合わせてひっくり返す。父は草地にひっくり返る度たびに違ちがった転び方を見せて子どもたちを笑わせた。父はいつも陽気だった。少なくともイデルの前では。

　片づけを終えた母とばあやが戻もどると、またみんなでイスを並べて東の空を見上げた。

　夏の空はとっぷり暮れて、遠くに見えた山脈ももう見えない。

　大きな月の見事な星空だ。

「ああ、来たな」

　その夏の夜空を一匹ぴきの竜りゆうが飛んでくる。

　毎年、夏祭りの前夜にイデルの家の農場には竜りゆうが挨あい拶さつに来る。挨あい拶さつといっても空から農場に下りてくるわけではないが、毎年同じ日にイデルの家の上空にやって来て、農場をじっくり眺ながめるように何度か旋せん回かいして、最後に少し火を噴ふいてみせてくれる。子どもたちはその火か炎えんが一番の楽しみだ。

　火を噴ふき終えると竜りゆうは高く咆ほう哮こうを上げて、また東の空へと帰って行った。

「さあ坊ぼつちゃんたち、もう寝ねましょう」

　ばあやに促うながされてイデルと兄は家に入った。妹たちもばあやに手を引かれて続いてくる。

　庭にはイスに座った父と母だけが並んで残る。これも毎年のことだ。

　子どもたちとばあやが家に入って二人きりになると、夫は視線を東の空に向けたまま言った。

「毎年毎年、律りち儀ぎなことだ」

　妻も空を見たまま言う。

「昔の相棒の家族を見て、微ほほ笑えましく思ってくれているのかしら」

「地べたに張り付いてブクブク太っていくおれを笑っているのかもしれんよ」

「笑われるような暮らしだと思うの？」

　夫は空から妻に目を移し、ニヤリ笑って応じる。

「竜りゆうに見られていると思うと、人間でいるのも恥はずかしくなる。竜りゆう騎き兵へいってのはそういう人種なのさ。悪かったよ」

　肩かたをすくめて妻は返す。

「あなたの竜りゆう狂くるいには呆あきれるわ」

「そんな男をその美び貌ぼうで竜りゆうの背から降ろしたんだ、誇ほこっていいよ」

「あなたが欲ほしかったのは貴族の血筋でしょ」

　夫はわざとらしく大きなため息を吐ついてみせる。

「いいかげん、夫を卑いやしい傭よう兵へい出と見下すのをやめてくれないか？」

「ごめんあそばせ、生あい憎にくと持参金もなかった借金まみれの没ぼつ落らく貴族の娘むすめには、人に誇ほこれるものが古い聖王家に繫つながる血くらいしかございませんの」

「初対面のおれに、ウチの借金を返してくれるなら今すぐ寝ね床どこに入ってやるって啖たん呵か切った君は最高にイカしてたよ。おれの生しよう涯がい最高の美人だ」

「毎晩両親に送り出されて金持ちにフラれて帰るパーティーにうんざりしてたのよ。それに、お酒も入ってたし。ヤケだったのよ。そうでなきゃだれが傭よう兵へいとなんか」

「照れ隠かくすねえ」

「ああいやだ、どうしたらあなたの鼻をへし折れるのかしら」

「おれは運が良かった」

　そう言って夫はカラカラと笑った。

　聖せい鍵けん軍で稼かせいで使う間もなく貯たまっていた自分の金と、使う気はなかったはずの友人の残した金は、嫁よめの実家の負ふ債さいを払はらってもまだ残った。その金で始めた農場は楽ではなかったが、折からの好景気もあって順調だ。働き手を増やしたいがどこも人手不足で、いい小作人はそう見つからない。日々の悩なやみは尽つきないが、その程度の悩なやみともいえる。

　妻がここに来た日を、昨日のことのように思い出す。実家から付いてきた唯ゆい一いつの召めし使つかいであるばあやと一いつ緒しよに、広いばかりで何もないがらんどうの新居の玄げん関かんに立ち尽つくし、そのみすぼらしさに目を丸くして、必死に動どう揺ようを抑おさえていた彼女。自分も妻も、あれからよく働いた。子宝にも恵めぐまれた。

　不意に、かつて竜りゆうの乗り手だった男は目め頭がしらを押さえ、顔を覆おおった。相棒の竜りゆうを見送った後にはいつも、まず満ち足りた気分が広がって、色々な思い出が胸に去来して、それから最後に、あの日のことを思い出す。もう遠くの、自分の手には届かない伝説になってしまった友人が死んだ日のことを。だれよりも速く空を駆かけた男を。決してだれにも追いつかせなかった背中を。竜りゆうの背に乗って空を駆かけながら、この風と火に祝福された破は壊かいの快感以上にいいものなど自分の人生にありはしないと信じていた日々のことを。

「バラドに見せたかったよ、おれの家族を。あそこから助け出してやりたかった。同じ日に、同じ国を出たのに…並んで竜りゆうに乗って…なんて哀あわれで見事な男だったろう…おれはあいつを傷つけて、戦場に見捨てて…」

　丸まった夫の背を、妻が優やさしくなでた。

「運が良かったのは私よ」

　彼女もこの日はいつも過去を思い出す。

　不信心戦争の中で家勢を傾かたむかせた貴族の父は、教会に勧すすめられるまま元よりジリ貧ひん気味だった財産をネクル界の開かい拓たくに投資し始めた。当初は小こ銭ぜにを稼かせいで父も上じよう機き嫌げんだったが、調子に乗っていたところに大森林地帯への大規模開発事業の話が舞まい込んだ。父は大きく金をつぎ込んだ。

　ニャメの百人殺しでなにもかもおじゃんだ。

　家の命運は一人ひとり娘むすめの縁えん談だん頼だのみになった。血筋だけはいい父の投資失敗は社交界では有名で、その娘むすめが夜よ毎ごとどこかのパーティーに紛まぎれ込んでは必死に自分を売り込んでいるとなれば笑いの種にされないはずもない。そんな場に出ていくのは心底イヤだったが、ただオドオドと困った顔をしてこちらをうかがっている父母を見れば、出かけないわけにもいかなかった。他の客たちの視線に耐たえるために酒を飲んだ。酩めい酊ていしないと耐たえられない。それがまた笑いの種になる。招待状はよく来た。笑うために呼ぶのだろう。飽あきられるまでは呼んでもらえるわけだ。呼ばれる夜会のレベルは落ちていった。酒量は増えていった。もう死んでしまいたい。

　ある夜のパーティー、酒でフラつく足がもつれて、なにか硬かたいものにぶつかった。

「酔よっ払ぱらいはずいぶん見てきたが」

　声がしたので顔を上げると、ぶつかったのは男の胸だとわかった。

「こんな美人は初めてだね」

　細く硬かたく鍛きたえ上げられた、針金のような男だった。こんな人間は初めて見た。

　そういう運のいい二人から、イデルは生まれることになった。
















　さて、人間が聖なる鍵かぎをワウリ神にもらったと聞いた亜あ人じんたちは小高い丘おかに登ると、天に向かって声を合わせて嘆なげきました。

「ネクル様、ネクル様！　これじゃあ、あんまりひどい！」

　天から顔を覗のぞかせてネクル神は問い返します。

「どうした？　どうした？　一体なにがひどいのか？」

「人間どもはあんなにいい鍵かぎをもらって、私らにはなんにもなしとは、これがひどくなくってなんなのです？」

　ネクルは、それは確かに一理あると考えてまた問い返しました。

「ふうん、そんなら君らはなにが欲ほしい？」

　しかし、その答えがてんでんばらばら、亜あ人じんたちが口々に勝手なことを喚わめきたてるので、ネクルは思わず耳を塞ふさいでしまいました。

　そして、みんながまるで黙だまろうとしないのに我が慢まんできなくなると、雲をさっと一つかみ、それを稲いな妻ずまの針で結ゆわえ、そこに星々を振ふりかけて、この世に二つとないような宝ほう冠かんを作り上げて、それをみんなの前に掲かかげました。

「ではひとまずこの宝ほう冠かんを与あたえておこう。そして、人間に勝利した後には、この宝ほう冠かんと交こう換かんで望むものをなんでも与あたえようではないか」

　この申し出に亜あ人じんたちはみな同意しました。

　いつまでももめていても仕方がないし、それにこの宝ほう冠かんもなかなか素す敵てきでしたから、ひとまずこれを貰もらっておこうとも思えました。

　でもそれでどうなったでしょう。

　亜あ人じんたちはその宝ほう冠かんを巡めぐって争い始めてしまったのです。


（創世神話──宝ほう冠かん受領）　　　





















　森や都市における立体的戦せん闘とうに適した種族が猫ねこ人ならば、平面の戦せん闘とうにおいて最強の種は猪いのしし人であるといえよう。

　分厚く頑がん強きような肉体は鉄の鎧よろいを軽々と着こなす、その下の硬かたい毛皮も半はん端ぱなナイフ程度では傷もつかない、太い首は騎き兵へいと衝しよう突とつしようとビクともしない、体に比した脚あしの短さゆえに騎き乗じようには向かないが、屈くつ強きような下半身は長い行軍をいとわない。まさに理想の重装歩兵である。

　猪いのしし人は男も女も老いも若きも自分たちを戦士だと思っている。今日の自分は炊すい事じ洗せん濯たくしかしていなかったとしても、明日戦うべき戦場があるならば、自分はそこに立ち、そこで立派に働く覚かく悟ごがあるのだと考えている。そして、その際に、自分の損得などを勘かん定じようしてうまく立ち回ろうとする態度を軽けい蔑べつする。そこで戦うべきだと感じたらその先は余計だ、単純明解猪ちよ突とつ猛もう進しん、突つっ走る姿こそ粋いきなのだ。それが彼らの文化だった。

　そういう猪いのしし人を揶や揄ゆして、他の亜あ人種は彼らを戦いくさ豚ぶたと呼ぶ。

　そう呼ばれることを猪いのしし人は誇ほこるべきことだと信じている。

　ボルゴーもまたそういう猪いのしし人の一人だった。




　ボルゴーのそもそもの生まれがネクル界のどこなのかは知られていない。

　もう少しボルゴーが長く歴史の舞ぶ台たいに留とどまっていれば、それを彼自身が語る機会もあったかもしれない。しかしボルゴーは表おもて舞ぶ台たいに現れるや否いなや自らの持てる芸を全力で披ひ露ろうして、それが終わると一言の自己紹しよう介かいもなしに袖そでへとはけていってしまった。

　まさに戦いくさ豚ぶたの誉ほまれである。

　ボルゴーはネクル界の内海の東の端はしに面した港町モガウルの若き港こう湾わん労働者として歴史に現れる。内海の西の端はしには帝てい都とマゴニアがあるので、モガウルは海を挟はさんだちょうど反対側といえる。モガウルは活発な内海貿易で栄えた町であった。

　港での彼はよく働く並外れた怪かい力りき男として有名だった。ワインがなみなみと詰つまった大おお樽だるを両りよう腕うでに一つずつ担かついで軽々と運んだ。また面めん倒どう見みのいい性格で、港の日雇いや酒場の下働き、娼しよう婦ふやゴロツキ、物もの乞ごいにまで慕したわれていたという。そういう頼たよる先のない連中に請こわれて面めん倒どうごとや荒あらごとを引き受けるのも始終だったらしい。そうして自然に人望を集めていた。

　正式な記録としては、港こう湾わん労働者の賃金改善を求めるボイコットの代表をしたことが港の記録に残っている。荷の上げ下ろしの最低賃金を定めた書類にボルゴーの署名があるが、そこにはなんの肩かた書がきも書かれていない。ただ『猪いのしし人ボルゴー』の名前があるだけだ。役職こそないが日ひ雇やとい港こう湾わん労働者の顔役のような存在だったことがうかがえる。

　こういう事実や後の働きを考えれば、ボルゴーがある程度の教育を受けた猪いのしし人だったのではないかという考えはそう的外れでもないように思われる。放校になった元士官学校生、閑かん職しよくを嫌きらって家を捨てた田舎いなか騎き士し、陰いん謀ぼうで職を追われた元将軍…ボルゴーの死後、いくつかの可能性が取りざたされたが確証はない。

　とにもかくにも、いかに港周辺の庶しよ民みんたちに慕したわれていたとはいえ名目的にはただの一労働者でしかなかったボルゴーに、運命は一つの出会いを用意した。ある夜、モガウルから内海を挟はさんだ向こう側の帝てい都との宮きゆう殿でんから、一つの小さな影かげが抜ぬけ出した。その影かげは完全に寝ね静しずまることのない夜の帝てい都とをすり抜ぬけて港へ向かうと、東に向かう船へ忍しのび込んだ。その船がモガウルに着いた朝、ボルゴーの生活は一変した。




　その朝、ボルゴーの頭は重かった。

　仕事を終えた休日前の夜にハメを外すのは珍めずらしくもないが、それにしても飲みすぎた。港の荷に揚あげ仕事を終えて近くの酒場にくり出して気付けば夜半過ぎ、フラつく足でなんとか帰り着いた安宿の寝ね床どこはさして温かくも柔やわらかくもないが酔よった身体からだには関係ない。ばったり転がって高たか鼾いびきをかいていた。

　そこを突とつ然ぜん、重たい頭をかき回されるような不快に目を覚ますと、見慣れた顔の犬人が、乱暴に自分を揺ゆす振ぶっているのが見えたのだった。

「うぅ…」

「なあ起きてくれよぉ、ボルゴーの兄貴よぉ」

「うるっせぇなあ、おれは今日は休みだぞ」

「困ってんだよ、なあ、頼たのむって」

「困ってんのはこっちだ。休日にも二ふつ日か酔よいで寝ねてられないんじゃあ、いつ深酒したらいいんだよ」

　そういいながらしぶしぶ寝ね床どこから起き上がったボルゴーに犬人の若わか僧ぞうが言う。

「深酒はいつだって止やめた方がいいぜ」

「皮肉で言ったんだよ、アホ」

　ボルゴーは弟分の頭を軽くはたく。

「あてっ」

「で？　しょうもねえ用事じゃねえだろうな？」

「それがよぉ、なんていうかよぉ、説明が難しいんだよなあ」

「なーにがどー難しいんだよ」

「どう難しいって…なんだよ、難しいこと聞くなあ。来てもらえりゃどう難しいかもわかってもらえると思うんだけどよお」

「まったく、お前の頭ははたきやすい以外にいいとこがねえなあ」

　またボルゴーは頭をはたく。

「あてっ、いや、もうとにかく困ってんだって！　いいから港まで来てくれよお」

　しかたなく薄うす汚ぎたない宿から表に出てみると、見事に晴れ渡わたった空は朝日が昇のぼったばかり、町はまだ目を覚ましておらず、カモメの声と港からの波音が響ひびいている。下着一枚で寝ねていたところにズボンだけはいて出てきたボルゴーの毛並みを潮風が優やさしく撫なでていって、ボルゴーの頭痛が弱まる。

　ボルゴーは波の音に誘さそわれるようにして思考の中に沈しずんでいった。

　まったく、自分は今のままでいいのだろうか。この町のほんの少し東で侵しん略りやく者しやどもが我わが物もの顔がおでのさばっているってのに、おれときたら安酒かっくらってひっくり返っていやがる。たった一人で挑いどんだニャメは大したやつだ。英えい雄ゆうだ。星になって当然の男だ。猪いのしし人なら戦いくさ豚ぶたの手本として世の続く限り語られ続けたことだろうに。猫ねこで残念だ。おれも槍やりをひっつかんで一人で敵さんの町に突とつ撃げきでもするか？　いや、ただ死ぬのはバカのすることだ、自分の慰なぐさめにしかならん…

　このまま散歩に出たいような気分になったが、弟分に先導されてボルゴーは港へと下りていった。港は町よりも少し先に目を覚ましているのが常だ。いつもならばもう港ではこれから始まる取引や運うん搬ぱんに備えて荷の移動が始まっていてもいいはずだった。

　しかし、そこでは見慣れぬ光景が待っていた。

　柔やわらかな朝日に包まれた船着場で、皇こう帝ていの親族にだけ許された真しん紅くのマントを皇こう帝ていの印章で留め、腰こしまで伸のびた白金色の髪かみを潮風になびかせて、頭には羊を思わせるねじれた角、青ざめたような白い肌はだをした十をいくつか越こえた程度の美び貌ぼうの角人の少女が、低い背に似合わぬ堂々たる態度で踏ふん反りかえり、大声で演説をぶっている。それを薄うす汚よごれた格好の多様な亜あ人種の労働者たちが物もの珍めずらしそうに遠巻きにして囲んでいる。そして、少女の正面では見事な体たい軀くの半はん裸らの猪いのしし人ボルゴーが困ったような呆あきれたような顔をして頭をかく。

　ネクル界で思わぬ遭そう遇ぐうや奇き妙みような出来事の発ほつ端たんを意味する『港で姫ひめに出会う』という言い回しはこの故事に由来する。この場面を描えがいた『港での出会い』は名画として知られ、歌か舞ぶ伎き演目『猪いのしし人奔ほん走そう』序じよ盤ばんの見せ場でもある。

　皇女イリミアーシェが出会ったのがボルゴーのような面めん倒どう見みのいい男でなかったなら、後の歴史は大きく変わったことだろう。そしてまた、この皇女に少しでも計画性というものがあったならば、ボルゴーが星座に上げられるほどの働きをすることもなかっただろう。




　皇女イリミアーシェのアジ演説上手は歴史上よく知られているが、この日が彼女にとって初めての大衆を前にした演説だったと言われている。それで多くの港こう湾わん労働者たちの足を止めさせ、耳を傾かたむけさせたのだから大したものだといえよう。もちろん、港に似つかわしくない高貴な身なりの美少女が、その身体からだからは想像できない大だい音おん声じようで権力者批判をしていればだれもが物もの珍めずらしさを覚えずにはおれまい。

　それでも、彼女の演説は巧たくみだったといえるだろう。

　それは辛しん辣らつかつ小気味よく展開された。皇位継けい承しよう候補たちや王宮の大臣たちや亜あ人じん族の有力者から選ばれる元老議員たちが聖戦への義務を怠おこたっていることへの痛つう烈れつな批判から始まり、そのような私利私欲のことしか考えていない卑ひ劣れつ漢かんどもと処しよ刑けいされたニャメの勇気とを対比賞賛し、そこから自らが皇こう帝ていの末の娘むすめである皇女イリミアーシェであることを明かし、その証明に皇こう帝ていの印章を掲かかげて見せ聴ちよう衆しゆうに衝しよう撃げきを与あたえた後、自らの皇女という立場からおのずと生まれる責任と義ぎ憤ふんに基もとづき義勇軍の結成のためにこの地にたった一人でやってきたのだと宣言し、

「さあ、今こそはニャメに倣ならおうではないか！　今ここで、私は英えい雄ゆうニャメの遺志を継つぎ、卑ひ劣れつ漢かんどものために身動きできぬ皇こう帝てい閣下に畏おそれながら成り代わって、聖戦を宣言する！　さあ諸君も今すぐ義勇軍に参加したまえ！」

　と彼女がようやく話を結んだ時、聴ちよう衆しゆうは止めていた息を吐はくように感かん嘆たんの声を上げた。

　一人の労働者がみなの興奮を代表するように大声で質問を放った。

「で、その義勇軍ってのは、今どれくらいの数が集まってるんで？」

「なにを言う、そんなものは決まっておろうが」

「と、言いますと？」

「ゼロである。なぜなら私がこの義勇軍の構想を口外したのは、まさに今朝、たった今の演説がはじめてであるからだ。諸君らは光栄に思うがいい、誉ほまれの聖戦士になる機会を真っ先に得たのだからな」

　群衆はパラパラと散っていった。演説には熱が入っていてなかなか良かったが、どうも真面目な話ではなかったようだ。身を入れて聞いていただけに失望した。話しぶりや身なりからこの少女が高貴な人であることは間ま違ちがいないようだが、自分たちの知ったことではない。後はボルゴーが面めん倒どう見て片付けてくれるだろう。
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　聴ちよう衆しゆうは仕事に戻もどった。

　桟さん橋ばしに残ったのは、皇女とボルゴーと弟分の犬人だけだった。




　ボルゴーはそれから皇女に詳くわしく話を聞いた。

「ひょっとして、皇こう帝てい陛下の指示か意向がある？」

「ない。ただ我わが義ぎ憤ふんがあるのみだ」

「どなたか皇女殿でん下かの義勇軍に賛同している有力者がおられる？」

「いない。これはさっきも言ったが、私が義勇軍の構想を口にしたのは今朝がはじめてである」

「では、皇女殿でん下かは、なにか、こう、個人的な財産のようなものをお持ちで？」

「ない。我わが身は若じやく年ねんなれば、当然であろうな」

「つまり、なんの計画も目算もないということで？」

「そうであるな、今のところは」

　ボルゴーは鼻を鳴らし唸うなった。

　思わず弟分の犬人が言う。

「こりゃ話になりませんぜ」

　そこで突とつ然ぜんに皇女はボルゴーを指差して決然と言った。

「貴様が立つに、ニャメの死だけでは足らんというのかっ！」

　ボルゴーはその場に跪ひざまずき、そのまま義勇軍に志願した。バカな話だとはわかっていた。この小さな皇女殿でん下かは情熱に任せて計画もなく船にとび乗ってやってきた。その高貴な身一つ持っていけば世間が揺ゆれ動いてなにかが起きると信じて。世間知らずで、社会を舐なめ腐くさり、自分を過大評価していて、事態を客観視していない。こんな話に乗るのは愚おろか者のすることだ。

　しかし、猪いのしし人はそれが美徳だと信じてもいる。小こ賢ざかしく思われるくらいならば戦いくさ豚ぶたであれ、というのが彼らの文化である。戦うと決めてそこから先は余計なことと切り捨てて動く。

　猫ねこ人に後おくれをとり、その上、こんな少女にまで後おくれては戦いくさ豚ぶたの名折れ。ボルゴーにとって皇女の無む謀ぼうさはすなわち自分に対する挑ちよう戦せんに等しかった。

　発ほつ起き人にんの皇こう帝ていの末子であるところの皇女は年若く、後ろ盾だてもなく、自分の領地もない。おおよそ、組織と呼べるようなものはなにもなかった。ただ高貴な血筋と青ざめた美び貌ぼうと異様な熱意があるばかりだ。

　ボルゴーの腹は決まった。

　自分ですべてやるしかないのだ。

　ボルゴーの最初の仕事はスポンサー探しだ。




　ボルゴーが知人の伝つ手てを頼たよって取り付けたある豪ごう商しようとの資金援えん助じよの相談の場には、当然皇女も同席することになる。

　本物の皇女の発案であることを示さねばならないのだから皇女本人が同席するのは仕方がないが、皇女が具体的にはなにも考えていないことを隠かくしたいボルゴーは、交こう渉しようの席に行く前の馬車の中で皇女にこう念を押した。

「大方の説明はこっちでしますんで」

　皇女殿でん下かは黙だまっていてください、とはボルゴーも流石さすがに口にはしなかった。

「よきに計らえ」

　そうこだわりなく応じた皇女だったが、商人の屋や敷しきの前に馬車がやってくると、席からたたずにこう言った。

「私は少し遅おくれていく」

「なんでまた？」

　さきほどの言葉にヘソを曲げたのかとボルゴーは思ったが、皇女はいつもと変わらぬ尊大な調子で言った。

「そうした方がいい場合もある。なに、馬車でそこらを一周してくるだけだ。心配はいらん」

　ボルゴーにはわけがわからなかったが、皇女がそうしたいと言えば逆らえない。

　商人の屋や敷しきの応接間でボルゴーが義勇軍についての説明を一通り終え、断る前に礼れい儀ぎとして差し挟はさまれていることが明白な商人からの熱のない二、三の質問に応じている場に、メイドに案内された皇女が現れた瞬しゆん間かん、その意味がわかった。

　身なりを整え、豪ごう商しようの応接間という光溢あふれる場に立った時、皇女は圧あつ倒とう的に皇女だった。白金色の髪かみが屋や敷しきの大きな窓から差す光を受けて透すけるようだ、不健康に見えた青白い肌はだはこの相応ふさわしい場で見ればまさに絹の如ごとく見える、整いすぎて少し不気味なくらいに思えた顔はなるほど見合った調度品に周囲を飾かざられてこそのものなのだ、大きな赤い瞳ひとみはなにも注視していないが虚うつろにも見えず鷹おう揚ようさを思わせる、戸口からボルゴーたちへと近づく間に真しん紅くのマントの皇こう帝ていの印章が窓からの日差しを受けてきらりと光った。

「遅おくれました」

「い、いえ、そのようなこと…」

「ボルゴー、お話はまとまって？」

　皇女が発したその二語で、交こう渉しようは決着した。

　商人は自らが金を出し渋しぶっていたことをなんとか悟さとられまいと必死であった。

「そういえば、お茶もお出しせずに…」

　そう言って商人が席を立った間に、ボルゴーは隣となりに座った皇女にささやいた。

「なにをしてきたんで？」

「髪かみをとかし、顔を洗って、少々化け粧しようしてきた。見れる顔になったろう？」

「口調まで変えて」

「ああいう方が受ける場面もある」

　ボルゴーは少し皇女を見直した。そういう知ち恵えは回るらしい。自分の靴くつの履はき方もろくに知らないというのに、どうにも偏かたよった生き物だ、王族というのは。

「して、この後はどうする？」

「こういうのは一度どっかで成功すれば、他は案外すんなりいくもんなんで、これからまた何軒けんか回ろうと思います」

　ボルゴーの答えに満足そうに肯うなずきながら、皇女は言った。

「ボルゴー、貴様はなかなか働くようだ。特別に、貴様には私と差し向かいで話す際には気安い口を利きくことを許す。今後は話しやすい口調で話せ。しかし、人前では差し控ひかえるように」

　ボルゴーはお言葉に甘えて口調を改めた。

「…お前さんは四六時中休みなく、そんなに偉えらそうなのか？」

「偉えらそうなのではない。真の王族は事実偉い大だいなのだ。生まれた時から死ぬまでな」

　王族か、呆あきれた生き物だな！

　ボルゴーはそう口にする代わりに鼻を鳴らした。




　資金集めはボルゴーからすれば驚おどろくほど実にスムーズに進んだ。

　もちろん皇こう帝ていの紋もん章しようのついた真しん紅くのマントの威い光こうは大きかったが、それ以上に皇女自身の行き届いた立ち居振ふる舞まいと見事な容姿には、いかな金持ちも圧あつ倒とうされ、最後にはいくらかの援えん助じよを約束しているのだった。だれかが金を払はらったと聞けば、彼らはすぐに平気で金を出す。それどころか自ら金を持ってやってくるものすらもあった。もちろん、それぞれの額は大したものではなかったが、チリも積もればなんとやら、ボルゴーが思ってもみなかった金が集まった。

　説明できる計画らしい計画などまるでなくとも、堂々たる押し出し一つでこうなるのだから王族とは恐おそろしいものだとボルゴーは驚おどろき呆あきれたのだった。

　金が出来れば人集めだ。

　ボルゴーは港の仕事を一いつ切さいやめて、義勇軍の人手集めに奔ほん走そうした。

　ボルゴーと皇女にとって追い風になった出来事は、この頃ころにモガウルの港の荷降ろし仕事が減ったことであった。山脈の裾すそ野のの草原での人間の展開が予想よりも急激だったことを受けて、商人たちの間に内海の東の端はしに位置するモガウルの町へのリスク意識が高まったためだった。おかげで食い詰つめた港こう湾わん労働者たちが、ボルゴーを頼たよって次々に義勇軍へと応おう募ぼしてきた。まず数だけはそろったわけだ。




　義勇軍は港町モガウルを拠きよ点てんとしながら数を増やし、訓練を続け、時に人間の野や盗とうや海かい賊ぞくを退治したり農場を略りやく奪だつから保護したりしていた。皇女は乗馬だけは達者であったが、荒あら事ごとはからっきしであったし軍事教練のことなど何一つ知らなかったので、そういった実務はすべてボルゴーが取り仕切った。

　ボルゴーはもっぱら彼らを重装槍やり歩兵として訓練した。厚い鎧よろいで身を固め、長い槍やりと全身を覆おおい隠かくすほどの楯たてを持ち、隊列を組んで行動する。大楯たての半分で自分の半身を守り、もう半分で隊列隣となりの味方を守る。それが連なって一体の巨きよ大だいハリネズミとなるのが猪いのしし人の生み出した密集槍やり歩兵陣じん形けい──ファランクスだ。ボルゴーはどうしても重装備に向かない兎うさぎ人や小こ柄がらな猫ねこ人以外はみな槍やり歩兵として訓練した。

　ニャメの処しよ刑けい以来、人間と戦いたがっている亜あ人じんの若者は多く、行動を起こさない権力者への不満は高まる一方であった。その中にあって一応は具体的に活動している義勇軍は庶しよ民みんからの人気はあった。数も千に届こうかという規模にまで大きくなった。ボルゴーの指導の下もと、高い意欲で訓練も積み、いくらかの実戦で成果を上げもした。が、しかし、それだけのことでもあった。

　千人という兵力は守る側なら意味もあろうが、いかに士気高く練度を高めようと町や砦とりでをまともに攻せめるというのは現実的でない。

　そこはまさに義勇軍、志の部隊であって、なにか主体的に状じよう況きようを動かすことが出来る存在ではない。なるほど、まだまだ子どもの皇女が考えそうなものだ。子どもにしてはよくやっているようだ（いい副官を見つけたのだろう）。まあ目の端はしには入れておくが、注目すべきは義勇軍ではない。亜あ人じん側の皇こう帝てい候補たちも人間側の聖せい鍵けん軍も、そんな風に考えていたのだった。




　事態が大きく動いたのは、皇女が砂さ漠ばくの『蜃しん気き楼ろうの市』を通して、飛ひ空くう挺ていを手に入れようとしたことが発ほつ端たんだった。

　飛ひ空くう挺ていからの『ゴブリンの火』による焼しよう夷い攻こう撃げきを、人間は非常に恐おそれている。実は飛ひ空くう挺ていを買うことよりも、それなりの量の『ゴブリンの火』を調達することの方がずっと難しいことだったのだが、人間たちにはそんなことはわからない。彼らにすれば飛ひ空くう挺てい配備＝『ゴブリンの火』による都市攻こう撃げき準備である。

　一体どこから噂うわさが漏もれたものか、これまで亜あ人じん義勇軍をさほどの脅きよう威いと考えていなかった聖せい鍵けん軍はこれに激しく反応した。義勇軍が拠きよ点てんとしていた港町モガウルに近い人間の植民都市ダルフンカは山の西における人間側の首都ともいうべき最重要都市である。そこを襲おそわれる可能性を見過ごすわけにはいかなかった。義勇軍が飛ひ空くう挺ていを手にする前にモガウルを攻せめ取らねばならない。聖せい鍵けん軍は焦あせった。

　それと同時に、聖せい鍵けん軍は増えすぎた人員の行き先を求めてもいた。黒い塔とうの陥かん落らく以降、聖せい鍵けん軍に参加したがる者は後を絶たず、教会は嬉き々きとしてそれを受け入れたが、現場はそれを十分に組織できているとはいえない状じよう況きようであった。

　どこかの神官が勝手に儀ぎ式しきを行って聖せい鍵けんを与あたえたものの、組織にはまるで紐ひもづいていない『野の良ら聖せい鍵けん軍』がそこらにあふれ、勝手に冒ぼう険けんしたり亜あ人じん狩がりに精を出したりしていた。こういう人々に「聖せい鍵けんの戦士であれば、とにかく一度ダルフンカの危機に集まれ」と呼びかけられることは現場組織にとっては意味あることに思われたのだった。

　かくして植民都市ダルフンカには黒い塔とう攻こう略りやくの時を超こえる、かつてない数の聖せい鍵けんの戦士が集結し、魔ま王おう討とう伐ばつの第一歩としての港町モガウル攻こう略りやくの指示を今や遅おそしと待つこととなったのだ。

　ダルフンカの町には兵がひしめき、派手に金を使い、酒に酔よい、これからいかに自分が名声を得るか声こわ高だかに語った。辻つじ々つじでエセ神官による説法とアジ演説が行われ、酒場は四六時中陽気な音楽を奏かなで、ケンカは常にどこでも起こり、聖せい鍵けん軍首脳部は頭を抱かかえた。

　戦士の数の把は握あくすらままならず、とても組織化どころではなかった。そもそもやってきた自じ称しよう聖戦士たちが、今ではそう珍めずらしいものでもなくなった聖せい鍵けんを持っているのかすらわからなかった。

　おそらく数万にはなったろう。膨ぼう大だいなことだけはたしかだった。

　えい、どうせならモガウル攻ぜめで勝利してから数えても遅おそくはあるまい！　どうせ兵の数は減るのだし！

　首脳部がそう思うほどには、聖せい鍵けん軍は戦力にあふれていた。




　聖せい鍵けん軍がダルフンカに集結しているという情報を得た港町モガウルの行政官は慌あわてて市庁舎に義勇軍を呼び出した。

　その会議の場で、行政官が他よ所そからの援えん軍ぐんを待つ籠ろう城じようを前提に話を進めようとするのを遮さえぎって、皇女は即そく座ざに言った。

「籠ろう城じようだと？　守るは好かん。打って出るぞ」

「し、しかし…」

「黙だまれ、タワケがっ！　なにが守るだ、我らはこれまですでに十分に攻せめられておれば、これからのこちらの行動はすべからく反はん攻こうであるべきだ！」

　この一見なんの理り屈くつにもなっていない無む謀ぼうに思える決断が、後の視点で見れば義勇軍唯ゆい一いつの勝ち筋であったのだが、果たしてこの狂くるえる若じやく年ねんの皇女がどれほど状じよう況きようを理解してこの決断をしたのかはわからない。

　少なくともボルゴーは、皇女はなにも考えていなかったと確信している。

　会談の後に二人だけで話し合った際、ボルゴーは前置きなしにこう皇女に尋たずねた。

「なにか隠かくしている腹案があるのか？　実はすでに飛ひ空くう挺ていと『ゴブリンの火』の買い付けに成功しているとか、援えん軍ぐんの当てがあるとか？」

「ない。ちなみに戦いくさの経験もない。さきほど私がしゃべったのは精神に関する話だ。それに基もとづけば結論はああなる。戦場の話は知らん、知らん以上は出来ん。それは貴様に任せる」

　皇女はボルゴーを指差して言った。

「勝てよ」

　指示は以上だった。

　ボルゴーは呻うめく代わりに鼻を鳴らした。




　植民都市ダルフンカと港町モガウルの間には平原が広がっているが、そのちょうど中間辺りに小高い丘おかがある。その名を呼び声の丘おかという。

　かつてネクル神に向かって亜あ人じんたちが呼びかけた場所がここだといわれているからだ。

　会戦の舞ぶ台たいはそこになった。

　義勇軍が籠ろう城じようではなく打って出てきたという知らせを受けた聖せい鍵けん軍はダルフンカを素す早ばやく進発した。その大軍のほとんどが騎き兵へいであった。その後ろには聖戦の大勝利を見届けて土産みやげ話にしようという見物人も多く続いた。

　黒い塔とうの戦いからずっと人間は勝ちっぱなしであった。

　それに、聖せい鍵けん軍の負けを考えるなんて不信心じゃないか。

　まあ万一雲行きが怪あやしくなったら逃にげればいいさ、まさかこの大軍が我々が逃にげる間もなく溶とけてなくなってしまうわけでもあるまい？

　その場で捕ほ虜りよを奴ど隷れいとして買い付けるのはさすがに難しいかね？

　口々に言い合いながら、見物人たちは聖せい鍵けんの紋もん章しようの後に付いていった。




　先んじて呼び声の丘おかに陣じんを張り、高地を確保した聖せい鍵けん軍は勝利を確信した。

　圧あつ倒とう的戦力差、地の利、高い士気。疑いようがなかった。

　勝つとわかっていれば心がはやる。

　戦いくさを前にした聖せい鍵けんの戦士たちの頭にあるのは敵を圧あつ倒とうすることだけだった。いや、それだけではなかった。彼らはほとんどこう考えてすらいた。『勝利するのは当然だ。しかし、その中で、自分は活かつ躍やくして名を上げることができるだろうか？　あの竜りゆう騎き兵へいバラドが星座に上がったように？』

　戦場を夢見る戦士の多くは、敵てき陣じんを縦横に引き裂さく壮そう麗れいな騎き兵へい突とつ撃げきや、敵兵の群れを一人で切り伏ふせていく華か麗れいな踊おどりのごとき立ち回りを思い描えがいている。しかし、覚かく悟ごの決まった規律ある一体のファランクス──重装槍やり歩兵部隊にこそ、戦いくさの真の良い部分──勇気、献けん身しん、忍にん従じゆう、そして蹂じゆう躙りんの快感──が凝ぎよう縮しゆくされていると教養ある猪いのしし人は知っている。

　義勇軍は小高い丘おかを見上げる、青々とした平野に陣じん取どった。

　丘おかの上を埋うめつくすように聖せい鍵けんの騎き士したちの大群が見える。その数、およそ五万。

　その見下す視線を真正面から受け止めるように、義勇軍のファランクスは横並びに四列隊形、長方形に展開した。長方形の辺に当たる外側を、体格に優すぐれた猪いのしし人が固め、それに囲まれるようにして犬人や猫ねこ人、角人たちが位置する。距きよ離りを置いた後方に皇女率いる少数の騎き兵へい部隊が控ひかえるが、その数は百に届かない。劣れつ勢せいとなれば歩兵部隊を置いて逃にげるように皇女殿でん下かには言ってある。皇女は二つ返事で請うけ負った。まったく、王族というヤツは！

　ファランクスの先頭からボルゴーは抜ぬけ出して振ふり返る。訓練の行き届いた兵たちが槍やりを立てて整然と並んでいる姿を見るだけで、ボルゴーの気持ちは高ぶる。

　その高ぶりそのままに、ボルゴーは丘おかの上の敵方を指して怒ど鳴なった。

「見ろ！　前方に敵は百万、上等の聖せい鍵けん兵どもが地平線を埋うめ尽つくしていやがる！」

　丘おかを見上げる義勇兵の瞳ひとみが死の恐きよう怖ふと名めい誉よの高こう揚ようの間に揺ゆれる。その揺ゆれを高ぶりの側に振ふり切るのが指揮官の仕事だ。

「そして後方に怯おびえて震ふるえる亜あ人じんの町、これが一千万の見物だ！　皇女イリミアーシェ殿でん下かの用意してくださった、テメェら戦いくさ豚ぶたには過ぎた舞ぶ台たいだ！　ありがたく戦って、血まみれになって死にやがれ！　一人が逃にげれば、そいつの代わりに五人死ぬ！　お前が逃にげずに戦えば、代わりに五人が生き残る！　戦いくさ豚ぶたの死に所はどこだあ！」

　全体が声を合わせて絶ぜつ叫きようする。

「ここだ！　ここだ！　ここだ！」

　ボルゴーも絶ぜつ叫きようを返す。

「皇女殿でん下かもネクル神もご照覧あれ！　我ら義勇軍、血の誉ほまれ！」

　ほとばしるように怒ど号ごうが広がり、最後には全隊合わせての咆ほう哮こうになる。

　その声に分け入るようにして、ボルゴーは槍やり隊最前列中央に収まった。

　それから、唐とう突とつに周囲は静かになった。

　場が変わった。風の音がはっきりと聞こえる。空気がチリチリと肌はだに痛い。ボルゴーにはわかる。戦場になった。

　これから死人が出る。たくさん。

　敵方にもこちらにもまとまった弓隊はない。

　戦いくさは即そく座ざに肉にく弾だん戦になるだろう。

　ボルゴーの内臓がざわついて口元がひきつる。恐きよう怖ふの表情にも見える、喜き悦えつの表情にも見える。

　これから暴力が起こる。

　おれはこれに魅みせられるのが恐おそろしくて労働の日々に埋まい没ぼつしていたというのに！

　あの皇女殿でん下かに掘ほり出されてしまったというわけか！

　角笛が聞こえる。丘おかに広がった敵の騎き兵へいが歩を進めだす。敵方に指示が出たのだ。騎き兵へいは徐じよ々じよに加速し、それに合わせて蹄ひづめの音が大きくなっていく。速度を上げながら丘おかを駆かけ下りてくる多数の騎き兵へいが沈ちん黙もくを踏ふみ砕くだいていく。

　騎き兵へい突とつ撃げきが槍やり隊最前列の眼前に迫せまる。

　地を震ふるわす蹄ひづめの音が、待ち受ける槍そう兵へいたちの身中の血も震ふるわす。

　ボルゴーは大地を踏ふみしめる。

　手に持った大楯たてを強きよう烈れつな衝しよう撃げきが襲おそう。思わず浮うきそうになった前列の身体からだを二列目が身体からだで押し返す。そこに敵の騎き兵へいの第二波が襲おそい掛かかってくる。さらに押し込まれた隊列を三列目が支える。

　騎き兵へいの突とつ進しんと後列からの押し返しで潰つぶれそうになりながらも覗のぞいた大楯たての隙すき間まから、敵の更さらなる後続の騎き兵へいが突とつ撃げきしてくるのがボルゴーに見える。

　浮うきかけた脚あしと恐きよう怖ふを再び踏ふみしめ直して叫さけぶ。

「支えろぉお！」

　隊長の絶ぜつ叫きように最後列が応える。隊列はなんとか崩ほう壊かいを免まぬがれた。

　逆落としの騎き兵へい突とつ撃げきに次ぐ騎き兵へい突とつ撃げき。

　襲おそい来る馬体の群れの中、瀑ばく布ふを裂さく岩のように、ファランクスの一点だけは動かない。

　衝しよう撃げきの隙すき間まを埋うめるように上空から弓矢が降り注いでくる。しかし、数は多くない。ボルゴーは楯たてを上に向けろとは言わない。今、部隊の力の向きを少しでも変えれば、ファランクスは崩ほう壊かいする。矢が降るに任せる。矢を受けた戦士たちのうめきが響ひびく。それでも怖おじけて動く者は犬にも猪いのししにも猫ねこにもいない。

　そこに、これまでで最大の突とつ撃げきが襲おそってくる。

　意識が飛びそうになったボルゴーを隣となりの兵の大楯たてが守る、後列の大楯たてが支える、持ちこたえたボルゴーの大楯たてが左ひだり隣どなりの兵を守る。衝しよう撃げきのたびに止まる呼吸で肺が焼けつくようだ。楯たてを支える腕うでの感覚がない。いつの間にか肩かた口ぐちに突つき刺ささっていた矢の傷口から血が溢あふれる。身体からだのあらゆる部位から危険信号が送られてくるが、頭はそれらを識別できない。ただ脳内麻ま薬やくの興奮で塗ぬりつぶしていく。

　一いつ瞬しゆんを永遠に分ぶん割かつしていく痛みの嵐あらしの中、その瞬しゆん間かんはまったく唐とう突とつに訪おとずれた。

　止まった。

　大楯たてを襲おそう衝しよう撃げきが突とつ如じよなくなった。

　恐おそる恐おそる覗のぞいた大楯たての隙すき間まから、丘おかの斜しや面めんとファランクスとの間で、ただ滞たい留りゆうしている騎き兵へいの群れが見える。

　あちらの攻せめ手が切れたのだ。

　敵方に戸と惑まどいが広がっている。その戸と惑まどいがじきに恐きよう怖ふに変わるのだ。ボルゴーは空気を深く吸い込む。踏ふん張る脚あしが地にめり込む。

　おお、この逆ぎやく襲しゆうに転じる時こそが、戦いくさの真しん髄ずいだ。

　数で圧あつ倒とうすることしか頭になかったにわか聖せい鍵けん軍は、圧あつ倒とう的少数のファランクスにその本流を堰せき止められて、組織としてほぼ思考停止に陥おちいった。もしも上空から戦場を見み渡わたせば、ファランクスは大量の騎き兵へいに包囲された形にも見えたことだろう。聖せい鍵けん軍が素す早ばやく包囲殲せん滅めつへと戦術を切り替かえていれば、戦いくさの展開は変わったかもしれない。しかし、それは腹の中に消化できない怪かい物ぶつを丸まる吞のみしてしまった形とも言えた。

　ボルゴーは吼ほえた。

「槍やり立てぇぇぇ！」

　ボルゴーの声に応じて全隊が痺しびれる腕うでを持ち上げる。攻せめるための槍やりを構え直す。

「突とつ撃げき、前進、前進！　蹂じゆう躙りんせよ！」

　ボルゴーは怒ど号ごうと共に突とつ進しんを開始する。その身体からだの一部であるかのごとく、全隊が一いつ斉せいに動き出す。前へ、前へ、ひたすらに前方へ。大地を踏ふみにじって。

　一度、突とつ撃げきを止められた騎き兵へいは驚おどろくほど脆もろい。坂を背にした地形も災わざわいした。そして乱れた騎き兵へいが素す早ばやく規律を取り戻もどすには高い練度と落ち着いた指揮官を必要とする。

　そのどちらも、この日の聖せい鍵けん軍は持ち合わせていなかった。

　ファランクス突とつ撃げきは聖せい鍵けん軍の薄うすく張ってしまった腹のような中央を突とつ破ぱし、一気に丘おかの上の本ほん陣じんへと駆かけ上がった。

　そして敵本ほん陣じんへ乗り込んだ義勇軍は、予想もしなかった大敗の現実に驚きよう愕がくする聖せい鍵けんの将校たちと見物人どもに襲おそい掛かかった。

　その混乱の戦場へ、皇女率いる騎き兵へい部隊が突とつ撃げきをしかける。後ご詰づめの騎き兵へいは極ごく少数だったが、薄うすく広がった聖せい鍵けん軍はその勢いを止められない。ファランクスが開いた突とつ破ぱ口こうにねじりこむように騎き兵へいは丘おかを駆かけ上がった。

　義勇軍が切り殺し、突つき殺し、殴なぐり殺し、踏ふみ殺す。本ほん陣じんは一気に虐ぎやく殺さつの様相を呈ていし始めた。

　一方、丘おかの上の惨さん状じようを見た聖せい鍵けんの戦士たちは狼ろう狽ばいし、助けに戻もどるどころか散り散りに逃にげ出し、それを止めるべき指揮官たちすら遠目に呆ぼう然ぜんとしている有あり様さま。勇を起こして馳はせ戻もどった少数のものも、個人の武勇でなにができよう。殺さつ戮りくの血の彩いろどりを少し増やすだけに終わった。

　本ほん陣じんでの殺さつ戮りくを一通り終えると、休む間もなく義勇軍は敗走する敵の追つい撃げきに移り、これも散々に打ち負かした。

　敵方の死体で大地は埋うまり、呼び声の丘おかと荒あれ果てた草原は血によって赤く染まった。

　この一戦で、聖せい鍵けん軍側は参加した兵の実に七割近くを失ったと伝えられている。そもそもの元の数もわからず、敗走してから軍に戻もどってこない脱だつ走そう者しやも続出したために正確な戦死者数はわからないが、とにかく聖せい鍵けん軍の前線は組織的軍事行動が取れないレベルまで崩ほう壊かいした。これを一いつ般ぱんに全ぜん滅めつという。

　数だけではない。戦死者の中には聖せい鍵けん軍の将軍、多くの将校、物見遊ゆ山さんでやってきていたダルフンカの有力商人貴族たちが含ふくまれていた。

　まさに大勝利であった。

　追つい撃げきを終え、敵方の死体で埋うめ尽つくされた丘おかの上に戻もどってきた義勇軍を、馬上の皇女イリミアーシェが待っていた。

　夕日を背に、白銀の長い髪かみと王家の真しん紅くのマントが風を受けてなびく。髪かみの色に合わせた白銀の鎧よろいと、その青ざめた肌はだの色いろの顔に鮮あざやかな返り血が散っている。見事な体たい軀くの黒馬の左右に無残な死体をいくつも侍はべらせ、なんと見上げた勇姿であったことか。

「イリミアーシェ殿でん下か万ばん歳ざい！　次期皇こう帝てい陛下万ばん歳ざい！」

　だれからともなく、義勇軍は丘おかの下からそう叫さけんでいた。

　イリミアーシェが少し胸をそらし、片手を高々と掲かかげてその歓かん声せいに応えると、全軍は勝ち鬨どきを上げた。

　この時ばかりは、ボルゴーも皇女を大声で称たたえずにはいられなかった。

　実際、イリミアーシェが聖せい鍵けんの戦士の一人でも切り伏ふせたのかは疑わしい。いい馬には乗っていたから踏ふみ殺すくらいのことはしたかもしれないが、基本的にはただ戦場を馬で駆かけ回っただけだろうとボルゴーは思った。

　しかし、そんなことはどうでもいい。義勇軍は勝利したのだ。それを作って率いたのは皇女殿でん下かなのだ。

（まったく、大してなにも出来ないくせに、押し出しだけは見事なやつだ！）

　ボルゴーは大声で笑わずにはいられなかった。




　この義勇軍の大勝利が世界に与あたえた衝しよう撃げきはあまりに大きなものだった。

　西の帝てい都との玉座で知らせを聞いた亜あ人じん皇こう帝ていは、勝敗の取り違ちがえがないか三み度たび確かく認にんし、それから掛かかりつけの魔ま術じゆつ医を呼んで己おのが正気を確かめた。

　東の聖都においては人間の教皇が思わず口走った。

「全ぜん滅めつ？　…少し大げさに言っているのかね？」

　ダルフンカの民衆は恐きよう慌こうをきたし、指導者を軒のき並なみ失った聖せい鍵けん軍の残党は都市を包囲される前に黒い塔とうの砦とりでへ避ひ難なんすることを決めた。

　ほとんど着の身着のままのダルフンカの住民が逃にげ出した無人の町に、義勇軍は乗り込んだ。まさに無血開城であった。

　都市にはあらゆる富が残されていた。義勇軍の戦士たちはこれまで見たこともない、そして義勇軍に参加しなければこの後も舐なめることすらなかっただろう高級酒を浴びるように飲み、たらふく食べ、大声で歌い、見事な都市を自分たちだけで独どく占せんしている夜に笑いが止まらなかった。

　町の中心にある広場を見下ろす市庁舎のバルコニーに、皇女が姿を現す。いかにも満足という微び笑しようを浮うかべて、自らが占せん領りようした町を眺ながめている。

　義勇軍は皇女を称たたえて万ばん歳ざいせずにはいられなかった。

「皇女殿でん下か万ばん歳ざい！　次期皇こう帝てい陛下万ばん歳ざい！」

　これがほぼ毎夜のことであった。

　これがまずかった。

　ダルフンカ入城の後の義勇軍には以前にも増して志願者が殺さつ到とうし、ボルゴーが把は握あくできないままに勝手にダルフンカに入り込んで一員のような顔をしているもので溢あふれていた。その中には他の皇こう帝てい候補たちのスパイがいたのである。

　劇的勝利を挙げた皇女イリミアーシェはすでに自らを次期皇こう帝ていと呼ばせている！

　この知らせはすぐさま後こう継けい者しや候補たちの元へ届けられ、皇こう帝ていの耳にも入った。




　義勇軍はダルフンカを解放した（人間の作った町にこの語を用いるのはおかしいような気もするが、そもそもここは亜あ人じんの土地なのだから占せん領りようではなく解放だというのが義勇軍の理り屈くつである）が、それを自分たちだけで維い持じするのは難しかった。

　皇女は皇こう帝ていや他の後こう継けい者しや候補、将軍、大臣、元老議員、知っている名前の有力者に次々に援えん軍ぐんを請こう使者を出したが、それに応える者はいなかった。

　あの万ばん歳ざい斉せい唱しようさえなければ、皇女に協力してダルフンカ確保に動いた者もあったかもしれない。あるいは皇こう帝ていが正式に軍の召しよう集しゆうをかけるいいきっかけになったかもしれない。しかし、皇女の野心がこうも露ろ骨こつになってしまっては他の後こう継けい者しや候補たちが協力するわけがなかったし、どの後こう継けい者しや候補にも肩かた入いれしない方針の皇こう帝ていも助け舟ぶねを出すわけにはいかなくなった。

　援えん軍ぐんの来ぬ間に、敵方の聖せい鍵けん軍は素す早ばやく態勢を立て直した。黒い塔とうの砦とりでには不信心戦争の頃ころから戦い続けている古参の聖せい鍵けん軍本隊と鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺ていが控ひかえていた。彼らはダルフンカの難民たちを保護し、敗走してきたにわか聖せい鍵けん軍の残党を組織に組み入れた。それからダルフンカに居い座すわっている義勇軍が少数のまま支し援えんを受けられていないことを察知すると、すぐさま反はん攻こうに転じた。義勇軍は包囲され、そのまま都市の中に閉じ込められてしまったのである。

　拠きよ点てん防衛において飛ひ空くう挺ていがないということは決定的な欠けつ如じよである。人間側には『ゴブリンの火』のような焼しよう夷い兵器こそなかったものの、城じよう壁へきを越こえての弓矢や投石による攻こう撃げき、ロープを使っての城内侵しん入にゆう、さらに竜りゆう騎き兵へいによる火か炎えん攻こう撃げきに対して義勇軍はまったくの無力であった。

　義勇軍は解放したはずの都市で孤こ立りつし、毎日手の届かない上空からの攻こう撃げきにさらされながら城門を守り、易やす々やすと潜せん入にゆうしてくる聖せい鍵けんの工作兵を追い回して排はい除じよし、竜りゆう騎き兵へいが吐はき出していく火球が巻き起こす火災を消し止めた。一方的な攻こう撃げきにさらされる日々に士気は下がり、夜や影えいに乗じて町を抜ぬけ出す脱だつ走そう兵が相次いだ。

「援えん軍ぐんは来んな」

　ある夜、昼間の防戦でくたびれ切ったボルゴーに、皇女は唐とう突とつに言った。

「いつまで保もつ？」

　皇女の問いにボルゴーは短く答える。

「もう保もたん」

「なら明日、ここを出よう。ダルフンカは放ほう棄きだ」

「出ようって…包囲されてるんだが？」

「突とつ破ぱするしかあるまい」

　そして他ひ人と事ごとのように続ける。

「ことここに至っては大将の身一つ持ち出せれば上出来であろう。その他の損害においては考こう慮りよしなくてもよい。それでなお厳しい要求ではあろうが、しかと頼たのむぞ」

　つまりは兵がいくら死んでもよいので自らの命だけなんとかこの死地から運び出せというのであった。

　ボルゴーは鼻を鳴らした。

　一ヶ月に満たない『ダルフンカ解放』であった。




　翌日早朝、義勇軍は城門前で栄光の日と同じファランクス隊形を組んだ。

　あの日より少なく、より選せん抜ばつされた精せい鋭えい百名ほどのファランクスであったが、その隊形を見れば全軍にあの呼び声の丘おかでの勝利が思い出された。

　ボルゴーは先頭にいない。今回はファランクスのまさに中央に陣じん取どって、その背に皇女イリミアーシェをくくりつけて背負っている。外側の兵を文字通りの肉の楯たてにして皇女を運び出す作戦である。

「いいか！　開門と同時に打って出る！　最初の奇き襲しゆうで相手が怯ひるむ間に、ファランクスが突とつ撃げきして、そのまま包囲を突とつ破ぱする！　もう町を守る必要はない！　皇女殿でん下かの御おん身みを運び出せればおれたちの勝ちだ！」

　勝ち、という言葉の空むなしさを埋うめるために、ボルゴーは言い足す。

「次期皇こう帝てい陛下の御おん前まえだ！　ご記き憶おくにとどめていただけるよう存分に働け！」

　全軍が怒ど鳴なる。

「次期皇こう帝てい陛下万ばん歳ざい！」

　同時に門が音を立てて開きだす。

　開ききる前の隙すき間まから滑すべり出すように、犬人たちが雄おたけびと共に駆かけ出していく。

　それに続いて猪いのしし人が、猫ねこ人が、兎うさぎ人が、角人たちが、義勇軍たちが…

「構えぇっ！」

　ボルゴーの絶ぜつ叫きように応じてファランクスが楯たてを構える。その楯たてに早くも弓矢が音高く突つき刺ささってくる。

　恐きよう怖ふと未練を振ふり切るために、ボルゴーは怒ど号ごうを上げ、ファランクスは待ち構える敵の群れへと突とつ進しんしていった。

　その時、ボルゴーは自分の背に生温かい液体が流れるのを感じて、瞬しゆん間かん、恐きよう怖ふを忘れた。

　皇女殿でん下か、漏もらしていやがる！

　ボルゴーは鼻を鳴らして笑った。




　数日後のある朝、ズタボロになった一人の見事な体たい軀くの猪いのしし人が、王族にのみ許された真しん紅くのマントに身を包んだ少女を背負って、夜明けと共に砂さ漠ばくの市の入り口にあるオアシスに現れた。

　満身創そう痍い、毛皮はところどころ剝はげ、血にまみれ、耳は片方なく、装備は脚きや絆はんを残すのみ、仲間は他にいなかった。

　呆あつ気けにとられた行商人たちが見守る中、猪いのしし人はオアシスの泉の縁ふちまでノシノシと歩いていくと、そこでばったり前のめりに倒たおれた。

　消えそうな意識の中で、ボルゴーは皇女の声を聞いた。

「ボルゴー、立て」

　暗い視界の中で、ボルゴーは思う。

　勝手なことを言う。立てるならば言われなくても立っている。

「…立てんか」

　声が細くなった気がした。

　ひょっとしたら泣くかもしれんぞ。この生意気なガキが泣くところは見たことがない。

　ボルゴーは耳をそばだてた。

　待ち構えていたボルゴーの耳に、皇女ははっきりと言い渡わたした。

「ご苦労、働き見事であったぞ」

（ビビリあがってションベン漏もらしていたくせに、王族とはこれほどのものか！）

　ボルゴーは笑おうとしたが、もう声は出なかった。代わりに鼻から出た空気が乾かわいた砂を少しばかり宙に舞まわせた。閉じつつあった重い目ま蓋ぶたを今一度上げると、その砂すな煙けむり越ごしに横に並んで転がった皇女と目が合う。その瞳ひとみはまるで揺ゆらがない。自分のために死にゆくものへの後ろめたさはまるでなく、それでいて労ねぎらいの情を湛たたえてもいる。

（こいつは、ことによると本当に皇こう帝ていになるかもしれん）

　初めてボルゴーは真面目にそう思った。

　そうなれば自分は皇こう帝てい陛下が小便を漏もらした秘密を知っていることになるわけだ、と考えてボルゴーは悪い気もしなかった。ただ、どうせなら水を一口飲んでから逝ゆきたいのだが、もう体が動かない。そういうことを察してもよさそうなもんだが、皇女殿でん下かはそういう気がまるで働かないからな…そんな気分のまま目の前は暗くなっていった。

　皇女を保護した砂さ漠ばくの市の人々の手厚い看護も空むなしく、ボルゴーの意識は戻もどらないまま翌日に死んだ。

　ボルゴーに天空の一座が与あたえられ、占せん星せい術じゆつ師しによりファランクス座が観測された。
















　さて、鍵かぎを与あたえられた少年は都に着くと真まっ直すぐその地の王の元へと向かいました。

　少年は城の門を開き、案内も請こわずに玉座の間へと進みました。

　そして驚おどろく玉座の王に告げました。

「今日より王は私です。この鍵かぎがその証しよう拠こです。どうか、その座を明け渡わたしてください」

　王が叫さけびます。

「この者を捕とらえよ！」

　少年は捕とらえられ牢ろう獄ごくに入れられました。

　しかし、少年はただの戸を開けるかのようにその牢ろうを出ると、再び玉座の間へと進み告げました。

「今日より王は私です。この鍵かぎがその証しよう拠こです。どうか、その座を明け渡わたしてください」

　王が叫さけびます。

「この者を捕とらえよ！」

　少年は再び捕とらえられましたが、また牢ろうから出ると、三み度たび玉座の間へと進み告げました。

「今日より王は私です。この鍵かぎがその証しよう拠こです。どうか、その座を明け渡わたしてください」

　王が叫さけびます。

「この者の首をはねよ！」

　少年は叫さけび返しました。

「この者の首をはねよ！」

　近くにいた兵がばっさりと王の首をはねました。

　だれもが驚おどろきながら跪ひざまずき、少年に言いました。

「どうぞ玉座に！　この席はあなたのものです！　ですから、どうかその力を我らに振ふるうのはおやめください！」

　少年は答えました。

「どうか怯おびえないでください。私が今のような力を振ふるうのは、自らを王だと思いこんでいる人間にだけです。覚えておいてください。ワウリ神から鍵かぎを与あたえられた正しい王は私だけです。他のなんびとも王ではありえません。鍵かぎを持たぬ偽にせの王より悪いものはありません。王を騙かたるもの、王を気取るものは許されない」


（創世神話──偽ぎ王おう断だん首しゆ）　　　





















　人間の商人シーシヒは砂さ漠ばくに人も亜あ人じんも区別なく商売できる市を作り、ワウリ界にもネクル界にも属さない一大中立地帯を作り上げた。

　彼はその生しよう涯がいの中で多くの悪事を重ねたが、その中で最も邪じや悪あくな所業がどれであるかの見解は人によって異なる。




　それまでのシーシヒの人生がまったくの潔白だったかはわからないが、よく知られた彼の最初の悪事は商業都市エタラカにおける金きん塊かい横領である。

　不信心宣告を受けた自由都市エタラカが竜りゆう騎き兵へいバラドの伝説的攻こう撃げきで陥かん落らくする最中の混乱に乗じて、シーシヒは奉ほう公こう先の商家から金きん塊かいを盗ぬすんだとされている。それどころかその商家の主人を撲ぼく殺さつして奪うばったという疑ぎ惑わくまである。少なくとも、奉ほう公こう先の商家の遺族たちはそう主張している。

　それは誤解だと彼は言う。

「金きん塊かいを持って逃にげたのは旦だん那な様の指示だ。緊きん急きゆう時に財産を運び出すために事前に取り決めてあった行動だよ。旦だん那な様とご家族とは別ルートで町を抜ぬけ出し、外で落ち合ってお渡わたしする手はずだったが、その前に旦だん那な様は陥かん落らくした町の混乱の中で不信心者として殺されてしまった。持ち出した金きん塊かいを聖せい鍵けん軍に奪うばわれてしまったのは残念だし私の落ち度かもしれないが、あの頃ころのエタラカが不信心な町だったことは否定できない。そうだろう？」

　こうして自分を非難してきている遺族がエタラカの不信心者であったことを思い出させて論点を有う耶や無む耶やにする。自分に向けられる批判に対してこういう論法を取るのが彼の常だった。

　彼はゲームのルールをよく把は握あくしていた。人との議論において重要なのは善悪や正誤という絶対的極点ではない。相手との相対的立ち位置がキモなのだ。

　もちろん、これは議論を建設的話し合いではなく勝ち負けのゲームと割り切る場合においてのみ有効な考え方だが、シーシヒに躊躇ためらいはない。




　ちなみにシーシヒが主人に金きん塊かいを託たくされたというのは真っ赤なウソだ。

　町が不信心宣告を受けた当初からシーシヒは陥かん落らく時の行動を考え詰つめていた。

　表面的な人当たりの良さと実利を見失わない頭の回転との両立で仕事は出来ても、その能力が逆に祟たたって心からは信用されない人ひと柄がら。仕事自体はそれなりに評価されつつも、あくまで財産なき使用人。独立して一勝負できるような金が出来る頃ころには老いさらばえているだろう自分。そこでいくらか財を成したところでなにになる？　自分に似たブサイクなガキに小金を残してやるのか？　おれみたいなつまらない人生にならないでくれと祈いのりながら？　くだらん。もっとマシな生き方はないのか。

　二は十た歳ちそこそこで自分の行く末が見えたと感じていたシーシヒは、自分の住む町が教会から不信心宣告を受けて戦争が始まってからずっと、来る日も来る日も町の城門が陥かん落らくするのを夢見ていた。主人に言いつけられた退たい屈くつなお使い並みの仕事をこなす中で目にする、自分が入ることも許されない壮そう麗れいな建物、自分には手に入らない煌きらびやかな商品、自分に一いち瞥べつもくれない金持ちたち、それらがみなズタズタにされる姿を想像しては、その日を待ち焦こがれていた。

　しかし、町の守りは堅かたく、聖せい鍵けん軍なる教会の傭よう兵へいどもはだらしがなく、シーシヒの未来は暗かった。聖せい鍵けん軍の脱だつ走そう兵から大枚叩はたいて手に入れた聖せい鍵けんのシンボルだという鍵かぎを模した安っぽいアクセサリーを懐ふところに隠かくし持って過ごす日々が続いた。

　それがたったの一日、たった一騎きの竜りゆう騎き兵へい、バラドの勇ゆう躍やくによって急変した。

　燃えさかる火か炎えん、叫さけびながら逃にげ惑まどう住民、荒あれ狂くるう聖せい鍵けん軍の兵士、夢見た以上の光景の合間を縫ぬって、シーシヒは駆かけた。昨日まであんなにも冷たく堅けん固ごに見えた町の建物が、なんと哀あわれな有あり様さまか。昨日まで自分と同じ人間とは思えなかった金持ちたちが、なんと惨みじめな有あり様さまか。

　悲ひ惨さんの中を駆かけながら、シーシヒは思わず声を上げて笑った。

「見ろ、おれの運が開けていく！」

　そう叫さけびながら走っていく男をだれもが放っておく。

　非常事態に気がふれたのだろう男に構っている余よ裕ゆうなど、敗者にも勝者にもなかった。

　勤め先の商家の港の蔵くらにシーシヒが駆かけつけると、そこではまさに主人が金庫に取り付いて鍵かぎを開けようとしていたのであった。

　シーシヒは近くにあった異国の壷つぼをひっ摑つかむと、容よう赦しやなく主人の頭に振ふり下ろした。

　シーシヒに頭を殴なぐられた主人は地を這はいながら叫さけんだ。

「シーシヒ！　何な故ぜだ！」

　何な故ぜだ？　意外なことを言う。考えてもみなかった。

「『お前の側に理由はない。この私がお前に目を留めたからだ』」

　神話からワウリ神の言葉を引いて見せて、シーシヒは高らかに笑った。

　それから主人の頭に止とどめの一いち撃げきを振ふり下ろすと、シーシヒはその懐ふところから金庫の鍵かぎを引っ張り出し、一人呟つぶやいた。

「『あなたはただこの鍵かぎを取ってなすべきことを成せ』、か！」

　金庫から金きん塊かいをつかみ出し、懐ふところに隠かくせるだけ詰つめ込むと、シーシヒは再び混乱する町に駆かけ出したのだった。その首に下げられた聖せい鍵けんが町を焼く火か炎えんに照らされて光った。




　シーシヒはそれから続いた不信心戦争の期間を慎しん重ちように過ごした。

　身軽な行商人という体ていで大きな町を転々としながら潜せん伏ぷくした。

　シーシヒがエタラカの混乱で得た財産はなかなかのものといえたが、派手に使えば足がつくかもしれないし、名を上げて顔が売れればどこで素す性じようがばれるかわからない。エタラカでの所業に証しよう拠こはないだろうが、疑ぎ惑わく一つで破は滅めつさせられるのが商売の世界だ。スネに傷持つ身の上でやっていくのは難しい。

　どこかもっと、細かいことは気にしない自由で野や蛮ばんな開けた世界はないのか？

　シーシヒの運命を好転させたのはまたも竜りゆう騎き兵へいバラドだった。

　バラドが黒い塔とうを落とした知らせを聞いて沸わき立つ群衆の中で、シーシヒはだれよりも大きな歓かん呼こを上げた。

　シーシヒが山脈を越こえて西へ向かったのは当然の成り行きだった。




　山脈を越こえた人々のほとんどが緑豊かな北へと視線を向ける中、シーシヒはネクル界南の砂さ漠ばくに現れる。

　植民都市ダルフンカから一人、少しばかりの荷をラバに載のせて、奴ど隷れいの亜あ人種から聞いただけのオアシス目指して、シーシヒは強きよう烈れつな日差しにジリジリと焦こがされながら広大な砂さ漠ばくを黙もく々もくと進んだ。

　当時の砂さ漠ばくは、犬人のサルーキ族がオアシスを頼たよりにいくらか暮らしている程度で、町どころか村らしいものも存在しない不毛の地であった。

　いくつもの夜を経てオアシスは見つからず、手持ちの水が底をつき、いよいよラバを殺して血でもすすろうかと思いつめていたシーシヒを砂すな嵐あらしが襲おそった。

　砂さ丘きゆうの影かげに逃のがれ、ラバを倒たおし、耐たえ忍しのぶこと一時間、砂さ塵じんが過ぎ去った後の砂さ丘きゆうの上に、幻まぼろしのように一騎きのラクダ騎き兵へいが立っていた。

　ターバンを巻き、布で口元を覆おおっているが、その口元が前方に突つき出た頭部の形と軽装の鎧よろいの隙すき間まからうかがえる長い体毛で犬人とわかる。腰こしに下げた抜ぬき身の半月刀が太陽の光を受けてシーシヒの目に痛かった。

　布の下から犬人は単刀直入に聞いてきた。

「人間の物見か、侵しん略りやくの下調べか」

　渇かわいた喉のどから声を絞しぼり出し、シーシヒはあえぎあえぎ応える。

「ち、違ちがう」

「まあ肯こう定ていするわけもなかろうが」

　嘲あざけるように笑うと、サルーキの戦士は続けた。

「その身で味わいよくわかったであろう。この地では我ら以外が食べていく余地はない。我らを殺しにこの熱砂へ軍を送るだけ徒労だ。人間が来たところでなんの得るものもない。戻もどれるなら戻もどって同族にそう伝えよ。追放者で戻もどれぬというなら乾かわき死ぬ苦しみよりは楽な死を与あたえてやらぬでもない」

「おのれの分のメシの種くらいはここにある」

　シーシヒはそう言って自分の頭をコツコツと拳こぶしで打ってみせた。

　そういう芝しば居いがかった所作が一部の人をひきつけるとシーシヒは信じているが、それが鼻につく相手については考こう慮りよしない。なにかをしないことで十人に無関心でいられるより、それをして九人に嫌きらわれても一人に好かれる方がずっと得であると考えている。実際、損得だけでいえばそれは一面の真実である。さらに言えば、彼はだれかに嫌きらわれることが必ずしも損だとは思っていない。だれかに嫌きらわれていることで、また他のだれかに好かれやすくなることもあると考えているからだ。

　サルーキ族は数こそ少ないが誇ほこり高い戦士の一族で、戦場では苛か烈れつかつ勇ゆう猛もうでありながらも、それ以外の場では慈じ悲ひ深ぶかく温和であるべきだと考えている。サルーキ族がこのみすぼらしい客を、人間であるという理由で即そく座ざに殺さなかったことが歴史に与あたえた影えい響きようは大きい。あるいは、その頃ころ、サルーキ族にとって人間がまだ物もの珍めずらしい存在だったことも影えい響きようしたかもしれない。

　サルーキの戦士はその乾かわききった男に水を与あたえて生きながらえさせた。

　それからオアシスまで彼を案内し、族長のテントへと彼を招きいれた。

　サルーキ族とシーシヒの長い因いん縁ねんの始まりであった。




　砂さ漠ばくからダルフンカに戻もどってきたシーシヒはサルーキ族から仕入れた少量のナツメヤシを市場で売りに出した。

　当時の人間たちにとってナツメヤシは未知の果物であったので、物もの珍めずらしさから耳じ目もくを集めた。シーシヒは集まった人々に自分の冒ぼう険けんを語った。その話に聴ちよう衆しゆうは感かん嘆たんし、ナツメヤシはリンゴの五倍の値で売り切れはしたが、それでも大した額にはならなかった。

　それを見ていた隣となりの露ろ天てんの商売人が皮肉な笑いに口を歪ゆがませながら言った。

「どうだい、あんたの大層な冒ぼう険けんに見合った稼かせぎだったかね？」

　肩かたをすくめた余よ裕ゆうの態度でシーシヒは応じる。

「一度、売買が成立すれば、次も次もとしたくなるのが商売だ。いずれこのナツメヤシを金の生なる木に育ててやるさ」

　稼かせげそうな商売を見つけた商人が『このナツメヤシからは金が育ちそうだ』と口にするのはこの故事に由来する。

　季節が過ぎ、ちょうど猫ねこ人ニャメが大森林での殺さつ戮りくに精を出している頃ころ、山脈の裾すそ野のの肥えた土地に急激に広がった農地から穫とれた豊かな農産物とその加工品はダルフンカからあふれ出すほどになり、その行き先を求めだした。東のワウリ界に続く山脈を越こえる道は輸送路として良いとはいえず、かといって飛ひ空くう挺ていによる空輸は高くついた。

　多くの商人たちが仕入れを渋しぶる中、シーシヒだけはその物産を大いに引き受けた。シーシヒはここぞとエタラカの富を使った大商あきないに打って出た。

　シーシヒが砂さ漠ばくのサルーキ族を通して亜あ人じんに物を売っていることが、いつごろからダルフンカの他の商人たちに知られていたのかはわからない。シーシヒはその商売先を独どく占せんしようとはしなかった。少なくとも教会がそのことを知り慌あわてて確かく認にんして回った時には、周知の事実となっていた。

　その頃ころにはシーシヒの確立した交易路は、山脈の西のネクル界に住む人間経済にとって、なくてはならないものになっていた。安価で豊富な農産品を砂さ漠ばくの市で亜あ人じん国産の高級品という山脈を越こえて運ぶかいのあるものに変えるのが、ネクル界の人間の商売の基本になった。教会は商人たちからの多額の献けん金きんに口を閉とざし、山の東の王おう侯こう貴族たちは亜あ人じんたちの国からやってくる陶とう器き宝ほう飾しよく珍ちん品ぴん奴ど隷れいを楽しみ、西の亜あ人じんたちはほとんどなんでも相場の倍のような値で買っていく人間の商人たちに驚おどろいた。

　教会と聖せい鍵けん軍はその倫りん理り的に複雑な存在を感知しないことに決めた。

　だれでもなんでも売っていい砂さ漠ばくの市は確かにあるのにないものとされ、いつしかこう呼ばれた。『蜃しん気き楼ろうの市』。




『蜃しん気き楼ろうの市』の名がついた頃ころ、すでにシーシヒはその暮らしの拠きよ点てんを砂さ漠ばくのオアシスに移していた。資材の乏とぼしい砂さ漠ばくにあっては家一つ建てるのも一財産であったが、シーシヒは金に糸目をつけず城と呼んでもいいような豪ごう邸ていを建てさせた。その周囲に群がるように露ろ店てんが立ち、立ち去り、入れ替かわり、蜃しん気き楼ろうの市は夜よ毎ごとに蠢うごめきながら広がったり縮んだりした。いくつか出来た動かぬ建造物は、一夜の蜃しん気き楼ろうに相応ふさわしいギャンブル場と娼しよう館かんだけ。そこでは人も亜あ人じんも区別なく酒と色の悪徳に耽ふけった。

　シーシヒは大商人であれば人でも亜あ人じんでも豪ごう邸ていに招待しては饗きよう応おうし、いくらかのショバ代で商売の安全を保証する契けい約やくを結んだ。砂さ漠ばくの市の始まりの時期においては他の商人といくつかの衝しよう突とつがあったが、サルーキ族の戦士がそれらを始末していった。

　この時期のシーシヒとサルーキ族は蜜みつ月げつの関係にあった。シーシヒは商売で凄すさまじい富をサルーキ族にもたらし、サルーキ族はシーシヒの商売をその恐おそるべき武力で守る。

　サルーキ族のラクダ騎き兵へいは砂さ漠ばくの戦い方を熟知していた。シーシヒのルールに従わない商人は砂さ漠ばくを渡わたる間に、砂さ漠ばくで最も速くかつ最も長く駆かけられるこの戦士に襲おそわれて命を落とすハメになる。

　シーシヒはその見返りを渡わたす際、サルーキ族の内部に微び妙みような差をつけることを忘れなかった。その格差はサルーキ族の中にいつの間にか小さな不和を生んだ。

　少なく貰もらったものは自分の貰もらいが少ない理由がないと考え不満に思うが、得したものは自分が他より多く貰もらう理由を勝手に見つけて正当化する。そうなるとどうなるか。少なく貰もらったものがシーシヒについてなにか非難すると、多く貰もらっていたものは自分が内心考えていた正当化の論理が非難されたと感じて、勝手にシーシヒを擁よう護ごし始める。たまに多く貰もらっているものがなにかシーシヒに非難を漏もらせば、少なく貰もらっているものはあんなに貰もらってまだ不満があるらしいと皮肉に笑う。それが報ほう酬しゆうについての非難でなくてもだ。

　サルーキ族はシーシヒに対して、まとまった意見を持つことが出来なくなった。彼らは複雑な問題に背を向けて、酒と賭と博ばくと色でその不満を晴らしていくようになった。

　集団を支配しようとする際、上に大きな不満を向けさせないためのコツは、横にとっつきやすい諍いさかいをおいてやることだ。シーシヒはそう考えている。

『砂さ漠ばくにおける恐おそるべき悪徳について』というある聖職者による報告書というか旅行記のような文書が教会に送りつけられたのもこの頃ころである。熱に浮うかされたような興奮の筆ひつ致ちでこの文書は語る。

「あのような、軽けい薄はくかつ破は廉れん恥ちな娯ご楽らくにあふれ、道徳を軽視し、亜あ人じんと馴なれ合うような地を捨て置いていいものでしょうか？」

　この文書は教会には無視されたが山脈の東の貴族たちに熱心に読まれ、蜃しん気き楼ろうの市は観光業でも潤うるおうこととなった。




　ニャメを山脈の東に送り込んだのはシーシヒだという噂うわさもある。

　少なくとも、ニャメを奴ど隷れいとして山脈の東に運んだのは彼の子飼いの奴ど隷れい商しようだったし、山脈を越こえた後のニャメに暗殺の指令を届けていたのも彼だった。

　だからといって暗殺を取り仕切っていたと思われるのは心外だと彼は言う。

「自分は仲ちゆう介かい者しやとすらいえない、ただの郵便配達だ。猫ねこ人の奴ど隷れいを一人、ワウリ界に送りたいという注文を受けて実行し、それからは言付けられた手紙を彼に届けていただけだよ。あれが伝説のニャメだったと知っていたら、私などは恐おそろしくて近づけもしないさ。名を口にするだけでも震ふるえが来る。もちろん、商人の誇ほこりにかけて依い頼らい者しやは明かせないよ」

　山脈の西の砂さ漠ばくの蜃しん気き楼ろうへ、それなりの金額と殺してほしい相手の名前を届ければ、ニャメがそいつを殺してくれる。こういう話がちょっと不気味なおまじないとして、当時の貴族たちに流は行やっていたのは事実だった。




　亜あ人じん義勇軍の皇女イリミアーシェに鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺ていを買わないか持ちかけたのもシーシヒだ。

　義勇軍が規模を拡大していた頃ころ、シーシヒはゴブリンたちとの商売を模も索さくし始めており、そのとっかかりとして皇女に目をつけていた。ゴブリンたちは一流の科学者で技術者で職人であった。彼らの作る飛ひ空くう挺ていは山脈の東の人間製のものよりずっと性能がいい。ゴブリンと商売が出来るようになれば、それこそどれほどの富を得られるかわからない。

　しかし、ゴブリンは亜あ人種の中でも閉へい鎖さ的で、その大多数が神別れの山脈の中の複雑に入り組んだ洞どう窟くつに潜ひそんで暮らしている秘密主義の謎なぞ多き種族だ。彼らに食い込むには大きな商談とそれに見合う権けん威いがいる。

　そこで亜あ人じんの皇女だ。

　鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺ていと『ゴブリンの火』に、義勇軍の皇女。勝算は十分だとシーシヒは考えていた。

　皇女の方は大いに乗り気で、シーシヒは砂さ漠ばくの市でも珍めずらしいゴブリンをサルーキ族の協力でなんとか見つけ出すと、なだめすかして接待漬づけにし、ゴブリンの国と連れん絡らくを取った。

　ゴブリンたちは慎しん重ちようながらも、飛ひ空くう挺ていを使うのが亜あ人じん側の義勇軍であることを確かく認にんすると、売らないでもないというような態度を示してきた。しかし、『ゴブリンの火』については人間を介かいしての売買はしたくないという返事であった。

　シーシヒにすれば最初の取引として十分な反応だ。いずれ商売の味を覚えさせてやれば物の使われ方など作り手はどうでもよくなる。そうなれば、おれを通して人に渡わたろうが亜あ人じんに渡わたろうが構わなくなるだろうさ。最初の一歩を越こえさせてやるだけだ。シーシヒはそう信じている。

　どっこい、ここでシーシヒには思わぬことが起きた。

　皇女イリミアーシェがこう返事を寄よ越こしたのだ。

「こちらとしては飛ひ空くう挺ていに『ゴブリンの火』が揃そろって初めて買う気が起きるというものである。当初の話と違ちがう話を持ってきた以上はそのまま受け取るわけにはいかぬ。こちらの信用のため、飛ひ空くう挺ていの払はらいはまずそちらでしてもらい、『ゴブリンの火』が揃そろった後、義勇軍から金を出すということにする」

　無茶苦茶である。

　シーシヒは思い上がった皇女を相手にすることをやめ、方針を変えた。

　シーシヒは義勇軍が飛ひ空くう挺ていを買おうとしているという情報を、スパイという体ていでギャンブル場に入り浸びたっているだけの聖せい鍵けん軍関係者に囁ささやいた。

　皇女には戦争を起こしてもらう。起きるとわかっている戦争ほど商人を儲もうけさせるものはない。

　シーシヒはニヤリ笑って神話を呟つぶやく。

「『王を気取るものは許されない』ってわけさ、皇女様」




　義勇軍が勝つと予想していたものはだれ一人いなかったと言って過言ではないだろう。

　シーシヒとて例外ではない。

　そのボルゴーなる猪いのしし人の恐おそるべき大勝利の報しらせを聞いた時、シーシヒは真しん剣けんに山脈の東への即そく座ざの逃とう亡ぼうを考えた。ダルフンカが陥かん落らくし、もしも黒い塔とうの砦とりでの長期封ふう鎖さなどという事態に至れば、人はワウリ界への道を失う。そうなれば亜あ人じんはもう人と対等に商売する気などなくなるだろう。砂さ漠ばくでなにが起こるか。虐ぎやく殺さつと略りやく奪だつだ。

　しかし、シーシヒはそう出来なかった。サルーキ族の戦士の目が常に彼を見張っていたからだ。サルーキ族の長おさたち年長者はもうシーシヒのもたらす甘い汁しるにどっぷりと浸つかって批判意識もなにもあったものではなかったが、若者たちの間には特に奴ど隷れい商しようの片棒を担かつがされていることへの不満が渦うず巻まいていた。シーシヒはそういう批判を、自分は市を仕切っているだけで直接には奴ど隷れい貿易には手を出していないし、人の奴ど隷れいを亜あ人じんに売ることも同様に許可している、自分たちは（「君たちサルーキ族も含ふくめての話だよ！」）商売の内容には責任はない、あくまで買う個人と売る個人の問題だと誤ご魔ま化かしている。だがここで自分が逃にげ出せばどうなるだろう。サルーキの若者たちは自分を殺す口実を得たと意い気き揚よう々ようとラクダに跨またがり半月刀を振ふるうだろう。

　シーシヒは平静を装よそおいつつ生きた心ここ地ちのしないまま、草原の成り行きを注視した。

　結果、砦とりでは封ふう鎖さされず、ダルフンカの義勇軍はあっという間に包囲され、どうやら亜あ人じん皇こう帝ていはその救きゆう援えんに乗り出さないようだった。

　シーシヒは胸をなで下ろした。

　が、ホッとしたのも束つかの間、皇女を担かついで包囲を突とつ破ぱした上に砂さ漠ばくを越こえてきた血まみれの猪いのしし人が、サルーキ族によって邸てい宅たくに運び込まれてきたと聞いた時には、驚おどろきに開いた口が塞ふさがらなかった。

　亜あ人じんの皇女が自分の手の内に転がり込むとは！

　これは幸運の星か、厄やつ介かいごとの到とう来らいか。

　シーシヒは思わず神話の一節を口走った。

「『なんという巡めぐり合わせであろう！　私が鍵かぎを与あたえられたためにこのような日が来たのだ。この上、ワウリ神は私にまだなにか「成せ」とおっしゃるのか？』」




　蜃しん気き楼ろうの市が出来てから十年の日──シーシヒがサルーキ族からナツメヤシを買った日から数えて十年の日に、蜃しん気き楼ろうの市で記念の祭りが行われた。

　華はなやかな音楽が奏かなでられ、商人に限らず、非公式ながら聖せい鍵けん軍や教会から、亜あ人じん国の宮きゆう廷ていや各地の諸しよ侯こうから列席者が集つどい、シーシヒの邸てい宅たくの前に開けた目め抜ぬき通りを仮面をつけた多様な亜あ人じんと人の交じった仮装パレードが通り、亜あ人じんも人も振ふる舞まい酒で乾かん杯ぱいしあった。

　夜にはそれらの人がそれぞれに色とりどりのランタンの灯ひを、シーシヒの邸てい宅たくのバルコニーに向けて掲かかげて見せて行列した。

　それを見下ろして、今ではでっぷりと太ったシーシヒは叫さけんだ。

「見ろ、我わが魔ま術じゆつだ！　比類なき錬れん金きん術じゆつだ！　エタラカを襲おそった竜りゆうの炎ほのおは、おれの欲望を熱く焦こがし、おれはその行き所ない熱を不毛の砂さ漠ばくに吐はき出して、この光の海が生まれたのだ！　天上の神々英えい雄ゆうも、この地上の星空を楽しんでおられよう！」

　その叫さけびに応えて歓かん声せいが上がりランタンの波が揺ゆれる。

　シーシヒは声こわ高だかに笑った。

　この夜こそが彼の絶頂だった。

　それからシーシヒは寝しん室しつに引っ込むと、寝ね床どこに静かに控ひかえている女に言った。

「特とく殊しゆなコミュニティなど存在しないね」

　彼はいつからか酒で泥でい酔すいしないと寝ね付つけなくなっていた。酒に酔ようとシーシヒは好き勝手にしゃべる癖くせがあった。彼はそのために無口かつ無教養な女が自分の傍そばに必要だと考えていた。自分が油断してバカなことをしゃべっても問題ない女が。

「どこのやつらも同じさ。場所も人種も関係ない。町のゴロツキどもだろうが、市場の商人どもだろうが、戦場の聖せい鍵けん軍だろうが教会の秘密結社だろうが砂さ漠ばくの亜あ人じんの部族だろうが家庭の夫ふう婦ふだろうが、神が泥どろを捏こねて創ったやつらが群れたら同じ力学が働く。とにかく隣となりのヤツより指先一個分でも上に立ちたくて仕方なくなるんだ。他人が無価値無能だと証明してやることが、おれの価値と有能の反証だ。勝利を味わいたければだれかを負かすしかないんだ。おれたちはそういう風に作られた。それなら、それをやるだけだ。おれは何万人も踏ふみつけにしてやっていい気分だぜ」

　シーシヒは口の利きけない女を好んで囲った。

　口の利きけない女は質問してこないところがいい。

　そういう女は耳も遠いことがほとんどだったが、シーシヒは構わなかった。

　夜よ毎ごと、邸てい宅たくで高い酒に酔よっては寝ね床どこの女に講こう釈しやくを垂れた。

　女たちはそのよく動く口を見ながらたまに感心したような顔を作った。




　紆う余よ曲きよく折せつを経て、蜃しん気き楼ろうの市はまた砂さ漠ばくの中に搔かき消えることになる。

　この後もシーシヒは悪事を重ね陰いん謀ぼうを巡めぐらしたが、目覚ましい活かつ躍やくはもう行えなかった。

　皇女イリミアーシェ率いる軍勢により蜃しん気き楼ろうの市が焼き滅ほろぼされた日に、シーシヒの首級しるしを挙げたのがサルーキの戦士であったのはよく出来た運命の結末だと亜あ人種も人間もみな肯うなずきあう。

　シーシヒが死んだ後も、砂さ漠ばくの闇やみ夜よにランタンの灯ひをかざす蜃しん気き楼ろうの星空の祭りだけは残った。

　シーシヒは星座に上げられ、占せん星せい術じゆつ師しにより悪貨座が観測された。
















　さて、空の宝ほう冠かんをもらってからというもの互たがいに争ってばかりいた亜あ人じんたちでしたが、聖なる鍵かぎを持った人間の王が大軍を率いて山脈へと向かっていると聞いて、ようやく大森林の最も大きな木の下に集まって、腹を割って話し合うことを決めたのでした。

　暗く深い森の奥、森で最も大きな木の下で、すべての亜あ人じんが車座になり、輝かがやく宝ほう冠かんを囲みました。

　みな難しい顔で腕うで組ぐみして、だれもが横目で人の表情をうかがいます。

　しかし、困ったことにだれも口を利きこうとするものがありません。

　月が一度満ちてまたすべて欠けるほどの長い沈ちん黙もくがありました。

「ああ…」

　そして、ようやく一人の兎うさぎ人が大きなため息を吐ついて言ったのです。

「どうにもしようがないや。ぼくは宝ほう冠かんはいらないよ。もちろんぼくも宝ほう冠かんが欲ほしかったけれど、どの道、人間に負けてしまえば元も子もない。だれかが宝ほう冠かんを持っていればいいさ」

　みんな思わず声を合わせて言いました。

「なんて立派なことを言う兎うさぎだろう！　この人ならば宝ほう冠かんを独ひとり占じめしないに違ちがいない！　この人こそ宝ほう冠かんを預かるに相応ふさわしい！」

　この兎うさぎ人こそが最初の亜あ人じん皇こう帝ていで、この車座の集まりが元老院の始まりなのです。

　これ以来、宝ほう冠かんを持ったものが元老院の可決をもって皇こう帝ていになるのが亜あ人じんの国の慣ならわしになりました。

　亜あ人じんたちはこの兎うさぎ人を先頭に推おしたてて、勇んで山脈へと突つき進んで行きました。


（創世神話──皇こう帝てい選定）　　　





















『犬死』という語は犬人に由来するとされる。犬人の戦士が戦場において、強い闘とう争そう本能を抑おさえられずに前後の見境なく敵に襲おそい掛かかった結果、無意味に命を散らす様から生まれたという。

　犬人はその闘とう争そうへの衝しよう動どうを抑おさえつつも消さず、戦士としての力を鍛たん錬れんし研とぎ澄すますと同時にそれを制せい御ぎよし正しく用いることを美徳とする『武道』思想を生み出した種族でもある。

　犬人は多くの部族に分かれた多様な種で、その武道文化も部族により微び妙みように異なって様々だが、共通して言えるのは高い身体能力、突つき出た口元に大きな耳、柔やわらかな毛並みと鋭するどい牙きばを持つことだろう。一いつ般ぱんに自分の部族や暮らす町、国や軍、家族など帰属集団への仲間意識が強いともされる。




　犬人パタは砂さ漠ばくの犬人サルーキ族の父と流れ者の母との間に生まれた娘むすめで、勇者ニスリーンが産んだ七人の異父姉し妹まいの一人である。七人という数は多産かつ安産の犬人の中では取り立てて多いというわけではない。パタの母であるニスリーンは最初に双ふた子ごを産み、次に一つ、次も一つ、続いて二つ、最後に一つ子を産んだ。この最後の一人がパタである。合わせて七人の娘むすめを産んだことになる。

　亜あ人じんの子どもたちがなにかをランダムに選ぶ際に対象を順に指差しながら、

「ゆーしゃのニっスリンは

　にー産んでいーち産んでいちにーいちの

　親おや父じのたーねは全部で五つ！」

　と唱えて当たったものに「パタ！」と叫さけぶのはこれに由来する。七人のニスリーンの子どもたちはみな優すぐれた武者だったが、その中でもパタは特別視されている。




　パタの母のニスリーンはサルーキ族ではなく、砂さ漠ばくの外からやって来た流れ武芸者であった。ある日、ふらりと族長の天幕を訪おとずれてサルーキの武術の教えを請こい、しばらくの間、砂さ漠ばくで修しゆ行ぎようを積んだ。その間にパタの父であるサルーキの戦士と恋こい仲なかになった。そして、パタを産むとすぐに砂さ漠ばくを出ていった。男はそれを止めなかった。

「そういうところが好きだったからな…」

　と母の思い出を語るとき、普ふ段だんは寡か黙もくで厳格な父の頰ほおが少しばかり緩ゆるむのが、パタには哀あわれに思えた。が、特に自分としては寂さびしくも思わず、母を恨うらみもしなかった。父と一族はよく自分の面めん倒どうを見てくれたのだなと、後になってパタは幾いく度どとなく思い返したのだった。




　亜あ人じんたちが父母それぞれの特とく徴ちようを子どもがあわせて持っていることを指して、『毛並みの長さは父譲ゆずり、毛色の白さは母譲ゆずり』と言い慣ならわすのはパタに由来する。

　砂さ漠ばくの乾かわいた風にサルーキ族特有の長い体毛を吹ふかせるがままにするのがパタは好きだった。自分の二本の脚あしで歩けるようになってからは、始終砂さ丘きゆうの上に登っては、砂を渡わたる風に身を任せた。砂まみれになるからやめろと父親にはよく言われたが、彼女はかまわなかった。この砂さ漠ばくに暮らしていればどこでどうしていたって砂はどこからかやってきて自分にまとわりつく。それならば強い風の中で砂に撫なでられている方がいい。

　パタが武芸に打ち込んだのは他に大した娯ご楽らくもなかったからかもしれない。

　幼い頃ころから、深い反りの入った曲刀を使うサルーキ族伝統の剣けん術じゆつとラクダ騎き馬ば術を熱心に学んだ。その情熱に見合う才能が彼女にはあった。

　稽けい古こを終えると、パタはほぼ毎日砂さ丘きゆうに登った。雪のように白い毛並みを風になびかせて、ただ砂さ丘きゆうの上に突つっ立って地平線を見つめているパタは幼い頃ころからすでに美しかった。同世代のサルーキ族の男はみなその姿を砂さ丘きゆうの下から仰あおぎ見て胸を焦こがした。

　一方、砂さ丘きゆうの上のパタはオアシスや人々にはまるで目を向けず、ただ砂さ漠ばくの方を眺ながめた。一面の砂とそれを焼く凶きよう暴ぼうな太陽の景色は時に退たい屈くつで、時に美しかった。どんな大きな砂さ丘きゆうの位置もいつの間にか変わってあまりに多た彩さいだと思う日もあれば、結局のところ砂しかないのだからなにも代わり映ばえしないと思う日もあった。

　そのままそれが彼女の人生観になった。過か酷こくでもあり退たい屈くつでもあり、時に美しく思えることもある。そういうものなのだろう。

　そして、そこを渡わたっていく砂すな嵐あらしを特別に好んだ。あれが砂さ漠ばくで最も魅み力りよく的なものだと感じた。時には近づきすぎて風にもみくちゃにされることもあった。父親が言うように、砂まみれになった後の始末はいつも面めん倒どうだった。

　そんな日々は、ある一人の男の来訪で変わった。




　砂さ丘きゆうの向こうからやってきた一人の人間の商人が戦士の一族を変えた。シーシヒと名乗るそのみすぼらしい男は少しばかりのナツメヤシを買っていって、その見返りにあまりに多くのものをサルーキ族にもたらした。

　目まぐるしくパタの周囲の景色は変わり、パタが少女から一人前の戦士になろうとする頃ころには、悪徳の蜃しん気き楼ろうはオアシスのほとりで栄えい華がを極きわめていた。かつて精せい悍かんだった族長はブクブクに太ってラクダにも乗れなくなった。同族たちの太た刀ち筋すじは繊せん細さいさを失い、ただ砂さ漠ばくで雑ざ魚こを一方的に屠ほふる効率だけが良くなっていった。武の高みを目指すものはいなくなった。酒に酔よった彼らは、かつて自分たちが必死に武芸に打ち込んでいたことを遠い昔のことのようにぼんやり思い返しては、こんな風に言いあった。

「なんだってあんな風に自分たちを追い込んでいたのだろう？　サルーキのラクダ騎き兵へいに砂さ漠ばくで勝てるものはいないのだから、それ以上の研けん鑽さんになんの意味があるんだ？」

　一族がこんな風に、卑ひ近きんななにかと比ひ較かくして自分の方が強いから十分だなどという風に武について考え出したのは、あの人間が来てからだ。一族はどんどんおかしくなっていく。ラクダで砂さ漠ばくを駆かける際に、奴ど隷れい商しようの下もとから逃にげ出したが砂さ漠ばくを越こえられずに死んだ年とし端はも行かぬ子どもの乾かわいた亡なき骸がらを見れば、そんな考えが浮うかんできて、パタの心はイラだち乱れる時もある。

　しかし、その後に砂さ丘きゆうの上に登って遠くを眺ながめれば、やはり砂さ漠ばくは相変わらずだ。そういうものなのだろう。なにか自分の周りで大きなことが起きている気がしても、落ち着いて距きよ離りをとって見れば騒さわぎ立てるほどのことではないのだ。なにより、一いつ介かいの戦士に過ぎぬ私ごときになにが出来る。パタはそう考えることにしていた。

　だが、誉ほまれの戦いくさ豚ぶたボルゴーによって砂さ漠ばくに運ばれてきた皇女の考えは違ちがった。




　いつも通りの朝のはずであった。

　早朝、パタは自宅の天幕を出て、いつものようにシーシヒの邸てい宅たくへと向かっていた。毎朝一日の初めに、シーシヒの邸てい宅たくに一室を与あたえられて暮らしている族長の元を訪おとずれて、その日の用事をおおせつかるのが、その頃ころのパタたちサルーキ族の戦士たちの日常になっていた。

　パタは着れば全身を覆おおう白いトーガを畳たたんで肩かたにかけ、布の下着に脚きや絆はんと小手だけを着けた軽装。明け切る前の砂さ漠ばくはまだ涼すずしく、日差しも弱くて、太陽の下に皮ひ膚ふを晒さらしていても問題ない特別な時間だ。サルーキ族の長い体毛は他の種族のそれよりは日差しを防いでくれるが、それでも昼間に肌はだを長く晒さらせばひどい日焼けの痛みに苦しむことになる。短く貴重な朝の空気を全身で味わいながら、市場の目め抜ぬき通り目指してパタはのんびりと歩いていく。その歩調に合わせて腰こしに下げた曲刀ものんびりと揺ゆれる。

　蜃しん気き楼ろうの市の夜は深く朝は比ひ較かく的遅おそい。夜は喧けん騒そうに包まれている通りも、この時間にはひっそりと静まり返って人ひと影かげもないのが常である。

　それがこの朝は様子が違ちがった。

　パタが通りに出てみると、市の入り口に当たるオアシスの方角から、なにやら人の群れが大おお騒さわぎしながら進んでくる。どうやら集団はサルーキ族の者たちらしい。パタは眉まゆ根ねをよせ、その一団がやってくるのを待った。

　なにゆえか、パタの肌はだはあわ立ち、毛並みがゾワゾワと蠢うごめいた。

　通りにはそよ風すら吹ふいていなかったが、パタは思った。

　嵐あらしの予感がする。

　目の前までやって来た一族の集団はパタと歳としの近い若者たちが主で、なにを喚わめいているのかはうるさすぎてわからないが、とにかくみな口々に怒ど鳴なりあっている。大変な興奮と熱気である。通りの端はしに立っていたパタにだれも気づかず、一いち瞥べつもくれず、みな集団の内側を向いたまま足早に進んでいく。

　だれかを囲んでいる？　怪け我が人にんを運んでいるのだろうか。事故かなにかか。

　パタは集団の端はしっこに追いついて、友人の女の肩かたを叩たたいた。

「おうっ、パタ！」

　興奮を隠かくす気もない相手の大声に負けじと、パタも大声で返す。

「何の騒さわぎだ！」

　返事の代わりに女は少し身体からだをよけて、パタに集団の輪の中を見せた。

　そこには王族にだけ許された真しん紅くのマントに身を包んだ、ねじれた角に青ざめた肌はだ、白銀色の髪かみの美しい角人の少女が、その辺のテントから引っ張り出してきたのだろう絨じゆう毯たんを担たん架か代わりに運ばれていた。ぐったりとして意識はないらしい。

「だれだ？」

　驚おどろきに真っ白になったパタの頭から出てきた間ま抜ぬけな問いに、先ほどの女が相変わらず音量調節が壊こわれたままの怒ど鳴なり声で言う。

「皇女だよ！　義勇軍の皇女イリミアーシェだ！　ダルフンカの包囲を突とつ破ぱしてきたんだ！」

　少し目を移せば、隣となりに並んで巨きよ体たいの猪いのしし人が運ばれている。別の絨じゆう毯たんに載のせられこちらは八人がかりだ。満身創そう痍い、身体からだのあちこちに応急処置としてあてがわれた布キレが血に染まっている。かすかに胸が上下しているのが見えなければ、パタは死体だと思ったことだろう。

「おい、医者はもう呼んだのか！」

「なにっ！」

「医者だよ！　だれか使いに行ったのかって！」

　パタも大声で喚わめきだしていた。

　集団は目め抜ぬき通りを上りつつ登城中のサルーキ族や騒さわぎに目を覚ました野や次じ馬うまたちを吸収し、その規模を大きくしながら突つき進み、そのままシーシヒの邸てい宅たくへなだれ込んでいった。




　シーシヒの邸てい宅たくに担かつぎ込まれほぼ丸一日が経たった早そう暁ぎよう、邸てい宅たく内の客室のベッドの上で疲ひ労ろうの昏こん睡すいから薄うっすら目を開けた皇女は、開口一番、こう言った。

「ボルゴーは？」

　その時、寝ね床どこのそばに控ひかえていたのは偶ぐう然ぜんにもパタ一人であった。

　この少し前に、猪いのしし人ボルゴーが死んでいたためだった。シーシヒや医者を含ふくむ邸てい宅たくのもののほとんどは、英えい雄ゆうの最後を看み取とるため別室のボルゴーの枕まくら元もとに集まっていたのである。それからそのままその枕まくら元もとで、ボルゴーの遺体をどうするべきかの論争がだれからともなく始まって、議論は大おお揉もめに揉もめて紛ふん糾きゆうし、みなそれに夢中になっていたために、このパタと皇女二人きりの瞬しゆん間かんは訪おとずれた。

　パタは枕まくら元もとに駆かけ寄り、抑おさえた声で皇女に告げた。

「夜明け前に、お亡なくなりになりました。…つい先ほどのことです」

「そうか」

　短く言うと、皇女は一いつ瞬しゆん目を閉じ、またすぐに開いて、落ち着いた口調で続けた。

「お前はサルーキのものか？」

「はっ」

「奴ど隷れい売りの人間に顎あごで使われる飼い犬でいる気分はどうだ？」

　唐とう突とつな侮ぶ辱じよくに絶句するパタの顔を首だけ起こしてしばし眺ながめた後、皇女はやはり変わらぬ落ち着いた口調で言う。

「蜃しん気き楼ろうの市の噂うわさは聞いている。この恥はじ知しらずの地に私が来ることになったのも巡めぐり合わせであろうな」

　寝ね床どこに上半身を起こしつつ、皇女は指示を飛ばした。

「腹が減った。食事をもて。上等な肉でも貪むさぼりたいところだが、まあまずは粥かゆが良かろう」

　呆あきれと驚おどろきに口を曲げているパタに、皇女はさらに言う。

「どうした？　まさか客に粥かゆ一杯ぱい出すにも飼い主様にお伺うかがいを立てないといかぬのか？」

　怒いかりに震ふるえつつ挨あい拶さつもなく部屋を出て、パタは肩かたをいからせ大またで、皇女が目覚めたことを屋や敷しき中に怒ど鳴なって触ふれ回りながら、それでも炊すい事じ場に粥かゆを作りに向かったのだった。

　ネクル界で不満を抱いだきながらも指示に従う様を『怒ど鳴なりつつも粥かゆは作る』というのはこの故事に由来する。




　一方、パタの母ニスリーンは生しよう涯がいにわたって各地を旅して回り、あちこちの騒そう動どうに首を突つっ込んで回ったようだ。

　名を成した後に、各地で「あの時の犬人の剣けん士しはニスリーンだったのではないか」と語り直されるように逸いつ話わがいくつも生まれたが、それら全てがニスリーンの活かつ躍やくだったかは定さだかでない。すべてが本当にニスリーンの仕し業わざだったのかもしれないし、ネクル界の色々な場所で見事な働きをしたまた別の犬人の剣けん士したちがいたのかもしれない。

　しかし、語る人はみなあれがニスリーンだったのだろうと思って語った。星座の英えい雄ゆうとはそういうものだ。

　ニスリーンは荒あら事ごとの実地の中で武を磨みがき、その騒そう動どうごとに恋こい人びとを作った。そうして時には娘むすめが出来たわけだ。

　そういう放ほう浪ろうの末に、どういう経けい緯いで彼女が皇女の義勇軍に参加したのか。彼女もまたニャメの死に奮い立った一人だったのか、あるいは単に食い詰つめたのか、それともほんの気まぐれか。

　名高い『呼び声の丘おかの会戦』においては猪いのしし人ボルゴー率いるファランクス部隊ではなく、皇女の率いる少数の騎き兵へい部隊の中に彼女はいた。

　ニスリーンはその後のダルフンカ入城から地じ獄ごくの防衛戦までも戦い抜ぬき、その脱だつ出しゆつ戦においては真っ先に城門を飛び出して聖せい鍵けん軍に襲おそい掛かかった犬人たちの一人でもあった。

　ダルフンカの攻こう防ぼうにおいて打ちのめされた義勇軍の敗残兵は散り散りになったが、皇女とボルゴーを追って砂さ漠ばくの蜃しん気き楼ろうの市に向かったものも多い。「次期皇こう帝てい陛下万ばん歳ざい斉せい唱しよう」の一件のために後こう継けい者しや候補たちからにらまれ、皇こう帝ていからもどう扱あつかわれるかわからないと考えていた義勇軍の兵としては、ひとまずは中立地帯と目されている砂さ漠ばくを目指すのは自然でもあった。

　皇女が運び込まれて数日も経たつと、市にはボロボロの敗残兵たちが三々五々到とう着ちやくしだした。

　ニスリーンもそのうちの一人であった。

　彼女は三人の娘むすめと共にオアシスにたどり着いた。

　渇かわききった喉のどを潤うるおそうと子どもたちがオアシスに首を突つっ込み、音を立てて水をがっつく横で、ニスリーンは市の目め抜ぬき通りの正面にそびえるシーシヒの居城をしばし眺ながめ、それからオアシスのほとりへ近づき、水を手ですくって飲むと、ポツリ呟つぶやいた。

「水は変わらないね、うまい」

　一息ついた娘むすめの一人が水面から顔を上げて聞く。

「なんか感傷的な口ぶりじゃん」

「ここには思い出がある」

「どうせ男でしょ」

「よくわかったね」

　返事の代わりに娘むすめは舌を出して白目をむいてみせた。

　母の男の思い出の多さにはうんざりだ。




　皇女はしばらく砂さ漠ばくにとどまることになる。

　本来なら聖せい鍵けん軍は容よう赦しやなく皇女とその義勇軍の残党を追つい撃げきしたいところだったかもしれない。魔ま王おうの娘むすめを討うち取ったとなれば聖戦の大戦果だというだけではない。開戦からずっと西の帝てい都とに潜ひそんだままの魔ま王おうと違ちがい、ニャメの刑けい死し以降、人間にとって具体的な脅きよう威いであり続けた亜あ人じん義勇軍と皇女イリミアーシェは、人間内において最も高い知名度を持ったまさに『聖戦の敵』の象しよう徴ちようであった。魔ま王おうの娘むすめイリミアーシェ打だ倒とうは人間たちにとって聖戦の重要なマイルストーンの一つとなっていた。

　しかし、蜃しん気き楼ろうの市はもはやワウリ界の人間経済にとって大きすぎる存在になっていた。教会にとってもまさに金のなる木でありながら倫りん理り的に複雑な問題を有する蜃しん気き楼ろうの市に、聖せい鍵けん軍がいきなり進軍することは躊躇ためらわれた。代わりに教会は蜃しん気き楼ろうの市を仕切っている大商人シーシヒへ、皇女の引き渡わたしを迫せまった。

　困ったのはシーシヒだ。

　不毛の砂さ漠ばくを舞ぶ台たいに、亜あ人じんと人間の間で危あやうい綱つな渡わたりを演じてきたシーシヒだったが、皇女の処しよ遇ぐうについてはほとほと頭を悩なやませた。彼の立場からすれば、皇女をどちらに引き渡わたしたのでも、それが命取りになりかねない。

　先に述べたように人間たちの皇女に対する要求は強い。これを有う耶や無む耶やにするのは至難の業わざだ。事態が長引けば業ごうを煮にやした教会から不信心宣告を受ける可能性すらあるかもしれない。それが出されれば一巻の終わり。人間の商人たちは蜃しん気き楼ろうの市から一いつ斉せいに手を引き、そうなれば亜あ人じんの商人にとってもシーシヒの市は守る価値がなくなり、見捨てられた市には聖せい鍵けん軍の大軍がなだれ込んで来て、皇女共々なすすべなく砂の中に沈しずむことになるだろう。

　一方の亜あ人じん側の権力者たちは皇女の身み柄がらについて目立った動きを見せなかったが、シーシヒが恐おそれたのは身近で接しているサルーキ族の若者たちの反応だ。義勇軍の英えい雄ゆうたる皇女への処しよ遇ぐうを間ま違ちがえば、以前からシーシヒへの不満を募つのらせている彼らが爆ばく発はつする契けい機きになりかねない。それに、アレはなんと言っても亜あ人じんの皇女なのだ。皇女を引き渡わたしてなお、自分の蜃しん気き楼ろうはネクル界に存在を許されるだろうか？

　シーシヒはひとまず、それとなくサルーキ族以外の私兵を増やしていくことにした。しかし、それに気づかないサルーキ族ではない。シーシヒの居城内の緊きん張ちようは高まっていった。

　やってきたときと同じように、ある日突とつ然ぜん皇女が出て行ってくれないものか。時にシーシヒはイライラとそんなことを考えた。

　しかし、皇女はそんな周囲の事情をわかっているのかいないのか、この砂さ漠ばくの市にゆったり腰こしを落ち着けて、自ら動く気はないようである。

　シーシヒとの交こう渉しように当たっていた教会の神官は、砂さ漠ばくに逃にげ込んだ皇女について、報告書の中でイラ立ちもあらわに『彼女は世界的大迷めい惑わくである』と書き記している。

『世界的大迷めい惑わく』。これがワウリ界におけるこの頃ころの皇女の二つ名である。




　パタが皇女の身辺警護に当てられた理由は、同性で年が近かったということもあるが、それ以上にパタは逆らう心配がないと族長に思われていたことが大きい。

　サルーキの族長はシーシヒが自分たちから少し距きよ離りを置こうとしていることに不満で、その原因になっている反はん抗こう的な若者たちを苦々しく思っていた。シーシヒは確かに聖戦の敵である人間ではあるが、この貧しい砂さ漠ばくに富をもたらした恩人でもあるはずではないか。その恩を忘れ、キレイごとを並べ不平ばかりの若わか僧ぞうらには困ったものだ。そのような連中に義勇軍の英えい雄ゆうである皇女は刺し激げきが強すぎる。どんな突とつ拍ぴよう子しもないことをしでかすかわからない。このような考え方は族長だけのものではなく、サルーキの年とし嵩かさの連中の主流でもあった。

　その点、パタは年が若くとも妙みような考えを起こす心配がない。そう思われていた。

　パタに皇女の護衛の任を申し付けた際、族長は白々しくも何気ない調子でこう付け加えた。

「パタ、父の具合はどうか？」

「は、最近は落ち着いております。ひとえに族長とシーシヒ殿どののおかげでございます」

「うむ、大事にしてやれよ」

　一年ほど前に重い病に倒たおれたパタの父を生きながらえさせているのは、遠く大森林地帯の奥おく深ふかくから交易で砂さ漠ばくの市へと運ばれてくる魔ま女じよの秘薬であった。本来なら一いつ介かいの戦士に過ぎないパタの手に届く品物ではない。その品を、族長はシーシヒに頼たのんで用立ててくれている。パタは族長に恩義がある。恩義には報むくうべきだ。

　パタは父にそう教わった。

　皇女の居室となった城内で最も広い客室に、族長に連れられ挨あい拶さつにやってきたパタを見て、皇女イリミアーシェはニヤリと笑った。

「そうか、お前が私に付くか」

　それから皇女は族長を下がらせ、パタと二人きりになると言った。

「特別に差し向かいで話す際には気安い口調で話すことを許す。しかし、人前では差し控ひかえるように」

　皇女は小さく笑いを漏もらして続けた。

「ふふふ、この許可をするのは我わが生しよう涯がいで貴様が二人目だ。誇ほこってよいぞ」

　パタは心を殺したつもりでただ頭を下げる。

「身に余る光栄」

「よく躾しつけられている」

　早くも耐たえられずパタは歯をむき呻うめくように呟つぶやいた。

「…黙だまれ」

「気は短いらしいな」

　イリミアーシェは満足げにそう言った。

　パタは皇女が蜃しん気き楼ろうの市に滞たい在ざいする間、その身辺に張り付き続け、皇女が寝しん室しつから出てそこにまた引っ込むまで見守ることになった。




　パタにとって皇女は不快な女だった。

　無礼で、わがままで、尊大で、非力で、武の心得はまるでなく、世間知らずで学識も浅く、その癖くせに口ばかり達者で、浪ろう費ひや贅ぜい沢たくに無む頓とん着ちやくであり、さらにそれらに輪をかけて不快なのは彼女自身はそういった自らの欠点を問題だとはまるで感じていないらしい態度である。それでも初めのうちパタは人間の侵しん略りやくに立ち向かった義勇軍への尊そん崇そうの念から、少なくともその創設者である分くらいの敬意は払はらおうと努めたが、じきにそれにも限界が来た。

　結局、こいつは突とつ飛ぴな思い付きを口にしてみただけのお姫ひめ様さまで、義勇軍の実態はすべてあの戦いくさ豚ぶたが作り上げたものだったのだろう。パタが皇女に対しそういう評価を下すのに時間はかからなかった。

　砂さ漠ばくにいる間、皇女はとにかく出歩きたがり、毎日パタは付き合わされた。

　真しん紅くのマントを外し、それなりの身なりに口元をベールで隠かくして、護衛にサルーキの犬人を従えた皇女はいかにも蜃しん気き楼ろうの市の観光に訪おとずれた放ほう蕩とう貴族の子女の典型であった。

　市場で見慣れぬ食い物を見れば値など聞きもせず手に取り、一口かじって好みでなければまだ払はらいをしている最中のパタに放って寄よ越こす。

　パタに言わせればガラクタに過ぎない珍ちん品ぴんを商人の言い値で買って、次の日には興味を失っている。

　ギャンブル場のルーレットで呆あきれるほどの大敗をして、一言「つまらん」といい捨てて帰り、翌日また負けに行く。

　新しいサーカスや見世物小屋が市に現れれば欠かさず訪おとずれる。

　売春宿の酒場に潜もぐり込んで、出し物の舞ぶ台たいで踊おどる男だん娼しようを無ぶ遠えん慮りよに品評したりもした。

　そういう放ほう蕩とう三ざん昧まいの合間に、皇女はパタに不意に言う。

「シーシヒという人間、どう思う？」

　返事をしないパタの顔をしばらく見つめて、皇女は続けた。

「醜みにくい男だと思わんか？」

　パタは誘さそいに乗らない。

「世話になってる相手に言うことじゃないだろう」

「王族は相手と自分個人との関係で評価や判断を変えたりはせん。そうでなければ王のかいがなかろう。真の王族とは恩だの借りだのという、この世の法則を超ちよう越えつしていなければならん。並の因果から自由でなければならんのだ」

「あたしの感覚から言わせてもらえば、そういうやつはイカレてるって言う。少なくとも友達には欲ほしくない」

　皇女はパタの言葉に満足げに肯うなずいて応じる。

「楽な生き方ではない。強く芯しんを持たねばな。今通った犬人の男、なかなかお前好みだったんじゃないか？」

　パタは皇女の話題の切り替かえについていけずに黙だまる。

　まるで嵐あらしのようだ。そう思ってしまってから、パタは自分の感想が不ふ愉ゆ快かいで一人歯をむいた。こんな女を嵐あらしに喩たとえてしまうとは！




　どうしてこの女は自分の手に負えないことにちょっかいをかけ、その始末を他人に放り投げて平気な顔をしていられるのだろう。これが王族というものなのか。

　散々遊び歩いた帰り道、夜の市場の暗い路地の一角で、数人の人間に囲まれ激しく鞭むち打うたれている猫ねこ人の子どもと、奴ど隷れい商しようが振ふるう鞭むちの間に、皇女が飛び込んでいくのを、パタは止めることが出来ない。

　まさに今、子どもの小さな身体からだに振ふり下ろされんとしていた鞭むちの一いち撃げきを、皇女は代わりにその背に受け止め、痛みに顔をしかめて言う。

「奴ど隷れい売りの蛆うじ虫むしども！」

　人間たちは割って入ってきた相手の高貴な雰ふん囲い気きに一いつ瞬しゆんうろたえたが、すぐに怒いかりを取り戻もどし、逃にげ出そうとした自分の持ち物の奴ど隷れいを鞭むち打うってなにが悪いと喚わめくのに、皇女はただ軽けい蔑べつの視線で応じる。

「てめえはサルーキだろうが！　商売守んのが仕事だろうよ！　なんとか言えや！」

　こちらにも詰つめ寄ってきたチンピラに、短くパタは返す。

「そうだ」

　皇女と奴ど隷れい商しようが揉もめている間に、パタは路地を塞ふさぐ位置に移動している。だれも逃にがさないために。

「だから一人も生かして帰すわけにいかない…」

　チンピラが驚おどろきに目を見開く。

　その目が小さく戻もどる間もなく、パタの抜ぬき打ちは相手の命を奪うばっている。

　パタは居合わせた人間を皆みな殺ごろしにし、皇女は亜あ人じんの子どもを連れ帰った。

　こんなことが幾いく度どかあった。パタにはもちろん危ない橋を渡わたっている自覚はある。皇女にあったかはわからない。

　目もく撃げき者しやのいない奴ど隷れい商しよう殺しは義勇軍残党の仕し業わざと見なされたが証しよう拠こはない。人間亜あ人種を問わず、商人たちはシーシヒとサルーキ族に治安の改善を求めた。

　連れ帰った奴ど隷れいの子どもを、皇女は金を握にぎらせた亜あ人じんの行商人に託たくし、砂さ漠ばくから逃にがしてやるのだが、それらの金は結局シーシヒから出ているのだった。波風の立たない皇女の処しよ遇ぐうを思いつけないシーシヒは、用よう途とも聞かずに皇女のせびってくる金をダラダラと支出する。しかし、そのシーシヒの金はそもそも奴ど隷れい売買から出た金でもある。

　そういう矛む盾じゆんに耐たえかねてパタが論難してくるのを、皇女は余よ裕ゆうの態度で迎むかえ撃うつ。

「しかし、私がなにもしなければあの子はどうなった？」

「奴ど隷れいの子どもを全員逃にがしてやることはできない。数人の子どもを気まぐれに助けてやって、お前は気分がいいだろうが、お前のしていることは場当たり的で身勝手な独善の自己満足だ！　その上、お前はその自己満足の中ですら実質なにもしていない！　戦ったのはアタシだし、金を出したのはシーシヒだ！」

「話をそらすなよ、パタ。私は他の子の話はしていない。奴ど隷れいの子ども一いつ般ぱんなどという曖あい昧まいな観念上の存在の話はしていないのだ。私とお前の目の前にいた、あの子どもの話をしている。あの緑色の目をした幼い猫ねこ人の子が鞭むち打うたれているのを、私が見ないふりをしてただ行き過ぎたらどうなったのだ？　あの幼子が散々に鞭むちで打たれて山脈の向こうへ売られていくことが正しかったのか？」

　言葉に詰つまったパタへ、勝ち誇ほこっていることを隠かくしもしない尊大な態度で皇女は重ねる。

「他人を見捨てる代わりに、現状に服従し文句を言わないことで責任を回かい避ひするのが砂さ漠ばくの戦士の習いなのか」

「詭き弁べんだ！」

　詭き弁べんだ、詭き弁べんだ、やつの言うことはすべて詭き弁べんだ。自分は口が上う手まくないから言い負かされてしまうが、詭き弁べんであることはわかる。

　パタは家の寝ね床どこで皇女との会話を思い出し、口く惜やしくて涙なみだすることさえあった。

　やつの言うことは無責任な戯たわ言ごとに過ぎないのに。

　嵐あらしの予感がするのだ。




　蜃しん気き楼ろうの市に義勇軍の残党が徐じよ々じよに増えてくることで、事態はより切せつ迫ぱくしたものになっていった。

　義勇軍残党は砂さ漠ばくの城に『囚とらわれている』皇女（これがネクル界の亜あ人じん一いつ般ぱんの理解であった）を救い出すために決起するのではないか？　そんな噂うわさがネクル界に広がった。蜃しん気き楼ろうの市の人々は情勢を緊きん迫ぱくさせる貧しい義勇軍残党を白眼視し、手ひどく扱あつかわれる残党側も商人たちやその手先となっているサルーキ族たちへ憎ぞう悪おを募つのらせた。残党たちは皇女を捕とらえ、汚きたない商売を続ける商人やサルーキ族を軽けい蔑べつし、窃せつ盗とうや強ごう盗とうを正当化して考えるようになった。

　同時に市では聖せい鍵けん軍の息のかかった者もじわじわとその数を増やしていた。彼らは商人やその配下という体ていで砂さ漠ばくの市へと入り込んできた。サルーキ族にすればこれも不ふ愉ゆ快かいな出来事だったが、シーシヒは聖せい鍵けん軍らしき人間には絶対に手を出すなと命じる。聖せい鍵けん軍の兵たちはサルーキ族が自分たちに手出しできないのをいいことに、酒場やギャンブル場で派手に振ふる舞まい、残党たちを挑ちよう発はつしてはケンカを引き起こした。

　だれもがピリピリとイラだち、市には不ふ穏おんな雰ふん囲い気きが漂ただよった。




　そんな中、パタの父に、かつての恋こい人びとニスリーンが蜃しん気き楼ろうの市にいることを知らせるものがあった。彼は父と同世代のサルーキ族で、かつて修しゆ行ぎように来たニスリーンを覚えており、父との関係も知っていたのだ。

　病びよう床しようの父は勤めから戻もどった娘むすめに、母が今、この砂さ漠ばくに来ていることを伝え、病気のために小さくはなったが低く落ち着いているところは昔と変わらない声で問うた。

「パタ、会ってみたいか」

「いいえ、私は特に」

　これは強がりではなくパタの本心であった。

　少しだけ考えるように目を閉じた後、父は言った。

「おれはやはり会いたいようだ」

　翌日、パタは朝のうちに同族たちに話を聞いて回り、夜に勤めを終えた後、ある売春宿に母を訪ねた。

「わざわざお訪ねいただいてすみませんが、ニスリーンは娼しようではないんでさ、サルーキのお嬢じようサマ。あれはウチの用心棒で」

　受付の犬人がからかうのにパタは素っ気なく応じる。

「女を買う趣しゆ味みはない」

　受付は肩かたをすくめると、サルーキ族とのトラブルを避さけるためだろう、素す直なおにパタをニスリーンへと取り次いだ。

　パタは宿の奥まった一室に通され、そこにはニスリーンと三人の娘むすめがたむろしていた。

　狭せまい室内に、簡素な木製ベッド一つ、ハンモックが二つ、床ゆかにも寝ね床どこらしきものが一つ、それぞれに犬人の女が陣じん取どっている。みなだらけているように見えて、それとなく得物を手近に寄せ、ことが起こればすぐにも動ける姿勢である。それを察知して、パタは部屋に踏ふみ込む前に腰こしの刀を外して、利きき腕うでである右手へゆっくりと持ち直す。抜ぬき打ちを取らないことの意思表示である。

「礼れい儀ぎを知ってるようじゃないか」

　そうベッドに腰こし掛かけていた一番年とし嵩かさの女が言った。

　女は自らも刀を右手に持ち替かえ、他の連中もそれぞれに得物を遠ざける。その武器を扱あつかいなれた所作に凄すごみがにじんだ。

　父に聞いていた通り、確かに手て練だれではあるらしい。

　そう感じて悪い気もしないらしい自分に、パタは少し驚おどろいた。

「あなたがニスリーンか？」

　パタが問うのにニスリーンは軽い口調で応じる。

「名を聞く前に名乗るのも礼れい儀ぎじゃないか、お嬢じようちゃん？」

「私の名はパタだ」

「…知っている名だね」

　これが母子の交かわした初めての会話であった。

　自分が娘むすめであること、父は病身で具合はかなり悪いこと、父がかつての恋こい人びとにもう一度会いたがっていることを手短に伝え、周囲で興味深そうにこちらをうかがっている犬人たちが自分の姉であることも知らずにその視線を無視して、パタはこう言った。

「私が会いに来たのは父上が知らせてくれと頼たのんだからだ。死ぬ前に一目会いたいとな」

　それまで顎あごをなでつつただ話を聞いていたニスリーンはやっと口を開いた。

「自分は呼んでいないことを強調しておきたいわけか？」

「そちらが妙みような期待をしたら悪いと思っただけだ」

「堂々としたもんだ。娘むすめの成長を目まの当たりにして胸がいっぱいだわね」

　それからベッドから立ち上がると、突とつ然ぜんに抱だきつこうとしてきたので、パタは眉まゆをひそめ身を引き、それをかわした。

「いい身のこなしだ！」

　ニスリーンが大げさに言い、周囲の女たちが笑った。

　なんだか知らないが不快な連中だ。

　パタはさらに眉み間けんのしわを深くした。

　ニスリーンは気安い口調で言う。

「知らせは確かに受け取った。気が向いたら行くよ」

　パタはその軽さと父の病状の重さの差にイラ立ちを覚えたが、無言で通した。




　それから幾いく日にちも経たたない夜のことであった。

　いつもの放ほう蕩とうの帰り道、深夜の寂さびしく暗い裏通り、パタと皇女の行く手を亜あ人じんの集団が塞ふさいだ。どれもみすぼらしいなりである。

　パタは素す早ばやく皇女を背に庇かばう。

「もの盗とりであれば相手が悪いぞ」

　そう言いながらパタは自分の毛をかき上げてみせた。

　蜃しん気き楼ろうの市のチンピラや追いはぎであればサルーキ族の長い毛を見ただけで引き下がるのが普ふ通つうである。サルーキがみな手て練だれであるというだけでなく、いわばこの市の公権力であることをよく知っているからだ。

　しかし、この輩やからどもは道を譲ゆずるどころか動どう揺ようの気配もない。

　こいつらは確信を持って現れたのだ。

　狙ねらいは皇女だ。

　これ以上の警告は要いるまい。最初に間合いに入ったものを斬きる。

　そう腹を決めたパタから殺気が立ち上る。

　それを察した相手の頭目らしき犬人の男が、パタの後ろの皇女に向けて言葉を発した。

「皇女殿でん下か、お迎むかえに上がったのです！」

　強い体たい臭しゆうと酒の入り混じった臭においがパタの鼻についた。

「殿でん下か、ご信しん頼らいください！　覚えておられるでしょう、おれはあなたが兄貴と…ボルゴーと初めて会った港でも傍そばにいた男です！　我らはただの敗残兵の集まりではない。さる有力者の支し援えんを受けております！　きっとご無事に帝てい都とへお送り差し上げます！」

　皇女はパタの背に隠かくれたまま言葉を返さない。

「私の頭越ごしにしゃべるのはやめろ」

　遮さえぎったパタに、男の口こう臭しゆうがまっすぐ向かってくる。

「黙だまって皇女を渡わたせ。アンタだって亜あ人じんの戦士だろう？　すべきことはわかってるはずだ。おれたちがきっと殿でん下かを砂さ漠ばくから脱だつ出しゆつさせてみせる」

　この女がそれほどの英えい雄ゆうだろうか？

　そう一いつ瞬しゆん考えてしまってからパタはまた歯は嚙がみする。

　そんなことを考えてみる必要はない。一族を裏切るというのか？　自分に父を捨てる選せん択たく肢しはないのだ。

「断ると言ったら？」

　パタは鯉こい口ぐちを切る。

　場の緊きん張ちようが高まった瞬しゆん間かん、パタに聞き覚えのある声が集団の背後から飛んだ。

「アタシの娘むすめに用か？」

　包囲の一角が少し戸と惑まどいつつも割れ、そこにニスリーンが入ってくる。

　それを見た酒さけ臭くさい男が驚おどろきの声を上げた。

「ニスリーン！　生きていたのか！」

　どうやら集団の方もニスリーンをよく知っているらしい。

（やはり義勇軍残党か…）

　パタが考えている間に、現れた顔とパタの顔を見比べて、男が続けて驚おどろきの声を上げる。

「娘むすめ？　アンタ、まだ娘むすめがいたのか？」

　ニスリーンは質問を無視して大げさに鼻をヒクつかせ、男に言う。

「ひどいザマだ。死んじまった愛する兄貴のことをウジウジ思い出しながら、一日中いじけた酒を舐なめて暮らしてるわけか」

「おれが思ってたのが兄貴のことだけだと思うのかよ？…おれはここにたどり着いてすぐアンタを探したのに、アンタはおれを探してなかったようだ」

「その悲しみを肴さかなに酒を飲んでたわけかい」

「ニスリーン…！」

　摑つかみかかってきた男を、ニスリーンはあっさりとかわして、すれ違ちがいざまに足払ばらいを喰くらわせる。

　小さく呻うめいて地に倒たおれた男の背に、ニスリーンは冷たく告げた。

「酔よいを醒さまして出直しな。どうせ斬きり死ぬにしても素面しらふの方が面めん目ぼくも立つだろう」

　男はもつれる足で必死に立ち上がると、一いつ瞬しゆんまた身構えたが、再び摑つかみかかるのを堪こらえた。ニスリーンが斬きると言ったら斬きる女だと知っていたからだ。

　男が背を向け、路地の奥へと去っていくと、周囲の輩やからたちも不満げに悪態を吐つきつつそれに従った。

　後にはパタと皇女とニスリーンが残った。

「尾つけていたのか？」

　パタの問いに、ニスリーンは軽く答える。

「いや、尾つけてたのはアンタたちじゃない」

「恋こい人びとに声をかける勇気が出なかったとでも？」

「声をかけるべきか、このまま会わない方が面めん倒どうがないか、測りかねて様子見さ」

　一ひと息いき吐ついて、パタは言う。

「あんなのが好みとはな」

　娘むすめの皮肉に、ニスリーンは余よ裕ゆうで応じる。

「情けない男を一人飼っておくってのは甲か斐い性しようのある女にとって悪いことじゃない。いい加減にイジメてやって、悶もだえるのを見ると気分が良くなる。覚えておくといい」

　これまで黙だまっていた皇女が、なにか深く肯うなずきながらコメントした。

「悪あく趣しゆ味なことだ…」

「畏おそれ多くも皇女殿でん下か、男を楽しむことについては私の方が造ぞう詣けいが深いかと愚ぐ考こういたします。いずれおわかりになる日も来る」

　ニスリーンの返答に皇女は小さく笑う。

　パタは少し照れる。

　何な故ぜ、私が照れなければならんのだ。

　パタの内心にお構いなく、ニスリーンはパタへと言う。

「アンタが噂うわさの皇女の護衛とは知らなかったよ」

「教えていないからな」

「…アンタらの奴ど隷れい逃にがしは残党の間じゃ、もう評判になっちまってるよ。きっとやってるのは皇女殿でん下かだってね。商人どもが騒さわぎ出すのも時間の問題だね」

　返事をしないパタに、ニスリーンは続ける。

「あの酔よいどれはてめぇが生き残って愛する兄貴だけ死なしちまったことで頭がいっぱいだ。気の利きいた死に場所を探してるやつの企き画かくには乗らないほうがいい。犬死が趣しゆ味みなら構わないがね」

「今、私に助言したか？」

「あら、気に障さわった？」

「要いらぬ気き遣づかいだ。私は父を捨てない」

　あなたと違ちがって、とは口にしなかった。

　ニスリーンが牙きばを見せて笑った。

　パタはそれを横目で見て思う。

　嵐あらしの予感だ。

　パタの胸がざわめく。




　シーシヒの邸てい宅たくに帰り着き、皇女の寝しん室しつに二人で静かに入り戸を閉めると、パタは燭しよく台だいに灯ひをともした。

　その淡あわい光の中で皇女は顔を覆おおっていたベールを取って寝しん台だいに放る。

「少し話そう」

　そう簡単に言うと、皇女は室内の卓たくに着き、パタに向かいの席を示した。パタは無言でその指示に従う。

「私はじきに出歩けなくなるだろう。お前と差し向かいになれる日も、これが最後になるかもしれん」

「前置きはいい。ただの感傷のために呼び止めたわけではないだろう」

「そうか？　私はじっくり思い出を語らいたかったのだが、まあ時間もそうはないだろうしな…」

　この女は本当に自分をイラだたせる。

　歯をむきながらも言葉を抑おさえたパタの表情を眺ながめ、皇女は薄うすく笑う。

「なにを笑う」

　パタが言うと、皇女は本題に入った。

「シーシヒは私の身み柄がらで休戦を画策しているのではないかと思う」

　パタは即そく座ざに色めき立った。

「まさか！　聖戦に和平など！」

　皇女は落ち着いた声で言う。

「『和平』も『終戦』もありえんだろうが、『休戦』ならば出来るのではないかな。この蜃しん気き楼ろうの市から大きな利益を得ているものは、人間にも亜あ人じんにも多くいる。私が逃にげ込んだことで思わぬ形で焦しよう点てんになってしまったこの蜃しん気き楼ろうでの激げき突とつを避さけるために、シーシヒだけでなく色々な人物が動いているのだろう。人間の側でも、亜あ人じんの側でもな。期間はわからんが、この蜃しん気き楼ろうからゲームの場を移すのに休戦はいい手だ。私の身一つで合意となるなら、多くの者にとって悪くない取引と言える」

「義勇軍ならお前を砂さ漠ばくから連れ出せるのではないか？」

「…ずいぶん踏ふみ込んだことを言うのだな」

　パタの発した咄とつ嗟さの言葉を、皇女は少し困ったような小さな笑えみで受け止めた。

　パタは恥はじ入り、視線を床ゆかに落とした。

　自分は結局、いつの間にかこの皇女に入れ込んでいるらしい。

　その点を深追いせず、皇女は話を続けた。

「残党どもを後ろからけしかけているのは皇こう帝てい陛下だろうな」

「そうか！　表立っては派手に動けぬ陛下が、義勇軍残党を使ってお前を助け出そうとしておられるわけか」

　わざとらしく深いため息を吐つき、大げさに首を振ふりながら皇女は言う。

「パタ、私はお前のそういう単純さを好ましく思っているが、それは騙だまされやすさと表ひよう裏りでもあるな」

「…違ちがうのなら、ただ違ちがうと言え」

　気負いなく皇女は言う。

「陛下は私を砂さ漠ばくで始末するつもりだろう。シーシヒを通して、聖せい鍵けん軍と陛下はおそらく共きよう謀ぼうしている。義勇軍が私をこの蜃しん気き楼ろうから引っ張り出したところを、聖せい鍵けん軍が襲おそう手はずであろう。皇こう帝ていの後こう援えんを得たと思い込み、なにも知らずにただ息巻いている義勇軍残党に乗っかれば、私は死ぬ。そして休戦がなる」

「バカな！」

　パタの驚おどろきを面おも白しろがっているのか、皇女は軽い調子で話を続けた。

「人間どもは私をひどく殺したいらしい。おかげで私の身み柄がらには取引の価値が生まれたともいえるな。私の身み柄がらは休戦の落としどころとしては双そう方ほうにとって悪くない。人間たちにすれば聖戦の大きな課題を片付けて一息つく良いい節目だ。亜あ人じん側としても妙みような形勢になってしまった後こう継けい者しや争いを仕切り直す機会になる。砂さ漠ばくの蜃しん気き楼ろうはまた棚たな上あげだ。私にしても、『聖戦の休戦』という史上初の事態の主役となれば歴史に名も残るか」

「皇こう帝てい陛下がそんな条件を吞のむわけがないだろう！　父親が実の娘むすめを差し出して…」

「実の娘むすめ？」

　皇女は薄うすく笑う。

「まさか…？」

　パタは息を吞のんだ。

　口の端はしを持ち上げたまま、皇女は言った。

「我が母は北の森が誇ほこる美び貌ぼうの魔ま女じよ、皇こう帝てい最後の側室ぞ。すでに老ろう齢れいだった皇こう帝ていに、もうその手の心配はなくなったと他の妃きさきたちが確信していたところに現れて、いかな秘術か秘薬を用いたか、皇こう帝ていの過ぎ去ったはずの春を取り戻もどし、私を産んでみせたのだ。だれも大っぴらに口にはせぬが、疑ぎ惑わくは尽つきぬ我わが身よ。皇室の末姫ひめとして大人しくマスコットに徹てつし、折を見て適当な家に嫁よめにでも出るか、それこそ出家でもしておれば醜しゆう聞ぶんを避さけてのお目こぼしもあったかもしれんが、今となってはな。まったく、あの万ばん歳ざい斉せい唱しようは致ち命めい的だった」

「皇こう帝ていが…陛下ご自身が、お前のことを他人の子とお考えなのか？」

「さあな。陛下はどちらでも良かったのではないかな。あの方は私にあまり興味がない。我わが母のことはお気に入りだが。しかし、私が身の程ほどを弁わきまえず、分不相応な野心を抱いだいているとなれば、話は変わってくるわけだ。もとより陛下はまだだれにも権力を渡わたす気はないが、中でも特に私は論外だ」

　押し黙ったパタの固まった表情をじっくりと見つめ、皇女は小さく息を継つぐ。それから沈しずんでしまった空気を持ち上げるように、皇女はまた口調を軽くして話し出す。

「しかし、まあ一応は私も立場上皇こう帝ていの娘むすめであることは確かだ。売り渡わたして休戦を買うのは非難も多かろう。そこで義勇軍に私を市場から引っ張りださせるわけだ。義勇軍残党に担かつがれて調子に乗った皇女が、慎しん重ちように交こう渉しよう中だった皇こう帝ていのことも思わずに脱だつ走そうを図はかったという筋書きだな。そこを聖せい鍵けん軍に襲おそわれたということならば、悲劇ではあっても、ことを焦あせった皇女自身の落ち度、戦場の習いだ。浅せん慮りよではあるが一応は聖戦における誉ほまれの戦死でもある。ネクルの民たみは嘆なげきつつも、皇こう帝ていを責めはすまい。陛下からすれば温情ある始末とすらいえるかな。ひょっとしたら、『皇女の喪もに服すための休戦』くらい言い出すかもしれんぞ。そうなれば私は国こく葬そうだな。聖せい鍵けん軍は魔ま王おうの娘むすめを討うち取って面めん目ぼくが立ち、蜃しん気き楼ろうは残り、奴ど隷れいは売られ続け、皇こう帝てい陛下は危険を冒おかさず聖戦は一時収束、八方丸く収まるわけだ」

　パタは呻うめくように言った。

「…何な故ぜ城を出たのだ？　何な故ぜ義勇軍など始めた？」

「わかるだろう」

　パタの問いに、イリミアーシェは胸をそらし、自らの心臓を指差して応えた。

「すべての人々と同じように、私の胸にもまた荒あらぶる魂たましいが込こめられているからだ。自分でなにかをしなければ、人生にはなにも起こらない。私は城を出て船に乗った。私は戦うために打って出たのだ」

　それから皇女は卓たくに身を乗り出し腕うでを伸のばすと、パタの胸を指して続けた。

「そして、お前の胸にも荒あらぶる魂たましいが込こめられている」

　なにも答えないまま見返すパタの目をさらに覗のぞき込むように顔を近づけて、イリミアーシェは言う。

「パタ、私を砂さ漠ばくから生きて連れ出せ。このまま世が治まれば、奴ど隷れいは奴ど隷れいのまま、貴様は飼い犬のまま、首の鎖くさりは繫つながれたままだ。我わが王道は乱の内にしか開かぬ。私は嵐あらしは呼ぶ。私と共に聖戦を戦え」

　皇女は命令した。

「助けに来い、私を」




　翌日、パタがいつものように登城すると、族長はパタの皇女護衛の任を解くことを手短に告げ、それから特になんの説明もなく、市中の見回りの任を命じた。

　それからいつかと同じように聞いた。

「パタ、父の具合はどうか？」

　パタもいつかと同じように答える。

「は、最近は落ち着いております。ひとえに族長とシーシヒ殿どののおかげでございます」

「うむ、労いたわってやれよ」

　パタは命令に従い、市中の見回りに出ていった。




　その日の日中、パタが勤めに出ている間に、病びよう床しようのパタの父を見み舞まうものがあった。

「来てくれたな」

「正直、アンタに会うには勇気が要いったよ」

　ニスリーンは言葉に反した落ち着いた気安い声こわ音ねで言い、枕まくら元もとに座した。

　横になったまま、十数年ぶりに見る恋こい人びとの顔をじっくりと見上げながら、男も落ち着いた声で言う。

「何な故ぜ？」

「昔、アンタがアタシに行ってほしくないと思っていたことを知ってるからさ」

「言わなかったつもりだがな」

「顔に出てたよ」

「もう来ないかと思った」

　そう言ってから少し言葉を探した後、彼は率そつ直ちよくに言った。

「いざ来てもらうと、特に言うことはないな」

「呼んでおいて勝手なこと」

　ニスリーンが呆あきれたように言うと、彼は心底うれしそうににんまり微ほほ笑えんだ。

「あんたが義勇軍に入ったなんて意外な感じもするよ」

　肩かたをすくめてニスリーンは答える。

「ガキどもがね、先に何人か入ったもんだから。最初は連れ戻もどしに行ったんだが、案外居い心ごこ地ちのいいとこだったんでね」

「……」

「なにさ？」

「男だろ？」

「…まあそれもある」

「おれよりもいい男だった？」

「みっともない、よしなよ」

　軽くいなして、ニスリーンは続ける。

「なんにせよ、長居し過ぎたのさ。年は取りたくないもんだ」

「そうだな、年を取るのはしんどい。生き長らえるのは…」

　一息ついた後、男は言葉を繫つなぐ。

「呼び声の丘おかでの一戦は見事だったな」

「だろう？　ガキの一人はあの戦いくさ豚ぶたのファランクス部隊にいたんだ。三女さ」

「手て練だれだったんだろう」

「アキタ族との子で、ちょっと鈍にぶかったが体がデカくて丈じよう夫ぶでさ、槍やりと楯たてを構えて踏ふん張ったら、テコでも動きゃしなかった…」

　ニスリーンが黙だまっても、男は口を挟はさまない。

　風が乾かわいた砂を撫なでる微かすかな音がした。

「皇女をダルフンカの包囲から脱だつ出しゆつさせて死んだよ。大した勇者だろう」

　ニスリーンはニヤッと笑ってみせた。

　男も微かすかな笑いを返す。

　それから、彼はじっとニスリーンを見て言った。

「パタの力になってやってくれ」

「アタシに今さら出来ることがあるか？」

「ある、とてもたくさん」

　相手の即そく答とうに言葉を詰つまらせ、ニスリーンは小さく息を吐はいて呼吸を整える。

「…アタシを責めてるのか？」

「いいや、ただ頼たのんでいる。あれは、おれの娘むすめだ。あれがあんたにとってどういうもんかはわからんが、おれの娘むすめであることは間ま違ちがいない。おれはあんたを愛した。あんたもおれのことを愛してくれたのなら、その分だけ、おれの娘むすめを助けてやってくれ」

「脅おどされてるのと変わらないね」

「そう感じてくれるのならうれしい。あんたがおれを愛した証しよう拠こだ」

　小さく舌打ちしたニスリーンに、男は目を細めた。

　ああ、あの頃ころと変わらない、それどころかさらに磨みがきがかかった。なんて見事な女だ。おれの生しよう涯がいの人だ。

　彼はしみじみと思う。

　また会えてよかった。




　日が暮れて砂さ漠ばくが闇やみに沈しずむ頃ころ、パタの父は抜ぬき身の愛刀を前に寝ね床どこの上で座を正した。

　蠟ろう燭そくの灯ひに冷たく光る刀身を見つめるうちに、掌てのひらにも冷たい汗あせがにじんでくる。行き着くところへの覚かく悟ごは決まっているが、そこに至るまでの過程の苦しみを思うと寒気がする。

　この期ごに及およんでいまだに痛みを恐おそれるとは、生き物は弱いものだと思う。

　本能を振ふり切って柄つかを手に取り、男は自らの腹に愛刀を突つき立てた。

　音はせず、聞こえたのはただ己おのが呻うめきのみ、突つき刺ささった金属によって裂さけた腸はらわたの神経を震しん源げん地に、全身に凄すさまじい速度で広がった痛みが脳のう髄ずいを震ふるわせ、肉体の全細さい胞ぼうが脳の決断を非難して騒さわぎ立てる。この刃はを横に滑すべらせ腸はらわたごと腹を裂さくなど正気の沙さ汰たではない。

　男は苦痛に悶もだえて座を崩くずし、寝ね床どこの上で体をくの字に曲げた。

　その背に耳慣れた声がかけられた。

「父上！　身体からだを起こされては…」

　返事のない震ふるえる背に近づき、寝ね床どこに広がる鮮あざやかな赤を目にして、パタは慌あわてて父の身体からだを支える。

　その腹に刺ささった刀を目にして、パタは父が発ほつ作さの喀かつ血けつをしたのではなく、切腹に及およんだことを知った。

「ち、血止めを！」

　動転したパタの言葉に、父は身を震ふるわせ目を見開く。

「よるなっ！　なにが血止めだ！　浴びろっ！　おれの血を浴びろ！」

　瘦やせ細った腕うでを振ふり回し、手に付いた血を言葉通りパタに浴びせかける。

「パタっ！　貴様の父はサルーキぞ！　戦士の一族ぞ！　もはやラクダに乗れず、刀振ふるえず、肉嚙かむ力失ってもなお、我わが魂たましいは戦士だ！　誉ほまれの戦死遂とげぬまでも、奴ど隷れい売りの飼い犬になり下がった我わが子に、そのエサ分けられて生き延びて喜んでいると思うたか！　見くびるなっ！　お前を繫つなぐ鎖くさりの重しに成り果てて、おれがよしとすると思うたか！」

　喉のどからせり上がってきた血を吐はき、父は喘あえぎながら言った。

「かっ…介かい錯しやくせい…介かい錯しやくっ！」

「おっ、お見事…お見事！」

　パタはようやく言った。娘むすめのその言葉を聞くと、少しだけ父の目は和やわらいだ。

　父は痛みを堪こらえ座を正し、パタに肯うなずく。

「パタ、嵐あらしを乗りこなせ」

　嗚お咽えつを漏もらしながらもパタは父の首を一刀の下もとに落とした。

　それからパタはサルーキ族の慣習に従って父の首を持って家の表に出て、空の細い月に向けて長く長く吼ほえ、自分の愛いとしい者が死んだことを砂さ漠ばくに告げた。

　この夜、サルーキ族のものはみなこの声に応えて吼ほえ返さずにいられなかった。

　酒場のカウンターで泥どろのように眠ねむっていたものがガバと身を起こし通りに躍おどり出る、売春窟くつで色にふけっていたものが戯たわむれていた娼しようを放り出して窓から顔を突つき出す、自らのテントでせせこましく銭ぜに勘かん定じようしていたものが財さい布ふをぶちまけて表に駆かけ出す、シーシヒの居城の一室でベッドに寝ねそべり砂糖菓が子しをつまんでいた族長すらも、そのブクブクに肥えた身体からだをバルコニーに引きずり出してその響ひびきを迎むかえ撃うって吼ほえ返した。

　その響ひびきの意味を知らぬ砂さ漠ばくの他よ所そものどもは享きよう楽らくや安あん眠みんを妨ぼう害がいされて悪態を吐ついたが、それに構う余よ裕ゆうなどサルーキにはなかった。血が湧わき、内臓がわなないて、骨と筋肉が跳はね回る。パタの古式ゆかしい悲ひ嘆たんと憤ふん怒ぬの響ひびきに応えて、蜃しん気き楼ろうの市のあちこちの闇やみからサルーキの咆ほう哮こうが湧わき上がった。

　それは偉い大だいな戦士の死の知らせであり、新たな戦いの不ふ穏おんな予告であり、決けつ闘とうの宣言だ。

　サルーキ族はその襲おそい来る争いを、歓かん迎げいするのか威い嚇かくするのか嘆なげくのか、自分たちでもわからぬままに、ただ吼ほえ返さずにおられない。

　嵐あらしの到とう来らいだ。




　パタは夜明け前に父をオアシスのほとりに埋まい葬そうし、墓標として父の愛刀をその地に深く刺さして立てると、己おのれが刀に残った父の血をオアシスの水で清めた。

　砂の墓標は一ひと月つき持たずに風で崩くずれ去るが、この埋まい葬そう法こそがサルーキの弔とむらい方である。砂さ漠ばくに埋うめられ墓を残さないことは戦死の次に良いと、古いサルーキの戦士は信じている。

　パタは水辺に座し、呼吸を整え、朝日を待った。

　じきに日はいつもと同じように昇のぼった。自分にとって唯ゆい一いつ無む二にの父が去り、己おのが胸中がいかに昨日と変わろうとも、天体の運行に変化はない。そのことがパタには不思議に心ここ地ちよかった。

　パタは自らの刀を腰こしに下げ、オアシスからシーシヒの居城が正面に見える通りへと向かった。

　その通りの入り口で、中年の同族が二名、パタを待っていた。近くに乗ってきたのだろうラクダが一頭止められているが、二人とも下馬している。

　二人組の間合いの手前で、パタは立ち止まる。

「パタ、昨夜の咆ほう哮こうについて族長が話をしたいそうだ。同行願おう」

「断る」

「…手間取らせるな、パタ。お前の父が死んだことは族長も察している。悪いようにはせん、族長はお前の今後のことを話そうと…」

「寄るな。すでに私は吼ほえたのだぞ。貴様らも吼ほえ返したはずだ。私はこれより皇女殿でん下かをお迎むかえに上がり、その足でこの地を去る」

　苦わ笑らって男が数歩、歩み寄る。

「パタ…」

　その首が苦い笑え顔がおのまま胴どうから落ちた。

　ポカンと口を開けてその光景を見ていた残された男の脳が、崩くずれ落ちる同どう輩はいの身体からだから噴ふき出でる鮮せん血けつでやっと事態を理解する。

　パタが、同族を、抜ぬき打ちで斬きって捨てたのだ。

「吼ほえた者に対しあまりに不用意、もはや無礼である」

　抜ぬき身を下げて冷たく言ったパタに向け、残された男が慌あわてて抜ばつ刀とうし叫さけぶ。

「血迷うたか！」

「血迷っているのはそちらだ、奴ど隷れい売りの飼い犬ども。私は父上の鮮せん血けつを浴びて正気に返ったのだ。いや、違ちがうか、猛たけり狂くるうのが当然の状じよう況きようだと気づいたのだとすれば、狂きよう気きに返ったと言うべきか…」

　相手の構えた刀の先が震ふるえているのを見み透すかして、パタは続ける。

「正々堂々の立ち合いは久しぶりかな、ご年配」

　言葉を返さない相手にパタは挑ちよう発はつを重ねる。

「迷いあれば振ふるう刃はも鈍にぶる。己おのが所業に恥はじる影かげあれば、その太た刀ち、我わが身に届かぬぞ」

「…貴様の母親もただでは済まんぞ」

　パタは思わず歯をむいて唸うなった。

　サルーキの戦士が刀を構えて口にすることか！

「語るに落ちたな」

　パタの言葉が終わるか終わらないかの瞬しゆん間かんに、相手が刀を撥はね上げ上段から斬きりかかってくる。その刃は先さきを懐ふところに潜もぐり込むようにかわして脇わきをすり抜ぬける間に、パタは刀で擦するように相手のたるんだわき腹を裂さいた。

「貴様ら、正視に堪たえん。日々鈍にぶり、錆さび、緩ゆるんでいく」

　振ふり向き言い捨てたパタに、腹を押さえて地にうずくまった中年は唸うなる。

「てめぇらガキどもにっ、ただ砂さ漠ばくでくたばるだけだった、おれたちのことなど…！」

　男は歯を食いしばり、残りの恨うらみ言を飲み込んだ。

「介かい錯しやく…」

　パタが願いを聞き入れ、首を落とそうと近づいた瞬しゆん間かん、男はうずくまった姿勢で密ひそかに摑つかんでいた砂を浴びせかけての目め潰つぶしを狙ねらう。

　それを読んでいたパタは無情にその砂すな煙けむりをかわした。

　男の姿勢が崩くずれ、口からは痛みと恨うらみの呻うめきが、腹の傷口からは腸はらわたがこぼれた。

「戦士最後の意地、お見事」

　そう告げてパタは相手の首を落とした。




　パタはラクダを奪うばうと、馬上風を切って目め抜ぬき通りを堂々進んだ。

　通りは静まり返っていた。なにかの知らせが回ったのか、それとも砂さ漠ばくの外から来た人々にも今朝のただならぬ気配が感じ取れたのか、通りに人ひと影かげはない。ただ風が砂をなでている。

　市場の中心にあたる広場に近づく。

　遠目に三騎きのラクダ騎き兵へいが待ち構えているのが見えた。

　あちらもパタの影かげを認めて、年とし嵩かさの隊長格が通りを進んでくるパタに向け吼ほえる。

「パタよ、単たん騎きか！　あんな皇女に命かけての義理立てとは！」

　パタもラクダを止め、嘲あざけり返す。

「奴ど隷れい売りの飼い犬相手であれば、命がけというほどのこともなかろうが！」

「驕おごるな、小こ娘むすめっ！」

　叫さけぶと同時に隊長は抜ばつ刀とうし白はく刃じんを肩かたに担かつぐと、ラクダに拍はく車しやをかけパタ目指して突とつ進しんを開始する。

　それに手下二騎きも続く。

　隊長は内心すでに、自らの命を捨てている。パタの腕うで前まえは知っている。まともに切り結べば勝てまい。真正面から襲おそい掛かかり自分が斬きられても、ラクダごとまともに衝しよう突とつして砂地に相手を転がせられれば、後続の部下が始末をつけてくれるはずだ。足場の悪い砂さ漠ばくでラクダ騎き兵へい同士が戦う場合、落馬はそのまま敗北に直結する。

　眼前にラクダが迫せまる。騎き上じようのパタは悠ゆう然ぜんと構え、避さけようとする素そ振ぶりもない。

　隊長騎きとの衝しよう突とつのほんの一いつ瞬しゆん前、パタは素す早ばやく鞍くら上に脚あしを上げ、突とつ如じよ騎き馬ばの真上に跳はねた。

「バカな…」

　激げき突とつした二騎きのラクダは地に倒たおれ、投げ出された隊長が呟つぶやきながら砂に落ちる間に、空中に舞まい上がったパタの下に、後続のラクダ騎き兵へいがなすすべなく飛び込んでくる。そのラクダの首に跨またがるように着地すると同時に騎き手しゆの脳天に刀を振ふり下ろす。馬上で向き合うようになって呆あつ気けに取られたまま絶命した騎き手しゆの身体からだを突つき落とし、そのままパタはラクダを乗っ取った。

「曲芸師がっ！」

　残された敵の一騎きがそう叫さけび、追いすがってくるのを、背面乗りのままパタは迎むかえ撃うつ。

　馬上、相手が大きく薙なぐような横振ふりで刀を振ふり回してくるのを、上体を反らしてかわすと、その伸のびきった相手の手首から先を鮮あざやかに切り落とす。砂さ漠ばくに手首が落ち、バランスを崩くずした乗り手も落馬して砂地に投げ出される。

　パタは背面乗りから向き直って手た綱づなを取ると、先に地に落ちていた隊長に向けてラクダを駆かけさせる。ようやく砂の中から起き上がったところだった標的の胸を、ラクダがその太い脚あしの蹄ひづめで正面から踏ふみ抜ぬく。胸骨の砕くだける手応えがパタの手た綱づなにまで伝わり、隊長は口から血を吐はきながら砂の中に半ば埋うまるようにして息絶えた。

　そして、パタは片手になりながらもまだ息のある最後の一人に騎き馬ばをめぐらし向き合った。

　パタがすぐに向かって来ないのを見ると、砂さ漠ばくの戦士は断面から血の噴ふき出る腕うでを突つき上げて吼ほえた。

「来いっ、パタ！　腕うでの一本落としたくらいで、このおれに勝った気か！　首だけあれば嚙かみ付つくのがサルーキぞ！」

　パタは薄うすく笑う。

「お見事…」

　パタはラクダから下りた。騎き馬ばで踏ふみ殺すには惜おしい同族であった。

　痛みを紛まぎらわす気合の絶ぜつ叫きようと共に、サルーキの戦士は残った腕うでで刀を上段に振ふりかぶり、不ぶ恰かつ好こうながらパタへと襲おそい掛かかる。

　パタは素す早ばやく相手の胴どうを裂さき、膝ひざから崩くずれた相手の首を返す刀で落として楽にしてやる。首が先に落ち、それから戦士の死体はばったりと地に倒たおれ、その血を乾かわいた砂さ漠ばくが貪どん欲よくにすすった。




　シーシヒの邸てい宅たく前に乗りつけたパタは、その城のごとき正門と対たい峙じする。

　門は堅かたく閉じ、邸やしきは静まり返っている。出入りする者の影かげもない。

　そのまま突とつ撃げきしそうな勢いのパタへ、声をかけるものがあった。

「しばし待たれい！」

　三騎きの犬人の女たちである。いずれもどこで手に入れたのか、ラクダに乗っている。パタには見覚えがあった。母ニスリーンと同じ部屋に寝ねていた手て練だれたちである。

「昨夜の咆ほう哮こう、感じ入った。助すけ太だ刀ちを許されたい」

「正気の沙さ汰たではござらんが、構わなければ」

「望むところ」

　そう応じて、女の一人が門を指して続ける。

「もう少しすれば、あちらは門を開いて打って出てこざるをえなくなるはず。そこにねじ込む機会がある…母者が上う手まくやれば、だが」

「…皆みな様さま方がたは…」

　女たちは軽く笑う。

　大槍やりを肩かたに担かついで次女が言う。

「よろしくどうぞ、妹殿どの」

　弓を背負った四女が言う。

「末の妹まで死に所を心得た武士で誇ほこり高い」

　大刀を二つ下げた長女が言う。

「元より戦場で轡くつわを並べれば血けつ縁えん以上の姉し妹まいよ」

　その時、邸てい宅たくのバルコニーに人ひと影かげが見えたと同時に、大だい音おん声じようが鳴り響ひびいた。

「パタ！　私はここだ！」

　パタには聞き慣れた皇女の声である。

「迎むかえに来い！　私を！」

　遠目にも慌あわてていることがわかる召使たちが、皇女を取り押さえるようにして室内に引っ張り込んでいく。

「…呆あきれたお姫ひめ様さまだ、相変わらず」

　長女が嘆たん息そくした。




　パタが姉たちと言葉を交かわしているころ、市場の片かた隅すみで火の手が上がった。

　義勇軍残党が決起したのである。

　残党たちは蜃しん気き楼ろうの市でも最大手だった奴ど隷れい商しようの一団を襲おそい、その周囲の天幕に片かたっ端ぱしから火をつけ、奴ど隷れいの鎖くさりを解いて回った。その先頭にニスリーンの姿があった。

　これが世に言う『蜃しん気き楼ろうの暴動』の始まりである。

　シーシヒの邸てい宅たくに知らせが走り、パタたちがにらむ門をくぐって、サルーキ族の出動を請こうた。

　サルーキも、正門の真正面に四騎きの手て練だれが待ち構えていることはわかっていた。

　たったの四騎き。

　怖おじける我らか！

　サルーキ族の戦士たちは、口々に吠ほえ立て、族長は開門を指示した。

　この日ほど、サルーキの戦士たちが怠たい惰だの毎日を悔くいた日はない。




　まずラクダ騎き兵へい八騎きが邸てい宅たくの門より飛び出した。

「さきがけはいただく！」

　そう吼ほえて、パタ側からは次女が真っ先に突つっ込んでいった。

　パタたちもそれに続き、向こうの正門からは徒歩の兵がワラワラと続いてくる。

「のけのけぃ！」

　次女は頭上大槍やりをブン回し、先行の騎き兵へいに構わずその馬体の群れのど真ん中を突つっ切ると、そのまま徒歩の兵の中へと躍おどり込む。

　馬上で斬きり合うつもりだった騎き兵へいたちが意表を突つかれ、馬体をめぐらそうとしたところへ、四女の放った弓矢が次々飛んできて落馬者が続出する。残った騎き兵へいたちにパタと長女が襲おそい掛かかって、邸てい宅たく前はあっという間に乱戦となった。

　敵の群れの中に飛び込んだ次女は、馬上巧たくみに右に左に槍やりを振ふり回し、歩兵たちの命を奪うばっていく。

　次女の大槍やりの一いち撃げきに刺さし抜ぬかれたサルーキの戦士は思う。死ぬのはいい。しかし、今日、この日の自分が、過去一番強い自分でないのが残念だ。ああ、この手て練だれにめぐり合えると知っていれば、訓練を怠おこたりはしなかったのに！

　悔くいの内に死んでいくサルーキの戦士の一人が意地を見せた。

　大槍やりに腹を刺さされた瞬しゆん間かんに、身をそらすのではなく深く槍やりへと押し込んで、自らの腹に刺ささった槍やりをガッチリと両りよう腕うでで摑つかんだ。

　槍やりを抜ぬこうとした次女の腕うでに、戦士の全体重がのしかかる。

「洒しや落らくせぇ！」

　吼ほえて次女は戦士の身体からだごと大槍やりを振ふり上げ一いつ本ぽん釣づり、穂ほ先さきに戦士を串くし刺ざしにしたまま振ふり回す。周囲の兵が戦士の身体からだに弾はじき飛ばされる。ついに絶命した戦士から力が抜ぬけて、死体は戦場を吹ふっ飛とんでいった。

「門が！」

　乱戦の中、長女が叫さけぶ。

　見れば正門が閉まりつつある。

　次女はラクダに拍はく車しやをかけ、砂すな埃ぼこりの中、槍やりを振ふり回し、門中に騎き馬ばごと突つっ込む。

　門の陰かげから突つき出された槍やりが、馬上の次女のわき腹を深く刺さし通した。

　倒たおれぬまでも憤ふん怒ぬのうめきを上げて動きの止まったところへ、第二、第三の槍やりが突つき立てられ、その槍やりの勢いに次女の身体からだが鞍くら上で持ち上がる。

「姉者！」

「おうっ、よく見さらせぇ、妹ぉ！」

　パタの叫さけびにそう応じると、次女は最後の力を振ふり絞しぼり、全身の筋肉を引き締しめた。突つき立てた槍やりが抜ぬけないことに狼ろう狽ばいしたサルーキ戦士が槍やりから思わず手を放すと、次女は身体からだに槍やりの刺ささったまま大槍やりをふるって二人を殺し、退ひこうとする一人の背に槍やりを投げつけて、自分を刺さした者どもを皆みな殺してみせた。

　それからようやくラクダから下りると、門もん扉ぴの間にすっくと立つ。

「丸まる腰ごしで黄よ泉み路じは心細い！」

　次女は最後にそう吼ほえると自らの腹から槍やりを一本引き抜ぬいて、それを構えて立ったまま絶命した。

　次女が閉門を阻はばんだところへ、パタたちが飛び込む。

　この先の邸てい宅たく内はラクダでは進めない。パタたちはラクダを乗り捨てる。

「妹にさきがけ奪うばわれて生き残るは長ちよう姉しの恥はじよ！」

　立ち往生の次女の横に並び立ち、長ちよう姉しは鞘さやを地に捨てる。

「行けェ、パタぁ！」

　門に立ちふさがって、今度は外から襲おそい来る形になった兵を迎むかえ撃うつ体勢である。

　皇女目指して通路を駆かけだすパタの背後、二刀を構えて仁に王おう立だち、長ちよう姉しは一兵も抜ぬけさせぬ覚かく悟ごで襲おそい来る敵の群れへ吠ほえ立てる。

「来やれ、雑兵！」

　パタは振ふり返らずに胸中ただ姉たちを拝む、かたじけなし。




　この時、長女の立ちふさがる門の通りの向こうからは、暴徒と化した義勇軍残党と解放された奴ど隷れいたちが迫せまっていた。

　一方で、事前に市へと潜せん入にゆうしていた聖せい鍵けん軍の兵たちも、ようやく虚きよを突つかれた状態から立ち直りつつあった。指揮官の下もとに集まり、ギャンブル場の倉庫に隠かくしてあった武器を装備して、いざ邸てい宅たくへ向かおうとしていた。

　目標は皇女イリミアーシェ。

　勝敗はただその身み柄がらにある。

　パタたちも含ふくめ、この砂さ漠ばくの騒そう動どうの参加者全員が、皇女目指して動いていた。




　監かん禁きんされている部屋の外に騒さわぎが近づいてくるのを感じて、イリミアーシェは隣となりに並ぶサルーキ族ではない角人の見張りに言った。

「貴様になんの義理もないが一つ助言してやろう」

　見張りの向ける怪け訝げんの視線を顎あごで受けて、皇女は続ける。

「私に投降しろ。今なら命は許してやる」

　皇女の言葉の終わりとほぼ同時に、部屋の戸が音高く開いて、返り血に汚よごれたパタが踏ふみ込んでくる。

　召めし使つかいたちが泣き叫さけぶ中、何人かいた見張りたちは見る間にパタと四女に斬きり殺される。

「殿でん下か！　皇女殿でん下かっ！」

「少し遅おそかったな」

　慌あわててすがりつこうとした角人の見張りの首が皇女の目の前で落ちた。

　首から噴ふき出る血ち煙けむり越ごしに皇女は言う。

「パタ、見事だ」

「来るのが当然みたいな口ぶりだな」

　イリミアーシェは腕うでを広げて笑え顔がおを見せる。

「そんなことはない。通りの先にお前の影かげが見えたとき、私はとてもうれしかったぞ。抱だきしめて構わないか？」

　舌打ちを挟はさんでパタは手短に返す。

「…やめろ」

「照れおって」

　何な故ぜ、こいつはこうなのだ。戦士たちが死んでいるのだぞ？

　パタはもう一度舌打ちした。

　二人が会話を交かわす間に、四女はバルコニーから外をうかがう。

　いつの間にか正門前には暴徒たちが雪な崩だれ込み、恨うらみ骨こつ髄ずいのサルーキ族と血みどろの乱らん闘とうを繰くり広げている。

「ここがよかろう」

　そう短く言うと、四女は矢や筒づつを背から下ろした。

　パタにはすぐにわかる。正門前が見下ろせるバルコニーは弓で戦うのに理想の位置だ。しかし、それは城から脱だつ出しゆつせずにこの死地に留とどまることを意味する。

「時間はない。じきに聖せい鍵けん軍が来る。乱戦の収まらない内に行け」

　数ではサルーキ族に勝っても装備の貧ひん弱じやくな残党と、周しゆう到とうに皇女襲しゆう撃げきの準備を重ねてきただろう聖せい鍵けん軍。優ゆう劣れつは明らかである。

　ただ、こと勝敗ということに限ればわからない。

「…貴様、絶対に死なさんぞ」

　目を見み据すえて改めて言ったパタに、皇女は鷹おう揚ように応じる。

「良い覚かく悟ごだ」




　廊ろう下かに出ると邸てい内ないの混乱はいや増していた。

　あちこちに暴徒が入り込み、召めし使つかいたちが叫さけび、逃にげ惑まどい、どちらの味方か判別つかない連中がどの部屋でも略りやく奪だつを行っている。目が合うまで襲おそってくるか逃にげ出すかもわからない。

　背後に皇女を庇かばいつつ、パタは正門へと急いだ。

　たどり着いた正門付近は混乱の極きわみだ。

　数の暴力に圧あつ倒とうされ壁かべ際ぎわに追い込まれながらも、まだ戦意を失わないサルーキ族が必死の抵てい抗こうを続け刀や槍やりを振ふり回すのに、暴徒たちが家具やら石やらを乱暴に投げつけている。打ち身や擦すり傷きずだらけになっている同族の見知った顔に、パタは思わず目をそむけた。

　混乱の中でどうすることも出来ずにただ鳴いている鞍くらをつけたままのラクダが数頭見える。

　あれに乗れれば。しかし、この雑ざつ踏とうの中に踏ふみ込むのは…

　パタの逡しゆん巡じゆんの次の瞬しゆん間かん、門の外から叫さけびが聞こえた。

「人間どもだあ！」

　装備を整えた聖せい鍵けん軍が来たのだ。

　暴徒たちの一部が息巻いて外に飛び出し、残りは恐おそれて中に逃にげ込む。サルーキたちはどうしたものか戸と惑まどったままへたり込む。

　ラクダまでの道が開けた。

　皇女の手をしっかり摑つかむと、パタはラクダ目指して突つっ込んでいく。

　その姿を認めたサルーキ族の一人が大声を上げた。

「パタぁ！」

「族長…！」

　パタは言いつつも足を止めず、ラクダに飛び乗り、皇女を引き上げ後ろに乗せる。

　その足元に傷だらけの族長が追いすがる。

「裏切り者めがぁっ！」

「そう口にしてそちらは恥はじるところもないのか！」

「おれを斬きってから行けっ！」

「もはや自力ではラクダにも乗れまい？　戦士でない者を斬きる剣けんは持たぬ！」

　族長を足あし蹴げにして、パタはラクダに拍はく車しやをかけた。

　残された族長は別のラクダを捕つかまえて二人を追おうとしたが、贅ぜい肉にくの付いた自らの身体からだを馬上に上げることができず、自分が本当に独力ではラクダに乗れなくなっていることを知った。羞しゆう恥ちに憤ふん怒ぬの声を上げ、族長は自分の腹に刀を突つき立てた。慌あわてた周囲が取り押さえ手当てをして、族長は結局一命を取り留めた。腹の脂し肪ぼうに刃はが阻はばまれたためであったとも伝わる。

　ネクル界で訓練を怠おこたって太った戦士を揶や揄ゆして「肉が邪じや魔まして馬すら乗れず、自分の腹すら切れやせん」と囃はやし立てるのはこの故事に由来する。




　ラクダで駆かけ出た正門前では聖せい鍵けん軍と残党が早くも戦せん端たんを開いていた。見れば、先ほどまで争っていたサルーキ族にも残党側について戦いだす者が現れている。

　正門前は前以上の密度の乱戦となり、ラクダを乗り入れる隙すき間まもない。聖せい鍵けん軍はすでに邸てい宅たく前面を囲んでいるようだ。乱戦を抜ぬけ出せたとしても、その包囲も破れるか？

　そこにまた敵が増える。

「竜りゆうだ！」

　強い日差しの空を見上げると、こちらに飛んでくる濃こく巨きよ大だいな影かげが二体、黒々と見えた。二騎きの竜りゆう騎き兵へいが迫せまってくる。

　正門目指して攻せめ立ててきていた敵兵たちがスッと後方に下がる。

　パタは咄とつ嗟さにラクダを正門の柱の陰かげに隠かくした。

　直後、正門前を竜りゆうの吐はき出した火球が襲おそった。

　火達磨ひだるまになった亜あ人じんが周囲に転げ回り、焦こげた臭においが広がった。

　火球を吐はきかけ終え、もう一度正門から距きよ離りを取ろうとした竜りゆう騎き兵へいの乗り手が一人、こめかみを弓で撃うち抜ぬかれ地に落ちる。

　四女によるバルコニーからの射しや撃げきであった。

　乗り手を失った竜りゆうは一声、悲ひ嘆たんの咆ほう哮こうを上げると、高く空へ上っていきそのまま戦場を離り脱だつした。乗り手の死んだ竜りゆうに、戦場に止とどまる義理はない。

　恐おそるべき弓手がいることを察知した残りの一騎きは、竜りゆうの腹をバルコニーに向けて乗り手を隠かくしながら距きよ離りを取る。四女の素す早ばやく射い掛かけた二の矢が空むなしく鱗うろこに弾はじかれた。

　竜りゆうの乗り手は考える。焦あせることはない。火球で始末してやればいい。再度火球が吐はけるようになるまで、焦あせらず数えて百だ。

　その間に、四女は乗り手を狙ねらって弓を射る。そのどれもが空を切るか、竜りゆうの鱗うろこに阻はばまれる。その矢がむしろ、四女の位置を正確に竜りゆうの乗り手へ知らせる結果になった。

　百を数えた乗り手は鞍あん上じよう姿勢を低くし、バルコニーの見事な弓手へ向け竜りゆうを真まっ直すぐ落としていく。火球を吐はき出そうと竜りゆうが口を大きく開く。

　その一いつ瞬しゆんを四女は待っていた。

　四女の黒い矢じりの自じ慢まんの矢は、竜りゆうの口に飛び込み、深く喉のどを貫つらぬいて、竜りゆうの脳のう髄ずいへ達した。竜りゆうの喉のどまで来ていた火球は弓矢と入れ違ちがうように口から飛び出し、四女の身体からだを焼き尽つくした。四女はこの世に骨も残さず死んだ。




　撃うち落とされた竜りゆうがバルコニーに激げき突とつし、そこから力なく巨きよ体たいが落下してくると、それを避さけようとした人々が大きく動き、その圧力で聖せい鍵けん軍の包囲が崩くずれた。

　パタは躊躇ためらいなくラクダを敵兵の群れへ突つっ込ませる。

　敵軍の包囲態勢が再度整う前に、ここを突とつ破ぱしなければならない。

　その判断はおそらく正しかった。

　突とつ如じよ、柱の陰かげから飛び出してきた一騎きのラクダ騎き兵へいの突とつ撃げきを前に、竜りゆうの死に気を取られていた聖せい鍵けんの戦士たちは左右に身を避さけるのが精せい一いつ杯ぱい。割れた兵の隙すき間まにラクダを突つっ込み、刀を左右へ乱暴に振ふって、パタは囲みを一気に抜ぬけるはずであった。

　そのラクダの突とつ撃げきを、一人の戦士が真正面から受け止めた。

　その人間の戦士はラクダの突とつ進しんを正面がっぷり摑つかんで受け止めると、気合一声、そのまま腕うでを返して騎き馬ばごとひっくり返した。

　相手の怪かい力りきに驚きよう愕がくしながら、パタと皇女は地に転げ落ちる。

　素す早ばやく身を起こして皇女を背に庇かばったパタを槍やりや剣けん先さきで囲んで、聖せい鍵けんの戦士たちが口々に喚わめく。

「皇女だ！」

「イリミアーシェだ！」

「魔ま王おうの娘むすめだ！」

　パタの膝ひざが初めて震ふるえる。こんなにも死が近くに。こんなにも近い未来に。

　その聖せい鍵けん軍の背後、一騎きのラクダ騎き兵へいが、通りに砂すな煙けむりを巻き上げながら突つっ込んでくる。肩かたに大刀を担かついだニスリーンは、駆かけてきた勢いのまま、聖せい鍵けん軍の集団のド真ん中にラクダを乗り入れた。

　ラクダを駆かけさせながら馬上ニスリーンは右に左に大刀を振ふり回し、下から突つき立てられる槍やりを切り伏ふせ、進路を塞ふさぐ敵兵を踏ふみつけて、皇女たちの脇わきすら駆かけ抜ぬけて、聖せい鍵けん軍を真っ二つに割ると、正門前でくるりと騎き馬ばの向きを変え、またも正面から敵軍に躍おどりこむ。背後から虚きよを突つかれた聖せい鍵けん軍はなすすべなく、ラクダに踏ふみ殺されるのだけは避さけようと、砂の上を無様に転げ回る。

　そして、包囲された皇女たちのところまでまたやってくると、ニスリーンは素す早ばやくラクダを下り、パタにささやいた。

「風を感じてるか？」

「うん」

　動どう悸きの治まらぬパタは子どもじみた声を出す。

「うまく乗んなよ」

　刀構える母の背後で、パタと皇女はニスリーンの乗ってきたラクダに乗る。

　そのラクダの脇わきに荷のごとく括くくり付けられていたボロボロの長女が呻うめく。

「母者ぁ…死なせて下され…生き恥はじじゃあ」

「そう思うなら生きながらえて恥はじをすすぐ機会を待ちな。今さら死んでも恥はじの上うわ塗ぬりだよ」

　ニスリーンの奇き襲しゆうから立ち直った聖せい鍵けんの戦士たちはすでに包囲を完成している。

「逃のがさんぞ」

　先ほどパタのラクダを引き倒たおしてみせた人間の戦士が低く言った。

　ニスリーンは言葉を返さない。

　戦士たちの足元の砂がサラサラと鳴った。

　その直後、強い砂すな嵐あらしが蜃しん気き楼ろうの市を襲おそった。

　優すぐれたサルーキの戦士たちは砂すな嵐あらしを予感し、そして、その嵐あらしを乗りこなすという。

　強きよう烈れつな暴風と襲おそい来る砂つぶてに、サルーキ以外の人々はみな思わず顔を庇かばい身を伏ふせた。

　人々が顔を上げた時、そこにいたはずのラクダ騎き兵へいは魔ま法ほうのように消えていた。




　しばし絶句していた人間の戦士が、ニスリーンに言う。

「…あの嵐あらしのための捨て駒ごまであったか」

「捨て駒ごま？　もうアタシを討うち取った気か」

「また嵐あらしが来るとしても、ラクダはいないぞ」

「貴様らすべて斬きり殺せば逃にげる必要はない」

　ニスリーンの挑ちよう発はつにすぐには応じず、男は包囲から一歩進み出て言った。

「気骨ある戦士を多勢で嬲なぶり殺すは趣しゆ味みに合わんな」

　それから男は鞘さやを払はらい、幅はば広ひろの大たい剣けんを頭上大きく一回しする。切れ味でなく、重さで殺す剣けんだ。男の鍛きたえ上げられた太い腕うでと肩かたの筋肉が砂さ漠ばくの強い日差しを受け深い影かげを作る。強く、しなやかな、理想の戦士の肉体。大たい剣けんを身体からだの一部のように滑なめらかに振ふるう。その仕草一つで、ニスリーンは相手の途と方ほうもない力量を感じ取っていた。

「他は手出しせん」

　戦士は居合わせた双そう方ほう全軍に聞こえる大声で告げた。

「みな聞け！　正々堂々たる、戦士と戦士の一いつ騎き打うちである！　目的の魔ま王おうの娘むすめはすでにこの地を逃のがれ、互たがいの兵は十分に死んだ！　この一いつ騎き打うちをもって、この戦いの治めとしよう！」

　この見事な強敵を前にして自分の心臓が奇き妙みように平静なのは、相手の落ち着いた口調のせいか。それともすでに身体からだが死を悟さとっているせいか。

　そう考えてしまった自分をもう一度鼓こ舞ぶするために、ニスリーンは芝しば居いがかった台詞せりふを口にする。

「人間にも戦いくさの礼節を知る武士がいるらしい」

　そんなニスリーンの心を見み透すかしてかすかに口の端はしを持ち上げ、人間の戦士は名乗った。

「聖せい鍵けん軍筆頭戦士、ニモルド」

　ニスリーンも返す。

「ニスリーン、名に足すものはない」

　人間の戦士は一いつ瞬しゆん息を吞のみ、そして心底から吐はき出すように言った。

「見事だ、犬の戦士」

「参る！」
















　犬人ニスリーンは吼ほえ、人間ニモルドは砂地を強く踏ふみしめる。

　砂さ漠ばくで行われたこの一いつ騎き打うちこそ、第二次聖戦における武の最さい高こう峰ほうであったことは論をまたない。ニスリーンは生しよう涯がいをかけて培つちかった闘とう争そうの技わざのすべてを、この一戦に出し尽つくし、砂さ漠ばくにその命を散らし、悔くいるところはなかった。対する戦士ニモルドも、眉み間けんから左頰ほおにかけて顔面を二つに分ける深い面おもて傷きずを受け、その傷は消えることはなかった。この後の生しよう涯がいずっと、笑いや叫さけび、あるいは寒さや乾かん燥そうで顔の肉が引きつりその傷が疼うずくたび、ニモルドはこの好敵手を思い出した。




　一いつ騎き打うちの後、聖せい鍵けん軍は宣言通り兵を引いたが、義勇軍残党はすでに多くの犠ぎ牲せいを出しており、そのまま崩ほう壊かいした。残党を率いていたボルゴーの弟分の犬人も戦死したようである。

　教会は暴動への関かん与よを否定し、蜃しん気き楼ろうの市のことについてまたも口を閉とざした。

　大商人シーシヒはしぶとく生き残り、蜃しん気き楼ろうの市の復興に力を尽つくした。

　皇女イリミアーシェはパタとその姉と共に砂さ漠ばくを越こえ、亜あ人じんの国に舞まい戻もどり、世に言う『モガウルの大号令』を行って、聖戦は続くことになった。

　この後、砂さ漠ばくのサルーキ族から皇女の下もとに走る者はあとを絶たず、砂さ漠ばくに暮らすサルーキ族は数を急激に減らしていった。砂さ漠ばくを去った者たちは自分たちこそが正統なサルーキの戦士だと信じ、残ったものは残ったもので自分たちが正統だと信じた。砂さ漠ばくを出た者たちは他の犬人部族の中へ徐じよ々じよに溶とけ込んでいき、砂さ漠ばくに残った者たちも蜃しん気き楼ろうの市と運命を共にして、サルーキという部族は最後にはこの世からかき消えた。

　なお後世にニスリーンやその娘むすめたちの知られざる子から続く血族を名乗る犬人が多く現れたが、その九割以上が偽にせ物ものであり、残る一割の主張も、ただ彼女たちが放ほう浪ろうを好んだ奔ほん放ぽうな英えい雄ゆうだったことに基もとづく、ありえなくもないというような曖あい昧まいなものばかりである。

　ニスリーンは星に上げられ、剣けん客かく座が観測された。
















　さて、東から始聖王率いる人間たちが、西からは初代皇こう帝てい率いる亜あ人じんたちが進んできて、神別れの山脈で対たい峙じしたまさにその時です。

　そのにらみ合いの間にあった山脈の洞ほら穴あなから小こ柄がらな人らしきものが飛び出してきたのです。

「なんだお前たちは！　ヒトの家の前で騒さわぎやがって！」

　小さな人の言葉に、人間が答えます。

「おれたちはワウリ神の作った人間だ！　この聖なる鍵かぎこそ、その証しよう拠こだ！」

　小さな人の言葉に、亜あ人じんが答えます。

「おれたちはネクル神の作った亜あ人じんだ！　この空の宝ほう冠かんこそ、その証しよう拠こだ！」

　人間と亜あ人じんが声を合わせて言いました。

「お前こそなんだ！」

　小さな人は答えます。

「おれたちはゴブリンだ！　この穴の奥にあるゴブリンの玉座こそ、その証しよう拠こだ！」

　そう言って小さな人は洞ほら穴あなの奥を指差しました。

　人間と亜あ人じんが問い返します。

「それがなんの証しよう拠こだって？」

「ゴブリンの証しよう拠こだ！」

　人間も亜あ人じんも困ってしまいました。

　ワウリもネクルも首を傾かしげました。というのも、ゴブリンを作った覚えがどちらにもなかったからです。

　仕方なく、ネクルが空から顔をのぞかせて言いました。

「ゴブリンよ、お前たちはあんまり私たちには似ていないようだから、亜あ人じんの仲間に入りなさい」


（創世神話──ゴブリン）　　　
























　俗ぞくに冒ぼう険けん男だん爵しやくと呼ばれる人間の貴族アルゴは人にも亜あ人じんにもよく知られていなかったゴブリン地下世界を探検して、その風ふう俗ぞくを書物にまとめ世に伝えた。

　彼の著あらわした『地底の玉座──ゴブリン王国見聞録』は当時の大ベストセラーとなり、人々のゴブリンのイメージを変え、またゴブリン自身の意識も変えた。

　数年にわたる地下世界の旅の詳しよう細さいを記した大著からいくつかの場面の抜ばつ粋すいを交えつつ、その事じ跡せきを記す。




　以下は冒ぼう頭とう部分からの引用である。




◆




　さて、これから語ろうと思う長い冒ぼう険けんについて、どこから始めるのが適切であろうか。

　我わが輩はいの長い地下旅行のそもそもの始まりがいつなのかと考えてみるに、それはやはり助手と出会ったあの日がそれに当たると考える。

　であれば、やはりこの本の最初にも、その日のことを記すのがよかろう。




　それは聖戦１２８３年の夏祭りの日であった。

　我わが輩はいは自らの所領であるところのある村の祭りへ招かれて行った。

　お定まりどおりの夕方の式典に出席する前に、我わが輩はいは毎年の習慣に従って、昼の間の祭りの準備にイキイキと動き回る人々の合間を一人ゆったりと歩いて回った。幸福な下々の中を歩くのは我わが輩はいをよい気分にさせてくれる。よく晴れた気持ちのいい日であった。我わが輩はいはだれに呼び止められることもなく、のんびりと満ち足りた気分で会場であるところの村の広場を巡めぐった。

　そこで会場の隅すみに陣じん取どった一つの天幕に出会ったわけだ。

　その天幕の入り口には『見世物小屋』の看板がかけられていた。そしてそこには、最大の目玉として「山脈の西から来た最後の怪かい奇き」という文句と共に、ゴブリンが紹しよう介かいされていたのである。

　我わが輩はいは亜あ人種奴ど隷れいを持つような趣しゆ味みは持っていないが、貴族の知り合いの家で使われている犬人や猫ねこ人ならば見たことがあった。が、ゴブリンは亜あ人じんの中でも特別な変わり種だと聞く。我わが輩はいは心惹ひかれた。

　祭りはまだ始まっていなかったが、我わが輩はいは呼び込みらしき男に興行主へ取り次いでもらい、いくらか金を払はらって特別に天幕の中の檻おりに待機中のゴブリンを見せてもらうことにしたのだった。




　まず、ゴブリンは非常に小さい種であった。おおよそ、十歳くらいの人間の子どもくらいの印象である。違ちがうのは身体からだのバランスで、かなり頭でっかちだ。その大きな頭に毛は一本もなく、大きな尖とがった耳がむき出しになっているのが面おも白しろい。肌はだ色いろはかつて絵画や図ず鑑かんなどで見た通りの暗い紫むらさき色いろ、切れ長の目は不気味に赤い。

　檻おりの中でただ腕うでを組んで簡素なイスに座っているゴブリンは裸はだかに腰こし巻まきだけを身につけて、むっつりと押し黙だまっていた。

「ずいぶん下腹が出ているのだな」

　我わが輩はいがポツリと呟つぶやいた言葉に、それまでただ不満そうにそっぽを向いていたゴブリンがじろりと一いち瞥べつをくれた。

　それからいかにも不ふ機き嫌げんという口調で、

「これはイモのせいだ」

　と言ったのだ。

　これが我わが輩はいと後に助手となった男との最初の会話になった。

　それから彼は、下腹が出ているのは自分個人の特とく徴ちようであってゴブリン一いつ般ぱんのそれではない、自分にしたところでこれはこの国のイモばかり使った食事が身体からだに合わずやたらと腸内にガスが出るために通常以上に張ってしまっているのであって、尋じん常じようの食事さえとっていればこうも腹は膨ふくれていない、というようなことを一気にまくし立ててきた。

　我わが輩はいが呆あつ気けにとられていると、どこからか興行主が飛んできて、その小さな亜あ人種に向けて、仕事中は口を利きくなと怒ど鳴なった。ゴブリンはまた不満げな顔でそっぽを向いた。興行主は我わが輩はいに対してひどく卑ひ屈くつに謝罪をしてきたので、我わが輩はいとしてはなにも謝ってもらうようなことはない、むしろもう少しこの亜あ人じんとしゃべってみたい旨むねを伝え、いくらか謝礼をチラつかせると、相手の態度はさらにも卑ひ屈くつなものになったので我わが輩はいは閉口した。

　いわく、ゴブリンの実物などは大変珍めずらしいものであるのに見世物としてはまるで人気がない、昨今の人々は知的好こう奇き心しんが足りない、その点、旦だん那なはまったく見上げたものだとかなんとか。彼を追い払はらうのに我わが輩はいはもう少し金を使った。

　興行主を厄やつ介かい払ばらいし狭せまい天幕の中で鉄てつ格ごう子しを挟はさんで差し向かいになると、ゴブリンの方も流石さすがにこちらに視線を向けてきた。

　以下はその際に話しながら書き付けた実際のメモからの引用である。




　──生まれはどこか？　噂うわさに聞く魔ま王おうの帝てい都とマゴニアか？

「ゴブリンの生まれは山脈に決まっている」

　──山脈？　神別れの山脈？

「なんの説明もなしに山脈と言ったらそうに決まっている」

　──ゴブリンは山に住んでいるのか？

「山の中の洞ほら穴あなの奥、山脈の地下の世界に住んでいる。そんなことも知らないのか」

　──洞どう窟くつの生まれとなれば、外の世界で驚おどろくことも多かろう？

「驚おどろくことなどない。呆あきれることなれば大いにある」

　──呆あきれるとは？

「ここいらはあまりに遅おくれており、非常に不便で、人間の知識レベルの低さにも参っている。特に自分を使し役えきしているつもりの、あの興行主の無教養には辟へき易えきしている」

　──山の洞どう窟くつに住んでいるような種にしてはずいぶんないい様に思うが。

「『山の洞どう窟くつ』などと聞けば人間の貧ひん困こんな想像力にかかるとまさに熊並みの暮らしを思い浮うかべるのだろうが、我らはその穴の奥で豊かな暮らしを送っている」

　──にわかには信じがたい。

「ゴブリン製作の見事な飛ひ空くう挺ていやカラクリ群を知らぬわけではあるまい。あれが何よりの証しよう拠こだ。我々は地下世界に我らだけの王国を持っているのだ」

　──『王国』と言ったのか？　（驚おどろき！）ゴブリンは魔ま王おうに従っていないのか？

「それには長い歴史と経けい緯いがある。我らゴブリンは亜あ人じん皇こう帝てい陛下に完全に仕えているが、我ら独自の玉座もまた頂いているのだ。そしてその玉座は空位である。空位ではあるが失われてはいない」

　──創世神話にあるゴブリンの玉座か？　実在するのか？

「知っているのか、人間にしては教養のあることだ。当然、玉座は実在のものである。地下王国最深部、エメラルドで作られたゴブリン宮きゆう殿でんの王の間で、一族の歴史を証あかし続けておるわ」




　この後、助手は問わず語りにゴブリン王国の進んだアレコレについて話した。我わが輩はいはメモを取るのも忘れ、夢中で聞いた。洞どう窟くつの硬かたい岩がん盤ばんを掘ほり進むための火か炎えんの術、闇やみの中の奈な落らくに続くかのように深い陥かん没ぼつ穴、その上を渡わたるための機械仕じ掛かけの宙ちゆう吊づりカゴ、鉄の道を進むというトロッコなる装置、光を外から受けずとも自らの内から光を放つという発光クリスタル、人の身の倍はあるという砂すな蟲むしたちや肉食モグラの危険、そんな闇やみの世界を征せい服ふくし暮らしているゴブリンという驚きよう異いの種族…

　じきに天幕を離はなれねばならない時が来た。夏祭りの式典の合間も我わが輩はいは上の空であった。頭の中は不可思議な地下世界への夢想でいっぱいであった。

　我わが輩はいは式典を終えると例の天幕へ駆かけ戻もどり、興行主から助手を買い取った。

　我わが輩はいは老ふけ込むような年でもないが、決して若くもない。にもかかわらず、その時、胸は熱く燃え、全身は未知への冒ぼう険けんに向かう情熱に沸わきかえっていた。

　何な故ぜ、そうなったのかはわからぬ。思うに、創世神話にあるとおり、理由は我わが輩はいの側にはなかったのであろう。なにかが訪おとずれ、我わが輩はいを動かしたのだ。それまでは始まっていなかったが、あの日から冒ぼう険けんは始まった。それだけのことだ。




◆




　ここからしばらくは男だん爵しやくによる助手に対する事前の聞き取り調査と、留守の間の家の差配等などの身辺整理のあれこれ、冒ぼう険けんに向けた具体的準備、さらに冒ぼう険けんに反対する親族との赤せき裸ら々らなやり取りの詳しよう細さいな描びよう写しやが続くが、割かつ愛あいする。

　すべての準備が整った春先に、男だん爵しやくは助手と共に地下世界へと旅立った。最終目的地は王国の最深部にあるというエメラルド宮きゆう殿でんの玉座と定めた。

　男だん爵しやくは例のゴブリンを奴ど隷れいとしてではなく、ガイドとして雇こ用ようする契けい約やくを結び、以降、彼のことを助手と呼ぶ。助手は奴ど隷れいからの解放と引き換かえにその珍ちん奇きで面めん倒どうな仕事を引き受けた。

　こうして多くの挿さし絵えや絵本で描えがかれたヒョロリとした長身に口ひげをたくわえた情熱と夢にあふれる冒ぼう険けん男だん爵しやくと、チビで下腹ばかり張った無愛想なゴブリン助手のコンビが誕生したのである。




◆




　我わが輩はいと助手とが山脈内部の地下世界へと足を踏ふみ入れた入り口に当たる洞どう窟くつは黒い塔とうの砦とりでにほど近い山腹にあった。正確な場所については助手との約束に基もとづいて記さぬが、その砦とりでとの意外な近さに、我わが輩はいは驚おどろきを禁じえなかった。いまや聖せい鍵けん軍の本ほん拠きよ地ちとなっている黒い塔とうの砦とりでを巡めぐる一戦においてはゴブリンの兵士も多く参戦していたと聞く。聖せい鍵けん軍にとってこれは大変危険なのではと当初は思ったものだが、その洞どう窟くつを奥に進むにつれて考えは改まった。その道はあまりに細く狭せまいもので、身の丈たけの低い助手でようやく立って進める高さであり、我わが輩はいは途と中ちゆうから四よつん這ばいになって進まざるをえなかった。こんな道では砦とりでをどうこうするというような軍事行動になど使いようがない。

　我わが輩はいが四苦八苦しながらもっとマシな道はないのかと尋たずねるのに、助手は人間が入るにはこの道がもっとも適していると答えた。もっと広い洞どう窟くつもあるが、それはもっと標高の高い危険な場所にしかなく、そこまで徒歩で上るのは大変な困難であり、それはもはやそれだけで一つの挑ちよう戦せんで冒ぼう険けんになってしまう。行くとすれば飛ひ空くう挺ていが必要になるだろう。よしんば飛ひ空くう挺ていが用意できたとしても、船せん籍せき不明の飛ひ空くう挺ていが近づけば問答無用で攻こう撃げきされるのがオチだ。多少、窮きゆう屈くつでもこの道がベストである。以上のようなことを助手は整然と語った。

　我わが輩はいとしては反論のしようもない。

　それからはただ黙もく々もくと、先を行く助手の下げるランタンの灯ひに遅おくれないようせかせかと這はい続けた。

　そのようにしてどれほど進んだか、日のない場所では時間の感覚が難しい。

　地にすり続けた膝ひざの感覚がなくなってきた頃ころ、空間が急に開けた。そこは大きなドーム状の空くう洞どうであった。壁かべには多くの照明がつけられているようであったが、それは火のついた赤い松たい明まつの光などではなく、奇き妙みように青っぽい光を放っていた。これが助手から聞いていた光るクリスタルを利用した灯あかりかと、我わが輩はいは早くも興奮で膝ひざや腰こしの痛みなどあっという間に忘れてしまったのだった。よく見れば、その灯あかりの下にはちょうど今しがた我わが輩はいと助手が這はい出てきたような穴がいくつも開いていた。いく筋かの川が湖に流れ込むかのごとく、いくつもの細い洞ほら穴あながこの空くう洞どうに繫つながっているらしい。そして、さらにも奥へと続いているらしい一ひと際きわ大きな洞ほら穴あなが一つあり、その地面からは二本の鉄の線が延のびていたのだった。

「ここでしばし定期トロッコを待つ」と助手に言われ、我わが輩はいの興奮はいや増した。




◆




　ここから男だん爵しやくと助手による長い地下旅行が本格的に始まる。

　この大分の著作にはそれまで知られていなかったゴブリンの文化が多く記されている点が読者をひきつけた。その中のいくつかを抜ばつ粋すいする。




◆




　ゴブリン地下王国の構造は巨きよ大だいなアリの巣に似ている。

　地下を掘ほって作られた無数の巨きよ大だいな部屋が、細いトンネル坑こう道どうで繫つながっているイメージだ。そして、それが徐じよ々じよに地下に深く潜もぐっていく。我わが輩はいとしてはその全体図を記録しながら旅したいところであったが、それは助手に止められてしまった。その構造は我わが輩はいのような地下に慣れぬ者にはあまりに複雑で、今思い出そうとしてもうまくいかない。現地に戻もどればいくらか記き憶おくが戻もどるかもしれぬという程度である。

　ゴブリンたちはその部屋ごとに、地上でいうところの村のような感覚で集落を作っているようだが、地上のそれと違ちがう点は、その部屋集落ごとに役割が非常にはっきりと分かれている点である。

　例えば、ある集落では食しよく糧りよう生産が、別の集落では飛ひ空くう挺ていの造船作業が、また別の部屋では錬れん金きん術じゆつの研究実験が、という具合である。それぞれの部屋は人の通るトンネルとは別に物資が行き交かうための管で結ばれており、そこを通して主に食料が配給されている。

　そのために食しよく糧りよう生産のための部屋集落がまず大きな中心の恒こう星せいとしてあり、その周囲を取り巻く衛星のように他の専従部屋が作られていくのが基本形のようである。そういう小さな地下集落銀河がいくつも層を成しているのがゴブリン地下世界の基本イメージであるようだ。集落銀河間の行き来は非常に稀まれで、物資配給管よりもさらに細い連れん絡らく用の管で結ばれているだけだ。その管に手紙を入れ空気を吹ふき込むことでメッセージを送るのだそうだ。ゴブリンは色々なことを考えるものである。

　深層へ進めば進むほど、集落の人口は減り、それに伴ともなって、道は険しく整備されていないものが多くなっていった。そこには陥かん没ぼつ穴、野生生物、その他多くの危険が潜ひそみ、我わが輩はいの旅路を何度となく阻はばんだ。それらについては後に語ることにしよう。




　我々にとっての小麦や米のように、ゴブリンにとっての主食はキノコである。

　彼らは実に多た彩さいなキノコを育てており、麵めんのようにすすって食べるキノコや粉末にして調味料にするキノコ、食用にとどまらず薬にするキノコ、干して繊せん維いとして用いるキノコ、建材とするキノコなども育てていた。ゴブリンたちは大たい抵ていのものを工作に適した岩石から作り上げているので家具類も石造りであることがほとんどであったが、寝ね床どこやソファなどの柔やわらかさの欲ほしいものにはこのキノコを用いていた。また、彼らの作り出す精せい妙みようなカラクリの多くにも、この特とく殊しゆな工業用キノコたちは使われているようで、特に飛ひ空くう挺ていの高性能の秘密はこの軽く丈じよう夫ぶで伸しん縮しゆく性のある素材が多くを負っているようであった。それらの技術については当然、人間の我わが輩はいに明かされることはなかった。まあ技術者でもない我わが輩はいは説明されても理解できたとは思えないが。

　よくキノコと一いつ緒しよに調理されているのが土エビである。初めて食べた時には我わが輩はいはつまりそれは虫ではないかと怖おじ気けづいたのだが、思い切って口にしてみるとたしかにそれはエビといって差し支つかえない食感風味であった。後に養よう殖しよく場を見学させてもらったが、くみ上げた地下水で作った泥どろのプールの中で養よう殖しよくされているそれはエビというよりはザリガニに近い印象の生き物で、少なくとも、我わが輩はいにとって食べるのが恐おそろしくなるような生き物でなかったことは確かである。助手によると土エビは丁てい寧ねいに泥どろ抜ぬきしてからでないと食べられたものではないとのことだが、そのまま食べる機会は幸いにしてなかった。




　ゴブリンの地下王国にあって、人間という存在は珍めずらしいものではあるものの、最近では絶対にありえないというほどのものではないらしいことが、まず我わが輩はいを驚おどろかせた。地下旅行の間を通して我わが輩はい自身が他の人間と行きあったことは一度もなかったが、ゴブリンたちが腰こしを抜ぬかして大おお騒さわぎになるというようなこともなかった。せいぜいがじろじろ見られる程度のものである。人間がまず来たこともないような深層に至った後に集落に着いた際は、最初にその集落の代表者に挨あい拶さつしておくようにしていたが、そこでの反応もほぼ同じで、珍めずらしがられつつも驚きよう愕がくされるというほどのことはなかった。噂うわさを聞きつけた子どもたちが何人か連れ立って見物にやってくる程度のことはあったが。

　しかし、我わが輩はいが地下にやってきた目的が商談でないと聞くと、これは大変に興味を持たれた。彼らの元を訪おとずれる人間はどうやら今のところ野心に燃える商人ばかりのようである。

　ゴブリンたちにとって地下王国最深部の宮きゆう殿でんを訪おとずれることは聖地巡じゆん礼れいのような意味合いを持つようで、我わが輩はいの助手が宮きゆう殿でんを目指しての旅の途と中ちゆうであることを口にすると、それだけで一定の敬意を払はらわれるようであった。「私も時間があれば」とか「一生で一度くらい、とは思っているのだが」とか、そういう言葉を口にするゴブリンも多い。

　思うに、彼らにとって魔ま王おうはもちろん尊敬の対象でもあり権けん威いも認めているが、それはあくまで世せ俗ぞく的権力であり、山脈地下深くにある玉座に向ける思いはまた別のものなのだろう。

　我わが輩はいはますますゴブリン宮きゆう殿でんへの関心を深めたのであった。




　助手は旅の間、何度となく我わが輩はいを驚おどろかせた。

　まず深く印象に残っているのは我わが輩はいたちが旅を始めて最初の大きな地下集落にさしかかった時のことである。

　なんと集落に入ったらまずは肌はだを黄土色に染めたいというのだ。あまり田舎いなか者ものだと思われて目立つのもいやだから、と。

　聞けば、彼らは特とく殊しゆな染せん料りようを塗ぬって肌はだ色いろを好きな風に変えるのだという。その時々に流行があり、今の流は行やりはもっぱら黄土色なのだという。他に深い青色や赤しやく銅どう色や深緑色と、かなりの選せん択たく肢しがあるらしい。しかし、それらの塗と料りようは日光に弱く、地上に出ればすぐに剝はげてしまって、地上の我々に見慣れたあの紫むらさき色いろのゴブリンへと戻もどってしまう。そのような姿を彼らはいささかみっともない、野や暮ぼったいと感じているようである。

　たしかに裕ゆう福ふくなゴブリンほど地上に出る必要がないというゴブリン社会の状じよう況きようと合わせて考えると、そのことはよくわかるようにも思う。我わが輩はいとしてはあまり鮮あざやかな色のゴブリンたちは奇き抜ばつに見えるばかりなのだが。

　必要な金を聞けばさしたる量でもなかったので（ゴブリン王国ではもっぱら金が通貨として使われている）、染めさせてやることにした。集落の入り口すぐの染め屋（我々にとっての床とこ屋やのようなものであろう）に意い気き揚よう々ようと入ると、助手は店員に大きめの金だらいの中で、黄色い泥どろのようなものを頭からつま先まで全身塗ぬりたくられた。そのまま一時間ほど置かれ、すっかり泥どろが乾かわいた頃ころに、店員が金属のへラのような器具でその泥どろを剝はがしていく。卵たまごの殻からをむくように泥どろを落としていって、最後にさっと水を浴びた彼はすっかり全身黄土色になっていた。まるでレモンの妖よう怪かいのようになった彼はいつになくすっかり上じよう機き嫌げんで、ここに書くのもはばかれるような、今の自分ならどんな娘むすめっ子も放っておかないだろうというような軽口（実に品のない表現であった！）を言い募つのり、我わが輩はいを閉口させた。

　思うに人も亜あ人じんも女性についてそのような冗じよう談だんを言うべきではない、と我わが輩はいがやんわりと伝えると、彼はずいぶんと驚おどろいたようだった。

「旦だん那なは上品だねえ」と彼は感心したように言った。




　ゴブリン世界における法律でもっとも興味深いと我わが輩はいが思ったのは、無許可で坑こう道どうを掘ほることへの重い罰ばつ則そくである。

　なんとなく、我わが輩はいはこの王国を訪おとずれる前には、それぞれ戸別に穴を掘ほってそこを自分と家族の住すみ処かとして暮らしているゴブリンたちをイメージしていたのであったが、実際の彼らは非常にシステマチックに、いうなれば基地や砦とりでを作る軍隊のように集落を設計して掘ほっていく。

　彼らに言わせれば、地下を掘ほり進むという行こう為いは常に危険と隣となり合わせの繊せん細さいな仕事であるのだそうだ。その危険は掘ほる個人にとってだけのものではない。だれかがちょっと近道を作るつもりで掘ほった坑こう道どうが原因で地じ盤ばん沈ちん下かが起こり集落が丸々潰つぶれてしまうかもしれない。一山当てようと貴金属を求めていい加減に掘ほり進んだ先に有毒ガスが溜たまっていて大量中毒死が起こるかもしれない。大きいものなら鯨くじらほどのものもあるという凶きよう暴ぼうな砂すな蟲むしや肉食モグラの巣を掘ほり当ててしまうかもしれない。

　そのような個人で責任を負いようのない事態に対して無む頓とん着ちやくに行動することは、つまり内心で他人が死んでも構わないと思って行動したのと同じであるから、すなわち殺人である。以上のような理り屈くつで、ゴブリン地下王国にあっては自身の所属する集落や近きん隣りんの集落から許可を取らずに穴を掘ほることは完全に禁止である。具体的には、道具を用いてゴブリン一人が入れるほどの大きさの穴を掘ほった場合、よほど特別な事情のない限り死罪にされるとのことだ。これは罪人を出した親族やその集落までもしばらくは白眼視されるほどの大罪であるのだという。

　この『安易な穴掘ほりは悪行』という意識はゴブリンたちに非常に強く根付いており、それは彼らの美意識にまで影えい響きようしているようである。例えば、退たい屈くつした子どもがなんとなく地面をつま先でほじったりすると大変な𠮟しつ責せきを受ける。彼らはこれを非常に行ぎよう儀ぎが悪い行こう為いだと考えているらしい。

　同時に『穴を掘ほる』という行こう為いは神聖視もされており、正式な工事や鉱脈現場で掘くつ削さくを行っているものたちは肉体労働者であるにもかかわらず非常に尊敬され人気があり、中にはスター鉱山掘りとでも呼ぶべき存在もいるようである。

　また、外の世界との交易が重要な意味を持っている今日のゴブリン王国にあっては深度の浅いところに住んでいる方が便利なことが多いように思われるのに、深いところに住んでいるゴブリンの方が社会的地位が高く、有あり体ていに言えば素す敵てきな暮らしだと思われていることも、この『掘ほる』という行こう為いへの神聖視と密接に関わっているようである。

　そういう彼らの独自文化の文字通り最深部にある宮きゆう殿でんは、まさに彼らの文化の源泉でもあるのだろう。我わが輩はいはゴブリン宮きゆう殿でんへの興味をさらに深めていった。




　地上に現れたゴブリンたちが亜あ人じんたちの仲間に入った経けい緯いについての創世神話は人間にも知られているが、それ以前の地下世界においてゴブリンがいかなる歴史を紡つむいできたのかについてはだれも知らぬ。

　ゴブリン特有の神話歴史について、我わが輩はいは助手を含ふくめた多くのゴブリンに尋たずねたが、彼らの口は一様に重かった。地下世界における暮らしは楽なものではなく、多くのことを闇やみに葬ほうむることで自分たちはやってきたのだと、彼らは威い嚇かくするように、誇ほこるように、時には恥はじるように口にした。

　ただ一つ、我わが輩はいが助手から聞き出せた神話のようなものは『闇やみ人』のことだ。

　いくつかの集落を越こえて、かなりの深度まで進んだある日の食事の席で、助手はいつにない真しん剣けんな調子で言った。

「そろそろこういうことがあるかもしれない深さにきたので一応言っておきますがね、もしも、暗くら闇やみの中でなにかに手を引かれても、決してついて行ってはいけませんよ」

「なに？」

「まあ、本当に滅めつ多たにあることではないので、そんなに怖こわがることもないのですが、一応頭の隅すみにいれておいてください」

「どういうことだね？　夜や盗とうのようなものがいるかもしれないと？」

「いや、そういうものとは違ちがいます…」

　いつもはぶっきら棒ながらも明めい瞭りような物言いをする助手にしては珍めずらしい奥おく歯ばになにか挟はさまったような口ぶりに我わが輩はいは興味を刺し激げきされ、いささかしつこく説明を求めた。

　助手はしぶしぶながらも答えた。

「闇やみ人が出るかもしれないから」

「『闇やみ人』？」

「まあ、なに、滅めつ多たにあることじゃないですから」

「なんなのだね、それは？」

「闇やみに潜ひそんでいる人です…」

「うん？　強ごう盗とうをゴブリンはそう呼ぶのかね？」

「いや、強ごう盗とうではない。我々とは違ちがうものです。そもそもは同じでしたが、今では違ちがうものになった人です」

　我わが輩はいは膝ひざを打って言った。

「幽ゆう霊れいか！」

　落らく盤ばんや陥かん没ぼつ穴の事故で死ぬゴブリンが少なくないことは想像に難かたくない。そういう場合、死体は発見されず、事故にあったものは行ゆく方え不明者となる。そういう死を確かく認にんされなかった存在が、この地下世界の闇やみの中で奇き妙みような怪かい物ぶつに変化するという想像は発想としてわからなくはない。そういった迷めい信しんならば地上にも多くある。

　しかし、助手は強く頭かぶりを振ふって、我わが輩はいの言葉を否定した。

「そういう不確かなものじゃない。大昔に、我々が追放したやつらの生き残りです」

　それ以上、なにを聞いても助手は説明しようとはしなかった。

　ただこう言うだけだ。

「大昔に、闇やみに葬ほうむった話でさ」




　地底旅行における危険の最たるものは、やはり陥かん没ぼつ穴である。暗い坑こう道どうにゴブリンも知らぬ間に突とつ然ぜん口を開けているそれは、夜目の利きかない人間には大変な脅きよう威いであった。我わが輩はいも何度となく足をとられ、膝ひざや足首にいらぬ痛みを抱かかえることになった。しかし、足をくじく程度のことであればまだ良いいのである。もしもその穴が大きく、深さが十分であれば、そのまま死だ。即そく死しであればまだマシかもしれぬ。闇やみの中で孤こ独どくに衰すい弱じやく死しするよりは。

　野生生物もまた恐おそろしい。砂すな蟲むしと呼ばれる巨きよ大だいなミミズに似た生き物がゴブリンに最も警けい戒かいされている存在だ。砂すな蟲むしは肉食でゴブリンを襲おそうこともあるようだが、恐おそれられている点はその食性よりもむしろやたらとそこらに穴を開けるその習性にあるようである。一度、我わが輩はいが行き合った砂すな蟲むしは小こ柄がらなゴブリンなら丸まる吞のみに出来そうな大きさであった。その際は助手が例の発光クリスタルを用いた閃せん光こう爆ばく弾だんでそいつを追っ払ぱらってくれた。砂すな蟲むしに限らず地下の野生生物はみな光を恐おそれる。

　ついで危険なのが肉食モグラであろう。我わが輩はいが見たのは鉱山掘りが倒たおしたという死し骸がいだけであるが、それはモグラというよりは熊に似た印象の生き物であった。熊に比べると極きよく端たんに前ぜん腕わんが発達してバランスが悪く思われたが、地下道を掘ほり進むには適した身体からだなのだろう。個体の危険性でいえば肉食モグラは砂すな蟲むし以上といえるそうだが、こちらはあまり数は多くないらしい。余談ではあるがこの生き物の肉は大変にうまいとのことである。

　そういったいわば突とつ発ぱつ的危険を除くと、地下世界旅行はもっぱらその悪路との戦いであった。ゴブリンたちは完成すればほぼ自給自足状態となる集落銀河の建設に成功すると、ほとんど他の集落へと通うことがなくなるため、集落銀河間の坑こう道どうはまったく維い持じ整備などされてはいない。崩ほう落らくして塞ふさがれている箇か所しよがあればつるはしで掘ほり、大穴が開いていればロープを渡わたし、地図にない分かれ道があれば途と方ほうに暮れた。

　そのような困難を一々挙げればキリがない。我わが輩はいは助手の助けでそれらを越こえて宮きゆう殿でん目指して進んでいった。




　旅の終わりがいよいよ近づいたある日のことである。

　この集落を出ると、ついにゴブリン宮きゆう殿でんまで集落らしい集落はない、それならば今夜は少しばかり贅ぜい沢たくをしようではないかという助手の提案にのって、我わが輩はいたちは高級レストランへ食事に出た。

　深層に行けば行くほどにいわば高級化が進むのがゴブリン社会であることは先にも述べた。そういう意味でいえば、あの日、我わが輩はいと助手が訪おとずれたレストランはまさに最高級いやさ最『低』級の場所であったといえよう。

　石造りの店内は油断なく研けん磨まされ、どこもが滑なめらかに磨みがき上げられている。大理石らしきテーブル、柔やわらかなキノコ製のイス、クリスタルのシャンデリア。客や店員たちも、色とりどりの肌はだ色いろで、まったく見事なものだった。

　その店で食べたものも、やはりキノコであった。

　なんでも、この辺りでしか採れない貴重なキノコなのだそうで、名前も教わったのだが、実に難しい発音の名前で、何度聞き返してもただ唇くちびるの隙すき間まで音を鳴らしているようにしか聞こえず、真ま似ねしてみても助手や店員によってたかって違ちがう違ちがうと言われるばかりなので覚えるのも諦あきらめてしまった。元は竜りゆうの言葉なのかもしれぬ。

　このキノコは刺さし身みで供された。驚おどろくほどの美味であった。

　基本的な味は白身魚に似た淡たん白ぱくなものであるが、嚙かむたびに旨うま味みがにじみ出る。歯ごたえも弾だん力りよくと柔やわらかさがまったく絶ぜつ妙みようの塩あん梅ばいで、口に残るのならば永遠に嚙かんでいたいと思うほどなのだが、これが不思議に口の中でほどけるように小さくなっていき、いつの間にやら飲み込んでしまっている。おかげで箸はしが止まらない。

　気付けば我わが輩はいと助手とで大皿に山盛りのキノコ刺さしを三皿も平らげていたのであった。会計はその美う味まさに見合うだけの結構な値段になったが、後こう悔かいはなかった。

　そう、会計を終えた時点ではなんの後こう悔かいもなかったのだ。

　その夜、我わが輩はいを猛もう烈れつな腹痛が襲おそった。

　食事を終えて宿に入った辺りでお腹なかが重いような妙みような違い和わ感を覚えた次の瞬しゆん間かん、内臓に溶とけた鉛なまりでも流し込まれたかのような熱い痛みが襲おそってきた。我わが輩はいは白目をむき泡あわを吹ふいてその場に崩くずれ落ち、助手が医者を呼びに走った。

　激痛に耐たえながら床ゆかで聞く医者の話を理解するのは難しかったが、とにかくわかったことは我わが輩はいは例のキノコにあたったらしいということだ。

　ゴブリンで例のキノコにあたるようなものはまずおらず、よって治ち療りよう法らしい治ち療りよう法はない、せいぜい水を飲んで腹の中にあるモノをなるべく早く排はい出しゆつせよ。以上が医者の見立てであった。

　医者が去ると、強きよう烈れつな下げ痢りが始まって、我わが輩はいは厠かわやからほぼ一晩動けなくなった。

　それがようやく治まってくると、今度は高熱が始まり、全身が燃えるように熱くなって我わが輩はいは前後不覚に陥おちいった。後に聞いたところでは厠かわやから助手が担かついで寝ね床どこに戻もどしてくれたとのことだった。

　いまだに助手はそのことを持ち出して、

「おれはアンタの尻しりまで拭ふいたのに！」

　と我わが輩はいをなじることがある。

　我わが輩はいはこの地底旅行を通して、まったく多くの危険に遭そう遇ぐうしてきたが、真まことに自らの死を恐おそれたのはこの時だけかもしれぬ。このとき以外の危機にあってはその場ですべきこと、下さねばならぬ判断が常に目の前にぶら下がっていたために、自らの死について意識する間もなかったということが大きいのだが、あの病びよう床しようにあって自身に出来ることはなにもなかった。ただ苦難のうちに身を横たえているだけ。我わが輩はいは寒気とも恐きよう怖ふともつかぬ震ふるえで歯の根が合わなくなった。

　その枕まくら元もとで助手がおいおいと泣いているのに気付いたのはいつごろのことであったのか。意識がはっきりとしていなかったためにその辺のことは曖あい昧まいになってしまったが、彼が大おお粒つぶの涙なみだを流しているのに驚おどろいた我わが輩はいが苦しい呼吸の下から何事が起きたのか尋たずねると、彼は鼻水を啜すすり上げ、しゃくりあげながらも語った。

　いわく、自分はあなたに愛着がある、最初の頃ころはマヌケで貧ひん弱じやくな人間のような生き物は地下ではとてもやっていけない、うっかり深い穴に転げ落ちるとか、病気になるとか、ガスに中毒するとかで、そのうちにコロリと死んでしまうだろうといい加減に考えていたが、あなたを世話するうちに考えが変わった、こんなにも無能力で哀あわれな生き物がなにかを必死で成そうとする姿に自分は心を打たれたのだ、自分はか弱いあなたをなんとか王国最深部まで連れて行って、我らの偉い大だいなる玉座をチラリとでも見せてやりたいと思っている、どうか頑がん張ばってほしい。

　以上のようなことを、彼は枕まくら元もとで涙なみだながらに語った。

　か弱いとはまったく心外である。我わが輩はいは負けん気を発揮し、この後、二日ほどの養生で難局を脱だつした。茹ゆでられたように熱い身体からだに、ただひたすら水分を流し込んでは痛みと共に排はい泄せつするあの苦行のことは思い出したくもない。この後はさすがに火を通していない食物には口をつけなかった。




　宮きゆう殿でんを目の前にして起きた小さな事故について書いておかねばならない。

　その事故自体はごく小さなものだ。それだけであれば特に書いておくほどのこともないかもしれない。我わが輩はいがうっかり坑こう道どうの穴を見落として、そこに滑すべり落ちてしまったというだけのことである。

　滑すべり落ちた瞬しゆん間かんは確かに肝きもを冷やしたが、我わが輩はいの身体からだはほんの数秒ほど落ちただけですぐに止まった。困ったのは滑すべり落ちる少し前に灯あかりを助手に渡わたしていたことであった。おかげで周囲はまったくの暗くら闇やみである。我わが輩はいは注意深く手て探さぐりで自らの身体からだを点検した。不幸中の幸いにも滑すべった尻しりが痛む程度で大きな怪け我がはないようであった。

　落ちた穴を仰あおぎ見てみようとしたが、我わが輩はいが滑すべったために崩くずれてしまったのか途と中ちゆうでカーブしているためなのか、光はまったく見えなかった。

　こういう場合、決して手て探さぐりで動いたりするべきではない。落ちた時間の短さから考えて、そう深いところに落ち込んでしまったわけでもあるまい。たしか、地図で見たところでは真下を通る細い坑こう道どうがあったはずだから、落ちたのはその道のどこかであろう。そうであれば助手が我わが輩はいを見つけるのはそう難しいことではないはずだ。心を落ち着け助手を待つのだ。我わが輩はいはそう考え、跳はねる心臓をなだめつつ、なにも見えない闇やみの中、滑すべり落ちてきた坂を背にして腰こしを下ろした。

　そうし始めてから、ほんの数分後、その暗くら闇やみの中でふいに、手の平になにかが滑すべり込んできて、我わが輩はいをそっと引っ張った。

　それは小さな手だった。無言のままに、その手は我わが輩はいを引っ張っていこうとした。

　助手であろうか。そうであれば、なぜ無言なのか。灯あかりはどうしたのか。

　我わが輩はいの背筋を悪お寒かんが駆かけ上った。

　闇やみ人だ！

　恐きよう怖ふに震ふるえながら、我わが輩はいは握にぎられた手を振ふり払はらうことが出来なかった。金かな縛しばりにあったように我わが身体からだは動かず、喉のどは引きつり、声を出すことも叶かなわぬ。しかし、手を引く力は決して強くはなかった。我わが輩はいはただ身を硬かたくして、それが諦あきらめて去ってしまうのを待った。小さな手は地下に住む生物であるにもかかわらず奇き妙みようにすべすべとしてひんやりと冷たかったことが印象に残っている。

　一体、どれほどの時間、そうしていたものか。遠くから我わが輩はいの名を呼ぶ助手の声が響ひびいてきたのと同時に、手は離はなれていった。

　我わが輩はいは大きく息を吐はいた。全身に冷たい汗あせをかいていた。

　もう一度響ひびいてきた助手の声に我わが輩はいはようやく返事をし、その灯火が見えたときは心底ホッとした。

　今でも寝ねる前などに暗くら闇やみの中にいるとなにかに手を握にぎられるのではないかと考えてしまい、動どう悸きが激しくなることがある。あの地下には、間ま違ちがいなくゴブリン以外のなにかがいることは確かなようである。




　あの宮きゆう殿でんの美しさをいかに語ればよいのか、我わが輩はいにはわからぬ。

　闇やみの中に浮うかび上がるあのエメラルドの城門、ダイヤモンドの大広間、ネクル神の裁定により放ほう棄きされてから千年は経たつというのに光を失わぬクリスタルの青い照明、残された大理石や黒曜石製の家具に偏へん執しつ的に彫ほり込まれたレリーフは一流の職人たちが一流の芸術家でもあったことを確信させる、そして金と銀の絡からみ合うモザイク模様の大通路を抜ぬけた先に待つ、エメラルドの王の間には、燃えるように赤いルビーの玉座がただ静かにその威い容ようを誇ほこっているのだ。

　我わが輩はいはただこの偉い業ぎよう全体にひれ伏ふした。ゴブリンたちは畏おそるべき事業をこの闇やみの奥で成したのだ。そして、それを胸の内に誇ほこりながらも神の定めの聖戦のために玉座を空位にしたのである。それは偉い大だいなことだ。ゴブリンが人間にとって聖戦で戦うべき亜あ人種であることはたしかである。しかし、敵対する亜あ人種であっても共に頂く星空に上がった英えい雄ゆうであれば称たたえるのが聖戦の精神である。

　我わが輩はいはゴブリンたちの宮きゆう殿でんを称たたえる。なにも躊躇ためらいはない。あれほどの驚きよう異いを神ならざる者の手が創りうるのだ。ワウリ神もネクル神もこの業わざを大いに楽しんでおられるに違ちがいない。




　宮きゆう殿でんから集落に戻もどると、我わが輩はいはゴブリンたちに捕とらえられた。

　我わが輩はいにかけられた嫌けん疑ぎは、とどのつまりスパイ容疑であった。我わが輩はいが『ゴブリンの火』について調べにやってきたのではないかというのが彼らの考えだ。商人でもない人間がゴブリン王国にやってくるというのもよくわからないのに、その目的がゴブリン宮きゆう殿でんだというのが彼らには理解しがたい事態だったようである。

　我わが輩はいは当然抗こう議ぎした。こんな深さにまで来た意味を考えてほしい、そもそも、そんなつまらない目的ならばわざわざ最深部の宮きゆう殿でんなど目指しはしない、もっとマシな方法をいくらでも思いつく。

　集落の責任者のゴブリンにこう言ったのがまずかったようだ。

　ならそのマシな方法とやらを上げてみろと言われて、売り言葉に買い言葉、我わが輩はいはとっさの思い付きをしゃべった。

「例えば、買収できるゴブリンを探すとか…」

　これを聞いて調査官の目の色が変わった。

　横で気をもんでいた相棒が一いつ緒しよに連行されることになったのは言うまでもない。

　しかし、このときに助手が機転を利きかせた。

　この人間はサブゥであり、なおかつややクラサラササの傾けい向こうがあり、その証しよう拠こにいまだにカルモンコランだ、と相棒は主張したのだ。

　責任者が噴ふきだし、周囲のものたちが落ち着かない様子で咳せき払ばらいし、野次馬たちがニヤニヤと笑った。

　我わが輩はいには助手がなにを言っているのかさっぱりわけがわからなかったが、責任者は面おも白しろそうにこう聞いてきた。

「貴様はまことにカルモンコランなのか？」

「そのカルモンとやらはなんでしょう？」

　この我わが輩はいの問い返しにその場にいた全員が大笑いした。

　我わが輩はいは放ほう免めんされた。

　あの時の意味不明な言葉はどうやら竜りゆうの言葉らしい。

　助手はその意味を教えてはくれなかった。




◆




　この後、男だん爵しやくは助手の案内で地上に戻もどり、山脈内部に入ったのと同じ洞どう窟くつの前で、助手に別れを告げた。

　家に帰り着いた男だん爵しやくはこの体験を本につづって出版し、瞬またたく間に名声は高まり、各地から講演に招かれ、多くの支し援えん者しやを得た。

　男だん爵しやくはその金でゴブリンたちから飛ひ空くう挺ていを買った最初の人間になった。

　それから男だん爵しやくはゴブリンの助手を誘さそってさらに多くの冒ぼう険けんを行った。神話に記されているが今では姿のない有ゆう翼よくの亜あ人じん探しや、飛べない巨きよ大だいドラゴンの島の発見など、成果のあったものもなかったものもある。

　しかし、第二次聖戦に大きく影えい響きようしたといえる冒ぼう険けんはゴブリン王国旅行だけであるので、ここにはそれだけを記す。

　アルゴ男だん爵しやくは星に上げられ、冒ぼう険けん家か座が観測された。



















　十代の後半を迎むかえたイデルが聖せい鍵けん軍に参加した理由については、少なくとも彼自身の主観からいえば、自然な流れだったとしか言いようがない。

　一時、両親の肝きもを冷やした亜あ人じん義勇軍の植民都市ダルフンカ占せん領りようと聖せい鍵けん軍によるその包囲は長期化せずに解決し、むしろ短期間の戦争とその復興需じゆ要ようは周辺の農村経済からすればありがたいくらいで、イデルの家の農場は順調に成長を続けた。イデルの父はその戦争と復興期間に賢けん明めいかつ誠実に行動し、人々は彼を頼たより、彼はそれによく応えた。呼び声の丘おかの虐ぎやく殺さつで大きく開いた名士録の空白を埋うめるようにしてイデルの家の名は上がっていった。

　そうして家業が大きくなってみれば、一応、イデルの家も血筋からいえば貴族であることが思い出されてくる。そうなると家族から一人は聖戦への奉ほう仕し者しやが出ていないと世せ間けん体ていが悪い。農場は兄が継つぐだろう。妹たちはまだ幼い。で、あれば自分が行くのがいい。イデルからすればそれだけのことだった。それは主観的にも客観的にもさほど不幸なこととは思われなかった。むしろ、兄に対して少し悪いかなとすらイデルは思った。当時、聖せい鍵けん軍に少しも憧あこがれていない人間の少年など山脈の西にも東にも皆かい無むだったのだから。

　イデルが参加した頃ころ、聖せい鍵けん軍はブランドの絶頂期を迎むかえていたと言っていい。

　呼び声の丘おかにおける惨ざん敗ぱいを経て、教会は聖せい鍵けんを与あたえる儀ぎ式しきの管理を強化し、聖戦の戦士である証あかしの聖せい鍵けんはそう簡単に手に入るものではなくなっていた。聖せい鍵けん授じゆ与よの儀ぎ式しきは聖せい鍵けん軍の本ほん拠きよ地ちとなった黒い塔とうの砦とりでにおいてのみ執とり行われるものとされ、これによって聖せい鍵けん軍に所属していない聖せい鍵けんの戦士は生まれなくなった。

　一時的にダルフンカを奪うばわれたとはいえ、すぐさま奪だつ還かんに成功した聖せい鍵けん軍の評判は落ちるどころか、むしろ高まる結果に落ち着いた。そこに、対決がいつになるかわからない遠い目標だった帝てい都との魔ま王おうとは違ちがう、目先にいる魔ま王おうの娘むすめイリミアーシェ討とう伐ばつという具体的目標が現れたことも、人間たちの心を燃え立たせた。

　子し弟ていが聖せい鍵けん軍にいる貴族はそれだけで家名が高まり、尊敬され、なにより教会の不信心宣告に怯おびえる必要がなくなる。山の東の貴族たちはなんとか自分たちの親族を聖せい鍵けん軍にねじ込もうと必死になった。

　聖せい鍵けん軍に入りたがるものは後を絶たなかったが、教会はその選別を厳しくする。聖せい鍵けん軍入隊のための献けん金きんとコネ作りがまた教会を潤うるおした。

　そのようにして入ってくる貴族の子し弟ていたちに、あまり危険な仕事はさせられない。しかし、実際の聖せい鍵けん軍は聖戦の最前線にいるのだ。教会推すい薦せんのそれらとは別に、現場は実際に戦える厳しい訓練を施ほどこした精せい鋭えいを確保できるように動いた。こうして聖せい鍵けん軍内部には実戦に耐たえうる実働部隊と、聖せい鍵けん軍の肩かた書がきを持つだけの名めい誉よ部隊とが出来ていった。

　このことは後にイデルの運命に大きく影えい響きようすることになる。

　イデルは元竜りゆう騎き兵へいの父のコネと、母の見事な血統で、その狭せまき門を抜ぬけ、聖せい鍵けん軍に入隊した。しかし、いかに家勢は順調とはいえ、イデルの家に大貴族たちのような莫ばく大だいな献けん金きんをする余よ裕ゆうはない。彼は実働部隊枠わくで採用され、村を出て黒い塔とうの砦とりでの兵舎に入り、そこで同年代の若者たちと共に古参の聖せい鍵けんの戦士たちに指導され、厳しい訓練に明け暮れる日々を送ることになった。

　その訓練の中で実力を認められ、正式な戦いくさではなかったが、砂さ漠ばくの蜃しん気き楼ろうの市での皇女襲しゆう撃げき作戦の一員に選ばれ、小規模ながら実戦も経験した。現場の期待株だったといえよう。




　教会が聖都で保管されていた聖せい鍵けんを──始聖王が神より下か賜しされた本物とされる真の聖せい鍵けんを──黒い塔とうの砦とりでへと移すことに決めたのはこの頃ころである。

　聖せい鍵けんは始聖王の手を離はなれた時からその力を失ったとされ、今では教会に伝わる古ぼけたやや大ぶりの鍵かぎらしきものに過ぎないが、いまだ人間にとって特別の象しよう徴ちようであることは変わらない。それを聖都から動かすことはもちろん異例であったが、教会内の聖せい鍵けん軍と強い関係がある勢力がこれを主導し、実現させたのだった。

　聖せい鍵けん軍や山脈の西の人間はこれを、『教会及およびワウリ界各国は決してこの聖せい鍵けんより後ろに亜あ人じんを攻せめ込ませない、山脈の西から撤てつ退たいしない、ダルフンカ地方を見捨てない』という意思表示として捉とらえ、熱ねつ烈れつに歓かん迎げいした。世界的大迷めい惑わくこと魔ま王おうの娘むすめイリミアーシェの『大号令』以降、ダルフンカの亜あ人じん軍に対する緊きん張ちようは緩ゆるむことがなかった。

　その年の夏祭りの日に、聖せい鍵けん歓かん迎げいの式典がダルフンカにて盛せい大だいに行われることが決定し、聖せい鍵けんはその後、黒い塔とうの砦とりでに保管されることに決まった。

　聖都から砦とりでへと届けられた聖せい鍵けんを納めた櫃ひつを掲かかげて、聖せい鍵けん軍は壮そう麗れいな行列を組み山路を下り、ダルフンカへと入城した。人々はそれを熱ねつ狂きよう的に出で迎むかえた。ダルフンカは町をあげてのお祭まつり騒さわぎだ。城門の上からは花はな吹雪ふぶきが雨のように散らされる。家々の窓から花束が放られ、屋根の上には楽団が陣じん取どってワウリ神と星の英えい雄ゆうを称たたえる音楽を奏かなでる。群衆は輝かがやく武具に身を固めた聖せい鍵けんの戦士たちの威い風ふう堂どう々どうたる様に賞賛の絶ぜつ叫きようを上げ、興奮のあまり失神するものが続出した。

　イデルもその聖せい鍵けんのパレードの中にあった。

　イデルは自分たちを取り巻く群衆の中に幼おさな馴な染じみの顔を探す。

　今日のことは手紙で知らせてあった。きっと見に来ると彼女は約束してくれた。しかし、蠢うごめく群衆の中から彼女を見つけることは叶かなわなかった。

　聖せい鍵けんの櫃ひつは町の教会へと納められ、祭りと式典は冷めることなく続き、日は暮れていった。

　夜には竜りゆう騎き兵へいによる、蜃しん気き楼ろうの市から輸入されたゴブリン製の閃せん光こう爆ばく弾だんを用いた花火大会が予定されていた。

　イデルは同どう僚りように教えてもらった穴場の物見台へと彼女を連れて行こうと計画していた。隊を離はなれて出かける時には同どう僚りようたちにずいぶん冷やかされた。

　手紙に記しておいた宿に訪ねていくと、彼女はたしかに待っていた。その顔を見ただけでイデルは有う頂ちよう天てんになり、話したいことを次々にしゃべった。

　物見台への道中、会話がしっくりいっていないことに気づいたのはどれくらい経たってからだったろう。いつの間にか、イデルが一方的にしゃべるばかりで、彼女は曖あい昧まいな相あい槌づちを打つばかりになっていた。彼女にはイデルの話すことが今ひとつうまくイメージできなかった。軍での訓練や砦とりでの暮らしの話くらいまではなんとか。しかし、町での諸もろ々もろの話になるともう単語がちょくちょくわからない。大きな戦いくさや政治の情勢の話になるとまるでついていけない。時々出てくる教会への皮肉な口ぶりには正直ギョッとする。

　沈ちん黙もくを恐おそれて会話を止めることもできないイデルは、最近読んだゴブリン王国について書かれたベストセラー本の話をする。彼女は躊躇ためらいながらも口を挟はさむ。

「教会の人はあまりいい本じゃないから読むなって」

「いや、すごく面おも白しろい本だよ。教会はそういうところが潔けつ癖ぺきすぎると思うな」

「……」

　彼女がむっつり黙だまってしまったことに焦あせって、イデルは言う。

「いや、ごめん、もう読まないよ、約束する」

「そうじゃないの、本を読んでほしくないとか、そういうことじゃない」

　それ以上、彼女は説明をしてくれない。

　二人の会話は弾はずまなかった。

　いつしか二人は目的地の見張り台にたどり着いていた。

　そして、気まずく黙だまったまま夜空を見上げ、花火を待っている間に、彼女はふいに言った。

「もう、手紙を送らないで」

　イデルは彼女の顔を見たが、彼女は視線を空に向けたままだ。

「今日、なんだかよくわかったわ。イデルは、私とは違ちがうんだって。前から感じてはいたの。イデルはもっと広いところへ、もっと遠くへ飛んでいく人なんだって。イデルのお兄様も立派な方だし、イデルの家はこれからどんどん大きくなっていくわ。そうなったら、イデルがだれと…どんな女性と付き合っていくかって、とても大事なことよ。あなたがどんなところまで飛んでいくのか、私、とても楽しみ。きっとイデルは出世する。私はそれを見るのがとても楽しみ。でも、私は手紙を読むのはきっとつらくなる。ごめんなさい、違ちがうわ、誤解しないで、とても楽しみなの、あなたが今どんなに高く遠いところを飛んでいるのか知らせてほしいけど、知りたくないの。ああ、うまく言えないな」

　彼女はうつむいて涙なみだを隠かくす。

「…誤解だよ、買いかぶりだ。おれにはそんな大きな野望みたいなものはない。遠くに行く気なんかないんだ。ただ、この世界でうまくやろうとしてるだけで…」

　彼女はなにも言わない。視線もこちらに向かない。

　イデルは素す早ばやく脳に血を巡めぐらした。今、なにか、彼女をもう一度こちらに手た繰ぐり寄せる、強い言葉を発さなければならない。そうしないと、ある時から偶ぐう然ぜん重なって一本の線みたいになっていた自分の人生と彼女の人生は二つに分かれてしまって、もう手を伸のばしても二度と届かないところに流れていってしまうのだ。これはそういう瞬しゆん間かんだ。

　イデルは言った。

「今夜結けつ婚こんしよう、今夜だ」

　やっと彼女はイデルの方を見た。

　彼女は絶句し、その瞬しゆん間かんに空に花火が光った。

　二人とも、花火を見ている場合ではなかった。互たがいの顔から視線が動かせなかった。

　花火の爆ばく音おんの隙すき間まに彼女は必死で言う。

「じょ、冗じよう談だんは…」

「冗じよう談だんなんかじゃない」

　爆ばく音おんに負けじとそう怒ど鳴なって、イデルは彼女の手を引き歩き出す。盛せい大だいに上がりだした花火の光と音の中、空に目を向けている町の群衆の合間をぬって、イデルは聖せい鍵けん軍の借り上げている宿へと向かった。

　その宿の食堂で一人、晩ばん酌しやくをしていた尊敬する上司の元まで彼女を連れて行くと、挨あい拶さつもなしにイデルは言った。

「隊長どの、今から結けつ婚こんするので立会人をお願いします！」

「はっ！」

　聖せい鍵けん軍筆頭戦士ニモルドは短く吐はき出すように笑い、それから部下の方は無視して連れの恋こい人びとらしい女に聞いた。

「こいつはこういうやつらしいと知っちゃいるが、お嬢じようさんは了りよう承しよう済みか？」

　彼女はようやく言う。

「い、いえ、困ってます！」

　ニヤニヤ笑いながらニモルドはイデルに告げる。

「おい、お前、フラれてるぞ」

「そ、そうじゃなくて…！」

　また慌あわててなにか言おうとする幼おさな馴な染じみの肩かたを摑つかんで自分の方に向かせると、イデルは真まっ直すぐ瞳ひとみを覗のぞき込む。まるで周囲の世界を無視して、この世に二人きりのように。

「このまま帰せないよ」

　イデルは続ける。

「真しん剣けんに言ってるんだ。このまま君が帰ったら、君とおれの、何かが終わってしまうんだ。おれは終わりたくない。君は構わないのか？」

　目と目を離はなせないまま、幼おさな馴な染じみは言う。

「二人だけで決めていいことじゃないでしょう！」

「何な故ぜダメなんだ？」

「な、何な故ぜって…」

　彼女は絶句し、イデルは今一度、視線に力を込こめる。

「この世の何かが君とおれを引き離はなそうとしても、お互たがいに引き寄せあえばいいんだ。相手が流されないように、お互たがいに手を伸のばして呼び合うんだ。おれは今、君を必死に呼んで手を伸のばしてるんだよ、わかるか？」

　イデルは興奮を隠かくさずにしゃべり切り、彼女は言葉を返す勇気が出ない。ニモルドはクサい台詞せりふに思わず舌を出す。

　外の夜空に上がる花火の音だけが食堂に響ひびいた。膠こう着ちやくした若い二人の顔を見比べ、顔の傷をかき、ニモルドは言った。

「…婚こん約やくにしとくか？」

　このニモルドの提案で二人は妥だ協きようした。

　ニモルドが立会人になり、夜のダルフンカの教会で、花火の会場から引っ張ってこられた聖せい鍵けん従軍神官の正式な儀ぎ式しきでもって、イデルと幼おさな馴な染じみは婚こん約やくした。

　この夜のダルフンカの花火は夜空の星々に負けぬほどの煌きらびやかさだったと伝えられるが、イデルと許婚いいなずけはついにそれを一目も見ずに終わった。
















　さて、火ひ蓋ぶたが切られると、人々はとても巧たくみに、勇ゆう壮そうに、狡こう猾かつに戦いました。

　魚がだれに泳ぎを教わらずとも泳げるように、鳥がだれに教わらなくとも飛べるように、人々はだれに教わらなくとも戦うことが出来ました。

　それは彼らに備わったなにかだったのです。

　獣けものたちはその様を見て恐きよう怖ふし、みな山から逃にげ去りました。

　戦場は自然や獣けもののものではありません。

　戦場は人の作り出すものです。


（創世神話──第一次聖戦──開戦）　　　
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　ゴブリンの発明家イリグダーはそれまでにない小型の飛ひ空くう挺ていを開発し、空における戦いを大きく変え、人間の竜りゆう騎き兵へいの圧あつ倒とう的優位を崩くずし、亜あ人じんの反はん攻こうに大きく寄き与よした。

　魔ま法ほう術においても魔ま工こう術においてもゴブリンに優すぐれた発明家は多いが、イリグダーはその内でも随ずい一いちの発明家である。彼女は優すぐれた技術者でも優すぐれた魔ま術じゆつ師しでもなかったが優すぐれた発明家だった。

　彼女の発明した史上初の鯱しやち級きゆう飛ひ空くう挺てい『鉄の蝶ちよう』は、第二次聖戦において人の作り出した最も優すぐれた兵器である。




　第二次聖戦が勃ぼつ発ぱつした頃ころ、イリグダーは錬れん金きん術じゆつの実験を行う専門集落で徒と弟ていとして働いていたが、特に熱心でも優ゆう秀しゆうでもなかったようだ。当時の彼女に強い印象を持っている同どう僚りようのゴブリンはいない。何人かが雑談の面おも白しろかった女として記き憶おくしている程度である。ただ下働きを言われるまま無難にこなしていたということらしい。無口なわけではないし話をすれば面おも白しろいが、仕事を終えた後に食事に行ったり家に招いたりという親しい関係には不思議とならない。そういう人ひと柄がらだったようだ。




　彼女が鯱しやち級きゆう飛ひ空くう挺ていの発想を初めて口にした相手はその夫であった。

　ある日の夜、寝ね床どこに並んで横になった際に、彼女は不意に小型の飛ひ空くう挺ていがあったら便利なのではないかという話を始めたという。

「実を言うと、あまり真しん剣けんにはとらなかったんです」

　彼女について語る資格のあるほとんど唯ゆい一いつの他人と言っていい夫はこう話す。

「イリーはよく、そういう冗じよう談だんというか、ホラ話をしていましたから。肉食モグラを家か畜ちく化できるんじゃないかとか、人気の鉱山掘りでチームを作ってスポンサーを募つのりたいとか、そういう思いつきを膨ふくらました空想をガーガーぼくや友達にしゃべるんですけど、しゃべったら満足して具体的にはなにもしない。本人もしゃべるのが目的ですし、みんなもその話は面おも白しろく聞くだけ。小さいサイズの飛ひ空くう挺ていの話も、『ああ、また例のアレか』くらいに思っていました。ずいぶん笑わせてはもらいましたけどね」

　しかし、何な故ぜかイリグダーは今回の冗じよう談だんだけは冗じよう談だんに終わらせなかった。

「あるいはそれまでの他の冗じよう談だんも半分くらいは本気だったのかなって思います。考えてみれば、どれも結構本当に出来そうな気がしてくる…彼女が現実に色々やってみせた今になってみればですけどね」




　イリグダーが実際の飛ひ空くう挺てい製作において果たした役割においては議論がある。

　鯱しやち級きゆう飛ひ空くう挺ていがこれまでの飛ひ空くう挺ていと一線を画す最大の特とく徴ちようであるところのコックピット・ゴンドラの設計者が、イリグダーを訴うつたえたことはよく知られている。

　飛ひ空くう挺てい造船技師だった彼はイリグダーの発注を受けて、これまでの飛ひ空くう挺てい造船の常識からすれば考えられない小さなサイズのゴンドラの設計を行い、これを実際に製作もした。

　設計面においてイリグダーの貢こう献けんは一いつ切さいない。実作作業においてもイリグダーが果たした役割はとても小さく、歴史的発明である鯱しやち級きゆう飛ひ空くう挺ていの発明者がイリグダーであると後世に残るのは納なつ得とくがいかない。彼はそう主張した。

　鯱しやち級きゆう飛ひ空くう挺ていの画期的な特とく徴ちようである小型化に大きく寄き与よしたゴンドラ部分の発明が彼のものであるなら、たしかに彼の主張には一理あるように世間は感じた。

　彼はこうも訴うつたえた。イリグダーは彼の作った設計図を受けて、もっと軽くしろもっと小さくしろとダメ出しだけはしてきたが、その具体的な解決策を示してはくれず、自分が素材や設計の工く夫ふうでなんとかその要求を実現したのだ、実作に当たっていくらかの手伝いはしてくれたが、それは本当に補助的な下働きにすぎなかった。

　彼に続いて、魔ま術じゆつ回路エンジンの開発者も訴うつたえ出た。

　その開発者は、イリグダーの飛ひ空くう挺ていに使われている魔ま術じゆつ回路は自分が徒と弟てい時代に高出力エンジン研究の一いつ環かんとして設計したものを基き礎そとしていると述べた。その設計目的は研究だったため、耐たい久きゆう性や燃費を度外視してただ出力だけに焦しよう点てんを当てたものになっており、エンジンは試作すらされなかった机き上じようの存在だったが、たしかに彼の名前で描えがかれた設計図がイリグダーの暮らす集落の図書室から発見され、イリグダーの使ったエンジン回路はその縮小版に過ぎないことはだれの目にも明白だった。発明者として自分の名前も残っていいのではないか。彼はそう主張した。

　さらに気き囊のう研究者が翼つばさの設計について訴うつたえ出た。

　当時の飛ひ空くう挺ていには一いつ般ぱん的に浮ふ力りよくを得るための気き囊のうはあっても翼つばさはなかった。彼は浮ふ力りよくや速度を増す未来の装置として翼つばさを研究していた。あまり速度を出さない鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺ていにおいては、翼つばさ装置は得る力より重量が多くなってしまうケースが多く、装置が採用されたことはなかったが、高出力の前進を翼つばさによって大きな浮ふ力りよくに変えているイリグダーの飛ひ空くう挺ていにおいて、自分の研究の貢こう献けんはとても大きいはずだ。自分もまた発明者として名を残していいだろう。

　工業キノコ栽さい培ばいの農家も訴うつたえ出た。

　イリグダーの飛ひ空くう挺ていがあんな無茶な設計で崩ほう壊かいしないのは、自分が昨今の粗そ悪あくな大量生産的キノコ栽さい培ばいの流行に逆らって作ってきた高品質ブランドキノコのおかげである。同業者や所属の工こう房ぼうに、そんなに高品質でも使い道がないなどと言われてきたのを撥はね除のけて、キノコの栽さい培ばいと加工の製法を確立した自分も発明者と呼ばれていいのではないか。

　ある飛ひ空くう挺ていの船員も訴うつたえ出た。

　そもそも、小型の飛ひ空くう挺ていという発想は自分のものだ。自分はよく覚えているが、ある酒場でイリグダーと隣となり合ったことがある。自分と彼女は知り合いではなかったが、なにかのきっかけで会話が始まって、互たがいに仕事の愚ぐ痴ちをいい合っていた際に、自分が鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺てい内の人間関係のわずらわしさから「一人で乗れる飛ひ空くう挺ていがあったら最高よ、もっと小さくて、小回りの利きくやつ」と言ったら、彼女は大変に面おも白しろがった。発明者の一人に、自分も入っていいのではないか。

　イリグダーはこれらの訴うつたえについて、おおむね全てを認めている。

　イリグダーは自分に専門的な造船の知識も技術もないことを認め、その実作作業のほとんどを人にさせたことも認め、エンジン回路の職人に伝つ手てがなかったためにエンジン設計を仕事の合間に図書館の書庫を漁あさって見つけた古い設計図からほぼそのまま拝借したことを認め、どうしても不足する浮ふ力りよくを得るために追加装置を検討していた際に以前働いていた工こう房ぼうの錬れん金きん術じゆつ師しから翼つばさという装置を研究をしていた男の話を聞きつけ造船集落の窓まど際ぎわ研究員になっていた男を見つけ出して新型の翼つばさの設計を頼たのんだことを認め、それらの要素を一つの機体にまとめるには一いつ般ぱん的な工業キノコ繊せん維いでは強度が足りないということになって買い手が付かないレベルに手て間ま隙ひまをかけた農法を続けている変人と評判のキノコ農家の元を訪おとずれ耐たい久きゆう性に特段に優すぐれた工業キノコを発注したことも認め、かなり昔にどこかの船員とどこかで飲んだ際に小型の飛ひ空くう挺ていについて話したことも思い出して認めた。

「とにかく忙いそがしそうにしていましたね。勤めていた錬れん金きん工こう房ぼうをあっさり辞やめちゃって、毎日出歩いて。まあ工こう房ぼうの方はどうせ意欲の低い下働きだったから辞やめるのも簡単だったみたいです。辞やめてからの方が忙いそがしそうでした。意欲満々なのは見てるだけでぼくにもすぐわかりましたから、そんなに心配はしなかったです。仕事の愚ぐ痴ちは凄すごかったですけど、その口ぶりもどこか楽しそうで、ああ充じゆう実じつしてるんだなーって感じてました。職人さんたちの変人ぶりにはかなりイラだってはいましたけどね」

　それだけに、彼らが訴うつたえ出てきてもイリグダーは驚おどろきも焦あせりもしなかったようだ。彼女はその発明に占しめる自分の役割の大きさを確信していた。

「まあ結局のところ、『鯱しやち級きゆう飛ひ空くう挺てい』を『発明した』のはイリグダーなんだって世間は納なつ得とくしてるんじゃないですか。専門的な本には訴うつたえでた人たちの名前が全部書かれることになりました。けど、その中でみんなが知ってる名前はイリグダーだけです。その辺の人に『鯱しやち級きゆう飛ひ空くう挺ていの発明者は？』って聞いたら、みんな『イリグダー』って答えますよ」




　当時、飛ひ空くう挺ていの性能とはそのまま積せき載さい量と燃費のことであると考えられていた。

　その観点からいえば、このイリグダーの初代鯱しやち級きゆう飛ひ空くう挺てい──彼女の名付けたところでは、その名も『鉄の蝶ちよう』は落第もいいところであった。

　鯨くじら級におけるゴンドラにあたるコックピットは狭せまく、ゴブリン一人納まるのがやっとで、荷を積むスペースなど望むべくもない。従来の飛ひ空くう挺ていに比べてあまりに小さな船体に収まるよう設計された魔ま術じゆつ回路エンジンは、鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺ていと同じ距きよ離りを進むのに十倍の燃料を消費する。これでは商用にはなりようがない。

　軍事用として見ても、なにしろ『ゴブリンの火』をろくに載のせられないのだからどうしようもない。亜あ人じんたちにとって戦争における飛ひ空くう挺ていの役割はなんといっても『ゴブリンの火』による空くう爆ばく攻こう撃げきなのだから、その任務を果たせないコレになんの価値があるというのか。軽い船体を風の中で望む方向へ進ませるために出力を上げたエンジンは機体全体を激しく震ふるわせて乗り心ごこ地ちは最悪、蝶ちようと言うより巨きよ大だいなハエを思わせる騒そう音おんを引き起こし隠おん密みつ性も皆かい無む、長ちよう距きよ離り飛行など望むべくもなく、斥せつ候こう偵てい察さつの役割も果たせそうにない。

　以上のような見解が当時の一いつ般ぱん的なものであった。ゴブリン王国にはイリグダーの小型飛ひ空くう挺ていに『バカみたいに高級なおもちゃ』以上の評価を下すものはいなかった。どこの工こう房ぼうに見せても、商売人に見せても、結果は同じだった。イリグダーにとって、これは屈くつ辱じよくであったようだ。

　夫は語る。

「イリーは悪い人じゃないし、とっつきにくい人でもないけれど、内心のプライドは高い人でしたから…。本当にガッカリしたみたいです。口数も減って、見ているのがつらいほど塞ふさぎこんでいました」

　この頃ころに、夫がイリグダーの気分転てん換かんになればと冒ぼう険けん男だん爵しやくの著作『地底の玉座』を手に入れてきたことが、この発明の運命を変えた。この本における、外から来た者がゴブリンの技術に対して率そつ直ちよくな賞賛を述べる様子に、イリグダーは強くひきつけられたようだ。

　彼女がこれまでのゴブリン技術者の通例のまま、国内において自らの発明が評価されるのをただ待っていたとしたら、少なくとも第二次聖戦中に鯱しやち級きゆう飛ひ空くう挺ていが実戦で飛ぶことはなかっただろう。

　イリグダーは自身の発明の価値を見み出いだしてくれる人物を探して、地下の王国から外の世界へと踏ふみ出すことを決めた。

「山の外へ営業に出ると言い出した時には、そりゃ驚おどろきましたよ。正直に言えば…止やめてほしかった。洞どう窟くつから出るなんてただでさえみっともないことなのに、その理由があのヘンテコな飛ひ空くう挺ていを売り込むためだなんて…今思えば、バカだったのはぼくの方だとわかっていますけど、当時は本当にイヤだった」

　それでも夫は彼女についていくことにしたのだった。

「イリーがまた元気になったのはうれしかったですし…ま、夫ふう婦ふですから」




　夫妻の営業の旅は楽なものではなかった。

　二人はまずサンプルとしての『鉄の蝶ちよう』一隻せきと共に貨物飛ひ空くう挺ていに乗り込み帝てい都とへ向かった。貨物飛ひ空くう挺ていに個人のゴブリンがスペースを確保するのは高くつく。乗車分と荷物の料金は二人にとって大金だったが、イリグダーは躊躇ためらわなかった。

　ゴブリンの新発明に対して常に門戸を開いていると評判の元老議員に手紙を送り、実際の飛行を見せる機会を得たが、支し援えんを取り付けることは出来なかった。

　帝てい都と郊こう外がいにおいてイリグダーは二度ほど公開飛行を行い、それなりに人を集め、いくらかの見物料と寄付を稼かせいだようだが、『鉄の蝶ちよう』の燃費と整備代とでほぼ相そう殺さいされ、大きな稼かせぎにはならなかった。

　イリグダーは帝てい都とに見切りをつけ、それからは各地を転々とし、行く先々で公開飛行を行って回った。有力な支し援えん者が見つかることを願いながら。

「あっちこっちに飛んで行けたらカッコよかったんでしょうけど…燃費や故障のリスクを考えるとそうもいかなかった。基本的な整備についてはイリーも把は握あくしていましたし、旅に付き合ううちにぼくもある程度学びましたが、回路自体に故障が出たり、替かえの利きかないキノコ部品にトラブルが出たら山に戻もどらないとどうにも出来ませんから。寒い懐ふところからなんとか用立てた荷馬車に『鉄の蝶ちよう』を載のせて運びました。アレ、重くてね。二人だけじゃ荷台への上げ下ろしも出来ないから、新しい土地に来るたびに日ひ雇やといを頼たのんで…ある時、手伝いの猪いのしし人の若いのがアレを担かつぎながらいいましたよ、『こんな重いもんがホントに飛ぶのかよ！』ってね。イリーはなにか、真しん剣けんな顔で答えてました。『ええ、飛ぶわよ、これはマジに飛ぶわ』って。それからぼくの方を見て言いました、『飛ぶわよね？』って…ぼくは…即そく答とうできなかった…『飛ぶ』ことは知ってます、実際何度も見てる…でも、いつまで『飛ばす』んだろうって…もう『飛ばなくても』いいんじゃないかって…そう思ってしまって…あの頃ころが一番ツラかったです…」




「その時の公開飛行はあいにくの雨でした。まだ寒い春先で、集客もまばらだった。飛行は成功しましたけど、雨はどんどん強くなって雷かみなりも鳴り出して、イリーが地上に降りてくる頃ころには、原っぱに残ってるのはぼくだけだった。雨は機体に良くないですし、雷かみなりが落ちたりしたらそれこそ大だい惨さん事じです。二人でびしょ濡ぬれになりながら借りてた納な屋やに機体を押し込みました。それから宿に戻もどったんですが…その宿もひどいところでね。廊ろう下かには客かどうかもわからない酔よっ払ぱらいがひっくり返ってる。狭せまい一室に二人でコソコソ入って、ようやく身体からだを拭ふいて、食事をとりましたが、ずっと無言です。ただでさえパンの食事は口に合わないのに、気まずさでより味気ないものに感じて、無む性しようにキノコのごはんが恋こいしくなった。それで思わず悪態を吐つきました、『あーキノコが一舐なめ出来るなら穴だって掘ほるのに！』って」

　この『～出来るなら穴だって掘ほる』という表現はゴブリンにとっては非常に下品で強きよう烈れつな言葉選びである。

「イリーもカッとなってすぐ口論になりました。お互たがいに爆ばく発はつするきっかけを待ってたようなもんです」

　夫はため息を吐つく。

「しばらくして、彼女が言いました、『あなたはアタシが諦あきらめるのを待ってるんでしょう！』って。正直、図星でした。ぼくは…結局、彼女の発明の価値なんて、腹の底では信じてなかった。ただ彼女のことは好きだから我が慢まんして付き合ってるだけで…その日はぼくもぶちまけました、『だってそうだろ！　もう諦あきらめたっていい頃ころだろ！』『君の発明に大した価値はないって思ってるのはぼくだけか？　みんな言ってるじゃないか！』…ひどいことを言いましたね。ぼくが彼女のつらい時期を支えたとは言えません」




　限界に達しつつあった二人の元に一通の手紙が届いた。

　それは以前に飛行を見せた帝てい都との元老議員から送られてきた、蜃しん気き楼ろうの市の復興万ばん物ぶつ博覧会への出展依い頼らいであった。

『蜃しん気き楼ろうの暴動』と皇女による『モガウル大号令』によって評判を落としていた蜃しん気き楼ろうの市が企き画かくした、各地の珍ちん品ぴん発明品を紹しよう介かい展示する一大商業イベントの招待状である。

「蜃しん気き楼ろうの市へ行くかどうかは、二人でずいぶん悩なやみました。皇女殿でん下かの『大号令』以降、あの市場への非難の気持ちは二人ともとても強かったですから…それでもやっぱり行くことにしたのは、それだけイリーの自分の発明の価値への自信も強かったってことです。人間の商人相手にだけは絶対に売らないことを二人で確かく認にんし合って、招待に応じることに決めました…燃費なんかの経費と別に、さらにギャラも出してくれるって話は、ぼくとしてはたしかにありがたかったですね」




「万ばん博ぱくでの扱あつかいは悪くなかったです。渡と航こう費は全部運営が出すって言ってもらったおかげで、馬車での運うん搬ぱんが難しい砂さ漠ばくは全部飛んで行くことができましたし、オープニングセレモニーの一部として飛行する機会が貰もらえたのもいい待たい遇ぐうだなと思いました。来らい賓ひんの人や参加者のほとんどが全員揃そろっている前で飛べるわけですからね。宿も噂うわさのシーシヒ城の豪ごう華かな一室を貸してくれて、二人で戦いの跡あとがないか探したりして久々に楽しかった…イリーは内心、これをラストチャンスにしようと決めてたんだと思います。なんとなくイラだった感じが抜ぬけて、リラックスして見えました。初めて旅を楽しんでるように見えた」

　そのラストチャンスでも、イリグダーの発明の評価は振ふるわなかった。

　今も残るある審しん査さ員の寸評のメモには短くこう書かれている。

『実用×、美的価値×、備考：滑こつ稽けい味ややアリ』

　実際、招待の段階からイリグダーの発明に期待されていたことは見世物以上のものではなかったのだ。

　イリグダーはこの博覧会の会期中、ある兎うさぎ人の大貴族相手に珍ちん品ぴんとして（まさに『バカみたいに高級なおもちゃ』として）一隻せきの注文を取り付けるのに成功しているが、それは彼女が期待しているような取引ではもちろんなかった。

「結果が出ても、彼女はサッパリしたもんでした。テキパキと帰り支じ度たくして、帰りの渡と航こう費の額で運営の事務とやり合っていてもどこか軽いノリで」

　それでも、自分の発明にはもっと大きな意味と価値があると、彼女は頑かたくなにそう信じて揺ゆるがなかったようだ。

「万ばん博ぱくの撤てつ収しゆう作業中に、初めて故郷に帰ることを口にした後、言ったんです。『アタシが生きてる内はダメみたい！』って。冗じよう談だんめかした口調でしたけど、目はマジでした」

　イベントの後、展示のために張られた大きな天幕の中で夫が『鉄の蝶ちよう』の隙すき間まに入り込む砂を搔かき出している横で、事務員の人間が飛ひ空くう挺ていを飛ばさずにラクダで運んだ方がずっと経費が安くなると主張するのに来た時と同じ方法で帰せとイリグダーが揉もめているところへ、一人の猫ねこ人が訪たずねてきた。

　その姿を見た瞬しゆん間かん、人間の背中がピンと伸のびる。

　どうやら大物らしい。

　やって来た猫ねこ人は、大きく、体格も猪いのしし人に負けないくらいにガッシリとして、黄色に黒の縞しま模様の毛並みが美しい。猫ねこ人の中でも珍めずらしい、虎とら人だ。

　虎とら人の男は言葉少なに事務員を追い払はらうと、夫妻への挨あい拶さつもそこそこに飛ひ空くう挺ていをジロジロと眺ながめ回し始めた。

「名前はなんというんだ？」

「イリグダー…」

「イリグダー？　ずいぶん妙みような名だ」

「ゴブリンとしては珍めずらしくもない名前ですが」

「いや、失礼、聞きたかったのはこのカラクリの名前だよ」

「いえ、こちらこそ失礼を。『鉄の蝶ちよう』です」

「いい名前だ、実にいい。実は私は開会式には出席していなくてね…この飛ひ空くう挺ていの評判だけを聞いて興味を持ったんだ。実際に飛ぶところを見せてもらえないだろうか？」

　夫妻は顔を見合って肩かたをすくめた。

　おそらく、実際に飛ぶところを見たらこの大男も気が変わってしまうのだろう。しかし、相手は大物らしい。断るわけにもいきそうにない。

　イリグダーは飛ひ空くう挺ていを少しだけ飛ばした。いつもの見世物のように細かく旋せん回かいしてみせ、宙返りを見せ、リンゴを放り投げてそれが地に落ちる前に下を二回往復してからキャッチしてみせた。

　爆ばく音おんを響ひびかせて砂地に降りてきた飛ひ空くう挺ていを、大男の熱ねつ烈れつな拍はく手しゆが迎むかえた。

「非常に興味深い」

　熱を込こめてそう言うと、大男はまたとっくりと『鉄の蝶ちよう』を眺ながめた。

　これは…ひょっとして、ひょっとするのだろうか？

　夫妻が息を吞のんで見守る中、彼は顎あごに手を当て深く何かを思案しながら、ポツリ呟つぶやいた。

「数隻せきでは駄だ目めだな、数をそろえなければ無意味だ…」

　それからイリグダーの方を見て言った。

「五十隻せき、用意できるか？」

　夫はこっそり背中で手の甲こうをつねった。

　夢ではない。

　商機は突とつ然ぜんに開けた。

　この大男が世に聞こえた亜あ人じんの大将軍『鉄の虎とら』だとは、イリグダーたちは知る由よしもなかった。

　この故事から、ネクル界では商談などにおける見事な売り込みぶりを評して、『まさにリンゴを投げて受け止めて、そりゃあ見事なもんだった』と言い慣ならわすのである。




　鉄の虎とらの飛ひ空くう挺ていへの入れ込みようは、夫からすれば信じられないほどだった。

　鉄の虎とらは『鉄の蝶ちよう』を注文するだけに飽あき足らず、それを自らの領地に運ぶための貨物飛ひ空くう挺ていのチャーターの費用まで請うけ負った。さらに飛ひ空くう挺てい操縦のレクチャーのために出来れば夫妻に領地へ同行してしばらく滞たい在ざいしてほしいと言ってきた。もちろん、その間の生活の面めん倒どうはすべて見るし、それとは別に報ほう酬しゆうも払はらうと言う。

「でも、話を聞くうちに、どうやら将軍がアレを軍事に使うつもりだとわかってきて、大きな注文を得た喜びから一転、崖がけから落っこちるみたいにまた急に不安になりました。アレがどういうものか、ぼくはよく知っているつもりでしたから…何隻せきそろえようが軍隊として使えるとはとても思えなかった。最悪の乗り心ごこ地ちに、呆あきれるような燃費、物も大して載のせられない。将軍が実態をよく知ったら、注文は取りやめになるに決まってる。だからとにかく納品を急がなきゃと思いましたね。五十隻せき全てでなくてもいい、せめて数隻せきだけでも売ってしまいたいって。それなのに、将軍は根掘ほり葉掘ほり飛ひ空くう挺ていのことを質問して、イリーも喜んでそれに答えるもんだから気が気じゃなかった。あの時期、二人は顔を合わせたらそりゃもう一日中でも飛ひ空くう挺ていの話をしていましたね」

　鉄の虎とらは大変熱心にイリグダーの飛ひ空くう挺ていの性能について知りたがり、イリグダーは飽あきることなくそれに答えた。イリグダーにしてみれば自身の発明にこんなにも真面目な関心を持ってくれる人物は初めてだった。

　この期間にイリグダーと鉄の虎とらは『鉄の蝶ちよう』の軍事的運用理論をほぼ確立したようである。

　そして、『鯱しやち級』という言葉が決まったのもこの時だ。

「最初は『鯨くじら級』飛ひ空くう挺ていに対して『魚級』の戦せん闘とう凧たこよりは大きいから、『海豚いるか級』って呼ぼうかって言ってたんですが、イリーがそれじゃ弱そうだからって『鯱しやち級』って呼び出したんです。その頃ころは冗じよう談だん半分でした。少なくともぼくはね。だってこんな当たり前に使われるほど、あの大きさの飛ひ空くう挺ていが普ふ及きゆうするって思ってませんでしたから」




　初めての複数注文に高品質な工業キノコの手配がなかなか追いつかなかったため『鉄の蝶ちよう』の生産は滞とどこおったが、まず作られた最初の十隻せきが領地に到とう着ちやくすると、鉄の虎とらは史上初の飛ひ空くう挺てい団結成に向けて訓練を開始した。

　集められた人員は五十人、すべて兎うさぎ人である。

　この人選に特別な理由はない。初期の鯱しやち級きゆう飛ひ空くう挺ていのコクピットのサイズではゴブリンと兎うさぎ人以外は長く乗っていられなかったというだけのことである。鉄の虎とらにゴブリンの知り合いはなく、山の外の世界に暮らすゴブリンの少なさを考えればこうなるのは当然であった。

　鉄の虎とらは紛まごうことなき大貴族で、元は放牧場だった領内の草原を訓練のために確保すると、近くに飛ひ空くう挺ていの格納庫を建て、練習生たちのための寮りよう舎しやも建て、その隣となりに夫妻のための家まで建てた。

　イリグダーはそこで熱心に兎うさぎ人たちを指導した。

「訓練を始めた当初に、何人かの兎うさぎ人たちにこっそり聞かれましたよ、『これは金持ちの悪い冗じよう談だんなのか？』って。アレの乗り心ごこ地ちの悪さにすぐに訓練生の半数が脱だつ落らくしました。でも、じきに指導するイリーの熱が伝わって、本気なんだってわかってもらえた。それに、実際に乗って操作する方が、ぼくなんかみたいに半はん端ぱな関わり方の人より、モノの特別さがわかるんでしょうね。みんなあの発明にいつの間にか夢中になっていました。訓練後の食事の席で『まだ頭がガンガンする！』『地面が揺ゆれて見える！』なんて文句を言いながら、精力的に食事をとる彼らを見て、ようやくぼくも彼女の発明がなにがしかのものなんだって初めて信じることが出来ました」

　ある夜、鉄の虎とらの建ててくれた家で、二人で食事をとりながら、夫はイリグダーに率そつ直ちよくに詫わびた。

「謝るよ。君の発明はやっぱり大したものらしい。ぼくは信じていなかった」

　イリグダーは笑って言った。

「あなたにそう言わせたくって頑がん張ばったわ」




　イリグダーの飛ひ空くう挺てい団の初うい陣じんの記録は以下の通りである。

　結局、初うい陣じんまでに生産は注文の五十隻せきに届かず、飛ひ空くう挺てい団は四十三隻せきで戦うことになった。

　敵方の損害は竜りゆう騎き兵へい十四騎きが戦死、鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺てい三隻せきが轟ごう沈ちん。

　対して、鯱しやち級きゆう飛ひ空くう挺てい団の損害はわずか三隻せきが大破、一隻せきが小破。

　これは亜あ人じん軍にとっても聖せい鍵けん軍にとっても驚きよう愕がくの結果であった。

　この一戦を境に、これまで空にあっては並ぶもののない強者であった竜りゆう騎き兵へい栄光の時代は終わった。

　もちろん、この時の戦果は出来すぎである。空の移動中の強きよう襲しゆうという事態を聖せい鍵けん軍がまったく想定していなかったために、完全な奇き襲しゆうとなったことが大きい。未知の兵器に竜りゆう騎き兵へいたちが面めん食くらった側面もある。

　それでも、この一戦は世界の空の戦いに大きな転てん換かんをもたらした。

　竜りゆう騎き兵へいは絶対的な空の支配者ではなくなったのだ。

　これまで竜りゆう騎き兵へい一騎きに対して、鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺ていに百の戦せん闘とう凧たこがあっても勝利がおぼつかなかったのが、十隻せきの鯱しやち級があればまず勝てると考えられるようになったのだ。これはあまりに違ちがう。聖せい鍵けん軍は空における戦略戦術の大おお幅はばな見直しを迫せまられ、竜りゆう騎き兵へいたちは空中における新たな戦せん闘とうに適応することを求められた。

　空の戦いは「鈍どん重じゆうな鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺てい同士の場所取り合戦と、圧あつ倒とう的例外の竜りゆう騎き兵へい」というものから、「小型航空戦力同士による、目まぐるしくも華はなやかな空中戦」の時代へと変化した。

　世に言う『空戦革命』である。




　イリグダーと夫は飛ひ空くう挺てい団の初うい陣じんを見届けると、鉄の虎とらからの報ほう酬しゆうをたっぷり受け取って山脈に帰った。

　イリグダーの飛ひ空くう挺てい団はこの後も第二次聖戦終しゆう盤ばんの空を文字通り飛び回り、制空権をほしいままにした。

　ゴブリン王国には鯱しやち級きゆう飛ひ空くう挺ていの注文が殺さつ到とうし、イリグダーの発明家としての評価はうなぎ上りとなって、それから上述の訴そ訟しよう騒そう動どうなどが起こり、イリグダーはすっかり人ひと嫌ぎらいになって、ゴブリン王国最深部に居を構えると、そこに引きこもって夫以外とはあまり会わなくなった。エメラルド宮きゆう殿でんのルビーの玉座に何度も通い、この頃ころ流は行やり出していたゴブリン王国独立論に夢中だったとも伝わる。

　イリグダーは星に上げられ、占せん星せい術じゆつ師しに鯱しやち座が観測された。
















　天上より人々の戦いを見ていた神々は目を瞠みはり、叫さけびました。

「いざ進め、人間よ！

　いざ来たれ、亜あ人じんたち！

　この壮そう麗れいなる戦いに、鮮せん烈れつな生と死でもって、名を深く刻むがいい！

　恐おそるべき争いの只ただ中なかにあって、不思議にお前たちの胸は高く波打つだろう！

　ああ、土くれだったお前たちは水で捏こねられ風に晒さらされて、嵐あらしに似た荒あらぶる魂たましいを持ったのに違ちがいない！

　ひときわ輝かがやく嵐あらしの御み魂たまには、天空の一座を与あたえよう！」

　ワウリとネクルの二神はこのように英えい雄ゆうを称しよう賛さんし、この時より聖戦の英えい雄ゆうの魂たましいは星として天空に上げられて輝かがやくようになったのです。


（創世神話──第一次聖戦──星の座の約束）　　　
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　メリヴォラは第二次聖戦において人間に奪うばわれた亜あ人じんの領土を奪だつ回かいした猫ねこ人の猛もう将しようである。

　メリヴォラは猫ねこ人の中にあって猪いのしし人にも負けない優すぐれた体格と印象的な縞しま模様の毛皮を持つ虎とら人で、その豪ごう壮そうかつ冷れい酷こくな振ふる舞まいから『鉄の虎とら』とあだ名され恐おそれられた。




　鉄の虎とらは地方の大貴族の息むす子ことして生まれた。

　鉄の虎とらの家系は何度となく将軍を輩はい出しゆつしてきた軍人の名家である。鉄の虎とらの祖父は現皇こう帝ていが即そく位いするのを後あと押おしした有力な将軍であった。その娘むすめである鉄の虎とらの母も将軍になり、大功こそなかったが平時の将軍職を無難に勤め上げた。元老議員の家から婿むこに来た美しい三み毛け猫ねこ人の父も穏おだやかで控ひかえめな性質で妻をよく支え、将軍職を勇退した母と学識に優すぐれた父は協力し合いながら大きな領地を滞とどこおりなく差配した。二人は過度な放ほう蕩とうもせず、かといって吝りん嗇しよく家かと陰かげ口ぐちされるほどのしまり屋でもなく、実に真っ当に財を増し、領民に不満はなく、皇こう帝ていの信も厚かった。

　このような平へい穏おんでなに不自由ない環かん境きようから何なに故ゆえに鉄の虎とらのような男が育ったのかはわからない。

　物心ついた時には同年代の子どもたちよりも頭一つ大きくなっていたメリヴォラは、すでに並外れて乱暴でワガママな大名家の子として近きん隣りんで有名であった。

　十歳になる頃ころには、メリヴォラはもう大人顔負けの体格を誇ほこっていた。この年にメリヴォラは家の下男を二人まとめて半殺しにしている。態度が生意気だったからだという。下男の一人は片目を失明し、もう一人は生しよう涯がい足を引きずるハメになった。

　その翌年には召めし使つかいの一人を孕はらませて一族を挙げての大おお騒そう動どうになった。

　さらにその翌年には領内の若者同士のいざこざに首を突つっ込んで、ケンカの中で三人を殺している。あれは不ふ可か抗こう力りよくで正当防衛だったとメリヴォラは主張し、周囲の取り巻きや敵対者だった不良たちまでそう証言したので、この事件は公おおやけには不問になったが、両親は頭を抱かかえた。

　この頃ころにメリヴォラは領内の若者たちの間で鉄の虎とらとあだ名されるようになったようである。以降、メリヴォラは自分でもこれを気に入って自じ称しようするようになる。




　メリヴォラの乱暴にほとほと手を焼いた両親は、彼を帝てい都との士官学校の寮りように放り込むことに決めた。親の庇ひ護ごから離はなれ、同じ貴族の同世代たちと過ごす厳しい訓練と固い規律に縛しばられた集団生活によって、彼が変わることを期待したわけだ。

　結論からいえば、彼はその生活で変わったといえる。より特別で強きよう烈れつな方向に。

　学校生活の初日、校庭における新入生の自己紹しよう介かいの場でメリヴォラは、居並ぶ同級生たちに向けて胸を張りこう言い放った。

「おれは虎とら人のメリヴォラだ！　地元じゃみんなおれのことを鉄の虎とらと呼ぶ！　その名の通りの男だと自負してもいるぞ！」

　田舎いなかのはねっかえりらしい彼のあまりにわかりやすい示じ威いを、都会出身の学生たちはニヤニヤと笑いあい、あからさまに噴ふき出す者まであった。鉄の虎とらは彼らの顔をよく覚えた。後に出世した鉄の虎とらは、彼らを決して派は閥ばつに加えず、そう出来る機会があれば出来る限り冷れい遇ぐうし、その類るい縁えんのものにも同じように接し、そのために家名を傾かたむかせたものもある。この故事から、他人を侮あなどってとった些さ細さいな無礼で思いもせぬ損害をこうむることを『虎とらを笑って三代を損そこなう』と言い慣ならわすのである。

　鉄の虎とらは豪ごう放ほうに振ふる舞まい、他人からも器うつわの大きな男として見られることを好んだが、その実、些さ細さいなことも聞き逃のがさず、それをいつまでも根に持つ性質だった。




　当初、メリヴォラにとって士官学校の生活は厳しいものだった。

　起き床しよう後のベッドのシーツの端はしがめくれているだけで指導教官に殴なぐられ、新入生の分際で廊ろう下かの真ん中を歩いたと先せん輩ぱいに殴なぐられ、殴なぐられている時の目つきが生意気であると別の先せん輩ぱいに殴なぐられ、お前は殴なぐられ過ぎだと教官に殴なぐられた。

　しかし、彼はこの生活で自身の獣じゆう性せいを飼い馴ならす方法を素す早ばやく学んでいった。彼は他人から振ふるわれる理り不ふ尽じんな暴力によって起こる、自分自身の変化を驚おどろきと共に興味深く観察し、それが自分を含ふくめた集団に起こす反応に夢中になった。そして、自分が目立つ場所で暴力を振ふるわれているのと別に、目立たない場所で行われるイジメという形の暴力にも深く関心を持つようになった。

　この二つの暴力──公的な場で堂々と振ふるわれる暴力と、私的な関係の中でコソコソやり取りされる暴力の二つが、てんでバラバラだった生徒たちに素す早ばやく強きよう烈れつに序列と秩ちつ序じよを作り出して集団にしていく様に、彼は心を奪うばわれた。

　一年を待たず、鉄の虎とらは同級生たちと快活にやり取りするようになり、先せん輩ぱいたちからもかわいがられ一目置かれる優ゆう秀しゆうな士官候補生になっていた。教官たちは命令に従順でありながらも陽気さと積極性を失わない彼を、学校の理想的な成功例の一つだと考えるようになっていた。

　メリヴォラは学校で熱心に軍略を学び、体を鍛きたえ、優ゆう秀しゆうな友人を増やし、落ちこぼれをいじめた。メリヴォラは時に意識的に深く付き合う友人を変え、尊敬を示す先せん輩ぱいを変え、かわいがる後こう輩はいを変え、媚こびる教官を変えた。いじめの標的を操作しようとしてみたり、人前での態度と二人だけの時の態度を変えてみたりした。

　集団のどこにどのように暴力と圧力を加えればどう動くのか、その際に集団はどういった形をしていたのか、その形は結果どう変わったか、彼は熱心に観察と実験を行った。

　鉄の虎とらによる狂きよう戦士調練法はこの時期に発想されたもののようである。




　士官学校を首席で卒業したメリヴォラは故郷には帰らず、そのまま帝てい都との近この衛え隊に職を得て軍務についた。仕事の合間には名家の人脈を大いに生かして、元老院に知り合いを増やし、素す早ばやく出世していった。

　この頃ころに、北の蛮ばん族ぞくたちの大規模蜂ほう起きがあった。

　ネクル界では亜あ人種でありながら皇こう帝ていに従わないものを総そう称しようして『蛮ばん族ぞく』と呼ぶ。

　普ふ段だんの彼らは、北方の大森林の奥おく深ふかくや北西のツンドラ雪原地帯で少数の部族に分かれて細々と暮らしているが、稀まれに現れるカリスマ的指導者の下もと、一団となって豊かな南東へと略りやく奪だつへやってくることがある。

　不意の攻こう勢せいに帝てい国こくの辺境守備隊は隙すきを突つかれ、同時多発的に砦とりでや町が次々に襲おそわれ、血に飢うえた蛮ばん族ぞくたちはイナゴのごとくネクル界北方に広がった。

　皇こう帝ていは素す早ばやく軍を召しよう集しゆうし、何人かの将軍が軍を率いて蛮ばん族ぞく討とう伐ばつの任についたが、士気高い蛮ばん族ぞくたちの前に思わぬ敗戦を重ね、更こう迭てつや解任の憂うき目にあった。

　蛮ばん族ぞくが帝てい国こくの北方を荒あらし回り中原にまで手を伸のばしてくるかという時期、元老院の後あと押おしを受け、若きメリヴォラに追加召しよう集しゆうの一軍が任されることになった。




　鉄の虎とらは友人への手紙に自らの軍団の兵についてこう書いている。

「我わが兵は腕うでや脚あしを失うことを恐おそれない。腕うでや脚あしを失うことを恐おそれない兵士は、勇ゆう敢かんなのではなく気が狂くるっている。もちろん、気の狂くるった兵士よりも勇ゆう敢かんな兵士の方が優すぐれているし、細かな倫りん理りの面からいって正しい存在でもあろうが、人を勇ゆう敢かんにするのは大変難しく狂くるわせるのは比ひ較かくしてたやすい。勇ゆう敢かんな兵士を一人育てる間に気の狂くるった兵士は十人用意できる。勇ゆう敢かんな兵士は狂くるった兵士の倍は強いが、三倍強いというわけにはいかない。初歩の算数だ、計算してみたまえ。我わが狂くるった軍団は勇者に勝まさる」

　メリヴォラは軍団に着任するとまず、自分の配下の兵たちに、自分がなにかを殺せと命じたら、なにをおいても真っ先にそれを実行するようにと厳命した。重要な軍務の途と中ちゆうであろうと、炊すい事じ洗せん濯たく等などの雑事中であろうと、用を足していようと、自分が何かを殺せと命じた時にはそれらすべてを投げ出してとにかく殺しを実行するようにと。

　殺しの命令はいつも不意に出された。

　行軍の途と中ちゆう、街かい道どうに野の良ら犬いぬがいる。彼は指差して言う。

「殺せ」

　部下たちはなにもかも放り出してその犬を追い回し捕つかまえて撲ぼく殺さつする。

　そうしなければ自分だけでなく、同どう僚りようたちもキツい罰ばつを受けるのだ。

　昼飯時に、メリヴォラが空に飛ぶ小鳥を指差して言う。

「殺せ」

　みな弓を射かけ、食器を投げつけ、鳥が飛び去る前になんとか殺す。逃のがせば罰ばつが待っている。しかし、しっかりと仕事をこなせば、鉄の虎とらは彼らをいつも大変大真面目に誉ほめた。

「よく果たした。とても良くなってきた」

　決して大げさではないが重くはっきりとした口調でメリヴォラは言い、そして、かすかに笑う。よく注意していなければ見み逃のがしてしまうくらい、かすかに。その笑え顔がおに初めて気づいた日、兵たちは自分たちでも驚おどろくほどの喜びを感じたのだった。

　そんなことを繰くり返すうち、彼らは生き物を見かければまず殺すことを考えるようになった。草原に鹿が現れる。兵たちは鉄の虎とらが指示を出すかどうか、息を詰つめて彼の指先を見つめる。彼が指差せばすぐにも行動しなければならない。アレを殺すために自分はどう動くべきか。最も近いあいつが剣けんで襲おそいかかるとすれば、自分は逃にげ道を塞ふさぐように動こう、足を止めさせればあそこにいるあいつの弓が間に合う、アレを殺せる。

　鉄の虎とらの指が動かずに、その生き物が去っていくと、彼らは安あん堵どと不満がない交ぜになった吐と息いきを漏もらした。

　その指示がいつから敵の捕ほ虜りよに対して──つまりは人に対しても行われるようになったか思い出せる者はいない。

　最初は簡単ながら殺す理由が説明されたような気もする。

　蛮ばん族ぞくから奪だつ還かんした村の広場で、鉄の虎とらは引き据すえられた敵の捕ほ虜りよを不意に指差して言う。

「こいつは子どもを殺した、許せん、殺せ」

「反乱の扇せん動どう者しやだ、殺せ」

「盗ぬす人つとだ、殺せ」

　次の戦場への行軍中、突とつ然ぜんに、生かして連れて来た捕ほ虜りよを指差して言う。

「皇こう帝てい陛下を侮ぶ辱じよくした、殺せ」

「行軍を妨ぼう害がいした、殺せ」

「飯を食いすぎる、殺せ」

　指示が出れば、近くにいた者が素す早ばやく実行に移さなければならない。躊躇ためらえばまた厳げん罰ばつが下された。数をこなすうちに、戦士たちは慣れていった。果たすたびに鉄の虎とらは彼らを誉ほめた。

「よく果たした」

　そして、そっと小さな声で、執しつ行こう者しやにだけ聞こえるように言い添そえる。

「お前は根こん性じようがあるな」

　そのうちに鉄の虎とらは捕ほ虜りよを指差して短くこう言うだけになった。

「殺せ」

　そして、ある日、不ふ甲が斐いない戦いで仲間を危険に晒さらした部下の一人を指差して、鉄の虎とらは言った。

「殺せ」

　彼らは命令を実行した。

　理由の説明はなくなった。みな知らなくても構わなくなっていた。自分の中の弱い心に打ち勝ったのだ。

「殺せ」

　鉄の虎とらが指差したのならそれは死すべきものだ。

　鉄の虎とらの軍団は、指揮官の命令に従順で、組織に献けん身しん的であり、仲間との結束は固く、裏切り者を許さず、敵に苛か烈れつであり、恐おそれも疲つかれも知らぬように戦った。

　鉄の虎とらの狂きよう戦士軍団は蛮ばん族ぞくたちを次々に打ち破り、勝利を重ねるたびに──命を奪うばって踏ふみにじるたびに強くなっていった。




　鉄の虎とらに散々打ちのめされ、いくらかの略りやく奪だつ品と引き換かえに多くの死体を残して、蛮ばん族ぞくたちはまた辺境へと引っ込んでいった。

　戦乱は終わったが、除隊して故郷に帰っても、鉄の虎とらの兵たちはもう元の生活には馴な染じめなくなっていた。

　鉄の虎とらの軍に入る前と後では、彼らの中のなにかが変わってしまったのだ。

　暮らしの中でなにをしても空むなしく、常に満たされていないと感じ、些さ細さいなことにイラだった。突とつ発ぱつ的に暴力沙ざ汰たを起こして、結局は軍団に舞まい戻もどり、なんでもするから過か酷こくな軍務にもう一度就つかせてほしいと懇こん願がんした。どうか偉い大だいな指揮官にまた奉ほう仕しさせてほしいと。鉄の虎とらはそれを決して拒こばまなかった。

　各所から鉄の虎とらの軍団とその調練法への非難が起こり、元老院でも議題に取り上げられ、皇こう帝ていは恐おそれを抱いだき始めていたメリヴォラの軍務を解くいい機会だと考え、鉄の虎とらへ十分な褒ほう美びと実家の領地の加増をもっての名めい誉よある帰郷を命じた。

　鉄の虎とらは逆らわなかった。知り合いの議員たちの多くが帝てい都とに残れるように協力しようと声をかけてきたが、メリヴォラは丁てい重ちような感謝の言葉と共にその申し出を断った。

　皇こう帝ていはさらに狂きよう気きの兵士たちに転属や除隊を命じ、その軍団を解隊しようとしたが、これは兵たちの強きよう硬こうな反対にあい叶かなわなかった。彼らは互たがいに引き離はなされるのを頑かたくなに拒こばんだ。鉄の虎とらの軍団は司令官を失ったが、兵員たちはそのまま北方の辺境守備の任に就つくことになった。

　こうして鉄の虎とらの軍団は『将なき軍団』となって、解散させられる代わりに事実上の集団流る刑けいとなったのだった。

　貧しく寒い北西辺境のツンドラ地帯で、白い息を吐はきながら、飢うえた目を光らせ、狂きよう戦士の軍団は偏へん執しつ的に訓練と蛮ばん族ぞく掃そう討とうを続けた。地平線に蛮ばん族ぞくたちの影かげも見えなくなると、訓練と称しようしてまれに飛来する竜りゆうを嬲なぶり殺し、針葉樹の森深くに潜ひそむ古いにしえの巨きよ獣じゆうを探し出して殺し、海に潜ひそむ怪かい物ぶつを殺そうと軍船で追い回した。襲おそってくるどころか訪ねてくる者すら稀まれな砦とりでの防ぼう壁へきを日々強化し続け、見張り塔とうは日増しに高く堅けん固ごになり、城じよう壁へきに並ぶ固定弓や投石器は増え続け、倉庫は予備の武器であふれた。

　軍団は指揮官の帰き還かんを待ち焦こがれていた。




　一方の鉄の虎とらは故郷で穏おだやかな日々を送った。

　祖父の墓前に勲くん功こうを報告し、父母にかつての自分の所業を率そつ直ちよくに詫わびた。

　両親は大きな戦功が息むす子この心を満たし、社会の中で役割を果たしたことが彼を成長させたのだと考え、安あん堵どした。狂きよう戦士たちの噂うわさは噂うわさに過ぎなかったか、軍務の中で起きた仕方のないなにごとかだったのだろう。戦いくさの中では普ふ段だんでは考えられないことが必要になるものだ。軍務のことを全く知らない我々ではない。夫ふう婦ふはそんなことを言い合って互たがいを安心させあった。

　鉄の虎とらは領地経営には興味を示さず、両親にとってその点はやや不満ではあったが、自分たちはいまだに健康だし、焦あせることはないと考え、そのことには口出ししなかった。

　勲くん功こう偉い大だいな元将軍の多くがそうしたように、鉄の虎とらは元老議員を目指すのではないかと多くの者は思ったが、メリヴォラはそうもしなかった。

　鉄の虎とらはほどほどに贅ぜい沢たくをしながら気ままに暮らし、結けつ婚こんもして、子どもも四人もうけた。

　この時期の鉄の虎とらの心中はわからない。真まことにこの平へい穏おんを愛していたのか、それとも、その獣じゆう性せいを必死に抑おさえて暮らしていたのか。

　どちらにせよ、運命はまた鉄の虎とらを戦乱へと呼び戻もどすことになる。

　人間の竜りゆう騎き兵へいバラドによる黒い塔とうの陥かん落らくの知らせを聞いた日、メリヴォラは妻にこう言ったという。

「国難が来る。お前も、色々覚かく悟ごするように。なんといっても、私の妻なのだからな」

　それから鉄の虎とらは歯をむいて笑った。妻はそれを見て失禁した。

　彼女はその時のことを実家の母親への手紙でこう書いている。

「殺されるかもしれないと思いました。夫は私に手を上げたことなどなかったけれど、本当にその時は殺されるかもしれないと。うまく説明は出来ません」

　幸い、彼女も子どもたちも殺されることはなかった。




　鉄の虎とらは聖戦の経過を注意深く観察した。各地に子飼いのスパイを放ち熱心に情報を集め、軍の友人たちとも熱心に連れん絡らくを取りながら、自らが舞ぶ台たいへ出て行くのに最高の場面がやってくるのを待っていた。

　屋や敷しきに元老議員や軍の友人たちを頻ひん繁ぱんに招き、猫ねこ人ニャメの刑けい死しに怒おこってみせ、呼び声の丘おかの戦いにおける猪いのしし人ボルゴーの勝利を賞賛した。砂さ漠ばくの蜃しん気き楼ろうの市へ自ら足を運んで観光し、冒ぼう険けん男だん爵しやくアルゴのゴブリン王国についての著作を手に入れて熱心に読んだ。領内の劇場に高名な詩人の劇団を呼んで砂さ漠ばくにおける犬人ニスリーンの娘むすめたちの華はな々ばなしい散り様を称たたえる歌劇を楽しみ、その武の極きわみたる聖せい鍵けんの戦士ニモルドとの一いつ騎き打うちの場面を特別に愛して、内輪のパーティーでは自ら歌ってみせることすらもあった。

　鉄の虎とらは舞ぶ台たい袖そでで聖戦を満まん喫きつしていた。

　そして、ゴブリンの発明家イリグダーの小型飛ひ空くう挺ていの噂うわさを聞きつけると、すぐにその実物を見てみることにしたのだった。

　一目見て、鉄の虎とらはその発明の意味を悟さとった。

　これはまさに、自分が舞ぶ台たいに出て行く際に相応ふさわしい衣い装しようだ。新しく、奇き抜ばつで、他のものには扱あつかい方がわかるまい。どう着こなせばこれが戦場という舞ぶ台たいで輝かがやくか、他の者には見当もつかないだろう。

　私にはわかる。

　その衣い装しようを調ととのえている間に、聖戦は重大な局面を迎むかえていた。

　皇女の『大号令』に応じて始まった砂さ漠ばく遠えん征せいは失敗に終わり、続いて港町モガウルが聖戦士ニモルドによって陥かん落らく、その奪だつ還かんのための大規模攻こう勢せいも失敗に終わり、帝てい国こく軍は連戦連敗、聖せい鍵けん軍は港町モガウルから帝てい都とマゴニア目指して、ネクル界内海を南に回って進軍してきた。

　大敗を喫きつし続けた皇軍に余力はなく、町は次々に落ち、人間の軍勢はとうとう帝てい都とへと迫せまろうとしていた。帝てい都とは避ひ難なん民で溢あふれ、連日開かれる元老議会は過去の失敗をあげつらいあう罵ののしりあいに終始していた。

　自分の出番が来た。

　鉄の虎とらは家族にも知らせず、数人の腹心だけを供に従え密ひそかにその領地を出、北方の辺境へと向かった。

　自らの軍団を迎むかえに。




　常冬の辺境にあっても特に冷え込んだある朝、晴れ渡わたった空は熱を逃にがしながらも注ぐ光だけは刺さすように強い。その強い日を率いてきたかのように、鉄の虎とらは白く輝かがやく雪原を越こえて東の道から太陽と共に現れた。

　見張り塔とうからその影かげを見つけた兵が、全力で半はん鐘しようを打ち鳴らし、砦とりでの狂きよう戦士たちは寝ね床どこから跳はね起きる。

「将軍ご帰き還かん！　将軍ご帰き還かん！」

　見張りが涙なみだを堪こらえて絶ぜつ叫きようするのを聞き、兵士たちはまず夢を疑い己おのが頰ほおをつねり、これが現実だと確信すると狂きよう喜き乱らん舞ぶし、着の身着のまま砦とりでの外へ駆かけ出した。彼らは全身の血を凍こおらせる緊きん張ちようと、脳を痺しびれさせる暴ぼう虐ぎやくと、敵を踏ふみにじる勝利の快感に飢うえきっていた。そして、それを与あたえてくれるのは鉄の虎とらだけだと知っていた。自分たちだけではどうしてもその飢き餓がを満たせない。彼らは鉄の虎とらの提供する暴力と勝利の中毒者だった。

　帰ってきた指揮官の変わらぬ偉い丈じよう夫ふぶりに目を輝かがやかせ、兵たちが叫さけぶ。

「鉄の虎とらよ！　どこでだれに勝てばよいのですか！」

　鉄の虎とらはニッコリと笑い、馬上、大きく腕うでを上げ、ゆっくりと東を指差した。

「行こう！　帝てい都との東で、聖戦の巨きよ大だいな勝利が我々を待っている！」

　戦士たちは歓かん喜きの叫さけびを上げ、待ち望んでいた指示に泣き喚わめき、獣けもののようにおうおうと吼ほえた。自分たちにもわけがわからなかった。抑おさえようがなかった。

　ああ、なんと長い期間、この偉い大だいな司令官と引き離はなされていたのだろう！

　その様を見て鉄の虎とらは、うんうんとゆっくりと深く、鷹おう揚ように肯うなずいた。




　雪原を越こえて、彼らは北からやってきた。

　鉄の虎とらに率いられて行軍する間に、軍団の闘とう争そうへの欲求は日々高まっていった。

　この雪を越こえれば、この森を抜ぬければ、この道を進めば、敵がいるのだ。

　敵だ。

　敵がいる。

　この狂きよう戦士たちを率いて鉄の虎とらは帝てい都とへ入城した。

　これは帝てい国こく法の明確な違い反はんである。

　第一次聖戦期に定められた帝てい国こく法に、『元老院決議への軍隊による恫どう喝かつ強要等の影えい響きようを避さけるため、皇こう帝てい直属の近この衛え兵へい以外の軍隊の帝てい都と近辺への進しん駐ちゆうは一いつ切さい禁止する』と定められている。

　しかし、帝てい都と防衛を理由にして、鉄の虎とらはこれを押おし通した。

　帝てい都と進しん駐ちゆうを大変な暴挙として非難する元老議員もあった。鉄の虎とらが率いてきた軍団は、そもそも皇こう帝ていの兵であって鉄の虎とらの私兵でもなんでもないわけで、それを当然のように任地から連れてきた点も法的に言えば大問題である。しかし、国家存亡の危機にあってやってきた援えん軍ぐんを救世主のごとく歓かん迎げいするものが議会でも世間でも多数派であった。

　元老院は素す早ばやくメリヴォラを大将軍に復職させる案を議決し、皇こう帝ていも逆らいようもなく承しよう認にんした。

　しかし、皇こう帝ていはすでに嫌いやな予感に包まれていた。

　この虎とらをもう一度玉座の遠くへ追い払はらうことなど出来るだろうか？

　皇こう帝ていの不安をよそに、鉄の虎とらは歓かん待たいされ、元老議員が列を成して激げき励れいに訪おとずれ、商人がこぞって矢や銭せんを献けん上じようし、民衆は神しん殿でんに群れを成して彼の勝利をネクル神に祈いのった。




　聖せい鍵けん軍は広げた支配地域を治めて一息つくのではなく、すでに新たな拠きよ点てんとなっていた港町モガウルで亜あ人じんの首都へ攻せめ上る大軍の準備に入っていた。帝てい都とマゴニアまでの地上侵しん攻こうルートは開けた。前線へ飛ひ空くう挺ていを出す時だ。この世紀の一戦を前に、ワウリ界各国が新たに戦力を供出し、鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺てい五隻せきがモガウルに集結した。護衛には竜りゆう騎き兵へいが三十騎き。かつてない規模の飛ひ空くう挺てい団といえた。途と中ちゆうで襲おそわれる心配のないはずの内海上空を通り、前線部隊一万と先に合流し、そこにモガウルからの大軍三万も加わって、魔ま都と攻こう略りやくへと向かう手はずである。

　鉄の虎とらの軍団は帝てい都とでそれを待ちはしなかった。




　斥せつ候こうから帝てい都とを進発した軍団があるという報告を受けた聖せい鍵けん軍前線部隊は、これを事前に叩たたくため前進した。籠ろう城じようの拠きよ点てんとなりうるほどの町はすでにかなりの後方であり、報告から敵方の軍団規模もさほどのものではないこともたしかである。単独で反はん攻こうに出てくるにしては寡か兵へいに過ぎる。これはおそらく、どこかよその地域から来る援えん軍ぐんと合流するための行動だろう。合流前に各個撃げき破はするべきだ。聖せい鍵けん軍はそう判断した。

　狂くるった戦士たちからすれば笑しよう止しの判断といえた。

　鉄の虎とらの狂きよう戦士軍団のなにが聖せい鍵けん軍の想像を最も超こえていたかといえば、それは行軍速度である。狂きよう戦士たちは驚おどろくほどに休みなく歩く。聖せい鍵けん軍の常識からすれば、兵が疲つかれきって少なくともその日の内は使い物にならない状態になるはずの速度で彼らは行軍する。

　狂きよう戦士たちとの初交戦は、聖せい鍵けん軍にとってまったく想定外のタイミングで勃ぼつ発ぱつした。それは斥せつ候こうの報告を受けて前進を始めた翌日の朝に起きたのである。

　彼らは夜通し歩いてやってきた。

　殺すべき敵を求めて。

　敵はまだまだ遠くにあると思い込み、野営の眠ねむりからのんびりと覚めきっていない聖せい鍵けん軍の陣じん屋やを、夜の内に潜ひそんだ近くの森よりうかがって、狂きよう戦士たちの心臓は早はや鐘がねのように脈打ち、目は血走り、呼吸は浅く速くなる。

　全身が震ふるえる。だれもが指揮官を注視する。喉のどが引きつって息が止まりそうだ。喉のどが渇かわく。血に飢うえている。

　鉄の虎とらが一度高く天を指差す。

　そして、ゆっくりと腕うでを下ろし、真まっ直すぐやつらに指を向けた。

「殺せ」

　全軍は吼ほえ、叫さけび、恐おそるべき速度で駆かけ出した。

　陣じん容ようもなにもない。まずは騎き兵へいが先頭に躍おどり出る。

　思わぬ奇き襲しゆうに驚おどろきつつも、慌あわてて前に出てきた聖せい鍵けん軍の見張りたちの槍やり衾ぶすまに、騎き兵へいたちはなんの躊躇ためらいもなくその全身を叩たたきつける。

　槍やりに馬を串くし刺ざしにされ、場合によっては自らの手足も失いながらも、敵集団の中にその身体からだをねじ込んだ兵たちは、得物を振ふり回して狂くるったように暴れる。彼らに気をとられ聖せい鍵けん軍の陣じん形けいが定まらないところに、後続の歩兵たちが襲おそいかかる。

　乱戦で鉄の虎とらの狂きよう戦士軍団に勝てるものはない。彼らは最強の軽歩兵であった。聖せい鍵けん軍の知っている戦争とは、基本的に組まれた陣じん形けい同士が衝しよう突とつする会戦か、都市の包囲戦であった。それらの戦争は決して楽なものでも品のあるものでもなかったが、一定の秩ちつ序じよを持ってはいた。

　しかし、鉄の虎とらの軍団が仕し掛かける闘とう争そうは聖せい鍵けん軍からすれば滅め茶ちや苦く茶ちやである。あらゆる兵が状じよう況きようにより役割を目まぐるしく変え、さっき楯たてを構えてラインを作っていたものが、今は遊兵になり手ちよ斧うなを振ふり回して、次には弓を構えている。さっき弓を射ていた兵が、いつの間にか騎き兵へいを迎むかえ撃うつ槍やりを構えていて、次見た時には馬上で角笛を吹ふき鳴らしている。

　この敵は未知であり、身軽で、残ざん酷こくで、おそらくは気が狂くるっている。

　恐きよう怖ふした仲間が怯おびえた目のまま死んでいく様は、残されたものの心に新たな恐きよう怖ふの卵を産み付けて、新たに生まれた恐きよう怖ふの震ふるえに隣となりの兵が共きよう振しんして卵は孵かえり、恐きよう怖ふは聖せい鍵けん軍内へドミノ倒だおしに広がっていく。

「降くだる！　降くだるから…！」

　そう乞こうてくる腰こしの抜ぬけた相手の脳天に斧おのを振ふり下ろし、返り血を浴びて、鉄の虎とらの兵は快感の咆ほう哮こうを上げた。

　戦場に恐きよう怖ふが拡散した。




　鉄の虎とらは聖せい鍵けん軍の前線へ強きよう烈れつな一いち撃げきを加え怯ひるませ内海へのルートを確保すると、その浜はま辺べへとイリグダーの飛ひ空くう挺てい『鉄の蝶ちよう』四十三隻せきを、軍団の兵たちの手によって素す早ばやく運ばせた。港町モガウルから前線へと出る空のルートに当たりをつけ、地上からの偵てい察さつを徹てつ底ていし、細かく飛ひ空くう挺てい団の地上における待機場所を動かし続け、まさに目視できるほどの距きよ離りに敵飛ひ空くう挺てい団が迫せまるまで、『鉄の蝶ちよう』を一いつ切さい飛ばさなかった。

　鉄の虎とらと発明家イリグダーが確立した鯱しやち級きゆう飛ひ空くう挺ていの軍事運用法とは、要するに『いかに飛ばさずに済ますか』ということに尽つきる。作戦における『鉄の蝶ちよう』の航続距きよ離りはとにかく短ければ短いほどよい。燃費によく、隠おん密みつによく、パイロット負担によく、故障による損そん耗もう率によい。

　狂きよう戦士たちは指揮官を疑うことはなかったが、戦せん闘とう当日まで、この奇き怪かいな小型の飛ひ空くう挺ていをあまり当てにはしていなかった。

　初めてその魔ま術じゆつ回路が始動して『鉄の蝶ちよう』が呆あきれた爆ばく音おんを響ひびかせるのを目にして開いた口の塞ふさがらない狂きよう戦士たちを浜はま辺べに残し、兎うさぎ人のパイロットたちは飛んだ。

　拠きよ点てん上でない空での突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきなど考えてみたこともなかった人間たちにとって、この攻こう撃げきはまさに青せい天てんの霹へき靂れきであった。

　兎うさぎ人たちは訓練と打ち合わせ通りに行動した。

　まず竜りゆう騎き兵へいは基本的に相手にせず、狙ねらいは鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺ていに絞しぼる。相手が面めん食くらっている間に、実のところ一度しか発射できない『ゴブリンの火』の火か炎えん放射を鯨くじら級に確実に浴びせかける。それに成功すれば長居は無用。素す早ばやく戦線を離り脱だつする。追ってくる竜りゆう騎き兵へいに対しては常に数的有利を確保すること。竜りゆう騎き兵へいに追われている際は直線で逃にげるのではなく、グルグルと旋せん回かいすることを意識し、竜りゆう騎き兵へいにも旋せん回かいさせること。別の鯱しやちを追って旋せん回かいしている竜りゆう騎き兵へいの背後を取るのは容易たやすい。背後から弩いしゆみを射る際にはケチらずにまとめて射ること。空中の弩いしゆみの命中率は低い。ここぞという機会に賭かけるべし。

　史上初の鯱しやち級きゆう飛ひ空くう挺ていの戦せん闘とうは、大勝利に終わった。

　聖せい鍵けん軍は三隻せきの鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺ていを失い、残る二隻せきは港町モガウルへ逃にげ帰った。

　聖せい鍵けんの魔ま都と攻こう略りやく軍は空からの支し援えんを完全に失った。

　この鮮せん烈れつな空の勝利はすぐに帝てい都とへ知らされ、亜あ人じんの民衆たちは快かい哉さいを叫さけび、鉄の虎とらの名と共に発明家イリグダーの名声は一気に高まって、ゴブリン王国には鯱しやち級きゆう飛ひ空くう挺ていの注文が殺さつ到とうした。




　魔ま都と攻こう略りやく軍が鉄の虎とらから逃にげてきた前線部隊と合流したところに、飛ひ空くう挺てい部隊が大損害を受けて撤てつ退たいした知らせが届く。

　地上の攻こう略りやく軍はすぐに撤てつ退たいを決めた。

　鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺ていの支し援えんなく大きな拠きよ点てんを攻せめるのは大軍にしても無む謀ぼうだという判断であった。

　しかし、ただ引き返して帰るには、彼らはすでに深すぎるほど敵国に入り込んでしまっていた。

　予想もしない速度で追いついてきた鉄の虎とらの軍団は、港町モガウルへと撤てつ退たいしようとする魔ま都と攻こう略りやく軍を付け回して小規模な夜や襲しゆう奇き襲しゆうを繰くり返し、肉を徐じよ々じよに削そぐようにして大軍の戦力を削けずっていった。

　業ごうを煮にやした攻こう略りやく軍が腰こしをすえて会戦をしようとしても決してそれには応じず、行軍の隙すきを突ついた一いち撃げき離り脱だつ戦法を繰くり返した。常に行軍の先回りをしている狂きよう戦士たちは田畑や町を焼き、攻こう略りやく軍の補給を妨さまたげた。帝てい都とマゴニア周辺から港町モガウルに帰り着くまでに、攻こう略りやく軍三万は半数までその数を減らし、士気は著いちじるしく下がっていた。




　攻こう略りやく軍撤てつ退たいにハエのようにまとわり付いて港町モガウルまで進軍してきた鉄の虎とらの軍団はそのままモガウルを包囲した。

　本来、籠ろう城じようする相手に対し包囲の側は三倍の兵がいるとされる。鉄の虎とらの軍団の数はいかにも足りない。

　しかし、亜あ人じん軍には『ゴブリンの火』による焼しよう夷い攻こう撃げきがあった。さらにそこに新兵器『鉄の蝶ちよう』が合わさる。『鉄の蝶ちよう』の実態をいまだ摑つかめず対応を確立できていない聖せい鍵けん軍は従来の防衛戦と同じように鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺ていを上空に出すも、『鉄の蝶ちよう』に無残に襲おそわれこれを早々に失い、制空権を包囲側が掌しよう握あくした後に、帝てい都とから亜あ人じん側の鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺ていが『ゴブリンの火』を満まん載さいして悠ゆう々ゆうとやってくる。

　これまでにない一方的爆ばく撃げきに、港町モガウルはあっという間に瀕ひん死しとなった。

　そして、捕とらえた人間の逃とう亡ぼう兵から、港町モガウルに聖せい鍵けんが──始聖王が神より与あたえられたという真の聖せい鍵けんが、魔ま都と攻こう略りやくに先さき駆がけて運び込まれていたという情報がもたらされると、軍議の席上、鉄の虎とらメリヴォラは雷かみなりに撃うたれたかのように立ち上がり、全身をブルブルと震ふるわせた。

　鉄の虎とらは居並ぶ配下の顔をぐるり眺ながめて言った。

「諸君、もしも私が今日の朝死んでいたら、私の胸のうちには様々な未練、後こう悔かい、やり残した諸もろ々もろがわだかまったことだろう！」

　そして、声を一ひと際きわ大にしてこう続けた。

「しかし、今日の夕べに死ぬならば、私の胸にはなんの後こう悔かいもない！　なぜならば、すでに未来永えい劫ごう語り継つがれる戦場に立った後だからだ！　奮い立て！　敵の死をもって名を成すのだ！　自らの死後も千年残り、星と共に語られる勝利を生しよう涯がいその胸に誇ほこる機会ぞ！」

　呆あつ気けにとられている部下たちの顔に叩たたきつけるようにして鉄の虎とらは吼ほえた。

「この手に聖せい鍵けんを奪うばうのだ！」

　その日、鉄の虎とらは総攻こう撃げきを仕し掛かけ、港町モガウルは半分瓦が礫れきの山となりながら再び亜あ人じんの支配下へ戻もどり、鉄の虎とらは聖せい鍵けんを手に入れた。




　占せん領りようしたモガウルの城じよう壁へきの中、崩くずれた瓦が礫れきの山を、充じゆう実じつ感とも虚きよ無む感ともつかないぼんやりとした視線で、狂きよう戦士たちは眺ながめる。戦せん闘とうに関わっていない時、彼らの多くはただぼんやりしている。それが一番楽に時間を過ごす方法だからだ。

　その彼らの前に、偉い大だいな指揮官は、小さな猫ねこ人の少年の死体を抱かかえて現れる。

「まだ温かいのだ…」
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　鉄の虎とらは涙なみだを見せない。ただ嘆なげく。

「見よ！　ほんの一時間だ！」

　鉄の虎とらはその小さな遺体を両手で高く掲かかげた。

「ほんの一時間！　私がこの町を攻せめ取るのが一時間早ければ、この少年は我々の勝利を称たたえに駆かけ寄ってくれたはずだろうに！　私はこれまでなにをしていたのか？　ほんの一時間だ！　昨日、おととい、一月前、一年前に、この一時間を縮めるなにかが出来たはずなのに！」

　腕うでを下ろし、少年の身体からだをそっと地に下ろすと、鉄の虎とらは低く唸うなるように言った。

「私は今夜、次の戦場へ発たつ。一人でも行く。この町では今夜、私は過ごせない。一時間前にこの町を出ていったやつらを一人でも多く八やつ裂ざきにして、次の町を落としたときの後こう悔かいを軽くしたいのだ」

　軍団は即そく座ざに激げき怒どし奮い立った。

　彼らは残ざん酷こくで粗そ暴ぼうだが場当たり的な直情径行でもあり、鉄の虎とらの感情的扇せん動どうにぞっとするほど素す直なおに乗ってしまう。

　だれもが鉄の虎とらへ熱っぽく同行を願い出た。

　狂きよう戦士たちは食料をひっつかむと、歩きながら口に運び、怒いかりと共に嚙かみ下しながら行軍した。肉体の疲ひ労ろうも、神経のイラだちも、すべてが敵への憎にくしみへ変へん換かんされていく。どれもこれも『敵』が悪いのだ。ああ、早く腹に渦うず巻まく憎にくしみを吐はき出したい、怒いかりをブチまけたい、『敵』を殺したい。

　この日、鉄の虎とらの軍団は休むことなく撤退する聖せい鍵けん軍に三み度たび追いつき、その度たびに死体を積み上げた。




「彼らはまるで疲つかれを感じないのでしょうか？　疲つかれもせず、恐おそれも知らない軍団を、どうすれば打ち倒たおせるでしょう？　我わが軍の中にはネクル神の呪のろいを受けた鉄の虎とらの軍団は普ふ通つうの武器では殺せない、ワウリ神の祝福を受けた銀の武器でなければ、などという迷めい信しんを吹ふいて回るものまでおります。しかし、千切れた脚あしを引きずりながら、なお剣けんを捨てずに我らに追いすがってくるやつらの姿を目まの当たりにすれば、私自身もそんな話を信じそうになってしまいます」

　この時期、聖せい鍵けん軍は徹てつ底てい的に負け続けた。

　鉄の虎とらは軍団の機動性を生かし、『鉄の蝶ちよう』を戦場まで飛ばさずに運うん搬ぱんする運用を徹てつ底ていして弱点を悟さとらせず、制空権支配の重大な場面だけに使った。

　その安全が確保された空を、鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺ていが悠ゆう々ゆうと飛行し、焼しよう夷い爆ばく撃げきが行われる。農村にも農地にも区別なく火災が巻き起こり、人々が消火と避ひ難なんでパニックになっているところへ、狂きよう戦士たちが襲おそいかかる。ネクル界の人間が支配していた地域のあらゆるところでこの戦術が繰くり広げられた。

　これほど広こう範はんに、かつ効率的に、『ゴブリンの火』がばら撒まかれたことはなかった。かつての故郷に戻もどった亜あ人じんの農民たちは焼畑などとは明らかに違ちがう赤黒い焼け方をし、鼻を突つく臭しゆう気きを放っている土地を見て、この大地はまだ生命を養う力を残しているのだろうかと怖おじけた。

　その予感の通り、じきに秋が来ても一向に芽め吹ぶこうとしない畑を見捨て、農民たちは労働の実りを手にしないまま一冬をなんとか誤ご魔ま化かすためにすごすごと町に戻もどっていった。しかし、戦乱続きの上に鉄の虎とらの軍団へたっぷり兵ひよう糧ろうと軍資金を差し出していた町にも大した蓄たくわえはなく、イラだつ町民は農民を見下し、飢うえた農民は町民を恨うらんで、国中が荒すさんだ。

　鉄の虎とらが人間から奪だつ取しゆした土地で王のように振ふる舞まいだしても、驚おどろくものはいなかった。それはすでに予感されていたことだった。鉄の虎とらは人間から略りやく奪だつした富を皇こう帝ていに引き渡わたさず独どく占せんし、中央から戦後処理に送られてくる行政官たちを適当に追い返して、あらゆる返答をのらりくらりと先延ばしした。

　皇こう帝ていや王位継けい承しよう者しや候補たちは鉄の虎とらに非難や抗こう議ぎ、法や権けん威いに基もとづいた勧かん告こくの手紙を送りつけた。時には逆ぎやく賊ぞく討うつべしと檄げき文ぶんを各地に送りもした。どれにも応える者はなかった。

『ゴブリンの火』に焼かれた地は実りをもたらさず、砂さ漠ばくの交易は滞とどこおり、町々には飢うえた貧ひん民みんがあふれ、ネクル界に飢き餓がと疾しつ病ぺいが蔓まん延えんした。あらゆるものが値上がりし、商人貴族の買い占しめが横行して、民衆の打ち壊こわしが各地で起こり、終末的な予言に満ちた辻つじ説せつ法ぽうをがなりたてる誘ゆう惑わく者しやが昼日中もうろつき、役人は右往左往して、兵はみな乱暴になった。

　鉄の虎とらだけが贅ぜいと暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくしていた。この頃ころになると、鉄の虎とらは自らが猟りよう奇きに魅みせられていることを隠かくそうともしなかった。港町モガウルの市庁舎を占せん拠きよし、そこを己おのが居城と定め、庁舎前の広場で余興に捕ほ虜りよを虐ぎやく待たいし、意見するものを罪人に落として、戯たわむれに腕うでや脚あしを切り、その肉を飢うえた者に食わせた。容よう貌ぼうの美しい者の首をはね、その生首を魔ま女じよの秘術で処理させ居室に飾かざることを好んだ。人の皮で絨じゆう毯たんを仕立て、それを踏ふむのを喜びとした。その胸むな元もとには常に聖せい鍵けんが飾かざられていた。鉄の虎とらはそれを自らに与あたえられた正統なる王の証あかしだと信じていた。もう、自分は、欲望のまま、なにをしてもいいのだ。

　この悲ひ惨さんと荒こう廃はいに耐たえながら、人々はじっと待っていた。民衆はこの『感じ』を知っていた。それは記き憶おくや伝承よりは曖あい昧まいなものだが、噂うわさや迷めい信しんよりはたしかなものだ。

　王が代わるのだ。

　じきに古い王が死に、新たな王が立つ。

　それが賢けん君くんか暴君かはわからないが、それはやってくる。それを待つのだ。

　それが来た時、自分たちは神話にある通りに叫さけぶだろう。

「どうぞ、玉座に！　この席はあなたのものです！」

「この人こそ、宝ほう冠かんを持つに相応ふさわしい！」

　鉄の虎とらが『それ』だろうか？　鉄の虎とらは宝ほう冠かんの対ついになる聖せい鍵けんを得ながらも、まだ自分たちにその確信を与あたえない。

　人々は疲つかれ切りながら、怯おびえながら、飢うえた腹をさすりながらもなお注意深く、虎とらを、皇こう帝ていを、皇子皇女たちを、その他の権力者たちを値ね踏ぶみしていた。権力者たちはその視線にイラだち落ち着きを失った。治安は乱れ、暴動が各地に頻ひん発ぱつし、住民はみな反はん抗こう的になり、為い政せい者しやは取り乱し、力で押さえつけるだけの乱暴な鎮ちん圧あつが場当たり的に繰くり返された。

　鉄の虎とらだけは上じよう機き嫌げんだ。彼は自分こそが『それ』だと信じていた。

　彼は自らの死に臨のぞむ最後の時まで、そう信じていた。

　鉄の虎とらは星に上げられ、虎とら座が観測された。
















　さて、我が子の亡なき骸がらを腕うでに抱だき、その白くなった顔へ涙なみだをこぼして、始聖王は嘆なげきました。

「なんという巡めぐり合わせであろう！　私が鍵かぎを与あたえられたためにこのような日が来たのだ。この上、ワウリ神は私にまだなにか「成せ」とおっしゃるのか？　ああ、私にはもうなにを成す心もない。私はもはや獣けものを追わず、種もまくまい。ただ枯かれるように土へと帰ろう」

　始聖王はその首より聖せい鍵けんを外し、その地へ打ち捨てると、そのまま供も連れず、一人山へと入って行きました。

　そうして三日三晩休まずにさまよい続け、どこともしれぬ森を抜ぬけ、切り立った岩山の崖がけをよじ登ると、その中腹の岩場へ身を横たえたのです。

「もはや登る力も下りる力もない。私はここで朽くちていくのだ」

　そう呟つぶやいて始聖王は目を閉じました。

　どれほどの時が経たったのか、始聖王は小鳥のさえずりに目を覚まされました。

　数羽わのかわいらしい小鳥たちが、その小さな口ばしにつまんだ木の実を、そっと始聖王の元へと運んできたのです。

「ああ、優やさしい小鳥、いいのだ、私はもうなにも望んでいない」

　そう呟つぶやいて始聖王は目を閉じました。

　翌朝、始聖王は口が湿しめるのを感じて目を覚ましました。

　小鳥たちが口ばしに水を含ふくませて、それを始聖王の口へと運んできたのです。

「ああ、かわいい小鳥、いいのだ、私はもうなにも望んでいない」

　そう呟つぶやいて始聖王は目を閉じました。

　翌朝、始聖王は胸に何かがのったのを感じて目を覚ましました。

　首だけ起こして目を向けると、そこには聖せい鍵けんがありました。

　小鳥たちが聖せい鍵けんを運んできたのです。

「ああ、私はもうなにも望んでいないのに、あの方は私にまだなにか「成す」ことを望んでおられる」

　始聖王が呟つぶやくと、小鳥たちは悲しげにさえずりました。

　始聖王は乾かわいた木の実を口へと運び、ゆっくりと嚙かみました。


（創世神話──第一次聖戦──岩山の嘆なげき）　　　





















　教会の神官キシュはその巧たくみな弁べん舌ぜつで聖せい鍵けん軍をおこし、第二次聖戦を勃ぼつ発ぱつさせた。

　キシュは生しよう涯がいにわたって多くの言葉を発した。

　その語る言葉によってキシュが世界を操あやつったと言えるかはわからないが、キシュの言葉で世界が踊おどったことは確かだ。




　キシュは貧しい家庭に育ったようだが正確なことはわからない。裁判においても彼が信しん仰こうの道へ入る以前のことは問題とされなかった。

　聖都の神学生になる以前の彼については、ある逸いつ話わが残るのみだ。

　夏祭りの時期に仮装した子どもたちが家々を回って教会への寄付を募つのるのはワウリ界のどの国でも見られる風習である。

　ある年の晩夏、聖都で各地域から送られてきた夏祭りの寄付の金額を記録していた教会の会計係が、ふとその作業の手を止めた。ある村から送られてきた寄付の額が異様に多くなってしまったのである。

　何度検算しても、記録に間ま違ちがいはない。実際に送られてきた金額と記録の額にズレがあるわけでもない。寄付の額が多いに越こしたことはないのだから、いいと言えばいいのかもしれないが、それにしてもその金額はその村の去年の寄付額から数百倍に跳はね上がっているのである。

　困こん惑わくした会計が上司にあたる司教に報告し、何かの手て違ちがいではないのか、人を遣つかわして急ぎその村の司祭へと問い合わせることとなった。

　調査にやって来た神官を出で迎むかえた村の司祭は腰こしの曲がったよぼよぼの老人で、聖都からの使者という事態に大おお慌あわてであった。彼がしどろもどろで弁明するには、自分はごらんの通りの高こう齢れいなので今年の寄付集めについては自分のところで勉強を見てやっている小こ僧ぞうに任せきりにしていた、なにか間ま違ちがいがあるならその小こ僧ぞうに聞かねばわからない、とのことであった。

　その小こ僧ぞうというのがキシュである。

　この時、キシュが調査官にどういった説明を行ったかは定さだかではない。しかし、とにかく結果として調査官はこの莫ばく大だいな寄付を全く問題のないものと報告し、それと共に素す晴ばらしい才能の持ち主の少年を聖都の神学校へと推すい薦せんした。

　キシュは聖都へ出ることになった。




　神学校でのキシュは大変真面目な生徒で、同どう輩はいたちにはやや窮きゆう屈くつすぎる男と思われていたようだ。特に説法と議論において優すぐれ、問答試験においては試験官すらやり込めてしまうほどであった。貪どん欲よくに神話や学術書を読み込み、神学において隙すきのない知識を溜ため込んだ。

　この頃ころの彼は、必ずしも周囲に好かれたりかわいがられるというタイプではなかったようである。




　優ゆう秀しゆうな成績で学を修めたキシュは、そこからすぐに三年間にわたる山やま籠ごもりの修しゆ行ぎように入った。これは始聖王がかつて息むす子こを失った失意の中で山に一人で入り、ワウリ神の応答があった『岩山の嘆なげき』の故事に由来する修しゆ行ぎようである。

　そこでキシュは「光景を得た」と語る。

　この「光景を得る」という表現は、始聖王が聖せい鍵けんを与あたえられた際に強い光を見たことに由来する表現で、敬けい虔けんな神官が荒あら行ぎようの中で神秘体験をしたことを意味する。

　人との交流を断たち、山で採れるわずかな木の実や山菜と獣けものの食べ残した死肉のみで飢うえをしのぎ、祈いのりの言葉と聖歌以外は口から発さない暮らしを続けた二年目のある夏の日に、山中の小川に水を汲くみに行った際、キシュはふと川の中の一つの小石が異常に気にかかった。

　キシュはなんの変へん哲てつもない小石に目を奪うばわれている自らを訝いぶかりながらも、その石を水中より摘つまみ上げ、掌てのひらへのせた。

　彼はその時のことを次のように裁判で語った。

「そして、石と正面から目を合わせた瞬しゆん間かん、目の焦しよう点てんは確かに掌てのひらの上の石へ結ばれているのに、その背景である森の木々の一本一本がはっきりと見え、その木のひび割れた肌はだまでもが手に触ふれるよりもはっきりとわかり、その上を這はう虫たちの数を数えることも出来、それでいてその木が形作っているところの森の広さもまた正しく感じることも出来、その森があるところの山の大きさを感じることも出来たのです。私が今まで感じたことのない広大な認にん識しきに恐おそれおののき、身を震ふるわしそうになると、はっきりと声がしました。『取り落とすな。これはあなたに与あたえられたものである』と。それは、たしかに、掌てのひらの石から発せられたものでした」

　キシュはこれを神からの言葉であると信じた。

　創世神話には神が始聖王に対し、光を通して言葉を発した描びよう写しやがある。であれば、自然物である石を通して言葉を発することもできよう。キシュはそう考えた。

　キシュは石を山小屋へと大切に持ち帰った。

　普ふ段だん、石は石らしくむっつりと黙だまっていたが、時に不意に『目が合い』、あの拡張感覚がやってきて言葉を聞いた、と彼は裁判において主張している。キシュはそれを「私の見える、聞こえる、わかる範はん囲いを神が広げてくださって」と表現した。

　キシュがこの山やま籠ごもりの間に書き上げた神学論文『教会による聖戦の指導』はこの石が感覚を広げてくれた際に自分が論文に書き綴つづったものだと、彼は主張した。

　山やま籠ごもりより聖都に帰った彼は、すぐにこの論文を教会へ提出した。

　その中に書かれた不信心宣告の積極活用の発想こそが第二次聖戦の引き金となったのだった。

　論文の一部を以下に抜ばつ粋すいする。




◆




　創世神話において、激戦を前にした始聖王が息むす子こに、万一の時、聖せい鍵けんを継つぐべき者はだれであるのか問われた際の答えは以下のようなものである。

「父よ、だれが鍵かぎを継つぐべきなのかお答えください」

「私には答えられない。ある家の僕しもべが主人に鍵かぎを預けられたとして、その僕しもべが託たくされた鍵かぎを独断でだれかに渡わたしてよいものであろうか？　鍵かぎをだれが継つぐべきかは改めて主がお決めになるだろう」

　この返答に失望した息むす子こが始聖王に対し反乱を起こし、それを討うつことになった始聖王は『岩山の嘆なげき』の山やま籠ごもりを経て、聖せい鍵けんを託たくすための組織──教会を設置することになる。

　教会の設立経けい緯いがこのようなものであるため、教会の本質的役割の一つとして聖せい鍵けんの管理があることは明白である。…




　…玉座に就ついた際の「鍵かぎを与あたえられた正しい王は私だけ」という表現からもわかるように、始聖王の王権の正統性は聖せい鍵けんに由来する。このことは後に玉座を去ろうと考えた山やま籠ごもりの前に、始聖王が聖せい鍵けんを首から外したことにもよく表れている。

　現在のワウリ界各国王室はすべて始聖王の血筋に連なることによって正統性を持っている。…




　…ワウリ界における王権が始聖王に由来し、その始聖王の王権が聖せい鍵けんに由来するならば、聖せい鍵けんの管理を聖王より託たくされた教会は本来王権も管理すべきはずであり、すなわちあらゆる王おう侯こう貴族は教会の承しよう認にんをもって正統とされるべきであった。

　すでに世間において慣習的に認められてきた各国の王室を改めて教会が許きよ認にん可かするような行こう為いはいたずらに社会秩ちつ序じよを混乱させるもので推すい奨しようされないが、本来教会がその管理権限を有することに疑いはなく、また『聖王的な振ふる舞まい』を各国王室に求めていくことは聖せい鍵けん管理者としての義務でもある。…

　…その具体的指導行こう為いとして、不信心宣告は非常に有用でありうる。

　聖せい鍵けんが王権の上位的権力である以上、聖せい鍵けん管理者である教会が行う不信心宣告を受けた宣告対象は王権や法律をもってしても保護されえず、あらゆる制裁罰ばつ則そくの対象にもなりうることは明白であり、また王権に由来するあらゆる権利も喪そう失しつすることも疑いない。

　すなわち、不信心宣告を受けた者に対する財産没ぼつ収しゆう及および継けい承しよう権剝はく奪だつは聖戦的観点から言って正当な行こう為いどころか自然の結果であるとすら言える。




◆




　この継けい承しよう権の剝はく奪だつという点に、多くの貴族たちが興味を持つこととなった。

　当時の貴族・王国間の争いとはつまり領地の継けい承しよう権を巡めぐるものが全てであったのだが、その継けい承しようの権利関係は長年にわたる姻いん戚せきや不ふ倫りん不ふ貞ていに捏ねつ造ぞう工作が合わさって複雑化の一いつ途とをたどっていた。どこかに継けい承しよう権を掲かかげてねじ込もうとすれば、別のあちこちから声が上がって泥どろ沼ぬまになりかねない。戦前の根回しと法的手続きは面めん倒どうを極きわめていた。

　しかし、もしも教会の一声で、継けい承しよう権が問答無用で剝はく奪だつ・没ぼつ収しゆうされ、改めて紛ふん争そうの勝者へ認にん可かされるという形を取れるならば、事態はずっと簡潔になるわけだ。

　多くの有力貴族のブレーンの神官たちがキシュの論文を好意的に取り上げ、キシュを邸てい宅たくのサロンでの講演や討議に招くようになったのはこのためだったのだが、しかし、彼らはこれに続く一文にはあまり注意を払はらわなかった。

　キシュの論文はこう続いていた。

『この不信心宣告に正しい意味を持たせる上で、教会自身が具体的な武力を持つことも検討に値あたいする。王のものでない、神に仕える、聖せい鍵けんの軍団。それは美しい。』

　この妙みように浮うわついた文章のために、この『聖せい鍵けんの軍団』は現実的なものとしてではなく、若き学者神官の夢に似た理想程度のものとして多くの者に読み流されたのだった。




　山で光景を得て以降のキシュは別人のような社交力を発揮した。

　貴族のサロンにおけるキシュ人気はかなりのものだった。一種のブームと言っていい。貴族のサロンのゲストは『人気のある者に人気が出る』類のものではあったが、それにしてもキシュの評判はあまりに良かった。

　まずルックスが良いい。スラリと背の高い瘦そう身しんの背筋は真まっ直すぐに伸のび、整った顔に長ちよう髪はつとヒゲを伸のばしながら、それを丁てい寧ねいに手入れすることは怠おこたらない。瘦やせた頰ほおと涼すずやかで落ち着いた目元の厳しさは、しっかりと身体的修しゆ行ぎようも積んできた人間であることをうかがわせた。いつも着き飾かざることなく簡素な神官服であったが、身み奇ぎ麗れいにすることを忘れず、清潔感を漂ただよわせる。人々が神官に期待する様を絵に描かいたような男だった。

　そして弁説である。実のところ、大分で、理解に深い教養を要し、難解な箇か所しよも多いキシュの著作を実際に通読している貴族は極ごく少数だったといわれる。お抱かかえの学者神官に嚙かみ砕くだいた解説だけ聞いて済ます者がほとんどだったようだ。その点、キシュは実にうまく立ち回った。招かれるサロンの空気をすぐに把は握あくし、参加者の求める雰ふん囲い気きに合わせて、話すテーマや質問の回答を巧たくみに使い分けた。神学生の頃ころのように相手を言い負かすことに長たけた尖とがった舌はすっかりなりを潜ひそめた。

『なんとなくありがたいお話』が聞きたい人々が相手なら、修しゆ行ぎようの苦労や神秘体験を中心に。

　酒こそ出ないがほぼおしゃべりが目的の集まりならば、頭の回転を見せるユーモアを重視して。

　珍めずらしく真しん剣けんな知識欲のある読書家たちのサロンなら、古典からの引用を多めに。

　議論好きが相手なら、勘かん所どころをきっちりと言い負かしつつ、相手の指し摘てきの鋭するどさを褒ほめ称たたえ、最後に勉強になったと礼まで述べる。

　そして、人々を十分にひきつけた最後に、彼はいつも懐ふところから出した小さな石を掌てのひらにのせて見せた。

「私はこの石から声を聞くのです。信じられませんか？　そう思うのが当然です。しかし、他の方には信じがたい出来事だからこそ、私は私一人でこれを神の成される業わざだと信じなければならないのです。だれにも支えられることなく、自分一人で」

　そう言って、彼は涼すずやかに笑ってみせる。

　キシュの講演の後には多額の寄付が積み上がり、教会に支し払はらわれるキシュの説法講演のギャラは跳はね上がっていった。

　キシュの聖都における存在感は日ひ毎ごとに増していった。




　当時、就任したばかりだった新教皇がキシュと一度話してみようと思ったのも、この貴族人気を受けてのものであった。

　朝方、聖都の教皇庁の書室にキシュが入っていき、夕方に出てきたときには、すでに教皇はキシュを自らの近きん侍じに加える人事書類を書き終えていた。




　この時期に、教皇の大きな後ろ盾だての一人だったワウリ界某ぼう国こくの大貴族が、自由都市エタラカについて継けい承しよう権を主張し始めていた。

　彼は、自由都市エタラカの持っている自治と免めん税ぜいについての許可はかつて自分の先祖が公布したものであり、自分はこれを無効にして徴ちよう税ぜいする権利を持っているはずだと主張し、エタラカの商人たちにその特権の更こう新しん料を払はらえと要求した。

　エタラカはこの要求を突つっぱねた。

「かつて自分の先祖が目先の金欲ほしさに徴ちよう税ぜい権を手放したばかりに、欲深い商人たちがエタラカで蓄ちく財ざいし、本来聖戦のために使われたはずの税金でもって贅ぜい沢たくしている。まったく、自分は子孫として責任を感じているのです！」

　こう相談を受けた教皇は、この大貴族をキシュへと紹しよう介かいした。

　話を聞いたキシュはしみじみと言った。

「あなた様の立派なお考えが、私欲のための発案ではないと、みんなによくわかる形でことを進めなければなりませんね」

　キシュが『ネクル界の魔ま王おう討とう伐ばつ遠えん征せい』を最終目標とした『聖せい鍵けんの軍隊』への具体的な出資勧かん誘ゆうを始めたのは、こういった経けい緯いからであった。

『魔ま王おう征せい伐ばつ』のお題目を本気で信じていた出資者はほとんどいなかった。彼らは内心これを、本来無理筋のエタラカ攻ぜめを成立させる新しいやり口の実験と見ていた。




　劣れつ勢せいの続いていたエタラカの包囲戦が、竜りゆう騎き兵へいバラドの伝説的攻こう撃げきによって突とつ然ぜんの勝利となった知らせを聞いたキシュは胸に手を当て、感激に声を震ふるわせ言ったという。

「ああ、このようにして、神は私に石の声を信じさせてくださる！　神を称たたえずにいられようか！　そこに必要な人を、きっとそこへ連れてきてくださるのだから！」




　不信心宣告が貴族にとっての死の宣告となって後、キシュはワウリ界の外交における最重要人物となったと言って過言ではない。

　キシュを通して教皇へと不信心宣告の働きかけをいかに行うかの駆かけ引きがあらゆる紛ふん争そうで繰くり広げられた。

　不信心宣告を受けた領地や都市は即そく座ざに袋ふくろ叩だたきにされ、勝者はその富を山分けにした。

　その荒あら稼かせぎがそろそろ限界というところに来ると、キシュは出資者たちに聖せい鍵けん軍の山脈越ごえ遠えん征せいを提案した。

　これ以上に不信心宣告の攻こう防ぼうを続ければ、そろそろお互たがいに食い合うことになりそうだと感じ始めていた出資者たちは、その提案にみな同意した。

　流石さすがはキシュだ。やはり気の回る賢かしこいやつだ。

　だれも大っぴらに口にはしなかったが、これがつまり聖せい鍵けん軍という企き画かくの始末となるのだろうと、貴族たちはみな──おそらくは教皇すらもそう考えていた。

　黒い塔とう陥かん落らくの知らせを聞いてだれもが驚きよう愕がくする中、キシュだけはただ涼すずやかに笑っていたのだった。自分はなにもかもわかっていたという風に。




　キシュが亜あ人種奴ど隷れい売買に批判的であったことはよく知られている。

　黒い塔とうの砦とりでの陥かん落らく以降、急激に亜あ人種奴ど隷れい貿易が活発化し始めた。

　キシュは以下のように主張した。

　人間も亜あ人じんも神の創造物であるという点で同じである。

　神は人間にも亜あ人じんにも全力の聖戦を期待している。

　故ゆえに聖戦の敵たる亜あ人種においても、持てる力を最大限に発揮して聖戦を戦うことを、神は期待しておられるはずで、その意味において彼らも聖戦を堂々戦う権利を持っている。それを奪うばう形になる奴ど隷れい化──特に子どもの奴ど隷れい化は、聖戦の精神に反する。不当な権利剝はく奪だつである。大人の捕ほ虜りよはともかく、子どもの奴ど隷れいは無条件で亜あ人じん側へ帰すべきだ。

　この点でキシュは教会内の奴ど隷れい容よう認にん派と対立していた。

　容よう認にん派の理り屈くつは、亜あ人種奴ど隷れいにより人間の事業や生産能率が上がり聖戦への貢こう献けんが増すのなら、それはつまり奴ど隷れいを使う人間が自分の才覚でもって聖戦を有利にしているわけであるから、キシュの批判は当たらない、むしろ、奴ど隷れいを取らないことで事業を滞とどこおらせるならば、そちらの方が聖戦奉ほう仕しの精神に反する、というものである。

　ただ、キシュはこの問題の優先度を決して高いものとして扱あつかわなかった。奴ど隷れいについての意見を求められれば反対の立場で発言したが、特別に議題に上げることもしなかったし、奴ど隷れい解放のために具体的にロビー活動していたわけでもない。

　これはむしろ、教会内部の権力闘とう争そうの中で、キシュへの対たい抗こうのための論点として使われだした側面がある。

　この頃ころにはすでに、キシュは次期教皇候補の一人と目されるようになっていた。

　それを面おも白しろく思わない他の神官たちは、貴族の覚えめでたいキシュの、危険で面めん倒どうな一面としてキシュの奴ど隷れい解放論を喧けん伝でんした。

　その反キシュ派は閥ばつに砂さ漠ばくの商人シーシヒが接近する。巨きよ大だいなスポンサーを得た彼らは潤じゆん沢たくな資金を生かして教会内の勢力を拡大し、キシュと教皇にとって無視できない存在となっていった。教皇は蜃しん気き楼ろうの市への対応に極きわめて慎しん重ちようになり、これがキシュと教皇に生まれた溝みぞの始まりとなった。

　この接点に注目し、猫ねこ人ニャメの山脈越ごえは教会内の反キシュ派によるものだとする陰いん謀ぼう論はワウリ界に根強いが、今のところ一いつ般ぱんには奇き想そうの類として扱あつかわれている。

　世界的大迷めい惑わく皇女イリミアーシェが蜃しん気き楼ろうの市へ逃にげ込んだことで、その対立は深まる。市への配はい慮りよなど二の次で皇女をなんとしても討うち取るべきだと主張するキシュ一派と、蜃しん気き楼ろうの市の問題化を避さけたいシーシヒの息がかかった反キシュ派とは強く対立し、その議論の中でキシュの亜あ人じん奴ど隷れいについての見解も再び俎そ上じように上がり、キシュは奴ど隷れい貿易自体を潰つぶそうとしていると喧けん伝でんされて、貴族商人たちから警けい戒かい感を買った。妥だ協きよう案として計画されて配はい慮りよ調整されるうちに複雑かつ拙せつ遅ちとなった皇女襲しゆう撃げき計画は『蜃しん気き楼ろうの暴動』を引き起こし、皇女イリミアーシェを取り逃のがし『大号令』を起こす結果となって、教皇がシーシヒの仲ちゆう介かいで行っていた亜あ人じん皇こう帝ていとの休戦交こう渉しようは完全に破は綻たん、第二次聖戦は続くことになった。

　教皇はこれをキシュの初めての失態だと考えたようである。




　教皇が少しばかり距きよ離りを取り始めたとは言っても、聖せい鍵けん軍が勝っている間のキシュに、真っ向から意見できるものなど教会内には皆かい無むだった。そこがまた教皇との溝みぞを深めたとも言える。もはや、教皇である自分すらキシュに十分な影えい響きよう力を発揮できないのではないか？　教皇の不安は的中した。

　キシュは教会が長年聖都で管理してきた『始聖王の聖せい鍵けん』を前線の聖せい鍵けん軍へ持たせることを強く主張した。

　これは石からの指示だったと、キシュは裁判で証言している。

「ある朝です。窓からの朝日が強く目に差し込んで、細やかな光線の数がわかるほどにはっきりとなりまして、石から声がしました。いつになく強いお声のように思われました。『聞け。聞いて成せ。鍵かぎを黒い塔とうへ運べ。鍵かぎをネクルの地へ運べ。正しい者へ鍵かぎを届けよ』。私はすぐに意味を理解しました。聖せい鍵けんを持つべきものへ、聖せい鍵けん軍へと届けよと仰おおせなのだと。それはまさに聖せい鍵けん管理者たる教会の仕事です。真の聖せい鍵けんを、戦士たちに預ける時が来たのだと知り、私は震ふるえ、その場に跪ひざまずきました。まさに魔ま王おうを討うつ決戦の日は間近に迫せまっているのだと考えたからです」

　これに対して教皇は難色を示したが、結局はキシュの意向を止めることは出来なかった。

　亜あ人じん側の『大号令』は人間側にも好戦的な雰ふん囲い気きを引き起こし、教会内も例外ではなかった。若い神官を中心に過激な説法を行うものが増え、竜りゆう騎き兵へいバラドと聖せい鍵けん軍筆頭戦士ニモルドを中心にした英えい雄ゆうや合戦の講談が盛さかんになった。

　その年の夏祭りに若い神官たちが企き画かくした、キシュが丸一日かけて第一次聖戦を通して語る大説法講談が行われたのも、『聖せい鍵けん』移送運動の一いつ環かんであった。

　聖都の教皇庁の広場に詰つめかけた聴ちよう衆しゆうは百万を超こえたとも伝わる。

　ゲストには植民都市ダルフンカを危機から救った戦士ニモルドが招かれた。舞ぶ台たい上でキシュとニモルドが握あく手しゆを交かわすと、聴ちよう衆しゆうは伝説の目もく撃げき者しやになったと興奮し、熱ねつ狂きようの歓かん声せいを上げた。

　ニモルドが舞ぶ台たいを降り、キシュは演台について小さく咳せき払ばらいする。

　キシュは落ち着いたよく通る声で、創世神話における、山脈の両軍対たい峙じとゴブリン加入の裁定の段から、ゆっくりと語りを始めた。

　キシュによって語られる聖戦のなんと壮そう麗れいだったことか。

　人々は目の前に英えい雄ゆうの躍やく動どうを見、聖王の悲ひ嘆たんを見、生と死の栄光の業わざを見た。

　そして、その最後の決戦を前に、聖王が強く聖せい鍵けんを握にぎり、こう祈いのるのを見た。

「『この鍵かぎが戦士たちに力を与あたえてくださるように！』」

　長い説法の間、用を足しに立つ者すらなく、寄付の投げ銭は次々に重なり山と積まれ、自らの遺産を寄付したいと言い出す貴族の老人まで現れた。その夜に星を見ればキシュの語り口が蘇よみがえり、興奮がぶり返して寝ね付つける者はおらず、その日の聖都は一晩灯ひが消えることはなく、どんな素しろ人うと辻つじ説せつ法ぽう師しも注文を取れて、どんな達人説法師も酷こく評ひようされない者はなかったという。

　一晩の内に、決戦の場には『聖せい鍵けん』があるべきだと、だれもが考えるようになっていた。

『聖せい鍵けん』はネクル界へと運ばれていった。




　前線に送られた『聖せい鍵けん』が亜あ人じんの将軍『鉄の虎とら』の手に落ちると、反キシュ勢力はここぞとばかりにキシュを非難した。

　聖せい鍵けん軍の手の付けられない連戦連敗に教会はどうしてよいかわからず、前線からもたらされる悲ひ惨さんな情報にただ恐おそれおののいた。ニモルドに託たくした『聖せい鍵けん』奪だつ還かんの決死隊も消息を絶ち、植民都市ダルフンカもいよいよ危ない。

　教会はどうせ妙みよう案あんなどなにも思いつかない鉄の虎とらについて考えることはやめて、キシュを責めることにした。

　キシュの特に『聖せい鍵けん』移送の判断についての審しん問もん裁判が行われることが決まり、キシュは逃とう亡ぼう防止の名目で聖都の牢ろう獄ごくへと収しゆう監かんされた。

　ただ、牢ろう獄ごくには連日貴族の婦人方が慰い問もんに訪おとずれ、なにくれとなく差し入れが行われたので、キシュは牢ろう内でひもじい思いはしなかったようである。




『聖せい鍵けん』をネクル界の決戦へ向け送り出す発想は石からの指示だったとキシュが主張したために、裁判の焦しよう点てんはその『石の声』なるものが真実キシュに聞こえているのかという点を問うものになった。

　キシュは落ち着いた態度で裁判に臨のぞむ。ヒゲと髪かみがやや無雑作に伸のびて目の下にクマが出来ているのが受難者の印象を与あたえ、聴ちよう衆しゆうは開かい廷てい前からキシュへ気持ちを動かす。

　キシュは神官服の懐ふところからそっと石を出すと、優やさしく被ひ告こく席の演台へ置いた。

「これが石です。あなた方には他の、道みち端ばたに転がる石と見分けもつかないでしょう。しかし、私には特別な石です。神が私に与あたえてくださった石です」

　キシュは山中のきらめく川での石との出会いとその時訪おとずれた感覚拡張の恍こう惚こつを語り、その迫はく真しん性に人々は真実味を感じて息を吞のんだ。

　審しん問もん側はキシュにしゃべる機会を与あたえたことを後こう悔かいし、実験による審しん問もんに戦法を切り替かえた。いくつかのよく似た石とキシュの石を混ぜその中から正しく石を見つけ出せるかといった試験や、キシュが牢ろう獄ごくで寝ねている間に石をすり替かえる試験、また別の高位の神官に石を見せて意見を求めるなどした。

　誇こ張ちようされた意地悪な審しん問もん官とそれらの試験を鮮あざやかに突とつ破ぱするキシュを、講談師や辻つじ説せつ法ぽうが裁判翌日には語りにまとめ流る布ふし、聖都はネクル界前線の悲ひ惨さんも忘れてこの裁判に夢中になった。石はキシュにしか聞こえない声で自分の居場所を知らせ、夜にさらわれそうになれば大声でキシュを起こした。審しん問もん官が招いた高位の司祭が石を恐おそれて手も触ふれず帰った逸いつ話わや、牢ろうの前で「聖せい鍵けんを持った始聖王のごとく戸を開けてみせろ」とキシュをなじった審しん問もん官に激げき怒どした牢ろう番ばんの僧そう兵へいが牢ろうの鍵かぎを目の前で開けた逸いつ話わは、この頃ころの講談のヒット作として伝わる。




　そうしてある日、久々に公開での審しん問もん裁判開かい廷ていが告知された。

　裁判が展開するのだ。

　これまでの経けい緯いを考えれば、どうなるかは明白だ。

　人々はキシュの勝利と解放を見届けようと、教皇庁の裁判所へ押しかけた。

　主席審しん問もん官は、まずキシュに対して行われ試問と試験の結果に触ふれ、それをすべてキシュが突とつ破ぱしたことを確かく認にんし、十分な時間と手間をかけてキシュが試ためされたことを認め、これ以上の実験は必要ないだろうことを述べた。

　そして、続けた。

「そもそも、正しく行を修めた神官が確信を持って得たと感じている奇き跡せきの光景を、他人は否定し得ないし否定するべきでもないことは、長年の議論の中で教会が採用した公式の見解であります。キシュ神官の学業に落ち度はなく、修しゆ行ぎよう法に誤りも見つかりません。また、彼が内心で石の声を神の声ではないと思っているとも考えられません。彼の過去の行状言動は一いつ貫かんしてあれが『光景』であったと信じているものに思われますし、投とう獄ごくされ裁判が始まってもそれは変わりませんでした。正しく神学を修めた神官であるキシュは、心から自分が聞く石の声を神の声だと信じていると、我々審しん問もん官一同は認にん定ていします。よって、彼が得たと確信している『光景』を我々は否定出来ない。つまり、彼が聞いていると主張する石からの声を神の声であると、我々審しん問もん官一同は認めます」

　それは審しん問もん官の敗北宣言に思われた。

　キシュは涼すずやかに笑い、会衆からは拍はく手しゆが起こりかけた。

　それを手ぶりで静め、審しん問もん官は続けた。

「しかし、それがどの神の声であるのかは、定さだかでないと申し上げたい。そこでキシュ神官にお聞きします。あなたはその石の声が、亜あ人じんの神ネクルのものでなく、人間の神ワウリのものであると断言できますか？　こんなことはキシュ神官どのは百も承知でしょうが、ワウリとネクルの二柱の神は全くの同格であり、どちらかの出来ることはもう片方も基本的に出来ると我々の神学では結論しております。その声の指示によって人間が聖せい鍵けんを失った今、あなたに石を通して声をかけておられるのは、ネクル神でなくワウリ神であると断言できますか？　断言できるとすれば、なにによってでしょうか？」

「それは…ええ…」

　キシュは生しよう涯がいで初めて言葉が出てこなかった。

　手元の石もむっつり押おし黙だまっていた。

　言いよどむキシュを見て、会衆はこれが決着なのだと悟さとった。

　キシュは牢ろう獄ごくに戻もどされた。




　有罪が確定した後、食事の時以外キシュは猿さる轡ぐつわを嚙かまされることに決まった。

　もしも、再び石から神の声がした場合には紙に書くように言われていたキシュは、ある日『鍵かぎは相応ふさわしい者の手に渡わたる』と書き留めた。

　教会関係者はこれを見、キシュが聞いていた声がネクル神のものである確証を得たと判断した。ネクル神の狙ねらいは『聖せい鍵けん』だったのだ。あの聖なる鍵かぎをネクル界に誘さそい出し、亜あ人じんの手に奪うばうために、キシュを操あやつって聖せい鍵けん軍などというものを作らせたわけだ。

　この頃ころには聖せい鍵けん軍自体が罠わなだったと見られるようになっていたのである。

　キシュは聖せい鍵けん喪そう失しつの責を問われ、火あぶりの刑けいに処されることになった。磔はりつけにされ、足元に火をつけられてなお、その猿さる轡ぐつわは解かれることはなかった。その火がキシュの瘦やせた身体からだを焼きながら這はい上り、口元まで上ってきてその口の縛いましめを焼き落とした時、居合わせた見物の群衆も教会の人々も処しよ刑けい人もだれもが一いつ瞬しゆん、息を吞のんだ。

　しかし、その静せい寂じやくの中、キシュの口をついて出たのは、

「あっ、熱いっ！」

　というものだった。

　人々はきょとんとした後、顔を見合わせてホッと息を吐はき、ニヤニヤと笑いあった。

　ワウリ界において、普ふ段だん口が達者なものが気の利きいたことを言おうとして失敗したり、歌の上う手まいものが珍めずらしく音程を外した際、『おや、舌を火にあぶられたかな？』とからかわれるのはこの故事に由来する。

　その弁べん舌ぜつで多くのものの富を増やし奪うばい、戦乱を起こし町すら興おこしたキシュだったが、聖職者の個人遺産を記録した教会目録のキシュの項こうはたったの二行で終わっている。

『イス 木製　一脚きやく

　創世神話伝 革かわ装そう丁てい　一冊』

　書類の余白には、目録の定型から外れても書かずにはおられなかったのだろう、事務官の走り書きが添そえられている。

『これですべて！』

　この財産の少なさを誠実と見るか狂きよう気きと見るかは人により見解がわかれる。

　牢ろう獄ごくに残されたはずの石はいつの間にか行ゆく方え知れずになっていた。キシュが隙すきを見て捨てたとも、煙けむりのように忽こつ然ぜんと消えたともいわれる。

　キシュは星に上げられ、舌座が観測された。
















　さて、一人の人間の戦士が乱戦を抜ぬけ出しました。振ふり上げた斧おのが皇こう帝ていの脳天目がけ、今まさに振ふり下ろされんとしたその瞬しゆん間かん、皇こう帝ていの近この衛え兵へいであった兎うさぎ人の放った弓矢が戦士の胸を貫つらぬいて、斧おのを振ふり上げていた腕うでは力を失い、斧おのは手より落ちて地に着きました。

　戦士は胸を押さえ、嘆なげきました。

「ああ、おれがこの一いち撃げきを打ち下ろせなかったばかりに、この後、何人の戦士がおれ以上の名を成すのか！　何人の戦士がおれ以上だと称たたえられるのか！　あまりに口く惜やしい！　自分以上の名が並ぶ星の座へなど、おれは上りたくはない。ワウリよ、どうかおれをこの地に残して打ち捨てたまえ！」

　その願いは聞き入れられず、彼は星に上げられました。

　しかし、彼の屈くつ辱じよくを慮おもんぱかった始聖王は、彼の名を記録に残すことを禁じ、今こん日にちこの優すぐれた戦士の名を知るものはありません。

　ただ夜空に名無しの星座が輝かがやくばかりです。


（創世神話──第一次聖戦──名無しの星）　　　
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　ワウリ界において並び立つ両りよう雄ゆうを喩たとえて『天のバラドに、地のニモルド』と言い慣ならわすのは、聖せい鍵けん軍の初期から参加し戦った二人の英えい雄ゆうに由来する。

　竜りゆう騎き兵へいバラドは第二次聖戦の幕開けを告げて華はな々ばなしく散り、筆頭戦士ニモルドはその死でもって第二次聖戦の最終幕の始まりを告げる。

　鎧よろいの上から剣けんを叩たたきつけて相手の手足をへし折る怪かい力りき、逃にげる騎き兵へいに走って追いついたという俊しゆん足そく、戦場の機を見るに敏びんの優すぐれた将でもあり、ニモルドは聖せい鍵けん軍内にとどまらず、古今人中に並ぶもののない戦士であった。




　ワウリ界の東の端はし、ドウア国の山中、ちょうど長い冬が始まろうとしていた季節の出来事である。牛追いたちが渓けい谷こくに差し掛かかった際に、よく肥えた牛が一頭、足を滑すべらせ崖がけに落ちた。谷は深く、頭を打って動かなくなった牛の死体が谷底に小さな豆まめ粒つぶほどに見える。牛追いたちにはどうするすべもない。諦あきらめて去ろうとするところに、山のどこから現れたか、みすぼらしいなりをした少年が声をかけてきた。

「牛を拾わないのか？」

「こう谷が深くちゃあ、しょうがないさ。もったいないがね」

「そんなら捨てたのと同じだな？」

　そう確かく認にんすると、少年は崖がけを滑すべるように降りていった。

　その身のこなしの軽快さに引き込まれ、どうする気かと牛追いたちが眺ながめていると、少年は牛の死体の下に潜もぐり込む。そして、グッと大地を踏ふみしめた。

　その身体からだの優に十倍の重さはあろう牛を両りよう肩かたに担かつぎ上げ、少年はゆっくりと歩を進め、崖がけに取り付く。

　牛追いたちが驚きよう愕がくに目を瞠みはる中、少年は崖がけを這はい上がり、そのまま牛を下ろすことなく山中へ歩き去ったという。

　これがニモルドの知られた最も古い伝説である。ワウリ界において、事故や災害などで出た家か畜ちくの損失を『ニモルドの取り分』と呼び、「なーに、ニモルドが食うさ」と言って諦あきらめるのはこの故事に由来する。




　ニモルドは牛の死体を死にかけの母の待つ貧しい山小屋に持ち帰った。

　少年ニモルドは狭せまい山小屋で、病でやせ細った寝ねたきりの母と二人で暮らした。父の顔はニモルドの記き憶おくにない。母が言うには、ニモルドがまだ赤子の頃ころに傭よう兵へいに出て戻もどらなかったそうだ。死んだのか、二人を捨てて他国に暮らしているのか、それはわからない。ただ傭よう兵へいに出るときの金は残してくれたので、少なくともその分だけは最悪よりマシな方の父親ではある。

　ニモルドは毎朝暖だん炉ろに火をくべ、鍋なべに雪を取ってきて沸わかし、牛の肉と骨に、家の小さな畑でとれたわずかな野菜を加えてスープを作った。

　瘦やせて乾かわいて枯かれ木のような母は肉を飲み下す力がなく、ニモルドは自分がよく嚙かんだ後の肉を母に与あたえた。

　冬の間、他にやることはなかった。ドウアの国では冬に備えてすべきことはあまりに多いが、冬の内に出来ることはあまりに少ない。

　雪が降ると、山はとても静かになる。音を殺す雪に狭せまい山小屋へ降り込められ、細い息を喉のどでヒューヒュー鳴らしている母親と二人っきりでいると、ニモルドには世界がとてつもなく狭せまく感じられた。

　ニモルドは遠くを見ようと窓から目を凝こらす。世界が本当は広いのだと感じたかった。外には雪しか見えなかった。

　ひょっとして、自分の知らないところで世界の運命を決する戦いは行われてしまって、とっくにこの世の物語は終わってしまったのではなかろうか。少年ニモルドはそんな風に考えていてもたってもいられなくなり、一晩中小屋の中を歩き回る夜もあった。

　母はそれから何度目かの冬を越こえられずに死んだ。

　十代の半ばを迎むかえていたニモルドは山小屋の裏に母を埋まい葬そうし、ドウア国の若者のお定まり、傭よう兵へい団に加わることにした。

　山小屋と雪にはうんざりだ。




　戦場におけるニモルドはまさに水を得た魚であった。

　両目に渡わたる線を引く戦いくさ化げ粧しようを施ほどこした若きニモルドは、恐おそれも情けも知らず、友軍のだれよりも真っ先に敵に襲おそい掛かかり、手ちよ斧うなを兜かぶとに叩たたきつけては敵の頭を割り、剣けんを振ふるっては相手の腕うでを楯たての上からへし折り、騎き兵へいの突とつ撃げきを真正面に受け止めて馬ごと引き倒たおし、地に倒たおれた重装備の騎き士しを担かつぎ上げて敵の城じよう壁へきに投げつけて殺した。

「牛より大分軽いな！」

　そう吼ほえて笑うニモルドに、敵はおののき、味方は沸わいた。

　戦場は忙いそがしくて騒さわがしく、ニモルドの一挙手一投足に敏びん感かんに応じ、周りの戦士たちの運命は振ふるう剣けんがチラチラと光る間に死と生の間を二転三転して、世界は手応えに満ちていた。金属と筋肉の美、痛みと鮮せん血けつ、悲ひ惨さんな死と死と死、その死へ向かう運命を乗せた一ひと振ふりを紙かみ一ひと重えで避さける間に背骨を駆かけ上がる痺しびれ、戦いを終えた時にあふれる歓かん喜きと安あん堵どは脳の失禁。ニモルドはその刺し激げきに夢中で過ごした。

　ある町の酒場で、一年間戦場を巡めぐった報ほう酬しゆうが団員たちに支し払はらわれた。いつでも功績一番であったはずの自分の報ほう酬しゆうが他の戦士たちより明らかに少ないことにニモルドが抗こう議ぎすると、団長はしれっと言った。

「新入りの貰もらいは決まってんだ。だれでもその額」

　ニモルドは世界がギュッと縮まってくるのを感じた。

　ニモルドはまずは目の前の団長を殴なぐり倒たおし、慌あわてて背後から羽は交がい締じめにしようとしてきた団員を後頭部の頭ず突つきで迎むかえ撃うち、手近のイスをひっつかんで酒場のテーブルに飛び上がると、色めき立つ周囲を見下して、高らかに宣言した。

「死にたくないやつは今すぐ外に出ろ！　残るものは皆みな殺す！」

　酒場ごとひっくり返す大おお喧げん嘩かになった。騒さわぎを聞きつけてやってきた町の夜警にも手が負えず、兵舎から完全武装の衛兵たちが五十名も駆かけつけてようやく事態は収まり、傭よう兵へい団員はみな牢ろう屋やに放り込まれた。

　残された調書によると、ニモルドは屈くつ強きようなベテランの傭よう兵へいたちを相手にして十六名に怪け我がを負わせ、そのうち四名が重傷、本人は多少のすり傷などはあってもまったくピンピンしていたというのだから凄すさまじい。衛兵が止めに入らなければ、皆みな殺ごろし宣言は実行されていたかもしれない。

　結局、よそ者の傭よう兵へい団の内輪の騒さわぎということで、最初に殴なぐり倒たおされて失神していた団長が管理責任を問われる形で荒あらした酒場への弁べん償しよう代と、衛兵たちへの迷めい惑わく料という名の賄わい賂ろをいくらか払はらうことになり、ニモルドは牢ろう屋やから放ほう免めんとなり傭よう兵へい団からも追放となった。

　ようやくおれの人生も面おも白しろくなってきたところだったが、どうしたもんか。山に帰るしかないのだろうか？

　そんなことを思いながら牢ろう屋やを出たニモルドを、傭よう兵へい団の見習いや下っ端ぱの若者たちが出で迎むかえた。すわ、お礼参りかと身構えたニモルドだったが、彼らの考えは違ちがった。

「あんたについて行きたいんだ」

　若者らの代表が言うのに、ニモルドは答える。

「おれにこの先の当てなんかねぇぞ」

「構わねぇよ」

「構わねぇってか…」

　彼らはニモルドの見せるべらぼうな強さに魅みせられていた。

　ニモルドは頭をかいて手短に告げた。

「勝手にしな」




　それから数年の間、ニモルドは同世代の若者たちを率いて小さな傭よう兵へい団の長として過ごした。主に領地の継けい承しよう権を巡めぐる貴族の戦争に傭よう兵へいが参加するには、面識ある貴族に直接雇こ用ようされるか、貴族の発注を受けて人員を集める傭よう兵へいギルドの手配師に仕事を振ふってもらう必要がある。

　旗はた揚あげの事情からギルドに相手にされず、貴族の伝つ手ても当てもない彼らはワウリ界を放ほう浪ろうし、貴族や町や村同士の小こ競ぜり合いの噂うわさを聞きつけてはそこにほとんど押しかけ助すけっ人ととして参戦し糊こ口こうをしのいだ。彼らは若く勇ゆう猛もうでよく働き、中でもニモルドは並外れた活かつ躍やくで、立った戦場では常に功績第一と言って間ま違ちがいなかったが、しかし、報ほう酬しゆうは多くなかった。コネもない氏うじ素す性じようもない傭よう兵へい団なんぞはゴロツキと同じ、戦列に加えてもらうだけでも一苦労だった。

　戦争というイベントで儲もうけるのは戦士より兵を集める手配師で、その手配師よりも儲もうけるのは戦争をすると決めるだけで戦場に影かげも見せない貴族や商人たち興行主である。そういうことをこの時期にたっぷりとニモルドは学んだ。

　ニモルドは思う。クソったれ、また世界が狭せまくなってきやがる。

　苛か烈れつな働きの中で手下たちは若いまま死んでいった。しかし、団員の数は減らなかった。ニモルドの強さに魅みせられる若者は後を絶たなかった。彼らは報ほう酬しゆうが少ないことを承知で、元いた傭よう兵へい団を抜ぬけてニモルドの後について来た。彼らは戦場でのニモルドを見ることに夢中だった。戦場のニモルドは、間ま違ちがいなく真の驚きよう異いであった。伝説を目もく撃げきする興奮と喜び、それに並んで戦う栄えい誉よ、共に味わう勝利の味はなににも替えがたい。若い戦士たちはそう信じていた。

　ニモルドはそういう手下たちを誇ほこりに思う日もあったし、重荷に思う日もあった。どちらにせよ、ニモルドは彼らを放り出すことはしなかった。いっそ金にならない傭よう兵へい稼か業ぎようなど辞やめにして、みんなで山さん賊ぞくにでもなったらどうか。いや、山で暮らすのはゴメンだな…

　手下たちをなんとか食わせるカツカツの日々の中、フラリ立ち寄った酒場で、ニモルドは一人の騎き士しらしき男に声をかけられた。相手が言うには、どこかの町の包囲戦でニモルドと一いつ緒しよに戦ったそうだ。その時のニモルドの超ちよう人じん的な戦いぶりは鮮せん烈れつに覚えているという。

「あの時、おれたちが勝てたのはアンタのおかげさ。英えい雄ゆうに一杯ぱい奢おごらせてくれよ」

　そう言われて断る理由もない。

　ニモルドが奢おごりの一杯ぱいをちびちび飲む横で、男は自分はこれから聖戦に向かうのだと興奮気味にしゃべりだした。どうやら、この話をだれかにしたくて仕方なかったらしい。ニモルドはタダ酒を舐なめながら、奢おごってもらった分くらいは話を聞いてやろうと、男の話に耳を傾かたむけた。

　教会がとうとう本気で魔ま王おう討とう伐ばつに乗り出すのだ、ワウリ界に属するすべての国や都市が出資して、ネクル界へ向けて侵しん攻こうする軍隊を組織することが決まった、そのために教会が直接に雇やとう兵士を募ぼ集しゆうしている、その軍団は聖戦を戦う意志のある人間ならばだれでも受け入れるのだ、自分はその軍団に参加するため国を出てきた、自分はそこで存分に働くつもりだ。男はそんな話をした。

　相手が一息つき、代わりにニモルドが口を開く。

「今度はこっちに一杯ぱい奢おごらせてくれ」

「やあ勇者からの返へん杯ぱいとは光栄だ」

「それで、その教会の軍団ってのはなんて名前になるんだい？」

「なんでも、聖せい鍵けん軍という名前になるそうだよ」




　ニモルドたちの参加した初期聖せい鍵けん軍は最低の軍団だった。

　なにしろ主体的に戦争に参加しているものがまるでいないのだ。

　結成当初にはそれなりの数いた魔ま王おう討とう伐ばつという大正義に賛同して参加した情熱ある騎き士しや僧そう兵へいたちは、その最初の戦いくさの相手が人間で、しかも王国ですらない商人たちの都市エタラカで、その開戦の理由がつまりは金を出さないということに尽つきるのに失望し、早々に去っていった。

　結果、ただの複数の傭よう兵へい団の寄せ集めとなった聖せい鍵けん軍はまるで統とう率そつがとれておらず、一応の総指揮官である僧そう兵へい上がりの神官は軍議でもオロオロするばかり、戦場では傭よう兵へい団それぞれが場当たり的に戦うだけだった。

　対する商業都市エタラカの防ぼう壁へきは強固で、聖せい鍵けん軍の傭よう兵へい崩くずれたちはみなさっさと手打ちになればいいと内心で考えていた。参加報ほう酬しゆうはすでに受け取った。戦勝報ほう酬しゆうまで考えるにはちょっと敵が強すぎるらしい。傭よう兵へいたちはそう判断すればもう真面目に働かない。夜や影えいに紛まぎれて去っていく離り脱だつ者しやも続出した。

　こりゃあ、この一戦で聖せい鍵けん軍はご破算だな、それに合わせて自分たちも解散ってのもアリかもしれん、今ならいくらか手下たちにも金を持たせてやれる。おれはどうするかな、山に帰るか…

　ニモルドがそんな風に団の終わり方を算段しながら城門周りの攻こう防ぼうの賑にぎやかしをしていたある重たい雲の雨の日の空に、竜りゆう騎き兵へいバラドは現れた。

　エタラカはその日、一日で落ちた。

　聖せい鍵けん軍の栄光の始まりである。




　聖せい鍵けん軍が不信心戦争の連戦連勝を終え、いよいよ黒い塔とう攻こう略りやくに旅立つことを祝った宴うたげの夜、ニモルドはこっそりと自分の配下たちだけを集め、この遠えん征せいがとても厳しいものになるだろうことを告げた。

「抜ぬけたいものがいれば止めない。金もいくらか持たせてやるぞ」

　そう言ったニモルドに、若い兵の一人が熱っぽく応じた。

「でも、隊長は行かれるんでしょう？」

　おれ？　おれが抜ぬけてどうする？　山に帰るのか？

　ニモルドはその質問を一いつ笑しように付した。

　兵たちはそれを勇者の態度と見た。

　軍を抜ぬけたものは一人もいなかった。

　どいつも勝手にすればいい。




　決戦の日、黒い塔とうを背後に従え山の隘あい路ろを塞ふさぐようにそびえる砦とりで城門に、ニモルドたちは雄おたけびを上げて真っ先に襲おそいかかった。城じよう壁へきの上から降りかかる投石や弓矢をものともせず、門を破るための破は城じよう槌ついの進路確保に奮戦した。

　聖せい鍵けんの戦士たちと亜あ人じん軍がぐしゃぐしゃにぶつかり合う砦とりで城門の最前線でニモルドは戦い続けた。

　黒い塔とうの影えい響きようで半病人の戦士たちは猪いのしし人の槍やりや犬人の剣けんの前に次々と倒たおれ、破は城じよう槌ついも次々に焼かれ壊こわされ、城じよう壁へきにはしごをかけての侵しん入にゆう部隊も無残に散っていく。上空では竜りゆう騎き兵へいと飛ひ空くう挺ていの戦せん闘とう凧たこがごちゃごちゃに飛び交かってこう着状態だ。

　その混こん沌とんの中でニモルドは荒あれ狂くるう。

　次々に挑いどんでくる犬人の手て練だれを斬きり殺し、短たん剣けんを手に飛びついてくる猫ねこ人の頭を剣けんの柄つかで叩たたき潰つぶし、猪いのしし人が振ふるってくるハンマーの一いち撃げきを紙かみ一ひと重えでかわして、その身体からだに組み付き持ち上げて城門に叩たたきつける。

　門はびくともしない。

　ニモルドが怒いかりと絶望のうめきを上げたその瞬しゆん間かん、だれかが叫さけんだ。

「バラドが！」

　人々の指差す先の空を見上げる。瞬しゆん間かん、竜りゆうらしき小さな影かげが太陽の光の中に消えた。

　黒い塔とうに稲いな妻ずまが突つき刺ささった。

「見ろ！　黒い塔とうが落ちる！」

　閃せん光こう、轟ごう音おん、炎ほのおの尾お、内から破は裂れつするように崩くずれていく塔とう、ニモルドもまた、バラドの壮そう挙きよに見み惚とれ、その場に瞬しゆん間かん立ち尽つくした。

　それを目の前にして、ニモルドは負ける気をなくした。

　あれほどのことが起きたこの戦いくさは、なんとしても勝ち戦いくさとして歴史に残らねばならない。自分たちは絶対に勝つ。聖せい鍵けん軍の腹は決まった。

　塔とうの呪のろいから解放され、聖せい鍵けんの戦士たちは息を吹ふき返し、乱戦は深夜まで休むことなく続き、ニモルドは一いつ瞬しゆんたりとも気を抜ぬかずに奮戦を続け、最後には戦士たちの体当たりが城門を打ち破って、黒い塔とうの砦とりでは陥かん落らくした。




　ニモルドたちは聖せい鍵けん軍のまさに最初期からのメンバーといえる。

　聖せい鍵けん軍最初の戦いくさにあたるエタラカ包囲戦に初めから参加しているのはもちろん、それに続く不信心戦争も、黒い塔とうの砦とりで攻こう略りやく戦も戦い抜ぬいた。ニモルドの率いる精せい鋭えいたちは聖せい鍵けん軍の切り込み隊として常に最前線で戦い続け、ニモルドの名声も高まり続けた。黒い塔とうの砦とりで攻こう略りやく後の聖せい鍵けん軍の戦士の中で、竜りゆう騎き兵へいバラドがすでに完成した伝説ならば、戦士ニモルドは現在進行形の生ける伝説となっていた。

　黒い塔とうの砦とりでが聖せい鍵けん軍の拠きよ点てんになると、聖せい鍵けん軍の雰ふん囲い気きは大きく変わる。

　軍議にはどこからかねじ込んできた貴族出身者が増え、パレード向けの身なりばかり立派な騎き士し隊が華か麗れいな武具に金を使い込んだ。彼らは『政治』と称しようして、ニモルドからすれば気取ったおままごとに見える会話を交かわして、なにかを成したかのようなしたり顔をしている。

　しかし、そういう遊びに参加する気になれないニモルドはいつの間にか聖せい鍵けん軍の中ちゆう枢すうから外されていくから、ニモルドからすれば不思議だ。案外、ああいうおままごとも世の中では大事なものらしい。ニモルドたち古参の兵は黒い塔とうの砦とりでに駐ちゆう屯とんすることになり、手て柄がらを立てたり金かね儲もうけの機会のありそうな広々とした新世界の前線からは外されていった。

　ニモルドは思う。また世界が狭せまくなってきやがるな。

　どうだろう、いくらか金もたまった。今、故郷に帰れば、蓄たくわえだけでもそれなりに暮らせるかもしれぬ。しかし、山の暮らしはキツいからな…

　そんな風に思っていた頃ころ、亜あ人じん義勇軍との呼び声の丘おかの戦いが起こった。

　聖せい鍵けん軍初めての敗戦は呆あきれるほどの大惨ざん敗ぱいであった。

　黒い塔とうの砦とりでは天地をひっくり返した大おお騒さわぎになった。

　ニモルドは動どう揺ようする砦とりでの駐ちゆう屯とん兵たちを引き締しめ、信しん頼らいできる斥せつ候こうを放ち、植民都市ダルフンカから押し寄せる避ひ難なん民を保護し、逃にげ込んでくる打ちひしがれた敗残兵を組織し直した。仕事に忙ぼう殺さつされ、帰郷の考えはすっ飛んだ。

　軍議の間で、すっかり怖おじ気けづいた他の将校がダルフンカ周辺の農村などは実質見捨ててしまって砦とりでに引っ込んでいようと主張するのに反対し、ニモルドは言った。

「敵方は少数な上に飛ひ空くう挺ていがない。今の内にこちらの飛ひ空くう挺ていを前線に出して、ダルフンカを包囲し返し、敵軍を封ふう殺さつすべきだ」

　他の出席者たちがモゴモゴと言う。

「しかし、拠きよ点てん防衛の要である飛ひ空くう挺ていを動かすのはあまりに…」

「伏ふく兵へいの可能性がゼロとは…」

「それに敵方が少数であるなら、あちらもしばらくは慎しん重ちようになるはずで…」

　ごちゃごちゃごちゃごちゃ…言葉の上うわっ面つらだけを変えて彼らはよくしゃべる。

　ニモルドは面めん倒どうになって席を立った。

　そのまま軍議を抜ぬけ出して、その足で兵舎に赴おもむき、戦士たちにダルフンカを奪だつ還かんに向かうことを告げ、飛ひ空くう挺ていを準備するように命じた。

　兵たちはなんの疑問もなくニモルドに従った。

　ニモルドが決めてしまえば聖せい鍵けん軍の兵は従うのだ。

　軍を率いて砦とりでを進発するニモルドを、他の将校たちはただ呆ぼう然ぜんと見送った。

　ニモルドは一ひと月つきかけずにダルフンカを奪だつ還かんして帰った。




　この頃ころにニモルドは『聖せい鍵けん軍筆頭戦士』の称しよう号ごうを教会から授さずけられている。

　これは聖せい鍵けん軍において最強の戦士であることを示す称しよう号ごうであり、名めい誉よあるものらしかったが、具体的な権限などは特に付ふ与よされていなかった。

　これはダルフンカ陥かん落らく時のニモルドの振ふる舞まいと兵たちの反応を受けてとられた措そ置ちで、普ふ段だんはニモルドを敬いつつも蚊か帳やの外に置き、必要となればその称しよう号ごうをもってすぐさま責任ある地位に復帰させようという教会の意図であった。

　ニモルドとしては特に構わなかったが、ぼんやりと思う。

　これでしばらく山に帰るわけにはいかないな。




　魔ま王おうの娘むすめを討うつ計画のために、砂さ漠ばくの蜃しん気き楼ろうの市への潜せん入にゆうと現場の指揮を任されたニモルドは、そこで長々と待たされた。

　上がどういう交こう渉しようをしているのかにニモルドは相変わらずまるで興味を持てなかったが、襲しゆう撃げき作戦の詳しよう細さいを詰つめられないままに、いたずらに砂さ漠ばくに兵だけは送ってくるのにはイライラした。もはや市に聖せい鍵けん軍が増えていることは隠かくしようがなく、秘ひ匿とくと速そつ攻こうが重要な強きよう襲しゆう作戦の成功はどんどん難しくなっていく。

　部下たちは弛し緩かんして蜃しん気き楼ろうの悪徳の遊びにふけり、ニモルドも酒量が増え、時には賭と場ばで熱くなった。

　この時期に、ニモルドは黒い塔とうの砦とりで以降に聖せい鍵けん軍に参加してきた若い実働組の兵たちと親交を深めた。

　大いに酒を奢おごり、さらに河か岸しを変えようとする若い連中に金だけ渡わたしてやった。

「ニモルド殿どのは来ないのですか？」

「ああ、おっさんに十分付き合ってくれた礼だ。上司なしで楽しんで来いよ」

「そんなお年でもないでしょう？」

「いやあダメだ、酒が入るともう…」

　ニモルドが股こ間かんに立てた指をシナシナと曲げてみせると、若者たちは心底から笑った。

　若者たちは陽気に礼を述べて、いそいそと去っていった。

　しかし、一人の若者だけが酒場に残った。

「行かないのか？」

「出来れば、ニモルド殿どのにお付き合いしたいんですが…」

　ニモルドは笑って言う。

「おれには媚こびるだけ無む駄だだぞ」

「いえ…そういうわけではなくて…」

　ニモルドが黙だまって腕うでを組み説明を待つと、彼は言った。

「みんなはこれから売春宿でしょう？…自分は行きたくないのです」

「何な故ぜだ？」

　彼は頭を搔かいた。

「故郷に恋こい人びとがおります」

「お前、名前は？」
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「イデルです」

　ニモルドは次から若者たちに酒を奢おごる時には、こう言うようになった。

「一人おれと残れ。おれが潰つぶれたら面めん倒どうを見ろ」

　若者たちはイデルに詫わびながら次の店へと移り、イデルとニモルドは差し向かいで飲んで、ニモルドはしたたか酔よったフリをする。

　それを支える帰り道に、イデルは言った。

「ありがとうございます」

　武士の情けを知らんやつだ。

　ニモルドは酔よったフリをやめた。




　皇女襲しゆう撃げき計画が決行される前に『蜃しん気き楼ろうの暴動』が起こると、ニモルドは悪態を吐つきながらも素す早ばやく混乱する兵たちをまとめ直し、少し離はなれた砂さ漠ばくに待機している竜りゆう騎き兵へいへ使いを走らせ、ギャンブル場の倉庫に隠かくしてあった武具で装備を整えると、シーシヒの邸てい宅たくへ攻せめ上った。

　そこにいた犬人どものなんと手て強ごわかったことか。

　貴重な竜りゆう騎き兵へい二騎きを失い、目標の皇女を取り逃にがし、さらに若い兵を死なすことを惜おしんで、ニモルドは一いつ騎き打うちを申し込んだ。

「聖せい鍵けん軍筆頭戦士、ニモルド」

「ニスリーン、名に足すものはない」

　ニモルドは息を吞のんだ。

「見事だ、犬の戦士」

　犬人の武士ニスリーンとの一戦は、ニモルド生しよう涯がいの一戦となった。

　襲おそい来る剣けん先さきの正確さに相手の研けん鑽さんがにじみ、踏ふみ込みの鋭するどさに越こえてきた修しゆ羅ら場ばの数がわかる。それに負けじとニモルドは振ふるう剣けんに己おのれの技量と怪かい力りきを込こめ、互たがいに己おのれの積んできた闘とう争そうの生しよう涯がいを剣けんでもって語りつくした。

　ニモルドは顔の表面を真っ二つに斬きられながら、ニスリーンの振ふりぬいた直後の腕うでを切り落とす。その落ちた腕うでの刀に素す早ばやく飛びつき残った腕うでに構え直したニスリーンと、荒あらい息を吐はきながら見み詰つめ合った。

　おお、今の、おれとお前の視線の間、この互いの剣けんの間合いほど、広く開けた世界はない。

　ニモルドの目に、顔の傷から溢あふれて血が垂れた瞬しゆん間かん、ニスリーンは片かた腕うでで放てる最速の突つきを繰くり出す。赤いカーテン越ごしのような視界の中、その突つきを大たい剣けんで受けると、ニモルドは相手の伸のびた刀に沿って大たい剣けんを滑すべらすようにして身体からだをニスリーンに寄せ、そのまま剣けんを相手の首へと振ふるった。

　ニスリーンは咄とつ嗟さにそれを大口開けて迎むかえ撃うつ。ニモルドの刃はが口に食い込む寸前にニスリーンは口を閉じ牙きばを嚙かみ締しめて、大たい剣けんの刃はを嚙かみ止めた。

　見守る双そう方ほうの陣じん営えいから感かん嘆たんの声が起こる。ニモルドの腕うでの筋肉が軋きしみを上げ、踏ふん張るニスリーンの震ふるえる脚あしが砂に沈しずむ。

　ニモルドは力任せに剣けんを振ふり抜ぬいた。

　頭半分を失ったニスリーンの身体からだがどうと倒たおれた。

　それを見届けた後、血を失いすぎていたニモルドも膝ひざを突つき倒たおれた。周囲の兵が沸わき立ち、邸てい宅たくの兵たちが激しく壁かべを打って、この一戦を称たたえた。

　聖せい鍵けん軍は兵を引き、暴動は終わった。

　ニモルドは生しよう涯がい消えない面おもて傷きずを好敵手の思い出と共に得た。




　石の聖者キシュの大説法に招かれたニモルドは、その見事な語り口にうっとりとなりながら、いつか自らと英えい雄ゆうたちとを重ねて空想していた。

　古いにしえの英えい雄ゆうが、直接に亜あ人じんの魔ま王おうと切り結び、あと一いち撃げきを振ふり下ろすだけという一いつ瞬しゆんに、魔ま王おうの護衛兵の弓を受け倒たおれる段では大きく息を吐はいた。

　そして、キシュがまさに今、聖せい鍵けん軍はかつてないほどに敵の本ほん拠きよ地ちへと近づいていることにさり気なく触ふれると、ニモルドは思った。

　そうか、おれはネクル界に分け入って帝てい都とにまで攻せめ入り、魔ま王おうを殺せるかもしれないのか。

　ニモルドは、様々な亜あ人種の戦士たちがひしめく禍まが々まがしい宮きゆう殿でんの玉座の間で、堂々たる体たい軀くに真しん紅くのマントを纏まとった魔ま王おうに剣けんを振ふり上げ戦いを挑いどむ自分を思い浮うかべた。

　その空想の子どもっぽさを自じ嘲ちようしながらも、ニモルドは思う。亜あ人じんの皇こう帝ていの玉座の間ならば、あの山小屋から世界で一番遠い場所といえるだろうな。




　砂さ漠ばくで取り逃のがした魔ま王おうの娘むすめは港町モガウルで『大号令』と呼ばれる大演説を行って、亜あ人じんの魔ま王おうは正式な皇軍の召しよう集しゆうを決定し、モガウルには亜あ人じんの大軍が集結した。

　聖せい鍵けん軍は植民都市ダルフンカの防備を固め、敵軍の動向を注意深く観察していたが、亜あ人じん軍は意外にもダルフンカではなく砂さ漠ばくの蜃しん気き楼ろうの市へと兵を進めた。

　これがどういった意図のものか測りかねた聖せい鍵けん軍は、ただこの大軍を見送ることにした。蜃しん気き楼ろうの市は相変わらず大っぴらに守るわけにもいかない存在だった事情もある。

　砂さ漠ばくのサルーキ族は少数ながらこれを巧たくみに迎むかえ撃うち、砂さ漠ばくに向かった亜あ人じん軍はしばらく市場を包囲して商売を滞とどこおらせたものの、どうも補給がうまくいかなかったらしく、なんの成果もなく港町モガウルへと帰っていった。

　そして、聖せい鍵けん軍にはさらにも事情はわからなかったが、砂さ漠ばくから戻もどった亜あ人じんの大軍団はモガウルに入城せずただダルフンカとモガウルの間の草原をうろうろし始める。

　斥せつ候こうの報告から、この一隊が兵ひよう糧ろうにも困っている有あり様さまだと知った聖せい鍵けん軍は、まずこれを叩たたくことにした。

　草原に一応の陣じんを張っていた敵軍の士気は低く、どの兵も疲つかれきっており、聖せい鍵けん軍はこれをあっさりと打ち破り敗走させた。

　思わぬ形で敵の戦力を大きくそぐことに成功した聖せい鍵けん軍は、その勢いに乗ってモガウルへと攻せめかかることを決定する。

　その一軍がニモルドに託たくされた。

　港町モガウルの防備は堅かたかったが、ニモルドは包囲するうちにその防衛の兵は決して十分でないことを察知する。ニモルドは自ら選んだ精せい鋭えい二百人を率い、波の静かな夜を選んで小船に分乗しネクル界内海へ出ると、前面の城門に比べずっと防備が薄うすくなっていたモガウルの海に面した港へ船団で乗り付けてこれを占せん拠きよした。この港を侵しん入にゆう路にして聖せい鍵けん軍は城じよう壁へき内へと攻せめ寄せ、モガウルは聖せい鍵けん軍の手に落ちた。

　聖せい鍵けん軍は内海への足がかりを手にし、とうとう帝てい都とマゴニアを飛ひ空くう挺ていの航続距きよ離り内へ捉とらえたのである。




　これを大変な危機と見た亜あ人じん皇こう帝ていはさらに追加の軍を召しよう集しゆうし、大軍でもって即そく座ざにモガウルを包囲し返した。

　聖せい鍵けん軍も黒い塔とうの砦とりでに駐ちゆう留りゆうしていた軍団を投入することを決定して、援えん軍ぐんとしてモガウルへと送り出す。

　聖せい鍵けんの援えん軍ぐんが早いか、モガウル陥かん落らくが早いか。

　亜あ人じん軍必死の攻こう勢せいに、戦士ニモルドが大きく立ちはだかった。

　この包囲戦のニモルドの恐きよう怖ふを、亜あ人じんは千年語り継つぐ。

　城門前に単身現れて、押おし寄せる敵兵を大たい剣けんで切り伏ふせ叩たたき殺し、摑つかみ投げくびり殺し、まるで草くさ刈かりのごとし。

　遠巻きになってしまった敵兵へと、囲まれたニモルドの方が「逃にげるな！　臆おくしたか！」と嘲あざ笑わらう。

「雑兵倒たおして粋いきがるなっ！」

　吼ほえて飛び出た猪いのしし人の猛も者さと一いつ騎き打うち、たったの数合打ち合ってあっさりと斬きり殺す。

「弓で狙ねらえ、弓で！」

　将の声に応じた弓隊が放った矢の群れを剣けんの一ひと薙なぎで落とすと、矢のために開けた敵軍の隙すき間まへ雄おたけびを上げて突とつ進しんし、指示を飛ばした将を突つき殺して、ついでとばかりに弓隊も散々に斬きり殺した。

「ニモルド！　我が母の仇かたき、取らせてもらうぞ！」

　叫さけんで襲おそい掛かかってきた犬人の剣けん士し二人と打ち合い、決着のつかぬまま敵方に引き上げの笛が鳴って、二人組は歯は嚙がみしながら退ひいて行った。ニモルドはそれを深追いしなかった。

　ニモルドの守る門を破れぬ間に、聖せい鍵けん軍の援えん軍ぐんが到とう着ちやくして包囲軍を襲おそって、そこに城門から打って出てきたニモルドの隊が挟はさみ撃うちをしかけた。

　亜あ人じん軍のモガウル奪だつ還かん攻こう勢せいは大敗に終わった。

　ネクル界で泣く子を黙だまらすのに「ニモルドが来る！」とピシャリと怒ど鳴なるのは、特にこの時の戦いの後に定着したとされる。

　敗走する軍も容よう赦しやなく追つい撃げきし、港町モガウルから帝てい都とマゴニアまでの道に障害となるような兵力はなくなって、進軍ルートは大きく開けた。

　聖せい鍵けん軍は小さな町や村を次々に落とし、ネクル界内海の南のほぼ全域を支配下に治め、帝てい都とへ迫せまった。

　聖せい鍵けん軍はとうとう魔ま王おう討とう伐ばつ遠えん征せいを現実のものとしようとしていた。




　帝てい都との直前まで迫せまった攻こう略りやく軍はイリグダーの『鉄の蝶ちよう』による攻こう撃げきで飛ひ空くう挺てい団が壊かい滅めつした知らせを受け即そく座ざに後退を決めたが、将校たちの中で唯ゆい一いつニモルドだけが攻こう撃げき継けい続ぞくに未練を見せたと伝わる。

　軍議でなにか考えがあるのか問われたニモルドは苦しそうに言ったという。

「ただ…ここまで来て…あまりに惜おしい」

　ニモルドらしからぬ言葉と態度に、将校たちは驚おどろいたが、ニモルドの心情は単純なものだった。

　あの山小屋から世界で最も遠い場所に、あとほんの少しで行けたのに！




　敵方の将軍、鉄の虎とらは恐おそるべき名将で、その狂きよう戦士軍団はあまりに手て強ごわかった。

　驚きよう異いの行軍速度を誇ほこる狂きよう戦士軍団は港町モガウルへ後退する聖せい鍵けん軍へ徹てつ底ていして一いち撃げき離り脱だつに終始し、ニモルドとの真正面の対決など避さけ、帝てい都と攻こう略りやく軍を疲ひ弊へいさせきった。

　再度のモガウル包囲戦においてもニモルドは獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せたが、新兵器『鉄の蝶ちよう』と『ゴブリンの火』による爆ばく撃げきになすすべなく城門は落ち、敵の狂きよう戦士たちが城内へなだれ込む。

　数を減らしながらも共に戦ってきた若き精せい鋭えいたちと協力し、ニモルドは包囲から活路を切り開いていくらかの味方を脱だつ出しゆつさせ、植民都市ダルフンカへと落ち延びるまでの殿しんがりも受け持った。

　しかし、生せい還かんしたニモルドを、聖せい鍵けん軍の名めい誉よ部隊の将校たちはヒステリックに責めたてた。

『始聖王の聖せい鍵けん』をなんとしても運び出すべきだったと言われて、ニモルドはそういえばそんなものがあったことをようやく思い出した。

　本当に忘れていたらしいニモルドの顔を見て、将校の一人が思わず言い捨てた。

「山育ちの熊め！」

　ニモルドはそう言った相手を殴なぐり倒たおし腹を踏ふみつけて嘔おう吐とさせた。

　他の将校が凍こおりつくのを無視して捨て置き、ニモルドは敗残兵の数の確かく認にんに戻もどった。




　鉄の虎とらがついに兵を率いてダルフンカ攻こう略りやくに出てくるとなって、ニモルドは『聖せい鍵けん』奪だつ還かんの決死隊を率いることを命ぜられた。

　鉄の虎とらはあの『聖せい鍵けん』を常に首に下げているという。取り返すのならば会戦において彼を討うち取るしかない。ダルフンカが包囲される前に、行軍中の鉄の虎とらを狙ねらうのだ。

　たとえ他の全員を犠ぎ牲せいにするとしても、最後の一兵があの鍵かぎを取り戻もどして帰ることを目的とした決死隊は、ニモルド以外あくまでも志願兵で組織された。が、ニモルドが率いるということが決まっていれば、若き兵たちは志願してしまうことも決まっているのだ。

　実働組の兵たちのほとんどが決死隊に志願する中、ただイデルだけが断りの挨あい拶さつに来た。

「申し訳ありません」

　そう言って彼は泣いたが、ニモルドは短く笑って返した。

「もし来ると言ったら殴なぐろうと思っていた。よかったよ」

　口にしてしまってから、自分が『イデルは来ると言うかもしれない』と思っていたことが露ろ呈ていしてしまったことに思い当たり、ニモルドは自じ嘲ちようの苦笑いを浮うかべ、頭を搔かいた。

　下を向き号ごう泣きゆうしていたイデルはそれを見なかった。

　他はみなニモルドに従った。

　そして死んだ。

　どいつも勝手にすればいい。




　ダルフンカを進発した決死隊は早々に狂きよう戦士の斥せつ候こう部隊から襲しゆう撃げきを受けるも、これをなんとか退け、絶え間ない奇き襲しゆう夜や襲しゆうに数を減らしながら、鉄の虎とらの率いる敵本隊へ歩を進めた。

　そこに待っていた景色のなんと絶望的だったことか。

　ばら撒まかれた『ゴブリンの火』によって見み渡わたす限り黒く爛ただれた荒こう野やに、友軍の姿は影かげすら見えず、泥どろと油と血にまみれもはやただの獣けものと見分けのつかぬ亜あ人じんどもは地に満ちて蠢うごめき、ただその眼めだけが憎ぞう悪おと害意にギラギラと光っている。見上げる赤い夕焼けの空にはゴブリンどもの醜しゆう悪あくな発明がハエに似た羽音を響ひびかせる。地から引き上げるニモルドの脚あしは重く、靴くつ裏にはドス黒い『ゴブリンの火』の残りカスと血の混合物が粘ねばつく。脳は危険信号を送るのにも疲つかれたか、ただ疲ひ労ろうの残像らしき不快な熱がぼうっと頭の中に漂ただよっている。

　足元の黒い泥ぬか濘るみをニモルドは今一度踏ふみしめる。息を細く長く吐はき出して、それから深く吸い込んで、全身の筋肉を引き締しめ直す。この地じ獄ごくのような光景を前に、身体からだは疲ひ労ろうの極地、しかし、ニモルドの心は晴れやかであった。

　これがおれの最後の戦いか！

　顔の傷がヒリヒリと熱い。

　この日、この時に、思い出すことはみな戦いだ。牛を担かついで踏ふみ出した、あの重たい一歩。戦うごとに、おれは地を固く踏ふみしめ、あの山小屋から遠くへ遠くへと進んで来た。そして今、人間未み踏とうのネクル界深くに分け入り、伝説の聖せい鍵けんをまさにその首にかけた虎とらを相手にとって、悪夢のように無残な地平を埋うめ尽つくす人でなしの大軍勢のすべて一兵卒に至るまでが、このおれ一人の命目がけて突つき進んでくる。

　あの山小屋で夢にも見なかった死に所、まったく絵にも描かけぬ絶景ではないか！

　ああ、おれは遠くまで来れたのだな！

　この絶景、これはだれのものでもない、このおれの取り分だ！

　ニモルドは声こわ高だかに笑い、敵の群れに向けて吼ほえた。

「恐おそれず来い、鉄の虎とらの狂きよう戦士ども！　戦士ニモルドの道連れなれば、だれに恥はじる死に様でもあるまい！　貴様らの死体を積んで星まで上がる我わが道の礎いしずえにしてくれようぞ！」

　決死隊は沸わき立ち、その胸になんの後こう悔かいもなかった。

　ああ、今、自分たちは間ま違ちがいなく伝説の一部だ！




　ニモルドはとうとう山には帰らなかった。

　ニモルドは星に上げられ、大たい剣けん座が観測された。

　星の座はニモルドの故郷ドウア国の山からはずいぶんと遠いと言えるだろう。季節のめぐりでニモルドの星がドウアの山にかかる頃ころには天候がよく荒あれる。農民はみな「ニモルドめ、お山が恋こいしくて泣きやがる」と口にする。ニモルドが山に帰りたかったのか帰りたくなかったのかはだれにも──おそらく本人にもわかるまいが、常に山を思っていたことは間ま違ちがいないというのが一いつ般ぱん的見解である。
















　さて、神別れの山脈に、神の捏こねたという魔ま力りよくあふれる土と岩でもって、黒い塔とうを作り終えた角人の偉い大だいな魔ま術じゆつ師しは、その見張り台から人間たちの国を見下ろして叫さけびました。

「聞け！　これぞ我わが生しよう涯がい最後にして最高の魔ま術じゆつだ！　聞け！　聞いて呪のろわれろ、ワウリの民たみ！　呪のろわれろ、神の模造品！　聞け！　この黒い塔とうから、私は山を越こえようとする貴様らを一人も見み逃のがさない！　聞け！　我わが呪のろいの目を逃のがれられるものはない！　聞け！　この後は、我わが目は眠ねむらず、瞬まばたきすらしない！　我わが子を守れなかった無力な我わが身の呪のろいが、とこしえに他の亜あ人じんの子らを守るように！」

　魔ま術じゆつ師しは自らの両の目玉をくり貫ぬくと、その身を塔とうから投げ出しました。

　その身は地に落ちて砕くだけ、血と肉は黒い塔とうと一つになり、残された目は常に黒い塔とうから周囲を見張り続け、塔とうを見る人間を必ず見返して呪のろうようになったのです。

　塔とうを目にした人間は呪のろいにかけられて力を失い、なよなよとへたり込んでしまいます。

　この塔とうが出来てから、人間はネクル界に攻せめ込むことが出来なくなってしまいました。


（創世神話──第一次聖戦──黒い塔とう）　　　
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　皇女イリミアーシェがまだごく幼かった頃ころ、帝てい都とマゴニアの宮きゆう廷ていに、ゴブリンの国からちょっとした贈おくり物が届けられた。

　それはかわいらしいおもちゃのカラクリ木馬だった。白く塗ぬられた身体からだに花模様が描えがかれ、目には美しく輝かがやく小さなオニキス石がはめられている。膝ひざには球体関節が付けられていて、内部の簡単な魔ま術じゆつ回路がその脚あしを動かし、名前を呼ばれた相手に歩いてついていくように仕組まれている、ゴブリンの職人一流の見事な小品だった。

　城の柱ちゆう廊ろうをイリミアーシェが歩けば、小さなカラクリ馬は廊ろう下かにコツコツと愛らしい軽い音を立ててついてきた。自分が太い柱の列をジグザグ縫ぬうように歩くのに、馬が忠実に後をついてくるのがうれしくて、イリミアーシェは城の中庭に面した長い柱ちゆう廊ろうを、何度も何度も往復した。

　気づけば日暮れが近づいている。イリミアーシェはふと足を止め、夕日を眺ながめた。それから自分の後ろで同じように足を止めたカラクリ馬を振ふり向くと、傾かたむいた日差しがカラクリ馬の顔に深い影かげを作っていた。

　その顔が心細そうに見えて、イリミアーシェは言った。

「怖こわい？」

　イリミアーシェはひざまずいて首を抱だき、馬の耳元にそっとささやいた。

「あたしが守ってあげる」

　イリミアーシェは守るという言葉を初めて使った。

　その言葉は心ここ地ちよく自らの耳に響ひびいた。




　公務の合間に中庭を通りがかった皇こう帝ていは、自らの末の娘むすめがおもちゃを相手に熱心に話しかけ、世話を焼くフリをしているのをしばらく眺ながめ、それからポツリと呟つぶやいた。

「ああいう子供だましはいかんな」

　側近たちはただ頭を下げた。




　翌朝、皇女の寝しん室しつにカラクリ馬の姿はなかった。

　顔を真っ赤にして激げき昂こうし、ただオロオロしている召めし使つかいたちに説明を求めて怒ど鳴なり散らす皇女の元へ、母親がやってくる。

　母はとくに説明もせず、イリミアーシェに黙だまってついて来るように厳しく言いつけた。

　連れて行かれた城の厩きゆう舎しやには父である皇こう帝ていが、小さな子馬を用意して待っていた。

　馬を見つめたまま戸と惑まどい押おし黙だまっているイリミアーシェの肩かたにそっと手を置き、顔を耳元に近づけて、母は優やさしくささやいた。

「喜びなさい。この馬も殺されてしまうわよ」

　この言葉を聞くまで、イリミアーシェは母が父を支配しているのだと思っていた。老いた父はいつも若くて美しい母の顔色をうかがって機き嫌げんを取っているように見えたから。

　しかし、違ちがった。

　母はうまく父を転がしてはいるが、王ではないのだ。王おう冠かんは父の頭の上にあるのだ。

　そして、はっきりと理解した。この皇こう帝ていである父が自分を殺すと決めたら、自分は殺されてしまうのだと。あの愛らしいカラクリ馬が失われてしまったように。これが王だ、この宮きゆう殿でんでだれかが王で自分は王ではないということは、そういうことだ、イリミアーシェは理解した。

「この子、照れていたようですわ」

　母がそう言ったのに合わせて、イリミアーシェはぎこちなくも笑え顔がおを作り、皇こう帝ていに礼を言った。父はただ「うむ」と肯うなずいただけだった。




　この頃ころから、イリミアーシェは母親が秘密の恋こい人びとを持っていると想像して遊ぶようになる。

　かつては森の魔ま女じよであったいまだ若く美しい母が、残ざん酷こくで嫉しつ妬と深ぶかく老いた父をまんまと出し抜ぬいて、優やさしく美しい若者とこっそり逢おう瀬せを重ねる姿を頭の中に思い描えがいた。秘密の恋こい人びとは時に、城に忍しのび込む泥どろ棒ぼうで、毛皮を献けん上じようする狩人かりゆうどで、誓ちかいを立てた放ほう浪ろうの騎き士しで、機転の利きく出入りの商人だった。

　宮きゆう殿でんに運び込まれる酒さか樽だるから、窓辺の木を伝って夜のバルコニーから、古過ぎてもうだれも知らない地下の抜ぬけ道へ続くクローゼットの奥から、どうにかして彼らは母に会いに城の外からやって来る。

　その恋こい人びとが自分の本当の父親だったらどうしよう。

　空想の恋こい人びとは、城内の者では面おも白しろくなかった。

　長じるにつれて召めし使つかいたちの陰かげ口ぐちや大臣たちの失言でなんとなく耳に入ってきた真しん偽ぎの定さだかでない母の浮うわ気きのゴシップはその点で退たい屈くつだった。近この衛え兵へいや貴族やその子し弟ていにもたしかに若く容姿の優すぐれたものは多くあったが、それはあまりに手近に過ぎて、ただれた惰だ性せいと生活の臭においがした。

　端たん的てきに言えば、ロマンチックでなかったのだ。




　イリミアーシェは皇こう帝ていから貰もらった子馬をかわいがった。

　かわいがってみれば、実際、馬のことは好きになった。美しい生き物だ。

　幼いイリミアーシェは城の厩きゆう舎しやによく顔を出すようになり、練兵場で乗馬を学び、供を連れて町の外まで遠乗りにも出るようになった。イリミアーシェが子どもながらにメキメキと乗馬の腕うでを上げていると聞けば、皇こう帝ていは自分の教育が良かったと多少は得意になりもしたが、それ以上に興味を向けるということもなかった。

　イリミアーシェは、乗馬は良いいな、と考えた。家庭教師に習う勉学も武芸もそう嫌きらいでもないような気がしたが、あまり熱心にやりすぎるのは危険だとイリミアーシェは考えていた。

　その点、乗馬は良いい。夢中になっているとの噂うわさが皇こう帝ていや兄けい姉しの耳に入っても警けい戒かいされず、かといってあまり眉まゆもひそめられず、しかし、実用的で面おも白しろい。

　帝てい都とから少し離はなれた郊こう外がいの別べつ荘そうに、イリミアーシェは貰もらった馬を移し、そこによく通った。広い草原で駆かけさせたいからだと周囲には説明したが、本心は皇こう帝ていから馬を遠ざけたかったからだ。

　普ふ段だん、別べつ荘そうの厩きゆう舎しやには馬の世話をする足の悪い猪いのしし人の老人が一人いるだけで、彼に外に出てもらえばイリミアーシェは馬と自分だけになれた。厩きゆう舎しやに馬と自分だけになると、イリミアーシェは馬の首を抱だき、静かに自分の失ったかわいいカラクリ馬を思った。

　あの人がそう決めたら、私は、あの馬を守れなかった。あの人がそう決めたら、母も、私を守れないのかな。




　黒い塔とうの砦とりでが陥かん落らくし、親族が慌あわただしく動き出す中、イリミアーシェは努めて普ふ段だん通りに過ごした。しかし、目と耳と肌はだとをそばだてることは忘れなかった。幼いイリミアーシェに関心を払はらうものはいなかった。

　父も兄けい姉したちもまずは様子見に回った中へ飛び込んできた狩人かりゆうどニャメ処しよ刑けいの知らせに、イリミアーシェは痺しびれた。そして、この痺しびれは自分だけのものではないと感じた。ネクル界には自分と同じように、ニャメの孤こ独どくな戦死に震ふるえたものが多くいるはずだ。その震しん動どうを父たちはとらえ損そこねている。

　自分の生になにかを起こすのならば今しかない。

　ニャメが世界を揺ゆり動かして出来た亀き裂れつが塞ふさがる前に、そこに我わが身をねじ込んで道をこじ開けねばならぬ。

　それは考えというより直感に近いものだったが、イリミアーシェは腹を決めた。

　旅立ちの前に、イリミアーシェは別べつ荘そうの厩きゆう舎しやを訪おとずれ、見事な毛並みに育った愛馬に別れを告げた。

　そして去り際ぎわ、いつもの通り厩きゆう舎しやの外でただ待機していた猪いのしし人の馬うま飼かいに初めて声をかけた。

「ご老人、長い間、あなたは私になんの質問もしなかった。それに感謝している」

　老人は表情を一いつ切さい動かさずにただ低い声で応えた。

「私は自分の身を守っているだけでございます。私はなにも知りたくない」

「賢かしこいことだ。この会話も忘れるがいい。どうか、あの馬をよろしく」

「最後のお言葉だけ覚えておきましょう」

　数日後の夜半、イリミアーシェは宮きゆう殿でんの寝しん台だいをそっと抜ぬけ出した。着慣れた乗馬姿に真しん紅くのマントを羽織って皇こう帝ていの印章で留め、履はき物ものには母の衣い装しよう室から勝手に持ち出した少し大きめのブーツを選んだ。母のお気に入りのブーツだった。

　城は寝ね静しずまっている。コツコツと鳴るイリミアーシェの靴くつ音おとを聞きとがめるものはない。

　イリミアーシェはそっと城を出ると、帝てい都とを出る船へともぐり込み、東へ打って出た。




　船からモガウルの港の桟さん橋ばしへと降り立ったイリミアーシェに注目するものはなかった。

　まだ空は白み始めたばかりで周囲は薄うす暗ぐらく、船員たちは忙せわしく動き回っている。港の日雇いたちの数もまだそれほどに多くはなく、みな船の積つみ荷にを下ろす作業の開始を待ってただ波は止と場ばにたたずんでいる。

　周囲がうるさくなる前に、さっさと始めたほうが良かろう。

　小さく咳せき払ばらいした後、イリミアーシェは船中考えておいた第一声を大だい音おん声じようで呼ばわった。

「どうかここで、狩人かりゆうどニャメを英えい雄ゆうと称たたえることをお許し願いたい！」

　ニャメの名に思わず視線を向けた日雇いたちは、それっきりその少女から目を離はなすことが出来なくなった。英えい雄ゆうを称たたえる辻つじ説せつ法ぽうはワウリ界でもネクル界でもメジャーな庶しよ民みんの娯ご楽らくで、最近はニャメを称たたえる辻つじ説せつ法ぽうも聞き飽あきるほどの大流は行やりであったが、それにしても彼女は無視するには身なりが良すぎ、声が通りすぎ、容よう貌ぼうに恵めぐまれすぎていて、港の辻つじ説せつ法ぽうには場ば違ちがいすぎた。

　そして、真しん紅くのマントだ。これはどうしたことだろう。人々はなんとなく少女の周りに集まりだす。

　いつか、港は人だかりで一いつ杯ぱいになっていた。

「さあ、今こそはニャメに倣ならおうではないか！　今ここで、私は英えい雄ゆうニャメの遺志を継つぎ、卑ひ劣れつ漢かんどものために身動きできぬ皇こう帝てい閣下に畏おそれながら成り代わって、聖戦を宣言する！　さあ諸君も今すぐ義勇軍に参加したまえ！」

　イリミアーシェが演説をそう締しめくくると、群衆から熱っぽい質問が飛んだ。

「で、その義勇軍ってのは、今どれくらいの数が集まってるんで？」

「なにを言う、そんなものは決まっておろうが」

「と、言いますと？」

「ゼロである。なぜなら私がこの義勇軍の構想を口外したのは、まさに今朝、たった今の演説がはじめてであるからだ。諸君らは光栄に思うがいい、誉ほまれの聖戦士になる機会を真っ先に得たのだからな」

　群衆は散っていった。

　黙だまって離はなれていく人々を睨にらんでいるイリミアーシェの前が開け、群衆の割れた桟さん橋ばしの先に、猪いのしし人の大男が顎あごを搔かきながら思案顔で立っていた。

　イリミアーシェは挑いどむように、その大男に向け胸をそらし、腰こしに手を当てその場で待った。向こうから来るべきだ。あちらが臣下になるのだから。最初が肝かん心じんだ。




　ボルゴーと名乗ったその猪いのしし人に世話された宿の一室はひどく粗そ末まつな部屋であったが、まあ船倉よりは揺ゆれないだけマシではあった。

　翌日、ノックの音にイリミアーシェが目を覚ますと、日はすでに高く上がっていた。

　入ってきたボルゴーはどこかで昼飯をとりながら今後の相談をしようと言う。

　そうか、外に食事をとりに出るということがあるわけか、庶しよ民みんの生活ではそういうこともあるか。

　イリミアーシェは内心驚おどろきつつ、寝ね床どこ近くに脱ぬぎ捨てていたブーツに手を伸のばす。

　昨晩脱ぬいだ時に抜ぬいた靴くつ紐ひもが抜ぬけたままだ。そうか、ここでは紐ひもを戻もどしておく召めし使つかいがいないのだった。紐ひもは足を入れてから通すものだろうか、それとも先に手元で通しておくべきなのか。

　イリミアーシェがモタモタと靴くつに足を差し込んだり、一いつ旦たん戻もどしたりするのを見て、ボルゴーは眉み間けんのしわを深くした。

「失礼」

　そう一言断ると、ボルゴーはイリミアーシェの足元に跪ひざまずき、しっかりと足をブーツに押し込んで紐ひもを手早く穴に通してきつく絞しぼって、それを結び始めた。

　その丸まった背を眺ながめて、イリミアーシェはこれまでに感じたことのない強きよう烈れつな快感を覚えた。

　これは『私の』家来だ。

　父に与あたえられた配下ではない。

『私に』仕えているのだ。

　優ゆう秀しゆうなものを跪ひざまずかせるのは王の喜びである。

　ボルゴーが紐ひもを結び終えて立ち上がる。

　これほど見事に結ばれた靴くつ紐ひもは見たことがない。イリミアーシェはうっとり深く満足に浸ひたった。

　とっくりと自らのブーツを眺ながめる皇女の横で、ボルゴーは呆あきれ果てていた。

　なんと、皇女殿でん下かは自分の履はいて来た靴くつの履はき方を見て驚おどろいておられる！　城では目を覚ます前に召めし使つかいが靴くつを履はかせておいてくれたのだろうか？




　植民都市ダルフンカからファランクス隊に守られボルゴーに背負われて脱だつ出しゆつする際、近くの大楯たてに音高く弓矢が突つき刺ささった瞬しゆん間かん、イリミアーシェはボルゴーの大きな背に思わず失禁した。

　ボルゴーは鼻を鳴らし笑った。

　なんという屈くつ辱じよくだ！　自分は驚おどろいただけなのに！

　後でこのことについてはじっくりと話し合わねばなるまい。

　その機会は来なかった。




　砂さ漠ばくの市で目を覚まし、ボルゴーが死んだことを伝えられたイリミアーシェは一いつ瞬しゆん、目を閉じた。

　ボルゴーを失った。

　私を守り通して死んだ。

　残念だ。

　自分の中に広がった感情はそんな言葉を超こえていることはわかっていたが、それ以上の表現をその感情にあてることを自分に許しはしなかった。王の選せん択たくで配下は死ぬ。残念だ。

　そのはみ出した分のイラだちに任せて、イリミアーシェは枕まくら元もとの犬人の少女に言う。

「奴ど隷れい売りの人間に顎あごで使われる飼い犬でいる気分はどうだ？」

　突とつ然ぜんの侮ぶ辱じよくに歪ゆがんだ相手の顔を、イリミアーシェはじっくりと見た。

　そこには誇ほこり高い怒いかりと、図星を指された屈くつ辱じよくが、正直すぎるほどに率そつ直ちよくに浮うかんでいた。

　私はボルゴーを失い、新しい何かを得たかもしれない。

　イリミアーシェは直感した。

　これはいい家来になるだろう。




　犬人パタと過ごした日々は愉ゆ快かいだった。

　しかし、それがいつまでもは続かないことを、イリミアーシェはよくわかっていた。だからこそ、そこにダラダラと留とどまったのかもしれない。

　それが終わることが決定的になった夜、シーシヒの邸てい宅たくの一室で、イリミアーシェはパタを呼び止めた。

　この同どう年ねん輩ぱいの犬人を挑ちよう発はつしてイジメられるのも今こ宵よいが最後になるかもしれぬ。

　今夜、この頑がん固こ者ものに思い切らせねばならない。

　イリミアーシェは改めて向かいに座ったパタの真しん剣けんな顔をじっくりと眺ながめた。この犬人が美しいことは他種族でもわかる。

　こやつが同性愛者で他種族にも興味が湧わく性質なら、自分の身体からだを与あたえてでもその気になってもらうところだな。

　そんなことをチラリと考えて、皇女は薄うすく笑う。

　いや、この誇ほこり高く、初う心ぶで、それでいて恐おそるべき残ざん酷こくさも持ち合わせている砂さ漠ばくの戦士は、そんな申し出ならば怒いかり狂くるって断るやつだ。

　ああ、なんとか私に跪ひざまずかせたいものだ。

「なにを笑う」

　低く呟つぶやいたパタに、皇女は勝負を仕し掛かけた。

「シーシヒは休戦を画策しているのではないかと思う」




　シーシヒの屋や敷しきの窓から、通りの向こうに現れたラクダ騎き兵へいを認め、イリミアーシェの背筋は快感に震ふるえた。

　ああ、パタ、来たな、私に跪ひざまずきに、私を守りに。

　その快感に任せてバルコニーに駆かけ出し、イリミアーシェは叫さけんだ。

「パタ！　私はここだ！」

　取り押さえようとしてくる召めし使つかいたちの腕うでの下から、イリミアーシェはさらに声を張り上げる。

「迎むかえに来い！　私を！」

　蜃しん気き楼ろうの死地を脱だつした直後、二人乗りの横にパタの姉をくくりつけたラクダで砂さ漠ばくを駆かけながら、皇女は手た綱づなを握にぎるパタの背へ声をかけた。

「震ふるえているのか」

「正直、死ぬと思った」

「虚きよ勢せいを張れ。解決にはならんが気が晴れるぞ」

「今、私に助言したのか？」

「私はその道では経験が豊富なのだ。私は、その気になれば簡単に私を殺せる相手とばかり向き合ってきた。今だってそうだ」

　そう言って皇女はパタの背を叩たたいた。
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　パタはため息を吐ついて言う。

「アンタ、道どう化けになら今すぐなれそうね」

　パタの震ふるえは止まった。

　イリミアーシェはパタの背にもたれ目を閉じた。

　これが死ななくてうれしい。




　皇女は砂さ漠ばくを越こえ港町モガウルに戻もどってきた。モガウルにも義勇軍崩くずれは多くおり、皇女はすぐに人々に見つかって、町は大おお騒さわぎになった。

　ズタボロの犬人の戦士を二人従えた皇女はまっすぐ市庁舎へ向かい、人々は大おお騒さわぎでそれについて行った。

　行政官が泡あわを食っているのに、これから少し演説して民衆には帰ってもらうから騒さわぐな、話はそれからだと簡単に言い捨てて、皇女は召使たちを勝手に呼びつけて指示を始めた。

　皇女は顔を洗あらい髪かみをいくらか整え、身み支じ度たくをやめた。

「着き替がえる時間くらい作るが？」

　パタの問いには応えず、イリミアーシェは大変大真面目な調子で言った。

「パタ、私の戦い方を見せてやろう」




　皇女が演説をされると聞かされた人々は、市庁舎前の広場でざわめきながらもただ待った。

　普ふ段だんは布告などに使われる演台に姿を現した皇女は、砂すな埃ぼこりで汚よごれ、明らかに疲ひ労ろうの色が見えた。

　皇女はまさにたった今、砂さ漠ばくを越こえてきたのだ。

　聴ちよう衆しゆうは息を吞のみ、皇女の一挙手一投足を見み逃のがすまいと目を見開く。

　皇女は演台に向かう途と中ちゆう、少し喉のどを押さえ、後ろに控ひかえた犬人になにか告げた。犬人が杯さかずきを差し出し、皇女は水を一口飲んだ。

　皇女は喉のどが渇かわいているのだ。追っ手から逃のがれて砂さ漠ばくを越こえてきた直後なのだ。当然だ。大きな声は出せないかもしれない。人々はその第一声を聞き逃のがさぬために、微かすかな身動きすら控ひかえた。

　杯さかずきを犬人に返し演台に着くと、その静まり返った聴ちよう衆しゆうに向けて、皇女はよく通るはっきりとした声こわ音ねで言った。

「私がいぬ間に、ネクルの戦士はみな死んだのか？」

　静まったままの人々に向けて、皇女は今度は叩たたきつけるように言った。

「そうでないなら、なにゆえに誰だれ一人ひとりとして砂さ漠ばくの子どもたちを助けに来ないのだ！」

　皇女は続ける。

「戦士たちは一人も残っていないのか！　だれもが人間に媚こびへつらう下げ僕ぼくになり下がったか！　戦いもせず、亜あ人種の子を奴ど隷れいに差し出して、人間様に哀あわれみを乞こうているのか！　誰だれ一人ひとり、これに抗こう議ぎするものもないのか！　私は砂さ漠ばくで待っていたのだぞ！」

　大きく息を吸って続ける。

「私は砂さ漠ばくで鞭むち打うたれ、屈くつ辱じよくにまみれ、無む慈じ悲ひに売られていく子どもたちを見た！　ニャメならばどうしたか！　ボルゴーが今も我わが傍そばにいたならいかに吼ほえたか！　あの勇ましく誇ほこり高い義勇軍の一兵でも残っていれば！」

　そこで言葉を切り、皇女は一いつ瞬しゆんだけ下を向くと、それからきっと空を見上げた。

　聴ちよう衆しゆうにはわかる。星に成った戦士たちを見上げたのだ。昼間の今、それは見えない。彼らの不在が人々の心を刺さして、皇女の心もまた、この痛みを感じているのだと共感が広がった。

　そう思ってみると、ああこの美しい皇女はまだ若く、あまりに細身で、なんと頼たよりないのだろう。

　その皇女が視線を鋭するどくし、自分たちに向けて吼ほえる。

「あの戦士たちはもういない！　今は、私自身が勇気を出す時だ！」

　聴ちよう衆しゆうはその叫さけびに快かい哉さいで応えた。このいたいけな少女が、今、自分よりも幼い子どもたちのために、勇気を出すと言ったのだ！　流石さすがは皇女だ！　我らが姫ひめ君ぎみだ！　皇こう帝ていの娘むすめだ！

　人々は高こう揚ようし喚わめきたて、足を踏ふみ鳴らす。

　その時、一人の猫ねこ人の女が演台に向けて走り出た。

　止めに入ろうとしたパタを手で鋭するどく制止して、皇女は女にしゃべらせる。

「殿でん下か！　私を戦列にお加えください！」

　女は幼い猫ねこ人の子を抱かかえている。その子を皇女へ高く掲かかげて見せて、女は泣きながら語った。

「殿でん下かにお救いただいた子です！　殿でん下かが砂さ漠ばくから逃にがしてくだすった子です！　三年前、奴ど隷れい狩がりに奪うばわれたこの子と、私は再会出来たのです！　殿でん下かのおかげです！　殿でん下かが砂さ漠ばくから逃にがしてくれたと、この子から確かに聞いているのです！　一年前にこの港町で保護されているのを知らせてくださる方があって再会し、今日まで母子でこの町に暮らしておりました！　ただお礼を言いたくて参ったのですが、ああ、私は今日まで私以外にも子を奪うばわれた、あの身を裂さかれるような地じ獄ごくの日々にある親が私のほかにもまだいることを考えてもみませんでした！　私は、私のこの歓かん喜きを、生き別れた幼子との再会を、他の親にも味わってほしい！　どうか子を奪うばわれた親のために、親から奪うばわれた子のために、私も殿でん下かの戦いにお加えください！」

　なんと、殿でん下かは囚とらわれの身でなお奴ど隷れいの子を逃にがしておられたのか！

　その腕うでに抱だかれた幼子が不意に大声で叫さけんだ。

「殿でん下か、あたくしも戦いますっ！」

　群衆が堰せきを切ったように競きそって叫さけびだす。

　殿でん下か！　殿でん下か！　私も！　私も戦列に！　義勇軍に！　今一度、お立ちください！　戦わせてください！　ネクルの戦士をお呼びください！　戦士はここにおります！

　その地鳴りに似たどよめきに負けじと、皇女は声を張り上げる。

「見よ、今始まろうとしているこの戦いを！　聖戦を止めるな！　戦いをやめるな！　私は、剣けんなくば矛ほこで！　矛ほこなくば弓で！　弓なくば木の棒でよい！　棒もないならこの腕うでを振ふるう！　腕うでもがれたならこの口で嚙かみつこう！　ネクル界のあらゆる場所で、聖戦を継けい続ぞくせよ！　聖戦の前線は砂さ漠ばくにも草原にもない、ただ聖戦を止めようとする卑ひ劣れつな精神との対たい峙じにある！　我らの子どもを売り渡わたし、己おのが平へい穏おんの日常を買おうとする、反聖戦論者を許すな！　聖戦を継けい続ぞくせよ！　前線は今ここに！　反聖戦論者と私の間に！」

　皇女が叫さけぶのに合わせて、群衆たちも叫さけんだ。

「聖戦継けい続ぞく！　聖戦継けい続ぞく！　反聖戦論者を許すな！　聖戦を継けい続ぞくせよ！」

　この演説に使われた『反聖戦論者』という語は皇女の創作であったが、この言葉はあっという間に世界に広まってそのまま定着し、この後百年使われ続けることになった。

　聖戦はワウリ界においてもネクル界においても基本道徳である。聖戦に本ほん腰ごしを入れようとしない権力者たちに不満を募つのらせていたネクル界の亜あ人じんたちは、この演説にわが意を得たと感じ、この便利な言葉を大いに活用した。くだくだと小こ理り屈くつをこねて戦おうとしない手合いにはただこの言葉を怒ど鳴なりつけてやればいいのだ、「反聖戦論者！」。

　町を行く馬上の騎き士しに群衆が叫さけんで逃にげる、演説中の議員にヤジが飛ぶ、商人の屋や敷しきの門に張り紙が張られる、講義中の教師に生徒が怒ど鳴なる、子どもが親をにらんで吐はき捨てる、「反聖戦論者！」。権力者にこの言葉をぶつけてやるだけで、人々は聖戦を戦っている気分になれた。

　流は行やり病のようにこの言葉はネクル界全体へ広がっていった。

　あらゆる立場の亜あ人種が反聖戦論者の誹そしりを受けることを恐おそれ、なにを主張するにもまずは自分が反聖戦論者ではないことを表明しておかなければ落ち着かないという事態になった。

　皇女の演説の一ひと月つき後には、皇こう帝てい自身が元老議員の質問に答える形で「私は決して反聖戦論者ではないが…」と発言したことが記録に残っている。休戦など口に出すのも危険な行こう為いとなった。

　各地から帝てい都との宮きゆう殿でん前に皇こう帝ていの徴ちよう兵へいを望む亜あ人じんの戦士たちが手弁当で集まり、日夜声を合わせて気勢を上げた。

「聖戦継けい続ぞく！　聖戦継けい続ぞく！　前線はここに！　反聖戦論者を許すな！　聖戦を継けい続ぞくせよ！」

　港町モガウルの皇女の下もとへも義勇兵が殺さつ到とうした。彼らは戦いくさの開始を今か今かと待ちわびながら、しかし、じっと動かない皇女を称たたえた。力を蓄たくわえながら、元老院に圧力をかけているのさ、流石さすがは強したたかで賢かしこい我らが姫ひめ君ぎみよ！

　世論の強い圧力を受け、皇こう帝ていは正式に軍の召しよう集しゆうを宣言した。だれも反対は出来なかった。各地方の貴族や後こう継けい者しや候補たちも兵を供出した。

　元老院は手早く角人の近この衛え兵長の一人を大将軍に選出し、皇こう帝ていはこれを認にん可かした。

　砂さ漠ばくの大商人シーシヒの画策した休戦は頓とん挫ざした。

　このネクル界全土がなにかしらの応答を強しいられた皇女イリミアーシェの演説を『モガウルの大号令』と呼ぶ。また一いつ般ぱんにただ『大号令』といえばこの演説のことを指す。

　聖戦は続く。




　帝てい都とを出た皇軍には多くの義勇兵も編入されて、その数は三万を超こえた。

　帝てい都とより大将軍に率いられてきた大軍を、イリミアーシェは城門の上から出で迎むかえた。

　噂うわさに聞いていた白銀の長ちよう髪はつが風に靡なびき陽ひを受けて光っている。

　なんと見事な我らが姫ひめ君ぎみ！

　誰だれからとなく歓かん声せいが起こり、全軍上げての鬨ときの声となる。皇女はそれにさっと手を上げ余よ裕ゆうの態度で応えた。

　到とう着ちやくした大将軍たち皇軍の将校は、早さつ速そくの軍議に呼ばれ、すぐに違い和わ感を覚えた。

　軍の最高司令である大将軍より軍議の場で皇女殿でん下かが上座にいるのは、まあいい、許容範はん囲いだ。

　しかし、何な故ぜこの人は我々を当たり前のように部下扱あつかいして話しているのか。

　砂さ漠ばくの蜃しん気き楼ろう攻ぜめの開始時期について話そうとする皇女を、角人の大将軍は小さく咳せき払ばらいして遮さえぎり、言った。

「殿でん下か、これは、その、老ろう婆ば心しんからの確かく認にんですが…我々は殿でん下かと協力したいとは思っております。殿でん下かが私兵と申しましょうか、いわゆる義勇軍を集めて行動なさるのも基本的に自由です。しかし、私たちは殿でん下かの指揮下に入りにきたわけではございません。おわかりですね？　個人的には殿でん下かの『大号令』を尊敬しております。しかし、我々はあの『大号令』に応じて直接に殿でん下かの下もとへ参集しているわけではなく、皇こう帝てい陛下の正式の召しよう集しゆうと元老院の議決をもって…」

「ゴチャゴチャと、まるで反聖戦論者だな？」

　皮肉な笑いを浮うかべて皇女は言って、腕うでを組んで胸を反らした。

　将軍は口を曲げ一いつ瞬しゆん黙だまる。

　その発言を深追いせず、将軍は拙せつ速そくな砂さ漠ばく攻ぜめへの反対意見を述べることにした。

　砂さ漠ばくへ大軍を送るのは周しゆう到とうな準備が必要である、砂さ漠ばくに慣れていない兵たちの行軍は時間がかかり、現地徴ちよう発はつに期待できない兵ひよう糧ろうの計算は難しく、物資には余よ裕ゆうを持たせねばならず、その上、相手が籠ろう城じようを選んだ場合、砂さ漠ばくにおける包囲戦を経験した将はおらず、兵の疲ひ労ろうは計り知れない、多くの物資を用意するにしても蜃しん気き楼ろうの市への攻こう撃げきは商人たちからの協力を得ることが難しいと思われる、それよりもまずは草原の植民都市ダルフンカを目標にしてはどうか、ダルフンカを落とせば交易に頼たよる砂さ漠ばくの市は押さえたも同然で、派兵の必要すらなくなるかもしれない。

　おおむね正論であったろうが、これを皇女はすべて聞き流した。

　皇女の精神に基もとづけば、結論は即そく座ざの砂さ漠ばく遠えん征せいなのである。戦いくさのことは知らん。

　皇女は皇軍到とう着ちやくの一週間後には城内にあるだけの兵ひよう糧ろうを勝手にかき集め、大軍を率いてモガウルを出しゆつ立たつしていた。この軍には皇軍も多く含ふくまれていた。みな、皇女殿でん下かが指示しているのだから間ま違ちがいはないだろうと思い込んでいたようである。

　寡か兵へいと共に取り残された大将軍は激げき怒どし、すぐに帝てい都とへと使者が走った。




　皇女の砂さ漠ばく遠えん征せいは散々な結果に終わった。

『蜃しん気き楼ろうの暴動』以降もなお砂さ漠ばくに留とどまったサルーキ族はすでに皇敵になり蛮ばん族ぞくと呼ばれる覚かく悟ごも決めた集団で、皇軍相手であっても戦うのに躊躇ためらいはなかった。怠たい惰だの日々から目覚め、この一戦でサルーキの名を歴史に刻む意欲に満ちていた。

　慣れぬ砂さ漠ばくの行軍に苦しむ縦に伸のびた大軍を、サルーキのラクダ騎き兵へいが執しつ拗ように襲おそった。サルーキは常に兵ひよう糧ろうを標的に定め、一いち撃げき離り脱だつの間に輜し重ちようへ火をつけては逃にげた。

　いざ蜃しん気き楼ろうの市を包囲したとき、すでに遠えん征せい軍の残りの兵ひよう糧ろうは二週間分を切っていた。行商人たちの逃にげ出した後の市に現地徴ちよう発はつ出来るような物資はない。

　城並みといっても小城程度のシーシヒの邸てい宅たくならば二週間あればなんとでもなるだろうと皇女は高をくくっていたようだが、敵方のサルーキ族は籠ろう城じよう戦でも実によく働き、慣れぬ砂さ漠ばくに弱りきった遠えん征せい軍は疲ひ労ろう困こん憊ぱいで、パタとその姉がいくらか気を吐はいたものの、日にちはあっという間に過ぎて、兵ひよう糧ろうは尽つきた。

　港町モガウルの大将軍に送った追加の兵ひよう糧ろう輸送を要求する使いに返事はなく、皇女は猪いのしし人のごとく憤ふん懣まんに鼻を鳴らし、砂さ漠ばくから兵を引きあげた。




　空腹にフラつきながら港町モガウルへ帰ってきた遠えん征せい軍の入城を、大将軍は拒きよ否ひした。

　冷たく開かぬ門をにらむイリミアーシェへ、大将軍は城じよう壁へきの上から大声で元老院の印と皇こう帝ていの署名が入った命令書を読み上げる。

「皇こう帝ていの指名した大将軍指揮下の兵を騙だまし扇せん動どうし、指揮系統を混乱させた罪は重い。モガウル入城前にまず武器を捨て、軍団を解散するべし。その上で兵卒は皇軍へ再編成を受け、義勇軍なる皇女イリミアーシェの私兵部隊は混乱の元となるので、以降結成を認めない。皇女は帝てい都とへ出頭し元老院の沙さ汰たを待って、しかるべき罰ばつを受けるべし」

　イリミアーシェは激げき怒どし、モガウルへの攻こう撃げき命令すら出しかけたが、これはパタがなんとか押し留とどめた。

　帝てい都とに出頭などすれば一巻の終わりであることはわかっている。

　解散を拒きよ否ひし、とりあえず草原に陣じんを敷しいた皇女の軍を、今度は植民都市ダルフンカからの聖せい鍵けん軍が襲おそった。これを大将軍は救きゆう援えんせず見殺しにしたとして、ネクル界の民衆に憎にくまれたが、実態としては救きゆう援えんする間もなく総そう崩くずれになったということらしい。

　皇女の砂さ漠ばく遠えん征せい軍は崩ほう壊かいし、敗残兵は結局モガウルの皇軍に吸収されたが、その中に皇女の姿はなかった。

　皇女を破った聖せい鍵けん軍はそのままモガウルを包囲した。聖せい鍵けん軍を率いる筆頭戦士ニモルドは搦からめ手の港側からこれを巧たくみに攻せめ、兵力を落としていた皇軍は持ちこたえられず、二ふた月つきほどでモガウルは陥かん落らくした。




　帝てい都とにおいて、モガウル奪だつ還かんのために再度の皇軍召しよう集しゆうが決定した。これはまさに他の地域がどんなに無防備になっても兵を集めるという決定であり、国力を絞しぼる決断である。

　一部元老議員は次の大将軍の候補に鉄の虎とらメリヴォラの名を挙げたが、これは見送られることになり、実績豊富な犬人の老将に五万の大軍を託たくされる運びとなった。

　大将軍が港町モガウルへ向かう途と上じよう、百に満たない兵を率いた皇女イリミアーシェが野営地を訪ねてきた。

「軍に加えていただきたい」

　そう申し出た皇女に、老将は聞く。

「またも兵を乗っ取ろうとでもお考えか？」

「この亡国の危機にあって、そのような考えは持ちませぬ」

「では先に帝てい都とへお帰りになり、裁定を受けなされ。それが道にござる」

「そうなれば、私は謹きん慎しんを言い渡わたされ、この後は二度と兵を率いることなど出来ないでしょう。再び戦場に立つことすら叶かなわない」

　老将は黙だまっている。

「これより大将軍殿どのの戦われる決戦は、第二次聖戦の歴史書に大文字で記される戦いにございます。私の名も、どうかそのページの端はしにお加え願いたいのです。その願いが叶かなった後であればいかなる処分も受けましょう、きっと帝てい都とへ帰り元老院の査問も受けましょう。どうか、私に戦士の情けをおかけください。これは私が聖戦を戦う最後の機会なのでございます。私には民たみと交かわした約束があるのです。聖戦を続ける、と。まさにその約束を交かわした地であるモガウルを巡めぐる戦いに、私が参戦しないことなど許されないのです」

　イリミアーシェはあえて『大号令』とは口にしなかった。

　なにかを誇ほこっているわけではなく、責任を感じているのだという印象を強めるためだ。

　野営地のかがり火に照らされたイリミアーシェの美しく真しん剣けんな顔に涙なみだが光った。

「…絶対に私の指揮下で命令に逆らわず、必ず生きて帝てい都とへ戻もどり、裁きをお受けになりますな？」

　イリミアーシェの一隊は皇軍の末まつ端たんに加わることを許された。




　港町モガウルを守る人間の戦士ニモルドは凄すさまじいの一言だった。

　パタとその姉が一度まみえたが、二対一でなんとか互ご角かく、決着のつけられぬままに日が暮れ、ニスリーンの仇かたきを討うつには至らなかった。この後は老将軍が皇女の隊が城門に近づくことを許さなかった。

　城門を破れぬままに時は過ぎ、黒い塔とうの砦とりでから敵方の援えん軍ぐんが到とう着ちやくすると、包囲軍は逆に城内軍と援えん軍ぐんの挟はさみ撃うちを受けて総そう崩くずれとなった。

　モガウルに入ってしまえばそこを拠きよ点てんにして勢力の回復も出来るだろうというイリミアーシェの目もく論ろ見みも崩くずれた。

　敗走する亜あ人じん軍への聖せい鍵けん軍の追つい撃げきは執しつ拗ようであった。

　散り散りにされた集団がそれぞれに襲おそわれ、犬人の老将軍も討うち取られた。

　十騎き足らずの味方と共に落ち延びていたイリミアーシェもとうとう小さな森に潜ひそんでいるところを敵方に囲まれた。手て柄がらを求める聖せい鍵けんの兵たちにとって皇女は最高の獲え物ものの一人だった。

　森の暗がりに身を潜ひそめ、糧りよう秣まつを口に押し込んで嚙かみ砕くだき、深呼吸するとパタは皇女の目を見て、小声ながらはっきりした口調で言った。

「皇女殿でん下か万ばん歳ざい！　次期皇こう帝てい陛下万ばん歳ざい！」

　面めん食くらっているイリミアーシェに、ニヤリ笑ってパタは続ける。

「一度言ってみたかった」

「パタ、うまくやれよ」

「任しとけ」

「王は責任など取らん。いや、責任など取れん。王のする決断とその結果の大きさを思えば、自分が責任を取れるなどと考えることこそ許しがたい傲ごう慢まんだ。王はただ決め、戦士は死んでいき、神がそれを愛めでる。この世界はそう出来ている」

「今のはいいわけか？」

　皇女は珍めずらしく、言葉に詰つまった。

「私に死を命じるのにいいわけはいらん」

　パタは軽く言ってのけ、それからまたニヤリ笑って続けた。

「命じるのに気が引けるなら、ただ頼たのめ」

　イリミアーシェはその情けにすがった。

「パタ、頼たのむ」

　パタと姉は包囲の一角を打ち崩くずし、そこから皇女を脱だつ出しゆつさせ、兵たちはみなそのままそこに留とどまって残った敵を足止めした。

　皇女はパタたちを捨て駒ごまに、単騎、死地を逃のがれた。




　皇女は一人、夜に沈しずんだ平原を馬で駆かけた。

　空には厚い雲が低く満ちて、星は見えず、月明かりもない。

　方角もわからない皇女はただ馬に任せて進んだ。

　じきに雨になった。疲つかれきった身体からだが冷える。全身が震ふるえ、歯の根が合わなくなる。イリミアーシェは真しん紅くのマントをきつく身体からだに巻きつけた。

　雲の向こうに夜明けが来て、周囲がぼんやり明るくなると、雨は止やんだ。

　ここはどの辺りで、どちらへ向かうのが正しいのだろう。

　なにか目標を求めて周囲を眺ながめると、その視線の先を動く複数の影かげがある。

　六頭の野生馬の群れだった。

　なだらかな丘おかを、軽かろやかに走っていく。どこへ行くのだろう。目的地があるのだろうか。あるいは何かから逃にげているのか。ただ走っているだけか。動物たちにも、目的なくただ走るということがあるのだろうか。わからない。

　パタは死んだ。何のために死んだか。次期皇こう帝ていを守って死んだのだ。

　イリミアーシェは馬を下り、ボロボロになった真しん紅くのマントを外して捨てた。

　それから馬の手た綱づなを引いて歩き出した。馬は辛しん抱ぼう強づよく付いて来る。素す晴ばらしい生き物だ。

　皇女は歩きながら糧りよう秣まつを口に運び、半分を馬にやった。




　港町モガウルやその周辺から戦乱を逃のがれて帝てい都とマゴニアへ向け街かい道どうを進む避ひ難なん民たちの行く手に、彼女は突とつ然ぜんに現れた。

　不安と疲ひ労ろうで一いつ杯ぱいの人々が進む街かい道どうの先に、噂うわさに聞いた白銀の髪かみをなびかせて立っていたという。

　イリミアーシェは馬上で胸を反らし、人々が近づいてくるのをただ黙だまって待った。

　さあ勝負だ。あの港に降り立った頃ころと変わって、民衆はマントのない自分が何者かわかるようになっているだろうか。

　輝かがやく白銀の髪かみ、講談で何度も聞いたねじれた角、胸を反らす堂々たる態度、なにより稀まれに見る容よう貌ぼう。避ひ難なん民たちは目を瞠みはり、大声で言った。

「イリミアーシェ殿でん下か！　お一人なのですか？」

　皇女はにっこりと笑った。

「さあ、みな行こう。帝てい都とまではもう少しだ」

　元より人々を迎むかえに来たかのようにそう言って、皇女は避ひ難なん民たちと共に歩き出す。

　街かい道どうを進み帝てい都とに近づくにつれ、避ひ難なん民の数は膨ふくれ上がっていった。

　イリミアーシェは避ひ難なん民たちを励はげまし、大人たちに避ひ難なん先での保護を約束し、子どもたちと行軍歌を唱和し、瘦やせた老人を背負うことすらした。

　人々は皇女の振ふる舞まいに感激し、民衆と苦労を分かち合う姿を称たたえた。他の権力者たちとは比べ物にならない、優やさしく勇気に満ちた我らが姫ひめ君ぎみ！

　中には疑問を持つ者もいた。そもそもこの民たみ草くさが苦しむ状じよう況きように皇女の責任は大きいわけだ。しかし、そんな話を持ち出して今まさに励はげまされている人々の気持ちに水を差すべきだろうか。今この時に、人々の疲つかれきった足へ、次の一歩を踏ふみ出させる力を皇女が与あたえてくれるなら、そんな話はまた別の機会でもいいのではないか。彼らは喉のどから出かけた疑問を飲み込んで腹に戻もどした。結局のところ、だれもが英えい雄ゆうを欲ほつしていた。

　いつの間にか、イリミアーシェは避ひ難なん民の代表のような顔をしていて、それにだれも疑問を持っていなかった。

　十万を超こえる避ひ難なん民を率いて、皇女は帝てい都とへ入城した。

　待ち受けていた近この衛え兵へいが皇女に皇こう帝ていと元老院からの謹きん慎しん通告を告げる。

　周囲の避ひ難なん民は激げき怒どした。皇こう帝ていは我らをこんな仕打ちで出で迎むかえるのか！

　色めき立つ周囲を鎮しずめて、皇女は近この衛え兵へいへ言った。

「私のことはわかりました。彼らに十分な食事と寝ねる場所を。みな、ひどく疲つかれています」

　人々は泣いた。皇女殿でん下かは我らのために揉もめ事をお避さけになった。不当な扱あつかいに一言も抗こう議ぎせず、兵卒どもに引かれていった。近この衛え兵へいたちから言わせればこれは全く不当な扱あつかいでもなんでもなかったが、民衆はそう感じた。

　こうして皇女は十万の飢うえた避ひ難なん民を近この衛え兵へいに押し付けて、謹きん慎しんのために帝てい都との宮きゆう殿でんへ向かったのだった。

　皇女は避ひ難なん民よりも上等の床ゆかに寝ねるわけにいかないと言い張って、廊ろう下かで毛布に包くるまって横になっているらしい。この噂うわさはどこからともなく城から流れ出て、あっという間に帝てい都と中に広まった。町の広場や通りのあらゆるところに張られた難民用天幕の中で、配給の堅かたいパンをかじっていた避ひ難なん民たちは、皇女と歌った行軍歌を大声でがなった。その歌声は帝てい都とに満ち、皇こう帝ていや元老議員は苦虫を嚙かんだ。

　廊ろう下かで寝ねるだけで十万人を食わせる責任から逃のがれられるなら、自分たちだってそうしたいものだ！　連日の元老院の席で、議員たちはブツブツと文句を言い合った。しかし、それでもやはり、彼らは廊ろう下かで寝ねたりはしなかったのだ。




　狂きよう戦士軍団と『鉄の蝶ちよう』の力でもって港町モガウルとその周辺を奪だつ還かんした鉄の虎とらが焦しよう土どの中で王のように振ふる舞まいだすと、皇こう帝ていはゴブリン王国へ、鉄の虎とらへの物資援えん助じよを停止するように通達した。

　この交こう渉しようは今の皇こう帝ていには難しいものに思われたが、彼はこれを成功させた。

　これは鉄の虎とらにとって寝ね耳みみに水であった。ゴブリン王国からの支し援えんを失うということは、『ゴブリンの火』と『鉄の蝶ちよう』の燃料の補給が止まるということであり、鉄の虎とらの爆ばく撃げき戦術はもう行えなくなる。

　鉄の虎とらはゴブリンたちがもはや沈しずみ行く船の老皇こう帝ていに従った事実を訝いぶかりながらも、絶望も降参もする気はなかった。残された物資だけで植民都市ダルフンカ攻こう略りやくは十分に成る。ダルフンカを落としネクル界の失地回復を完かん了りようした後、じっくりと帝てい都との玉座と向き合おうではないか。結局のところ、皇こう帝ていにもはや兵はなく、帝てい国こくのどこにも大した戦力は残っていないのだ。鉄の虎とらに焦あせる理由はなかった。

　鉄の虎とらはダルフンカ攻こう略りやくへ兵を進めた。

　そこで死んだ。

　突とつ然ぜんの鉄の虎とら戦死の報はネクル界を衝しよう撃げきと共に駆かけ巡めぐり、人々は英えい雄ゆうの死を嘆なげいた。鉄の虎とらメリヴォラは恐おそるべき暴君に変わり始めてはいたが、変わりきる前に死んだといえる。多くの亜あ人じんたちにとって、彼はいまだ救国の士であった。

　鉄の虎とらを見殺しにした皇こう帝ていへの批判が巻き起こり、それは猫ねこ人ニャメの刑けい死しの記き憶おくを人々に思い起こさせ、民衆の権力者たちへの不満は爆ばく発はつした。

　人々の主張は実のところ曖あい昧まいで、皇こう帝ていや後こう継けい者しや候補たち、あるいは議員が過去どう行動すべきだったかの見解は一いつ致ちせず、これからについての要求も様々だったが、一つだけ彼らの全員が声を合わせられることがあった。

　皇女イリミアーシェ殿でん下かを解放せよ！　これ以上、英えい雄ゆうを殺させるな！

　実際のところ、イリミアーシェを処しよ刑けいしようなどという動きはなく、暗殺計画のようなものがあったかも不明だが、民衆は本気でイリミアーシェが殺されるかもしれないと考えていた。

　各地から皇女解放を嘆たん願がんする集団が帝てい都とへ押し寄せた。最初期こそ嘆たん願がん集団は厳げん粛しゆくなものであったようだが、あっという間に彼らはやけくそに陽気な行列になっていった。みな活気に溢あふれ、それぞれに出来る限りのオシャレや仮装に身を包み、道中は派手に音楽を奏かなで続けて止やむことはなく、集団が町や村に立ち寄るたびに数は増え、行列は多た彩さいな亜あ人種、多た彩さいな身分、多た彩さいな年代の者が入り混じっていた。

　それは新たな祭りの始まりであった。

　鉄の虎とらが死んで、これが始まって、ああやっぱりそういうことか、あの人が『それ』なのだ。

　これが新たな王を迎むかえる祝祭になるのだと、人々はすでに感づいていた。

『皇女解放パレード行列』は町から町へ途と切ぎれることなく続いてあまりに長く、パレードの先頭が帝てい都とへ入城を始めてから最さい後こう尾びが納まるまでに三み月つきかかったと伝わる。

　帝てい都とへ入城しても彼らはお祭まつり騒さわぎをやめなかった。

　出店屋台があちこちに出て、酒場は閉まることなく、辻つじ説せつ法ぽう師しが皇女とそれを取り巻く英えい雄ゆうの講談をがなり、サーカスが芸を見せては皇女にささげ、酔よっ払ぱらいはことあるごとに乾かん杯ぱいして叫さけんだ。

「皇女殿でん下か万ばん歳ざい！　次期皇こう帝てい陛下万ばん歳ざい！」

　イリミアーシェは元老院から謹きん慎しんを解かれ、軟なん禁きん状態だった自室を出た。

　そして、その足でそのまま皇こう帝ていの待つ玉座の間へと向かった。

　そうした動きは即そく座ざに城内の召めし使つかいたちから城外へと伝えられ、触れ役がまるで公式の布告のごとく広場や辻つじ々つじでこれを叫さけび、民衆はいよいよ時は来たと沸わき立って、城の前へと詰つめ掛かけた。

　殿でん下かの白銀の髪かみに、黄金の宝ほう冠かんはさぞ映はえることだろう！




　玉座の間は人ひと払ばらいがされていた。

　扉とびらから真まっ直すぐ続く赤い絨じゆう毯たんの先、玉座には真しん紅くのマントの老皇こう帝ていが座っている。

　深いしわの刻まれた瘦やせて乾かわいた顔の上には、イリミアーシェによく似たねじれた角が生えている。

　イリミアーシェは胸を反らし勝ち誇ほこって、赤い絨じゆう毯たんをゆっくりと踏ふみにじりながら進んで行った。

「陛下、いやさ父上、最後です」

　足元まで来て跪ひざまずきもしない娘むすめへ、平板な声で皇こう帝ていは言う。

「ここを奪うばいに来るのがお前になるとは、考えてもみなかった」

　満足げにイリミアーシェは応じる。

「そうでしょうとも」

「簡単にはいかんぞ」

「手向かいなさる気で？」

「いや、もう、そういうつもりはない。出来る限りのことはやった」

「意外に落ち着いておられる」

「貴様も一度ここに座ってみればわかる」

「宝ほう冠かんはどちらに？」

「すでにここにはない」

　イリミアーシェは凍こおりついた。

　皇こう帝ていは喉のどを引きつらせて笑う。

「鉄の虎とらへの補給を止める代わりに、ゴブリンどもにくれてやったわ。宝ほう冠かんの無事を図はかるために預けるという名目でな」

「…彼らに返せといえば素す直なおに返ってくるとお思いか」

「二度と返さんかもしれんな。やつらもこの戦いくさで変わった」

　目玉がこぼれ落ちそうなほど目を見開いて、皇こう帝ていは言う。

「思い知れ、小こ娘むすめが。玉座の呪のろいを受けろ。だれも王よりも王にはなりえんのだ。だれも我わが王国を引き継つぐには足らん。だれもが私よりも愚おろかだ。私が王だ。私が失敗するならば、他の全員も失敗するべきだ。だれかに渡わたすくらいならば壊こわすのが王である」

「老ろう醜しゆう…」

　呻うめいたイリミアーシェへ、父は告げた。

「醜みにくかろう！　我わが予言を聞け！　玉座に就つけば貴様もこうなる！」

　それから皮肉な笑えみを浮うかべ続けた。

「もっとも、貴様はここに座ることは出来んかもしれんな」




　日がすっかり暮れた頃ころ、その時を今か今かと待つ民衆の前に、とうとう皇女は現れた。

　城前の広場を見下ろすバルコニーの演台に立ったイリミアーシェは、腕うでを上げ拳こぶしを自分の顔の横に持ってくると、人差し指を真まっ直すぐ上に向けて立ててみせた。

　人々は押おし黙だまったまま、皇女の宝ほう冠かんのない頭上に注視する。

　皇女は宝ほう冠かんを手に出来なかったのか？　皇女は新しい王ではなかったのだろうか？

　イリミアーシェは言い放った。

「私は星を指しているのに、あなた方が見ているのは私の指先だ。そんなにも私の頭にあのお飾かざりがないのが気になるか？」

　だれにも口を挟はさむ間を与あたえず、イリミアーシェは腕うでを伸のばし指を高く差し上げ、天空を示した。

　その夜の空が雨模様であったら──曇くもり空であったら──ほんの少しの霧きりでも出ていたら──演説の効果は変わったかもしれない。

　それが運命か、幸運か、神の計らいか、あるいは星自身の意志によるものか、地上の我らには知るよしもないが、しかしとにかくその夜の空、皇女の指の先には、あまりに見事な満天の星々が輝かがやいていた。

「見よ！　天の光はすべて星！　数多星、宝ほう冠かんのごとく！　我わが頭上にいかな宝ほう冠かんよりも燦さん然ぜんと輝かがやく！　あの星々の英えい雄ゆうたちこそが、私をここへ導いたのだ！　あの狩人かりゆうどが、あの戦いくさ豚ぶたが、あの犬人の一族が、あの鉄の虎とらが、パタが、あの天球の数多あまたの光が、私の頭上を飾かざっているのだ！　宝ほう冠かんなどどこへとも持って行くがいい！　あの天の光だけで我わが王道は明かされている！」

　皇女が言い切ると、瞬しゆん間かん、場を沈ちん黙もくが占せん拠きよした。

　まさにその一いつ瞬しゆんに、広場の端はしから声が上がった。

「なんだ、まだ皇こう帝ていになっていないのか！」

　そう叫さけんだズタボロの犬人の武士を見て、皇女は心底から驚おどろきの声を上げた。

「パタ！」

　この一いつ瞬しゆんだけ、イリミアーシェはなにもかも忘れて歓かん喜きで胸がいっぱいだった。

　しかし、次の瞬しゆん間かんにはもうしっかりと人々の目に意識を戻もどしている。

「見よ！　我わが宝ほう冠かんの到とう着ちやくだ！」

　皇女の言葉に、人々は歓かん声せいを上げた。

　皇女の皇こう帝てい就任を祝うため、星の英えい雄ゆうが帰ってきた！　やはり、この人こそ玉座に相応ふさわしいのだ！
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　民衆はパタを担かつぎ上げて、演台の皇女の元へ届けた。

　ようやっと帝てい都とにたどり着いたばかりで、前後の事情がわからないパタが混乱している隙すきを突ついて、イリミアーシェは彼女を強く抱だきしめた。

　そして、大だい歓かん声せいの中、絶句しているパタに満面の笑えみで言った。

「お前、ひどく臭くさいな！」




　イリミアーシェは元老院議会を召集し、現皇こう帝ていの引退と自らへの帝てい位いの禅ぜん譲じようを諮はかった。

　帝てい都とは皇女支持の民衆で溢あふれている。宝ほう冠かんの不足は星の英えい雄ゆうの理り屈くつで押し切られてしまったようだ。もう逆らうのは得策ではなかろう。

　イリミアーシェは宝ほう冠かんなしで元老院の議決を受けた史上初の皇こう帝ていになった。

　彼女は玉座にたどり着いた。




　鉄の虎とらの軍団が植民都市ダルフンカにおける攻こう防ぼうで壊かい滅めつした知らせを受け、皇こう帝ていイリミアーシェは聖せい鍵けん軍へ休戦の使者を出した。

　休戦条約締てい結けつにおいては自らダルフンカへ赴おもむき、聖せい鍵けん軍の団長とじかに向き合って書面へ調印した。

　休戦条約には、向こう五年間の休戦、互たがいに奴ど隷れいを獲とらないこと、所有する奴ど隷れいは無条件で解放すること、捕ほ虜りよに課してよい労働内容の協議を継けい続ぞくすること、五年後にこの条約を更こう新しんするかどうかの交こう渉しようを行うこと、などが盛り込まれた。

　これにより、第二次聖戦は終結した。

　他の六人の皇子皇女はイリミアーシェの帝てい位いを正式なものと認めず、国は割れ、自らの領地で皇こう帝ていを名乗るものも現れ、ネクル界はこれから『七皇子戦争』へ突とつ入にゆうする。

　皇こう帝ていイリミアーシェはそれらの兄けい姉しを相手にせず無視して、なによりもまず砂さ漠ばくに兵を向け、真っ先に蜃しん気き楼ろうの市を焼き滅ほろぼした。

　しかし、これらの戦乱は聖戦に当たらないので、ここに詳しよう細さいは記さない。

　イリミアーシェは皇こう帝ていになった後すぐ城の宝物庫に行ったという。カラクリ馬が見つかったかどうかは伝わっていない。

　イリミアーシェは死後、星の座へ上げられ、占せん星せい術じゆつ師しにより簒さん奪だつ者しや座が観測された。
















　さて、始聖王は最後の決戦を前に、その軍勢へ呼びかけました。

「時は来た！　昇のぼる朝日のように輝かがやかしく我々は進軍する！　もしも、お前が戦場での死を恐おそれこの戦いに出てこなかったなら、お前はすでに死人であった！　まさに生きている戦士たちよ、戦って勝て！　星に上がる働きを見せろ！　聖せい鍵けんが門を開き、道を開く！」

　軍勢は鬨ときの声を上げ、呪のろいに病やむ身体からだを奮い立たせて、黒い塔とうへと攻せめ寄せました。

　始聖王は聖せい鍵けんを額に押し当て、目を閉じ祈いのりました。

「私はかつて、自分は鍵かぎを与あたえられた王であるのだから、することは全て正しいと信じた。今、まだ私は、自分の全てを正しいと信じているだろうか？　昔ほどには信じていない。ああ、しかし、鍵かぎはいまだ私の手を離はなれない。故ゆえに、私は力と知ち恵えの限りを尽つくして戦いを続けよう、この身体からだが土くれに帰る日まで！　この鍵かぎが戦士たちに力を与あたえてくださるように！」


（創世神話──第一次聖戦──終わりの始まりの祈いのり）　　　
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　コリーナは自分のことを特別だと思ったことはなかった。

　だから、イデルのようないかにも特別な人が自分の横にいるのが不思議でならなかった。

　コリーナは長じるにつれて、これは特別に生まれついた人の幼おさな馴な染じみに偶ぐう然ぜんなった人がもらえる特典のようなもので、それ以上のなにかではなく、自分とイデルとの関係はいずれ失われるのが当然なのだと考えるようになった。どうかその日が来るのが一日でも遅おそいようにと祈いのりながら、コリーナはイデルとの日々を過ごした。

　イデルが聖せい鍵けん軍に加わって村を出る時、ああ、これが終わりだと思って家で一人泣いた。

　しかし、イデルはまめに手紙で近きん況きようを知らせてきて、二人の関係は続いた。

　イデルがダルフンカでパレードがあるから来てほしいと知らせてきた時、ああ、これが終わりだと思って手紙の上で泣いた。

　しかし、イデルに迫せまられて婚こん約やくまでしてしまい、二人の関係は続いた。

　ダルフンカから村に帰る時、きっとイデルのご家族は勝手な婚こん約やくに激げき怒どし、自分をふしだらな女と罵ののしって話は破談になって、ああ、それが終わりになるのかと考えて泣いた。

　しかし、イデルの両親は息むす子この唐とう突とつさに呆あきれつつも、コリーナにはむしろイデルで本当にいいのかと聞いてくるくらいだった。イデルの兄は弟の行動をむしろいかにもヤツらしいと喜び、双ふた子ごの妹たちは幼い頃ころから姉のように思っていたコリーナが本当に姉になったと輪をかけて大喜びだった。

　しばらくしてコリーナの両親が流は行やり病で亡なくなると、コリーナは婚こん礼れい前からイデルの家に入ることになって、そこでも優やさしく迎むかえられた。

　コリーナはよく働き、義理の両親はいい嫁よめを貰もらったと肯うなずきあい、元より幼おさな馴な染じみの義理の兄きよう妹だいとはもう本当の姉し妹まいとほとんど変わらない。

　コリーナは疑いようもなく幸福だった。

　それでも、コリーナは心の隅すみで思い続けていた。

　このまま行くはずがないのだと。




　だから鉄の虎とらの軍団がダルフンカ攻こう略りやくの下準備として周辺の農村に『ゴブリンの火』をバラ撒まき出し、イデルの家の農場もなすすべなく焼け落ち、村中が避ひ難なんすることになっても、あまりみんなほどには沈しずまなかったのかもしれない。

　そうだろう、これくらいのことは起こるのだろう。

　なにか、そんな風に思った。

　義ぎ兄けいとその家族と、義ぎ妹まいたちはある程度の財産と共にすでに先んじてダルフンカへと移り、村には義父とコリーナだけが残っていた。昔から村人に頼たよられている義父は、ギリギリまでそこに留とどまりたがり、コリーナはその世話に残ることを決めていた。

「…お義か母あ様さまが見なくてよかった」

　少し前にやはりダルフンカへ避ひ難なんしていた義理の母を思い浮うかべ、黒々と焼け爛ただれた農地を丘おかの上から見下ろしてそう呟つぶやいたコリーナに、義理の父は言った。

「いやあ、あれは見たかったろうと思うよ。あれは自分が作った農場が焼け落ちるなら、焼け落ちるところをしっかりと見たがる人だ」

　寂さびしげだが冗じよう談だんめかすことを忘れていない義父の口調に、この人は強い人だなとコリーナは思う。

「…そうですね、そういう方でした」




　義父に率いられて村はダルフンカへ向けての避ひ難なんを開始した。

　少しばかり残った家か畜ちくに荷物を載のせて、焼け爛ただれて荒こう野やのごとくなっている道を進む一隊に、一つの揺ゆらめく人ひと影かげが近寄ってくる。

　その人はあまりに黒く、まるで歩く影かげのようだった。目を凝こらすと、それが『ゴブリンの火』が撒まかれた後の地に出来る黒い汚お泥でいに全身まみれていることがようやくわかる。元は服だったらしき身体からだにまとわり付くボロ切れが赤黒い血の染しみに染まっている。人か亜あ人じんかすらも瞬しゆん時じには見分けがつかない。

　あまりの姿に避ひ難なん民のだれもが凍こおりついている中、コリーナはその巨きよ大だいな黒いものへ走り寄った。

「ニモルドさん！」

　フラつく男の肩かたを全身で支えながら顔を覗のぞき込んで、コリーナは必死に言う。

「ニモルドさんでしょう！」

　聖せい鍵けん軍筆頭戦士ニモルドは目の前の顔に必死に焦しよう点てんを合わせる。どこかで見た顔だ。ああ、頭に血が足りない。だれだ、これは。

「コリーナです、イデルの妻です！」

　ニモルドは最後の力を振ふり絞しぼり、懐ふところからそれを引っ張り出すと、グッと彼女の胸へ押し付けた。

「鍵かぎだ…」

　そして、地に倒たおれ、二度と立ち上がることはなかった。




　戦士ニモルドの決死隊は『聖せい鍵けん』奪だつ還かんの任務を完かん了りようした。

　鉄の虎とらを討うち取り、部下のすべてを捨て駒ごまにし、満身創そう痍いになりながらも、ニモルドはその驚きよう異いの武でもって死地を脱してきた。しかし、ダルフンカはすでに狂きよう戦士の軍団に完全に包囲された後だった。その包囲をくぐってダルフンカへ入城する力はもはやニモルドになく、ただ敵の目を逃のがれて彷徨さまよっていたところ、偶ぐう然ぜんコリーナたちと出会ったわけだ。

　ダルフンカが包囲されていることを自ら偵てい察さつして知った義父は、避ひ難なん民の進路を変え、黒い塔とうの砦とりでを目指すことにした。




　ようやくたどり着いた黒い塔とうの砦とりでの城門は閉まっていた。そして、その門前にはロープで繫つながれた巨きよ大だいな鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺ていがいつでも飛び立てるという状態で停てい泊はくしている。

　周囲には自分たちと同じく避ひ難なんしてきたらしい人々が不安げな目でたむろしている。

　城門前ではどうやら聖せい鍵けん軍同士らしい兵の集団が二つに分かれて激しく口論している。空気は切せつ迫ぱくし、一いつ触しよく即そく発はつであることが着いたばかりのコリーナたちにもすぐにわかった。

　義父は若い聖せい鍵けん兵を捕つかまえて、イデルの名を出して説明を求める。

「イデルの？　じゃあ元竜りゆう騎き兵へいだったっていう親おや父じさん？」

「揉もめ事か？」

「自分たちは飛ひ空くう挺ていに避ひ難なん民を乗せてきたところなんです。ダルフンカに友軍を残してきてるんです。イデルたちがまだ戦ってる。援えん軍ぐんを乗せて…いや、おれたちだけでもいい、とにかく、すぐに引き返して戦いたいのに」

「故障か？」

「接収するって言うんですよ、名めい誉よ組のやつらが！」

　集団の口論は激しさを増していた。

「てめえらが逃にげるのに使う気なんだろうが！」

「ふざけるな！　ただ、いたずらに戦力を失うのは間ま違ちがいだと…」

「なら、何な故ぜこぞって乗り込もうとしているんだ！　見え透すいた噓うそを吐つくな！」

「今まさに友軍がギリギリの状態で戦っているんだぞ！　ダルフンカが落ちればやつらはすぐに砦とりでまで来る！」

「だからこそ、冷静な判断が必要だと言っているんだ！」

「ダルフンカを見捨てるのか！」

　ダルフンカを見捨てる？

　イデルが死ぬ？

　コリーナはそのことを考えてみたことがないわけではない。

　なんといってもイデルは聖せい鍵けん軍の戦士だったわけだし、前線の状じよう況きようがあまり芳かんばしくないことも聞いていた。不安で眠ねむれない日はしょっちゅうだったし、彼の無事を祈いのらない日はなかった。

　しかし、それはいつも遠くで起きる、自分にはどうにも出来ないなにかで、それこそ祈いのることしか出来ないなにかだった。

　それが今、目の前で、目の前にいるだれかの行動で、イデルの生死が分かれようとしている。なにかが起きてイデルが自分から離はなれていこうとしている。

　思えば、二人が離はなれそうになるたびに、手を伸のばしてその運命を引き寄せ直してくれたのは、いつでもイデルの方だった。

　ここに鍵かぎがある。何な故ぜか、今、ここ、私の手に届くところに。私の懐ふところに。

「『あなたはただ鍵かぎを取ってなすべきことを…』」

　コリーナの目の中で日の光が急激に強くなった。その光は震ふるえて線になり、その線は糸のようにコリーナの体内に張り巡めぐらされて、彼女は身動き一つ出来なくなった。金かな縛しばりのコリーナの耳に、そっとなにかが囁ささやいた。




　今、あなたの手の中に鍵かぎがある。

　あなたはどの扉とびらを開くか、選ぶことが出来る。

　星の数ほど多くの扉とびらを抜ぬけて、この鍵かぎはあなたに届いた。

　どれほどの大きな運命のねじれと、あまりに些さ細さいなきまぐれが、この日、この時に、この鍵かぎをあなたに届けたか、あなたにわかるか？

　どれほどの切実な願いと欲望のあがきの波が、あなたにこの鍵かぎを届けたか、あなたにわかるか？

　何な故ぜ、あなたに──他ならぬあなたに、この鍵かぎが届いたか、あなたにわかるか？

　あなたには、決してわからない。あなたには、わかる日も来ない。

　ただ、あなたは決めなければならない。

　未来の結果も、過去の経けい緯いも、現在の状じよう況きようすら、なに一つ十分に知らされていないのに。

　ただ、あなたはあなたの願いと欲望を頼たよりにして。

　あらゆるすべてを巻き込んで。

　怯おびえて祈いのり呪のろいながらも、あなたは、結局、選び、決める。

　あなたは理由もなく選ばれたのだから、あなたはどの扉とびらを選んでもよい。

　ただ、あなたが決めなければならないことだけが決まっている。

　私があなたに決めたのだから。

　あなたはただ鍵かぎを取ってなすべきことを…




「…『成せ』」

　コリーナは選んだ。

　コリーナは懐ふところからそれをつかみ出し高く掲かかげた。

　彼女は叫さけんでいた。

「『聖せい鍵けん』がここに！」

　自分がこんな大声を出せるとは知らなかった。

「『始聖王の聖せい鍵けん』が、ここにあります！　戦士ニモルドに託たくされたのです！」

　声の届いた範はん囲いの全ての顔が自分に振ふり向く。全ての顔が目を瞠みはっている。全ての顔が次に私が何を言うかを待っている。

　ああ、神様、どうか、私に、この一日だけで結構です、英えい雄ゆうのように振ふる舞まわせてください。

「飛ひ空くう挺ていをダルフンカに向かわせてください。援えん軍ぐんに行きます」

「何を言っている…」

　ようやく気を取り戻もどした名めい誉よ組の一人が言う。

「それをこちらに寄よ越こせ！」

　そう言って、相手はズカズカと近寄ってくる。

　乱暴に腕うでをつかまれ、聖せい鍵けんを取り落としそうになった瞬しゆん間かん、コリーナははっきりした声で命じていた。

　コリーナは、自分が口にしていることが信じられなかった。

「『この者の首をはねよ！』」

　現場組の戦士たちはみな抜ばつ刀とうした。




『ゴブリンの火』の爆ばく撃げきを受けたダルフンカの城門は破られ、すでに戦せん闘とうは市街戦へと展開していた。

　鉄の虎とらの狂きよう戦士たちは自分たちの数が減るのも構わず、城門を破ってなお攻こう撃げきの手を緩ゆるめず、捕ほ虜りよも取らず、自分たちを皆みな殺ごろしにするつもりらしい。そう察したイデルたち聖せい鍵けん軍は徹てつ底てい抗こう戦せんの腹を決めた。なんとか焼け残っている町の中心の市庁舎に立てこもり、イデルは生き残りの聖せい鍵けん軍を率いて戦いを続けていた。他の将校たちはみな死んでしまった。イデルはいつの間にかダルフンカ防衛全軍の指揮官になっていた。全軍はもはや百に満たなかったが。

「援えん軍ぐん、来ないんでしょうか」

　イデルが市庁舎二階の窓から門の見張りをやっていると部下が聞いてくる。

「来るさ、信じろよ」

　イデルは半分は自分に言い聞かせる。来ないのならば、もう…

　敵の攻こう撃げきは小休止に入っているようだ。

　周囲には人ひと影かげもなく物音もしない。ただ、狂きよう戦士たちは忍しのび寄ってくるのも上う手まいので気を抜ぬくことは出来ない。

「イデルさん、自分、一いつ緒しよに戦えて光栄です」

「死ぬみたいなこと言うなよ」

　さらになにか言おうとした部下を制して、イデルは耳をそばだてた。

　遠くから、ゴブリンたちの小型飛ひ空くう挺ていのあの騒そう音おんがする。

　あれを飛ばすということは、鯨くじら級の爆ばく撃げきが来るのか？　最近急に爆ばく撃げきが少なくなって、あちらの物資が切れたのではと期待していたのだが、違ちがったのか、それとも補給が着いたのか。なんにせよ、嫌いやな報しらせだ。

　イデルはそんなことを考えて空をにらむ。

（違ちがう、竜りゆう騎き兵へいだ！）

　上空では激しい乱戦が始まっていた。竜りゆうが火球を吐はきかけ、小型飛ひ空くう挺ていがブンブンと逃にげ惑まどう。ダルフンカに駐ちゆう留りゆうしていた竜りゆう騎き兵へいたちは全ぜん滅めつしたはずだ。

　黒い塔とうの砦とりでから来たのだ。

「援えん軍ぐんだ！」

　イデルは大声を上げた。

　市庁舎に逃にげ込んでいた人々が見上げる上空、雲うん霞かのごとく飛び交かう『鉄の蝶ちよう』と竜りゆう騎き兵へいの乱戦の中に、大きな影かげが割り込んでくる。鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺ていだ。まとわりつく『鉄の蝶ちよう』を竜りゆう騎き兵へいが必死に追い払はらう。その隙すきを突ついた一隻せきの『蝶ちよう』が、鯨くじら級へ火か炎えん放射を浴びせるのに成功する。

「燃えるぞ！」

　鯨くじら級はたしかに一部に火がついたようだが、すぐには墜つい落らくせず、ゆっくりと高度を下げ始めた。

「降りる気だ！　全軍続け！　着陸を援えん護ごする！」

　イデルは言いながら駆かけ出している。

　鯨くじら級は市庁舎前の広場に着陸する気だろう。

　イデルは広場を守るように素す早ばやく兵を展開させる。

　すでにあちらもそれを読んでいたのだろう、狂きよう戦士たちの攻こう勢せいがすぐに始まって、広場を囲うように戦場が広がる。

　その戦場の真ん中に、飛ひ空くう挺ていは燃え上がりながらなんとか不時着した。

　聖せい鍵けんの兵や市庁舎の人々から歓かん声せいが上がる。

　その歓かん声せいに応じるように続々と聖せい鍵けんの援えん軍ぐんが飛ひ空くう挺ていより飛び降りてくる。

　イデルはその一々と抱ほう擁ようしたい心境だった。

　そして、降りてきた一人の女を見た瞬しゆん間かん、イデルの頭は真っ白になった。

「イデル…」

　その顔を見た瞬しゆん間かん、コリーナの張り詰つめていたなにかが解け、意識は真っ逆さまに闇やみに落ちていった。

　その崩くずれかけた身体からだを走り寄ったイデルが抱だきとめる。

　コリーナはイデルの胸へそれを押し付けた。

「鍵かぎよ…」

　コリーナは意識を失った。

　イデルに鍵かぎが届いた。
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　聖せい鍵けん軍は鉄の虎とらの軍団を退けた。

　ニモルドに指揮官の鉄の虎とらを討うち取られていた狂きよう戦士たちはただ闇やみ雲くもに戦うことしか出来ず、ゴブリン王国からの補給が断たたれたイリグダーの飛ひ空くう挺てい団は飛ぶことが出来なくなり、爆ばく撃げき攻こう撃げきも出来なくなって、軍団の崩ほう壊かいは時間の問題だったのだ。少数ながらも援えん軍ぐんを得た聖せい鍵けん軍は、イデルの指揮の下もとよく持ちこたえ、最終的に瓦が礫れきの山と化したダルフンカを守りきった。

　そこに、亜あ人じんの新皇こう帝ていイリミアーシェからの使者が来た。

　休戦の提案である。

　教会に諮はかっている間はなかった。自分たちにはこれ以上の援えん軍ぐんが絶対にないことが知られれば、亜あ人じんたちは休戦などせずにダルフンカを押しつぶす方を選ぶだろう。

　イデルは聖せい鍵けん軍の代表として単独でこれに応じた。

　史上初の、聖戦の休戦であった。

　調印式には皇こう帝ていイリミアーシェ自身がダルフンカへやってきた。

　市庁舎で対面したイリミアーシェは美しい角人だった。

　これが、聞き続けてきた『魔ま王おうの娘むすめ』、『世界的大迷めい惑わく』か。

　イデルは不思議な心持ちだった。おとぎ話の人物に突とつ然ぜん対面したような気持ちだった。

「ずいぶんと若いのだな」

　相手の言葉に、イデルも返す。

「そちらも若い」

「ふふふ、神々も互たがいに若い者に指揮を執とらせることにしたのかもしれんな」

「何な故ぜ？」

「貴様と私とで、より勇ゆう壮そうな聖戦を戦わせるつもりなのかもしれんぞ」

　イデルは相手の好戦的態度が、作られたものか、心底からのものなのか、測りかねた。

　なんにせよ、そうはなるまいとこの時のイデルは思っていた。




　しばらくして、ダルフンカと周辺の復興を指揮するイデルの元へ、教会からの使者が来た。

　なにかを予感した人々が市庁舎前の広場へ集まり、教会からの使者とその従者たちを取り囲む。不ふ穏おんな雰ふん囲い気きの中、権けん威いを失うまいと声をことさらに張り上げて、使者は伝令書を読み上げた。

「聖せい鍵けん軍戦士イデルは、黒い塔とうの砦とりでへ強く援えん軍ぐんを要よう請せいし、これが叶かなわぬ場合は鯨くじら級きゆう飛ひ空くう挺ていを強ごう奪だつすることを指示し…」

「そんな！」

　すでに上がり始めた非難の声を無視して、使者は続ける。

「あまつさえ、その手段として聖せい鍵けんの権けん威いを用い…」

　コリーナの顔が青ざめる。

「さらに教会の判断も仰あおがず、亜あ人じんどもと勝手な休戦条約を結ぶなど、言語道断。よって…」

　使者は唾つばを飲み込んで言った。

「不信心者であると宣告する！　ついては聖せい鍵けんを持って聖都まで…」

　群衆はいきり立った。

「まさか！」

「イデル様がそうしなければみんな死んでいたのよ！」

「アンタっ！　わしは我が慢まんならん！　アンタをあんな腐くさったやつらにっ、教会なんぞに渡わたしゃせん！　なにが不信心だ！　わしらみんなを見捨てたくせに！」

　イデルは人々をなだめ、大声で言った。

「落ち着いて、みんな！　これはわかっていたことだ！」

　聖せい鍵けん軍の兵の一人が叫さけんだ。

「聖都なんて行ってはダメです！　あそこではキシュ様だって有罪にされてしまったんだから！」

「イデル様を渡わたしはしないわ！」

「帰れ！」「帰れ！」「帰れ！」

　人々が声を合わせて使者に迫せまるのを、イデルはまたなんとか静めて必死に言う。

「どうか聞いてほしい！　ダルフンカの復興はようやく第一歩を踏ふみ出したところだ！　おれが原因でそれが妨さまたげられるなんて、おれは望んじゃいない！　みんなの気持ちはうれしい、だけど、おれは望んじゃいないんだ！」

　僧そう兵へい出身の聖せい鍵けん兵が叫さけんだ。

「あなたが望むのではない、神が望んでおられるのです！」

　群衆はその言葉に熱ねつ狂きようし沸わき立った。

　イデルはなにかに屈くつした。

　人々が言ってほしいと思っていることを、大声で答えてしまった。

「『それならばもう逆らいません！』」

　創世神話のやり取りの再現に、民衆と軍団は熱ねつ狂きようした。教会からの使者は散々に小こ突づき回され、追い立てられて、ほうほうの体ていで町を後にした。

　熱ねつ狂きようする群衆の大おお騒さわぎの中、イデルは一人、呟つぶやいた。

「『私にまだなにか「成せ」とおっしゃるのか？』」

　自分は何をすることになるのだろう。

　蠢うごめきながら咆ほう哮こうする人々を見回して、彼はその中に彼女の顔を探した。

　今すぐに見つけなければいけない。今すぐに彼女を。

　身体からだが震ふるえ、呼吸が荒あらくなる。

　イデルは言葉にならないなにかを叫さけぶ。

　人々はそれに歓かん呼こで応じた。

　歴史家はこのイデルと民衆の応答をもって第二次聖戦の終わりと記す。




　その夜、人々にはすでにイデルの居城と見なされ始めている市庁舎の寝しん室しつで、イデルはコリーナを抱だきしめ、その肩かたに額をこすりつけ呻うめいた。

「恐おそろしいことを始めてしまったんだ」

「あなたがああ言わなければ、みんな納なつ得とくしなかったわ。正しいことをしたの」

「今日を生き残るために、恐おそろしい明日を受け入れてしまった気がするんだよ！」

　イデルが本当に震ふるえていることを感じて、コリーナの身体からだも震ふるえだす。

「そばにいてくれ」

　イデルは言う。

「おれはこれから、恐おそろしいことをするかもしれない。とても自分では責任の取りようもないことをするハメに陥おちいるかもしれない。それでも、おれのことを知っている人がいると思えばやっていける。おれにはそういう人が必要なんだ。君が必要なんだ。おれのことを知っている人が。おれが『そうするしかなかった』ことを知っている人が」

「ええ、いるわ、あなたのそばにいるわ。約束する。泣かないで。さあ、しゃんとするのよ！」

　イデルは彼女の肩かたを抱だきながら細い声で聞いた。

「…君のためだと思っていいか？　おれのすること、全部、君のためだと思っても？」

　彼女は怯ひるまなかった。

　イデルの震ふるえる瞳ひとみを真まっ直すぐに覗のぞき込んで、彼女は言い切った。

「ええ、いいわ！　あなたのすることのすべて、私のためにするのよ！　どんな恐おそろしいことだって！」

　イデルは弾はじかれたように彼女から身を離はなし、無理に明るくしようとして奇き妙みように甲かん高だかくなってしまった声で言った。

「ウソだよ、冗じよう談だんさ、ごめん。おれはとんでもなく卑ひ劣れつになるところだったな…」

　しかし、口からすでに出た言葉を飲み込むことはもはや出来なかった。この後、彼女は生しよう涯がいにわたり、イデルの行動のすべては自分のせいなのだと思わずにいられなかったし、イデルはなにか決断する度たびに彼女のためだと一いつ瞬しゆん思わずにいられなかった。

　コリーナは死後、星の座に上げられ、恋こい人びと座が観測された。




　この後、ワウリ界の人間は聖王派と教会派に分かれ、血みどろの戦乱を繰くり広げることになる。

　世に言う『大分ぶん裂れつ戦争』の始まりである。

　しかし、これは聖戦でないため、ここに詳しよう細さいは記さない。
















　以上の記録すべて、星の位置、軌き道どう、光度、またたきにおいて、矛む盾じゆんのないものと認めます。

　ワウリ界占せん星せい術じゆつ会議

　ネクル界占せん星せい術じゆつ会議
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